
 
 

「
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
」
を
い
か
に
定
義
づ
け
る
か
は
 

困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
全
体
的
性
格
を
特
徴
 

づ
 け
る
最
も
確
実
な
基
 

肺
 
㌶
㌔
㍑
㌃
 窪
 ㌔
 バ
袈
靴
 Ⅰ
㌍
 

 
 

 
 

醸
に
 「
偶
像
に
供
え
ら
れ
た
も
の
、
即
ち
 

肉
 （
の
 

鋤
 e
 き
 Q
c
 

黄
 ）
と
、
 
血
 （
 
ね
ざ
良
 

）
と
、
締
め
殺
さ
れ
た
も
 

の
 （
 
コ
て
へ
ヒ
志
 

）
と
、
不
品
行
 

け
守
 0
 
ち
て
 

の
 
ざ
 ）
と
を
避
け
る
」
よ
う
要
求
し
て
お
り
 

、
祭
儀
的
性
格
を
も
ち
、
使
徒
時
代
ユ
ダ
ヤ
人
キ
 

リ
ス
 
ト
 教
の
枠
内
で
起
草
さ
れ
た
 

 
 

教
 食
物
規
定
で
あ
る
。
 

当
 規
定
の
直
接
的
あ
る
い
は
間
 

接
 的
影
響
は
、
日
傭
ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 

L
 の
よ
う
な
 
ユ
 
ダ
ヤ
 人
 キ
リ
ス
ト
教
の
圏
内
 

 
 

 
 

な
り
長
期
か
つ
広
範
生
日
 

一
 
っ
て
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
 

有
効
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
 

 
 

の
 研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
半
は
規
定
の
 

オ
り
ジ
 
ナ
 ル
な
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
 

木
 

初
 来

の
意
味
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
（
 

3
 ）
 

J
.
G
.
 
ゾ
ン
マ
ー
、
 

K
.
 ベ
ッ
ケ
 
ン
 ホ
 ブ
 、
 G
.
 レ
 ツ
シ
ュ
、
 
K
 
.
 

ズ
イ
ソ
   (1) 

ゆ
期
 キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
 食
 物
 規
定
 

「
使
徒
規
定
」
（
使
徒
行
伝
一
五
章
二
九
節
 

）
の
歴
史
的
変
遷
 

水
手
廉
人
 



  

 
 

 
 

2
 
(
 
Ⅰ
 
 
 

 
 

 
 

五
節
）
、
写
本
に
よ
り
 

種
 

の
形
を
示
し
て
い
る
が
、
（
 

6
 
）
特
に
次
の
、
写
本
上
は
共
 

に
 
二
世
紀
半
 

は
迄
 

遡
る
、
二
大
テ
ク
ス
ト
が
重
要
で
あ
 

る
 
。
即
ち
一
 

つ
は
 

所
謂
 

 
 

 
 

ル
Ⅱ
 

の
 
て
 
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
、
 

（
 
R
 
、
 
t
n
 

ふ
を
省
き
、
否
定
形
で
 

ダ
 

 
 

 
 

三
条
項
、
。
 

む
 
藍
も
旨
 

P
 

陣
ざ
タ
ぉ
 

0
0
 

品
㌻
は
そ
れ
ぞ
れ
偶
像
崇
拝
、
殺
人
（
 

血
 
を
 
流
す
こ
と
）
、
不
品
行
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
元
来
 

祭
儀
的
性
格
を
も
っ
た
 

 
 

 
 

て
 
で
 
る
 
、
 
、
 

（
 
B
 
）
 

  



結
局
上
記
の
三
禁
止
条
項
は
、
正
式
な
ユ
ダ
ヤ
 的
 屠
殺
 法
 に
よ
ら
ず
に
殺
さ
れ
た
動
物
の
肉
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
 り
 、
そ
れ
は
体
内
に
残
 

存
し
た
血
の
故
で
あ
る
 

，
 
（
 
1
 
o
 

O
 
）
 コ
 0
0
%
 
ぎ
は
通
常
「
不
品
行
 」
と
訳
さ
れ
る
が
、
他
の
三
条
項
が
食
物
に
関
す
る
の
 え
 に
 種
々
の
釈
義
を
生
ん
 

 
 

だ
。
し
か
し
こ
れ
も
レ
（
 

1
 
）
Ⅰ
ビ
詔
一
八
章
六
節
以
下
に
の
っ
と
 

検
討
し
て
み
る
。
 当
 規
定
は
「
使
徒
会
議
」
を
記
述
し
 

り
 、
律
法
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
た
親
等
内
の
血
族
結
婚
、
 

た
 使
徒
行
伝
一
五
章
中
に
書
 

あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
 

て
 、
性
的
放
縦
や
異
教
徒
と
の
結
婚
を
指
す
と
考
え
 ろ
 れ
る
。
従
っ
て
使
徒
規
定
の
四
条
項
は
レ
ビ
詔
一
 セ
章
七
 節
｜
 一
八
章
二
六
節
を
 

背
景
に
統
一
的
に
解
釈
さ
れ
う
る
。
即
ち
、
レ
ビ
拘
禁
 儀
的
 積
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
使
徒
規
定
は
レ
ビ
詔
一
 セ
 、
一
八
章
と
明
確
 な
っ
な
が
り
を
も
ち
、
し
か
も
レ
ビ
記
の
諸
規
定
は
 ュ
 ダ
ヤ
人
の
間
に
居
住
 

し
た
外
国
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
レ
ビ
詔
一
 セ
 章
一
 0
1
 一
四
節
は
血
を
食
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
創
世
 記
 九
章
 四
｜
 六
節
の
発
 

展
 し
た
形
で
あ
り
、
ラ
ビ
 達
 ほ
こ
の
「
ノ
ア
の
 碇
 」
 を
 拡
充
し
、
特
に
「
神
を
恐
れ
る
者
」
即
ち
 半
 改
宗
者
に
課
 し
た
。
「
使
徒
規
定
」
 

（
 
2
 
l
.
l
 

）
 

定
は
恐
ら
く
「
ノ
ア
の
 碇
 」
の
要
約
と
い
え
よ
う
。
 

披
 

異
邦
人
を
初
期
の
教
会
に
受
容
す
る
際
、
極
端
 な
 ユ
ダ
ヤ
主
義
者
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
、
割
礼
に
代
表
さ
 れ
る
モ
ー
セ
の
律
法
全
体
の
 

ぬ
 
遵
守
の
要
求
は
却
け
ら
れ
、
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
教
 徒
に
課
さ
れ
た
祭
儀
的
に
遵
守
す
べ
き
ミ
ニ
マ
ム
が
使
徒
 規
定
で
あ
っ
た
。
か
く
て
 当
 

駝
 
規
定
は
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
 ト
 教
徒
と
交
わ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
特
に
そ
の
内
容
 か
ら
み
て
、
 両
 キ
リ
ス
ト
教
 

ゑ
 
徒
の
混
合
し
た
教
会
に
お
い
て
共
同
の
食
事
を
容
易
 に
し
た
で
あ
ろ
う
。
（
 

3
 
t
 

）
 

 
 

 
 

牡
鹿
の
形
で
含
ま
れ
て
い
る
（
一
五
喜
三
ー
二
九
節
 ）
。
会
議
の
テ
ー
マ
、
人
物
、
場
所
か
ら
み
て
、
ガ
ラ
 テ
ヤ
 善
二
章
一
 ｜
一
 0
 節
は
 

初
 
恐
ら
く
同
一
事
件
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
 し
か
し
両
方
の
記
事
に
は
明
白
な
相
違
が
あ
る
。
ガ
ラ
 テ
ヤ
 善
二
章
に
お
い
て
 パ
ウ
 
  (3) 

（
 
9
 ）
 

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
同
様
の
規
定
は
旧
 約
 以
外
に
も
フ
ィ
ロ
ン
（
 
し
 0
 
 
留
お
・
 r
 の
 m
.
 
ミ
 ，
 誌
 N
l
 由
し
 ）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
 

レ
ビ
 記
一
セ
 章
一
五
節
に
お
い
て
自
然
に
死
ん
だ
 

獣
 （
 
も
 
薫
 q
 （
 
セ
邑
 -
 惑
り
 、
肉
食
動
物
に
裂
き
殺
さ
れ
た
 
獣
 （
 
守
せ
ち
へ
 

ふ
わ
 
捺
 q
Q
 
て
 
）
が
禁
じ
 

  

  
  



の し れ の し た い @ て 黙示 把コ 時代 さて パウ てい 語 を り ぬ 録におにすで 方に ル力 ロはそ る故、 用い、 え 、自 前 ント ても、 しか て、 b 適 、 使徒 は は使徒 の祭儀 コリン 悪霊の 由な態 書几、 使徒 親 
セ に 規 約 ト 忠 度 一 定 席 されな 教 帰せらつの 定の成 性格の 教会に 想を説 を示し 章に O が異邦   

の @  カ五 

全 家 説 

し と て こ 

共   
K た   

と   
弔 G 

し 

ゎき 

て 

も 四 
C 吋 

    

が 
廿 

れ 
を 

三友 尊 
さ 重   
れ し 

  て 彼 力 ) " り   
  

（
 
ス
 
1
 。
）
 

パ
ウ
ロ
の
書
簡
 申
 、
使
徒
規
定
へ
の
言
及
は
全
く
な
い
が
 、
こ
の
沈
黙
を
 E
.
 

ト
ロ
 

ク
メ
 の
如
く
 、
 
「
こ
れ
（
規
定
）
は
シ
リ
ア
、
 
キ
 

（
 
4
 
1
 ）
 

リ
ス
ト
教
徒
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
と
推
論
す
る
。
 

口
は
使
徒
規
定
に
つ
い
て
全
く
触
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
 

o
o
q
 

㌢
 
甘
 君
津
 て
へ
 
も
の
 
ミ
 0
 （
二
章
六
節
）
の
句
は
明
白
に
そ
れ
 を
 排
除
し
て
お
り
、
後
 

述
 す
る
如
く
、
パ
ウ
ロ
は
コ
リ
ン
ト
前
書
几
 ｜
一
 0
 章
 に
お
い
て
の
㌫
 e
 ㍉
 
き
 w
e
 
俺
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
こ
の
 親
 定
 に
全
く
言
及
し
て
い
 

な
い
。
さ
ら
に
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
に
よ
れ
は
、
使
徒
会
議
 は
 ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
 共
存
、
混
合
教
会
の
間
 

題
を
顧
慮
し
て
い
な
い
。
使
徒
規
定
は
む
し
ろ
共
同
の
 食
事
に
関
す
る
所
謂
「
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
事
件
」
（
の
 住
 
が
ト
 ト
ー
ト
 
か
 ）
の
状
況
 

と
よ
く
合
致
す
る
し
、
他
方
使
徒
行
伝
自
体
パ
ウ
ロ
が
 当
 規
定
を
公
的
に
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
最
後
の
 ィ
ヱ
ル
サ
 
レ
ム
訪
問
 時
 で
あ
っ
た
 

と
述
べ
て
い
る
（
 三
 一
章
二
五
節
）
。
結
局
わ
れ
わ
れ
は
 
き
 規
定
は
使
徒
会
議
よ
り
や
や
後
に
、
パ
ウ
ロ
の
同
意
 な
し
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
 キ
 

(4)   



  初期キリスト 教における食物規定 

同 イ { 行 商 な で の シ あ 
け あ 遣 り る 使 

土星 ヒ 一 早ケ 1, L 一 一玉 筆ソ性 の ある コ ゎき 。き 味しきプ リ 二 「 、 
中、 

  

。 @' コ   
  即   

従 い こ て つ に か は る l の   
代 よ デ な 平 た き く つ く で 

5  (5) 

  

な く 

その なユ っ タ。 
食 て ヤ 
物 い 人 
規 っ キ 
定 た り 

の と ス 

ト 教の 側面、 意 いう 

特 味 後 
に で 退 
    1C   
混合教 uTR き 定は 変 
や 貫 合 
お し が 
ざ た 漸 
黛 と 杉 た 

の 規え滅 り消 

し、 るが定に 

ス使徒 重点を ニ 、 、   
て 紀 の 

条項の 検討し に東方 

て 西 光 
い 万 来   

余 儀 
で 的 
い @ た @[ 
か 意 
に 味 
生 が 
合 理 
を 解 
保 さ 

つ れ 
た に 
カン < 

（
 
円
 ）
 

と
口
 0
0
 
て
 。
 G
f
q
8
 

（
の
結
合
は
、
使
徒
規
定
の
間
接
的
言
及
 と
 受
け
取
れ
よ
う
。
 

い
る
（
二
章
一
四
、
二
 0
 節
 ）
。
不
品
行
と
偶
像
崇
拝
は
 旧
 、
新
約
中
し
ば
し
ば
あ
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
 
よ
 り
 稀
な
の
 楼
 e
 ㍉
 き
 宵
祭
 

 
 

  



  

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
 ィ
 ノ
ス
派
、
バ
シ
 

り
 

こ
れ
に
比
し
て
、
護
教
家
の
間
に
は
や
や
多
く
の
食
物
 

規
 定
 に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
先
ず
ア
リ
ス
テ
ィ
 

デ
 ス
 
0
 
 

口
弁
 
釘
此
ロ
え
 

て
 
刀
 
Ⅰ
 

り
あ
げ
る
。
一
五
章
五
節
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
 

る
 
。
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
人
間
の
形
の
偶
像
を
拝
さ
ず
、
 

人
か
ら
さ
れ
た
く
な
い
 

（
・
 

5
5
 

2
 
）
 

こ
と
を
他
人
に
な
さ
ず
、
彼
ら
は
清
い
が
故
に
偶
像
に
供
 

え
ら
れ
た
肉
を
食
べ
な
い
八
口
弁
証
 

L
 一
五
章
 

二
｜
セ
 

節
は
全
体
に
偶
像
崇
拝
 

を
 扱
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
と
使
徒
行
伝
一
五
章
、
 

ヨ
 
ア
イ
ダ
 

ケ
ー
 
し
一
｜
 

六
章
と
の
関
係
が
し
ば
し
 

ば
 論
じ
 
ろ
 れ
た
。
ア
リ
ス
テ
ィ
 

デ
 

ス
が
向
 

デ
ィ
 
ダ
 ケ
ー
 
L
 一
｜
 
六
章
、
 

ス
 は
そ
の
全
体
を
知
 

っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
五
章
 

五
 節
の
黄
金
律
と
べ
 

ザ
写
 

本
 の
使
徒
規
定
中
の
そ
れ
と
の
類
似
性
は
明
確
で
は
な
 

る
 
。
 ぎ
せ
 
以
下
は
 

ユ
 
ス
テ
ィ
ノ
 

ス
 
に
よ
る
説
明
 

句
 で
、
 

ス
ト
で
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
 

が
な
 
壌
 「
対
話
 

ヒ
 二
十
 
亨
｜
 四
節
は
血
の
残
っ
た
 

肉
 

「
血
の
残
っ
た
 

肉
 、
即
ち
自
然
に
死
ん
だ
動
物
の
肉
」
（
 

殉
教
者
 

ユ
 
ス
テ
ィ
ノ
 

ス
 
は
ロ
ト
リ
ュ
フ
オ
ン
と
の
対
話
 

い
が
、
日
弁
証
 

L
 一
五
章
五
節
よ
り
 

プ
リ
 
ス
テ
ィ
 

デ
ス
 
が
 

を
 除
い
て
、
す
べ
て
の
動
物
の
肉
を
そ
の
清
さ
で
な
く
 

て
 
m
K
o
 

ヘ
セ
俺
 

～
っ
て
の
語
は
、
七
十
人
 

訳
 に
も
初
期
キ
リ
ス
ト
 

ぁ
穏
災
 

の
 
驚
ハ
 
や
れ
 
き
 挙
達
 
や
由
濤
打
ミ
セ
陣
 

ぎ
て
）
を
 

食
 

b
 二
 
O
 章
一
節
で
、
食
物
規
定
に
関
連
し
て
創
世
記
九
章
 

 
 

有
用
性
を
基
準
と
し
て
、
 

使
徒
規
定
を
西
方
テ
ク
 

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
 

ぃ
 

散
文
献
に
も
他
に
用
例
 

四
節
を
と
り
あ
げ
、
 

7
 
2
 
）
 

食
し
て
よ
い
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 

ロ
 
対
話
し
一
 

二
四
章
八
節
 

｜
 三
五
章
一
節
で
、
の
む
 

e
 
ノ
ぎ
目
 

ね
の
語
が
 

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
 

デ
ス
派
な
ど
の
グ
ノ
ー
シ
ス
的
自
由
主
義
者
が
ユ
ダ
ヤ
 

教
的
 
食
物
規
定
を
無
視
し
て
、
の
～
 

蓮
藍
ぎ
 

p
 
）
 
T
 
お
る
 
平
気
で
 

食
し
た
こ
と
を
示
し
て
 

（
 
れ
 
れ
 
-
 

い
る
。
こ
こ
に
 

扱
 づ
た
 
二
 
箇
所
よ
り
、
 

ユ
 
ス
テ
ィ
ノ
 

ス
 
が
 
少
な
く
と
も
使
徒
規
定
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
と
推
論
 

で
き
よ
う
。
 

さ
て
、
ア
テ
ナ
 

ゴ
 ラ
ス
の
 

向
 
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
た
め
の
き
 

 
 

鵡
願
抹
 

の
 
口
づ
宮
 

・
）
二
六
 

｜
 ニ
セ
章
に
、
偶
像
の
背
後
に
あ
 

（
 
9
 
2
 
）
 る
 
悪
霊
（
 

昏
お
 

さ
っ
て
の
り
）
 

が
 
犠
牲
 
獣
 の
血
や
蒸
発
物
に
飢
え
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
 

て
お
り
、
こ
の
考
え
は
他
の
教
父
に
も
広
く
み
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
 

初
 <6)   



与 4 (7) 

初期ギリスト 教における食物規定 

し ら 期 
" 知 の 

堕 り キ 
て 言 胎 う リ 

一 な ろ ス 

と 人 徒   み 肉 が 
な 嗜   
す 食 無   」 の 神   

き ら を 地 の べ に 人 

と る か で た て 谷 内 
い え 嗜 
る て食 ） ると と ころ らな 6 。 （ 3 4 

  （ 三ア近 
  五 テ 親 

土ナ 早 マ ⑧ ） コ 、 相姦 

は キ   う の 

菜 ス 罪 
は な 
「 帰 
キ せ 
@ " り 

動 反 に ル ビ す ス れ   ト た 

と の 曲 ア   教 こ 

な 化 に ル 使 徒 と 

を、は血 
そ こ 

非 れ 
常 ら 

り @C  の 
恐 非 

  
剣 反   

  
上 し 

  の た   競 教 
投 文 宅ぅェいキウ る 性姦が保セ さ の   え 著 

内 港 l そ ト フ さ り 傷 シ た グ 非 作 
を 三 ド の 教 ヱ え ス が ア 所 ド 離 か 

  

  



F 

  

  

  

  

  

次 
加、 

iC       の 五 に 術 

西 
方 
教 
父   
を は る ス け 

検 
討 

す 
る 失 わ 徒 縦 

  
  
  
キ 
ウ 
  

  
  

  
ク と 

ス 

の 

コヰ困   
ク 

タ 

ウ 
  
ウ   
  
E-. 

走 回 

ま @ 節 で 通り祭が東方 打仁一 会の手 拝と殺 釈した ： KT ゎ の１ 目 

  
用 

九 西方 的にの流れ に相当 儀 紙 L で 人を指 のであ 玉主星 １ こ ま 

セ 
年 
頃 
}z1 で ト 

書 
カコ 

れ   

た て 

テ 
ノ ン    

 

ル
グ
ド
ゥ
 
ヌ
ム
司
教
 
エ
イ
 レ
ナ
イ
オ
ス
は
㍉
異
端
反
論
 L
 （
 下
隼
づ
 
・
田
代
・
）
第
一
巻
で
四
度
二
見
 
り
、
 グ
ノ
ー
シ
 
ス
的
 自
由
主
義
者
が
 
8
 

 
 

の
 
～
 
輯
圧
 
）
 き
目
ね
 
（
 日
 o
p
o
 

臼
 ￥
 t
a
 
）
を
平
気
で
食
す
る
こ
と
 を
 非
難
し
て
い
る
（
一
巻
六
章
三
節
、
二
四
章
五
節
、
 一
 一
上
 
ハ
章
三
節
、
二
八
章
二
 

 
 

 
 

節
）
。
（
 

7
 
8
 
 

）
 こ
れ
ら
の
 四
 箇
所
は
 、
ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
 
日
 対
話
 ヒ
 三
四
章
八
節
 ｜
 三
五
章
一
節
を
想
起
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
 れ
ウ
ァ
 
レ
ン
テ
ィ
ノ
 
ス
 

沃
 、
バ
シ
 り
 デ
ス
派
 、
 
ニ
コ
ラ
イ
 滞
 
）
（
㏄
）
タ
テ
ィ
ア
 

W
 

ノ
ス
 に
 近
い
派
を
問
題
に
し
、
の
 
N
q
 
藍
き
ミ
 ね
を
食
す
る
こ
と
 
と
 、
異
教
の
祭
へ
の
 参
 

（
 
鍵
 ）
 



   
 

 
 

ス
 

守
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
知
り
う
る
が
、
そ
れ
が
東
方
 テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
 の
 他
に
、
テ
ル
 
ト
サ
 リ
ア
 ヌ
 

 
 

 
 

 
 

姑
ス
は
 同
断
食
 肛
 つ
い
て
 L
 
（
 し
 ユ
 
%
 

コ
 ・
）
四
章
、
㍉
 
一
夫
一
婦
 制
 に
つ
い
て
 ヒ
 （
り
の
 日
 。
 コ 0
 め
 ・
）
五
章
四
節
で
 も
 動
物
の
血
を
食
す
る
こ
と
 

 
 

初
を
禁
じ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
創
世
記
九
章
四
節
に
 
結
び
付
け
て
い
る
。
 

数 における食物規定 

そ ら 目 ら 「 ク タ ト 

れ   

一 話 

  
わ は ゴ 描 証 

唯 論 た杣 b ムり 殺 二 O 、 き、 

タ 

お け 

" ヌ 導 た   
教 

  
キ 

あ 
をば 悪血 

無知 ）内容が の 馬・ か ンス夫 戸ぎて、 （ 日 。 7 いかよ 

  
  



  

 
 

  

さ き つ 規 解 で さ 

書 用 ュ         行為と た食物 
し 

ノ ン @ 三 

  
章以 こと仁の 

9.  が 下 
す わ か   
つ 一 "  ュ   
が lC,  ァ 

ヌス みえ、 が 偶 は「 

一 俵 異 
明   
し そ 回 

、 し で   使 て あ 
る る へ 徒 次 る 

幼 す の 
大 食 券 ら 九   

    
宙 く 駅 使 Ⅰ・Ⅰ の倫理 屈 二章五   宇 、 も 徒 的 節 が 

（
 
巧
 ）
 

一
 三
章
五
節
で
は
 日
 0
 ）
 
o
d
 
は
セ
 （
 曲
 と
並
ん
で
、
お
 宵
 0
 （
 
ォ
せ
 巨
 
と
い
う
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
造
語
が
み
え
る
。
 

単
に
そ
の
語
を
挙
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
 臣
宙
 
4
.
 
ミ
銭
 P
 
 
㌃
 淫
 一
目
 宙
 0
 ）
・
 
n
 
ゴ
の
 
・
 P
o
.
 

お
 ）
。
こ
の
内
「
見
世
物
 に
つ
い
て
 b
 （
巴
の
名
の
陣
し
 

 
 

お
 ・
 ど
 
或
い
は
黙
示
録
二
章
十
四
、
二
 0
 節
に
 
呂
 こ
ち
 Ⅱ
の
の
の
の
 

q
.
 

す
 曲
の
Ⅰ
 お
 ・
 ト
 0
"
 し
の
 で
 曲
の
 
ヲ
，
 ㏄
 ，
ト
 "
 し
の
 で
目
隼
 ち
、
 ）
）
結
び
つ
け
る
か
、
 

い
 

テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
は
 い
 
Ⅰ
 0
 ざ
音
採
 が
に
つ
い
て
彼
の
著
 作
中
十
一
箇
所
で
問
題
に
し
て
い
る
が
、
や
は
り
使
徒
 規

定
と
は
関
連
づ
け
 
0
 

 
 

ず
に
、
コ
リ
ン
ト
前
書
几
、
一
 

0
 章
に
官
 ヒ
づ
目
宙
 ・
 甘
 ・
 
ヱ
 @
 ロ
 0
 
 
お
 モ
日
 ・
の
 
ゴ
 ・
㌫
 @
 口
 e
 
c
o
 

Ⅰ
 ト
ミ
 3
 
 戸
 宙
セ
 
・
目
ゅ
 
（
 
c
.
 
メ
 Ⅰ
 ご
ロ
 -
 
の
の
㌧
 
め
 c
 （
 



  

1 Ⅰ ( Ⅰ 11) 

初期キリスト 教における食物規定   の東 とみな はな ス ）。の・ び Ⅰ 、 る。 用 し メン 五 
し ぜ 

  

口 と 

  
い   ろ 箇 で き 

  
-, ア     

て よ 

迫 
年 

山主 有 ロ ～ 

は 
キ   @ 



  

オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
い
て
、
使
徒
規
定
の
引
用
は
「
 ケ
ル
 ソ
ス
 へ
の
反
論
 L
 （
 
O
.
 

の
の
）
の
・
）
八
巻
二
九
章
と
司
ロ
マ
 

書
 注
解
」
（
 0
 。
 ョ
 ・
 ぎ
 

力
 0
 日
 ・
）
二
巻
 一
 三
章
に
見
ら
れ
、
彼
は
な
お
三
度
「
 
マ
タ
イ
伝
注
解
 ヒ
 （
の
。
 
日
 ・
 ぎ
 
目
の
（
（
 

F
.
 

）
一
一
巻
一
二
 章
 、
そ
の
ラ
テ
ン
語
訳
 

パ
 。
 ヨ
 ・
の
の
 

r
.
 

ゴ
目
 a
t
t
 

ゴ
 ：
 
一
 0
 章
 、
同
氏
 数
 話
説
教
」
 
（
 
目
 。
 日
 ・
 ぎ
之
 ロ
目
・
）
一
六
巻
九
章
で
、
使
徒
規
定
 

堕
 士
口
反
 
し
て
い
る
。
 
y
/
 

Ⅰ
の
 

他
に
も
、
の
 鋤
 e
 ノ
驚
 W
g
P
 ま
た
は
そ
の
相
当
話
 は
 
ロ
ケ
 ル
 ソ
ス
 へ
の
反
論
 J
 八
巻
 二
 Ⅰ
二
四
、
二
八
、
三
 0
 、
 一
 
三
一
生
草
 
ャ
ガ
 の
。
 
目
ヰ
 
・
の
の
Ⅱ
 

ぎ
目
が
（
（
 
ゴ
 ：
四
五
章
、
㍉
殉
教
の
勧
め
 L
 （
 由
 Ⅹ
 す
 。
 ユ
 ・
）
 
一
 一
四
章
、
コ
氏
数
詞
説
教
 L
 
一
 O
 善
一
章
、
 
二
 0
 巻
 
一
章
 、
三
上
草
、
㍉
 
ェ
ゼ
キ
エ
 ル
 

書
 説
教
 b
 （
 
由
 。
 ョ
 ・
 ぎ
め
 x
.
 
）
 セ
巻
一
 0
 章
に
み
ら
れ
る
  
 

こ
れ
ら
の
箇
所
の
内
、
特
に
司
ケ
ル
 ソ
ス
 へ
の
反
論
 J
 八
 養
二
一
章
以
下
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
書
は
 、
一
セ
八
 年
頃
プ
ラ
ト
ン
派
 哲
 

学
者
ケ
ル
 
ソ
ス
 が
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
攻
撃
し
て
 著
 わ
し
 た
ヨ
真
理
の
言
葉
 L
 （
。
ト
ム
 

せ
 も
も
の
 
ゎ
 へ
 
へ
 Q
 の
）
を
反
駁
す
る
た
 
め
に
二
四
八
年
に
書
か
 

（
 
奇
 
5
 
。
）
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
ケ
ル
ソ
ス
 
は
の
 鋤
三
ゎ
ぎ
 
P
 
）
 
q
 洩
を
 
げ
ち
 
&
Q
c
 
只
 （
 目
 ・
 M
 の
 O
 プ
 P
P
 燵
 ）
と
呼
ぶ
が
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
 は
 
9
 陣
支
っ
で
（
 

ぎ
 二
 %
 
 に
 

他
な
ら
な
い
と
い
う
（
八
巻
二
王
 享
 ）
。
 ケ
ル
ソ
ス
 
は
 、
 偶
像
が
真
の
実
在
で
な
い
な
ら
、
 

公
 け
の
供
犠
に
 列
な
 っ
て
も
害
は
な
く
、
 
偶
 

像
 が
悪
霊
 
曾
ま
ぎ
ミ
 ）
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
も
 神
 に
 属
す
る
 故
 、
犠
牲
を
捧
げ
る
べ
き
だ
と
説
く
の
で
あ
る
 ギ
オ
り
ゲ
ネ
 扶
は
 コ
 

リ
ン
ト
前
書
几
、
一
 
0
 章
を
引
証
し
な
が
ら
、
 
m
 
ぎ
 e
 ㌧
 き
 。
 其
は
悪
霊
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
悪
霊
の
食
 卓
 」
（
Ⅱ
も
 
ふ
 Ⅱ
の
の
 

ね
簿
良
ヘ
セ
｜
 

が
 明
ら
か
で
あ
る
。
 

ね
ざ
ぉ
 に
関
し
て
は
、
コ
教
導
者
 
L
 日
 ・
 9
%
.
N
 で
扱
っ
 

死
ん
だ
動
物
」
（
 
要
 時
ま
 
良
 ぎ
て
）
 
、
 の
む
 
さ
 ゎ
 %
 笘
 ㌔
「
 校
 

こ
と
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
箇
所
よ
り
、
ク
レ
メ
ン
ス
 

め
殺
さ
れ
た
動
物
」
（
ぬ
き
 音
 き
へ
 づ
セ
ヘ
せ
洩
 

）
を
挙
げ
て
い
る
（
 

%
 ）
 

て
お
り
、
ク
レ
メ
ン
ス
は
 
黛
 ～
 て
 
R
 を
食
す
る
こ
と
を
、
 

の
時
代
に
エ
ジ
プ
ト
で
、
祭
儀
的
内
容
の
使
徒
規
定
が
 

 
 

禁
じ
ら
れ
た
恐
ろ
し
い
 

遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
 

。
こ
こ
に
欠
け
て
い
る
 
(  12  ) 

，
き
 b
.
 

）
。
し
か
し
同
時
に
 

、
 0
 
ぎ
 e
 ）
 
き
目
 陣
を
除
け
ば
、
 
他
 
の
ど
ん
な
食
物
も
食
べ
て
よ
い
こ
と
を
マ
タ
イ
伝
一
五
 章
一
一
節
を
引
証
し
て
 
2
 

 
 

説
い
て
い
る
。
 
コ
 ・
 ゲ
 ト
 
ド
 め
で
は
Ⅰ
レ
ビ
 
記
 一
一
章
な
 ど
の
食
物
規
定
に
関
連
し
て
、
律
法
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
た
 も
の
と
し
て
「
自
然
に
 



  

き
さ
 

て
）
に
つ
く
こ
と
は
悪
霊
と
交
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
 

し
て
、
偶
像
が
真
の
実
在
で
な
く
て
も
、
 

き
蟻
ノ
 

き
目
ね
 

を
 
食
す
る
こ
と
を
厳
禁
 

教
 
る
食
物
 
規
 

お
 
@
 

 
 

 
 

定
 

け
 

 
 

 
 

ス
 こ
れ
と
全
く
同
じ
考
え
は
，
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
の
 

古
 
ス
ラ
ヴ
語
訳
の
み
で
残
っ
て
い
る
著
書
日
食
物
に
つ
い
 

て
 
b
 
（
 
し
 
の
の
 

印
す
ず
 

）
 
上
 
ハ
章
上
 

ハ
、
 

 
 

節
で
、
使
徒
親
切
「
 

娃
セ
 
血
 
節
に
み
ら
れ
る
。
な
お
、
六
章
 

し
が
欠
け
て
い
る
。
 

セ
 

定
は
二
度
使
徒
行
伝
一
五
章
二
 

0
 
、
二
九
節
か
ら
引
用
 

さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
 

13 (・ ) 



  

こ
の
よ
う
に
、
列
挙
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
悪
霊
 

用
い
ら
れ
て
い
る
官
名
 
n
.
 
ミ
 -
 あ
 ・
 
9
 
 
目
 0
 ョ
 ・
セ
ー
 

1
,
 

四
節
も
、
偶
像
を
拝
し
、
偶
像
に
供
え
ら
れ
た
も
の
 

ま
日
 0
 
コ
ヒ
 
ヨ
 ）
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
 

印
 ）
 

に
 捧
げ
ら
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
「
悪
霊
の
食
卓
」
 0
 表
現
は
他
に
も
好
ん
で
 

9
 一
ぃ
一
メ
 

「
 
H
H
H
 

イ
き
 ・
 ト
 ぃ
一
 

一
 め
の
・
 

一
ぃ
一
 

Ⅰ
）
一
八
，
 

目
 
Ⅱ
 
山
 
Ⅰ
 ツ
 
@
M
 
ゅ
 ㏄
・
は
）
。
 

向
 認
知
 曲
 二
巻
 セ
 一
章
 二
 、
 

（
曲
目
 

ョ
 。
団
団
）
を
食
し
た
者
は
汚
れ
た
霊
に
っ
か
れ
、
 
悪
 霊
の
共
食
者
（
 n
o
 
宙
せ
才
笘
 

ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
の
流
れ
江
立
つ
「
 偽
 ク
レ
メ
ン
ス
 
文
書
 L
 に
お
い
て
は
、
以
下
に
触
れ
る
四
箇
所
に
み
る
 よ
う
に
使
徒
規
定
の
 

条
項
は
拡
張
さ
れ
、
律
法
的
祭
儀
的
性
格
を
濃
く
帯
び
 て
い
る
。
 

「
説
教
 L
 （
 
由
 。
 日
 ・
）
 セ
巻
 四
章
二
節
で
は
、
神
に
喜
ば
れ
 る
こ
と
と
し
て
、
「
悪
霊
の
食
卓
し
を
避
け
、
死
ん
だ
 動
物
の
肉
（
も
 簿
 ち
り
 

て
の
 
沫
鼠
 ）
を
食
さ
ず
、
 
血
 
（
 
俺
 ざ
祭
）
に
触
れ
ず
、
す
 べ
 て
の
汚
れ
か
ら
身
を
清
め
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
自
説
 教
卓
 セ
巻
 八
章
一
節
で
 

は
 、
「
悪
霊
の
食
卓
」
に
つ
か
な
い
こ
と
は
、
即
ち
の
む
 
軋
も
時
 ㌔
死
ん
だ
動
物
の
肉
（
 お
 喜
ふ
）
 
、
 憶
で
 
へ
 
㍉
 志
 、
 野
 獣
に
 裂
き
殺
さ
れ
た
 獣
 

（
 
6
 
く
イ
 

）
 

（
 
Q
4
b
 

へ
 
ふ
 ん
 e
q
 
な
 ）
 、
 血
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
 い
る
。
ま
た
、
口
説
教
 転
 八
巻
一
九
章
一
節
は
、
悪
霊
 ぬ
 珊
を
展
開
し
っ
 っ
 、
 血
 、
 

死
ん
だ
動
物
の
肉
（
 薫
 o
K
 

の
り
 

吝
寒
俺
む
 、
野
獣
に
裂
か
れ
 た
獣
 
（
 ぎ
更
き
詰
 谷
ロ
て
っ
て
）
 

、
 切
り
裂
か
れ
た
 獣
 （
さ
下
 竪
 ）
 、
 x
 て
 ～
 
ぁ
 q
 へ
 て
を
挙
げ
 

て
い
る
。
さ
ら
に
「
認
知
 b
 （
 
オ
お
 ・
）
四
巻
三
六
章
四
節
で
 は
 
「
悪
霊
の
食
卓
」
に
つ
く
こ
と
は
、
偶
像
に
供
え
 ろ れ
た
内
用
の
日
 ヨ
 0
 ）
 
ひ
 （
 
曲
 ）
 、
 

血
 
（
 総
 コ
 %
E
p
 

の
）
 

、
 死
ん
だ
動
物
、
即
ち
絞
め
殺
さ
れ
た
 動
物
（
 日
 o
r
t
 

田
の
ぎ
 

且
日
 q
u
0
 
ロ
 の
ム
 の
 目
由
 
o
c
a
t
u
 

ヨ
 ）
を
 食
 す
る
こ
と
で
あ
る
と
 説
 

現
 さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

"
"
"
 

Ⅰ
Ⅹ
 

以
上
み
て
き
た
教
父
の
考
え
は
、
彼
ら
自
身
の
神
学
 よ
 り
 以
上
に
、
当
時
の
根
強
い
古
来
の
教
会
の
伝
統
を
反
映
 し
た
も
の
と
思
わ
れ
 
4
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
  

 



雛
 

三
世
紀
ま
で
の
教
父
を
と
り
あ
げ
て
き
た
が
、
 

こ
 こ
で
 非
 キ
リ
ス
ト
教
作
家
が
特
に
の
～
甲
田
 

ゎ
 
船
員
 祭
 に
対
 す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
態
 

初
度
を
示
唆
し
た
り
注
目
し
た
例
を
み
る
。
す
で
に
 
ケ
 ル
ソ
ス
 に
つ
い
て
は
 
オ
り
ゲ
不
ス
の
 
項
で
触
れ
た
の
で
 
省
略
す
る
。
 

15  ( 

スト教に 

七 

 
 

 
 

「
 
偽
 ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 
b
 に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
食
物
 

は
 清
く
、
食
物
に
関
す
る
律
法
は
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
 

考
え
は
全
く
み
ら
れ
 

ず
 、
む
し
ろ
こ
の
律
法
の
遵
守
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 

㍉
 
偽
 ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 
b
 は
 、
 0
%
e
 

ゎ
き
 
。
寸
口
、
 

ね
ざ
陣
等
 
に
一
種
の
魔
術
的
 
力
さ
 

え
 帰
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
同
じ
「
悪
霊
の
食
卓
し
 

ほ
 つ
い
て
語
っ
て
い
る
ク
レ
メ
ン
ス
 

や
 オ
 リ
 ゲ
ネ
ス
 よ
 り
は
る
か
に
強
い
、
 
ア
 

ニ
 ミ
ズ
ム
的
と
も
い
え
る
悪
霊
論
を
展
開
し
て
い
る
。
（
 

8
 
5
 

）
 

（
㏄
）
 

同
僚
ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 

b
 に
つ
い
て
初
め
に
挙
げ
た
四
箇
 
所
 と
使
徒
規
定
と
の
結
び
っ
き
は
明
ら
か
で
あ
り
、
 

し
 か
も
そ
の
条
項
が
 
拡
 

ぬ
 
す
る
の
は
（
六
巻
一
二
章
一
節
）
、
編
集
者
が
直
面
 

損
 さ
れ
て
い
る
。
（
㏄
従
っ
て
こ
こ
に
使
徒
規
定
が
ユ
ダ
ヤ
 

し
た
問
題
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
使
徒
規
定
も
 

人
 キ
リ
ス
ト
教
会
に
も
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
 

有
効
性
を
保
っ
て
い
た
こ
と
 

、
こ
の
場
合
使
徒
行
伝
 

と
 @
 
 

よ
 関
係
な
く
曳
白
 

ぎ
｜
 
こ
 伝
播
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
上
 
6
 

）
 な
お
、
 使
徒
規
定
の
 

a
o
D
 

て
 
の
ぎ
の
変
形
し
た
形
が
口
説
教
 

L
 セ
 巻
 四
章
二
節
、
 
セ
 巻
尺
 

章
二
節
に
み
ら
れ
る
、
 

こ
こ
で
、
三
世
紀
前
半
 
北
 シ
リ
ア
で
編
集
さ
れ
た
 
司
 デ
ィ
 タ
ス
カ
リ
ア
 
ヒ
 に
簡
単
に
触
れ
る
。
（
 

6
 
 

2
 ）
 

由
 
八
巻
二
三
量
二
節
 
｜
一
 三
章
一
節
に
使
 

徒
行
伍
一
五
章
全
体
が
引
用
さ
れ
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
 

い
る
。
六
巻
一
二
章
一
五
節
に
お
け
る
行
伍
一
五
章
二
九
 

節
の
使
徒
規
定
の
引
用
 

部
分
は
ラ
テ
ン
語
訳
が
残
っ
て
お
り
、
東
方
テ
ク
ス
ト
 

と
 同
じ
く
、
四
条
項
を
含
ん
で
い
る
（
日
日
が
め
 
ヨ
 ヨ
 0
 団
円
仁
 

日
 ）
の
曲
 
臣
幅
由
 

あ
、
 

 
 

ス
カ
リ
ア
 
L
 が
種
々
の
異
端
を
反
駁
す
る
た
め
に
使
徒
 

会
議
中
に
書
か
れ
た
と
主
張
 

剛
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 



（
 
o
 ）
 

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

コ
ス
派
哲
学
者
ペ
 ン
グ
り
 

六
章
）
。
「
彼
は
彼
ら
（
 
キ
 

た
め
と
思
 う
が
 

破
門
 

ル
キ
ア
ノ
ス
が
推
測
し
 ヌ

ス
 は
一
時
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
が
破
門
さ
れ
た
。
 そ
の
間
の
事
情
を
ル
キ
ア
ノ
ス
は
こ
う
伝
え
る
（
 一
 

リ
ス
ト
教
徒
）
の
或
る
捷
を
破
っ
た
の
で
 

司
 彼
ら
 に
 禁
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
口
を
食
べ
る
の
を
見
ら
れ
た
 

さ
れ
た
Ⅰ
 

（
㏄
）
 

た
志
ぎ
 音
ち
零
漠
沌
宇
っ
み
 
は
の
 鍬
 p
 ）
～
 

き
 c
r
 

ね
を
指
す
 

と
 考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
も
使
徒
規
定
遵
守
の
証
拠
を
み
 

著 者 得 組   獣 Ⅰ ヒ ラ   
一 難 

@ コ 」 
ぺ 

と   
  

グ 

  
ぅ表     

ス 

の 

（ る 
（ 
  
し の     
コり 。     
  
巾 

0 Ⅱ 0 

㏄ 臣コ 

む 

を   
と れ 
  Ⅰ l@ ふ @ 
あ 明 
げ め し を 
る 

キ 
キ 
  
  

    
    @ 

にす 犠 間日 ぃ 次の 罵ャ 、新家畜 持者を 業 り （㏄） （ 社 中 よ る 

く 16) 16 



初期キリス @ 

味 約 
で の 

、 律 
初 法 
期 を 
キ 廃 
リ 棄 
ス し 

ト た 
教 と 

の み 
底 な 
流 し 
に な 
ュ が 

  
大 便 
キ 徒 

リ 規 
ス 定 
ト を 
教 新 
約 し 

傾 い 
同 音 
が 遍 
長 的 

く 存律 「 
在 法 
し 」 

続 @c 
け し 
た て 
と い 
結 る 

青竜・ と 

せ い 

さ え 
る る 
を で 
得 る 
號もろう 苫 、   

  
の 

よ 
  
@.. Ⅰ ん み 

意 

ユ 7 ( 17 ) 

以
上
初
期
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
、
と
く
に
東
方
で
 

は
 使
徒
規
定
が
食
物
規
定
と
し
て
有
効
性
を
長
く
保
持
し
 

、
ま
た
西
方
で
も
、
 

 
 

 
 

 
 

数
人
、
一
 
0
 章
に
み
る
の
 

鋤
 ㊦
 
ゎ
き
宵
飛
 

に
関
す
る
 

パ
ウ
 

醸
 供
え
ら
れ
た
 

均
 し
に
は
妥
当
す
る
が
、
血
や
絞
め
殺
 

け
そ
の
ユ
ダ
ヤ
教
的
背
景
を
考
え
る
と
、
よ
り
深
い
 

ア
ミ
ニ
ズ
ム
 

的
 動
機
を
想
定
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
 

さ
れ
た
動
物
の
肉
を
避
け
る
こ
と
は
、
偶
像
崇
拝
 

と
直
 

ロ
の
 
自
由
な
態
度
は
 

、
ニ
 
、
三
世
紀
の
教
父
に
は
理
解
 

れ
に
せ
よ
、
コ
リ
ン
ト
前
書
 

接
 に
は
結
び
っ
か
な
い
故
、
 

さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
は
 

旧
 

ぎ
 
Ⅱ
ビ
目
・
 パ
 （
 
M
.
P
 

）
も
同
様
で
あ
る
。
 

八
 

さ
て
、
ニ
カ
イ
ア
会
議
以
降
、
全
 

搬
 的
に
は
使
徒
規
定
 
の
 内
容
は
漸
次
そ
の
意
義
を
失
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
 

事
 実
で
あ
る
。
し
か
し
 

な
お
数
世
紀
間
に
百
一
り
そ
の
命
脈
を
保
っ
た
の
で
あ
っ
て
 

、
 例
え
ば
西
方
で
さ
え
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
偶
像
 

に
 供
え
ら
れ
た
 肉
 や
自
 

然
 に
死
ん
だ
獣
を
食
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
 

G
,
 Ⅱ
 が
 
仁
降
 
・
㏄
が
 
ト
ひ
 
@
 何
 %
 降
 ・
も
 
い
 の
）
、
五
三
三
年
の
 

オ
 ル
レ
ア
 ン
 公
会
議
（
 

c
a
 

コ
 ・
 き
 ）
 

や
 八
世
紀
の
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
三
世
も
同
様
な
禁
令
 

を
 発
し
て
い
る
。
東
方
で
は
、
四
世
紀
半
ば
ガ
ン
グ
ラ
 
（
の
 
リ
コ
め
 

（
の
）
公
会
議
 

宋
ゅ
 
三
は
）
が
 良
苦
 
R
 、
の
 
錨
 e
 ）
 
き
旨
 0
 
て
、
 
@
K
 

て
 
（
 
ぁ
ま
 
で
を
 食
 す
る
こ
と
を
禁
じ
、
 
イ
ュ
 ル
サ
レ
ム
の
キ
ュ
リ
ロ
ス
（
 

0
 び
 
（
の
 
ゎ
オ
 
・
 
H
 
せ
，
は
 
づ
れ
・
）
 

や
 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
 
ソ
 ス
ト
モ
ス
（
 
目
 0
 ヨ
 ・
三
戸
 降
 ・
 
ポ
 ポ
パ
コ
 
（
 
，
ま
 ・
 
@
%
0
 
ョ
 ・
 ぎ
 Ⅰ
の
 
0
 
Ⅰ
 パ
お
 
㌃
 ご
パ
ポ
 （
 
せ
，
 
㏄
 一
パ
ポ
せ
 

。
 目
 ・
 
@
 定
 0
 ヨ
 



  

 
 

  

注
 

I
S
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
あ
 
ー
 め
て
の
め
 

ご
ぺ
 
Ⅱ
 プ
う
 

0
 
Ⅰ
 ミ
 
Ⅰ
 
@
@
 

Ⅹ
の
（
 

@
 
五
の
 

n
@
 

～
 
@
H
@
 

（
 
@
o
 

弓
ら
 
0
0
@
n
@
 

（
 
@
 
芸
 
w
 
（
）
 

セ
み
 

㌧
の
年
銭
 

ヴ
 
0
q
 

目
 
・
 
ト
 
つ
つ
の
 

@
 
の
 
・
 
オ
 
e
 
の
 
の
ず
，
も
 

Ⅰ
め
ら
 

守
 
っ
 
簗
軋
 
接
ぃ
 

討
 
Ⅰ
隠
さ
Ⅰ
 

ハ
 

 
 

 
 

ぎ
ち
い
ミ
窯
 

し
 ，
，
同
様
に
、
戸
口
碑
の
 

全
さ
 

憶
 Ⅰ
榛
の
め
～
～
～
 

コ
 
0
 
プ
 
*
 
0
%
 

ぬ
ぎ
苦
心
卜
さ
 

も
や
 

ト
 
Ⅰ
 
っ
 
㌧
 
簿
 
い
 
心
打
へ
 

～
 
ぬ
ざ
 

り
 
～
 
Q
 
甲
 
0
 
～
 
0
%
 

寺
 
*
 
～
 
さ
 
Q
.
 

 
 

Ⅱ
の
の
（
や
臼
の
の
 

メ
ぺ
 
・
 
か
 
P
.
 

し
マ
 
・
・
 

カ
ヴ
 
・
・
Ⅱ
Ⅱ
（
Ⅰ
の
 

q
0
 

）
・
 

せ
 
・
が
 

N
P
 

ー
 び
肚
 

下
 り
 
隠
さ
 
雨
 
「
Ⅰ
悪
口
 

い
ト
か
 

さ
さ
Ⅰ
 

注
沖
 
め
い
 

雨
 
Ⅹ
 T
 
㏄
 
な
 
丹
心
め
 

り
 
～
も
 

曲
 
・
 
円
 
・
 
目
 
：
 り
ダ
 

 
 

 
  

 

つ
 
・
Ⅰ
Ⅰ
。
 

Ⅰ
 
日
 
コ
年
 

）
・
Ⅰ
・
 

。
 
コ
 
・
 
亜
荘
 

ト
り
 

の
の
・
 

1
.
 

り
の
 

@
 
コ
 @
 

 
  

 
や
ト
り
っ
り
 

@
 
木
 
・
の
 

ガ
 ・
 

 
 

 
 

ら
碑
 
肋
ト
守
 

0
 
海
斗
も
雨
 

か
奏
 
～
（
 

卜
ひ
 

㌣
 ロ
ダ
め
 

Q
.
 

め
り
㌣
㏄
 

潮
 
㌢
 
毎
旧
 
㌢
 
汀
め
寺
零
 

さ
憶
悪
 

Ⅹ
も
 
Q
 
ぃ
安
 

ミ
 
Ⅹ
 
幅
 Ⅰ
 
ミ
へ
い
 

お
へ
Ⅰ
 

め
ト
め
 

お
や
 
持
 
Ⅱ
 
目
 
Ⅰ
下
代
 

浮
 
悪
さ
接
へ
Ⅰ
 

叶
雨
お
 

"
 
Ⅰ
 
コ
コ
 

の
 
す
 
Ⅰ
 
屈
 
0
 
左
 
・
 
ト
の
目
い
 

（
 
5
 ）
Ⅰ
・
 

9
 ゑ
 
ざ
ダ
 
。
Ⅰ
の
 

臼
 p
b
 

ぎ
お
パ
そ
 

。
 由
由
 
Ⅰ
 
ぎ
 
～
の
 
宙
 
0
 
の
中
 
0
 
苗
の
が
 

さ
廿
ヨ
は
ぺ
 

0
 
 

よ
 す
 ）
 
ざ
 
（
ホ
目
 

曲
 
（
 
目
 
「
 
n
p
 

コ
 
0
 
ざ
コ
コ
 

の
 
手
，
 

9
 円
 
臣
 ト
い
 

Ⅰ
（
 

ミ
 ざ
 
り
 
e
 
由
 
り
（
）
 

e
 
ぃ
 
ハ
 
ツ
 

絹
り
 
Ⅱ
 
8
%
 
）
・
 

ト
 
の
鼻
の
，
 

b
.
 

ド
つ
 

ヨ
ー
ド
 

ド
 
の
・
ら
ヰ
 

ロ
 
の
 
@
 
Ⅰ
 
宙
 
・
・
 

目
 
円
心
り
攻
め
～
～
 

い
 
・
 
0
 
ぬ
 
ぺ
 
H
 
俺
 
Ⅰ
 
ミ
や
 
Ⅱ
～
悪
寒
 

め
 
&
.
 

Ⅱ
 
ド
母
ル
ほ
馬
 

～
 
Q
.
 

目
玉
 

ぎ
 
～
 
亀
 
Ⅰ
 
馬
 
Ⅰ
 
憶
 
～
 
ミ
は
悪
 

き
問
 
馬
 
紬
や
 
n
 
：
 f
a
u
x
.
 

Ⅰ
Ⅱ
（
・
の
 

い
ヒ
づ
ヴ
 

-
o
F
 

Ⅹ
・
 
い
 
つ
 
印
 
p
,
 

や
 
・
 
ト
つ
 

白
１
 
ノ
い
ト
 

@
 
ダ
ミ
 

・
の
ぎ
 

目
 
0
 
目
 
，
 づ
 
甘
雨
 
ト
ト
 
0
 
呂
害
音
め
 

e
c
 

「
 
め
 
e
.
 
ゃ
 
・
 
か
巽
｜
ト
 

の
ご
 
桂
 ：
 ，
 
㏄
 
o
e
 

ぎ
 
-
 
由
 
（
 
e
 ョ
 
。
 
Ⅱ
 
い
け
 

0
 の
 
目
り
 

。
 
仁
ヰ
 

-
 
仁
へ
の
 

（
 
田
 
一
品
（
）
 

@
@
 

）
（
 

っ
 住
め
 

@
 
り
 
あ
す
 
串
 
）
（
 

ぃ
 
（
～
 

繍
ゑ
の
 

@
 
）
の
 

り
ふ
ヨ
 

@
 
（
 
@
 
（
 
"
-
 

：
 
り
 
@
 
9
@
o
 

（
 
軋
 
～
 
馬
 s
Q
n
g
 

叶
 
へ
 
%
 
㍉
全
ヰ
～
・
 

い
 
の
（
 
ト
ゆ
つ
 

Ⅱ
）
 

，
 
Ⅰ
・
 

ト
つ
 

㏄
 
1
 
。
 
Ⅰ
ト
目
 

（
 
6
 ）
の
・
 

河
 
つ
の
 

0
 
オ
 
・
 ぃ
ヴ
ぢ
 

・
・
の
・
～
 

1
 ト
 
～
 
@
 Ⅱ
，
 

0
0
 

や
 
づ
り
の
（
の
（
の
・
 

p
r
 

ロ
 
Ⅰ
・
，
 

b
.
 

㏄
 
っ
 
1
 
。
ト
ト
 

@
 ト
ま
 
・
㌧
 

0
 
Ⅰ
の
 

ダ
ロ
 
・
の
Ⅰ
 

づ
 
0
 
㌃
Ⅰ
 
ゲ
セ
 
ト
ト
 

ト
｜
 
ノ
ト
 

0
.
 

せ
 
・
ロ
つ
 

ウ
 
（
・
 

@
 
 

㌧
 
，
柑
 

ダ
ハ
 

の
 
り
 
0
 
口
ロ
・
ょ
円
 

ヲ
 
0
 ヒ
 
く
ゅ
 

の
（
 

e
 
ペ
コ
づ
ひ
 

Ⅹ
（
 
痒
い
卸
臼
の
 

q
 
、
 
宙
の
 

0
 
ざ
 
校
せ
 
0
 
（
 
巨
 
0
 
（
の
，
，
 

闘
尹
も
へ
 

～
 
ぎ
簿
悪
 

&
,
 

ミ
 ・
 
q
.
 

め
 
0
 
三
号
 ま
乱
 
0
 
デ
ト
 
の
り
）
 

・
ヤ
悪
１
 

%
.
 

参
照
。
 

（
 
7
 ）
東
方
テ
ク
ス
ト
 

よ
 り
 き
ま
 
ふ
を
除
い
た
テ
ク
ス
ト
 

、
ス
は
 

西
方
テ
ク
ス
ト
を
原
初
形
態
と
み
る
の
は
、
の
・
 

オ
ぅ
お
ゴ
 

@
 
 

日
 
・
 
更
 ）
 
目
ト
コ
ヘ
、
 

ロ
が
の
 



初期やリスト 教における 

（
 
騰
 ）
 E
.
 

ト
ロ
 

ク
メ
、
 
・
田
川
建
三
課
 
市
 
使
徒
行
伝
と
歴
史
 
L
 （
新
教
出
版
社
）
、
一
九
六
九
年
、
一
四
四
頁
。
 

（
 
蝸
 ）
こ
の
問
題
は
、
小
林
信
雄
「
同
偶
像
に
供
え
た
食
物
 

ト
の
 問
題
」
 角
 神
学
研
究
 L
 一
六
号
、
一
九
六
 
セ
年
 ）
 
、
一
｜
二
 -
 
ハ
 真
に
詳
し
い
。
 

（
 
M
 ）
 ヱ
 ・
 
ま
 e
 
（
 
ぃ
 
日
当
 ダ
ぎ
ぎ
 ：
 臼
 い
っ
 
ゥ
 
ー
い
の
㏄
 

@
 の
 ・
 
パ
 ・
 
田
 「
お
（
 

ダ
 台
目
 
甘
ぎ
 
的
の
の
 

い
 
っ
曲
由
の
 

目
 （
 
0
 Ⅰ
Ⅰ
 
0
 
掠
 ：
・
 
之
 ・
 
円
 ・
の
：
ト
ト
（
 

ト
 
つ
の
り
）
 

，
 Ⅰ
 お
の
１
ト
 

か
目
 
一
騎
・
 
臼
ヨ
 
0
 
口
 

 
 

ド
ぎ
 卜
ト
っ
め
 

～
 
っ
 
～
～
 

頁
 む
お
 ミ
 令
せ
・
 
か
簿
 
１
 %
%
 

ナ
等
が
そ
 

う
 考
え
る
。
 

 
 

（
 
毬
 ）
 ロ
 ・
Ⅰ
 
a
 
臼
ち
ゴ
っ
コ
 

・
 ぎ
ミ
 
・
・
の
・
 

4
 
）
 
い
 参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

  

・食物規定 

（ ノ ⅠⅠ Ⅰ   
参 押 

照 き特   
ヨ昌 
  
押窄 の 由 
-@3@ -   
さ O. 壮心 
あ ク Ⅰ ノン め 

マン、 へも Ⅹ 0 悪 

も下沌 荒井 

りヰ 献訳 ⅠⅠ 笘 

あも コペ テ め ・ 。 
百 ㌧ 

トの 禾 % １ " 曲 Ⅰ 

干ト め   
使 P 
徒 p   
殉き 

  
しぎキ L （ 新 

仁乎 散田 - 

P. 版社 ） 庄 の 、         
九二 
二月 

の 年 木由ヨ 、四 ・ 

八ヨ l 0 - 

ぎ 五 ハ頁 @ ・・ - 

 
 

 
 

 
 

酉
の
 

（
 
キ
コ
い
 

牙
む
 

コ
 
Ⅰ
 
0
 
コ
 
偉
 
コ
口
Ⅰ
 

ハ
の
コ
 

0
 
目
 
0
 
円
 
ゆ
め
 

（
が
日
の
コ
目
Ⅰ
・
㏄
（
・
 

日
プ
 

・
 
淫
 （
 
ト
 
の
べ
つ
）
。
 

臼
ト
 

つ
の
 

由
 
・
）
等
少
数
で
あ
る
。
 

（
 
8
 
）
 e
 
～
 
朝
 
e
 
ま
 
き
 
n
0
 

て
は
 

霞
ぎ
 
T
o
 

て
に
対
応
す
る
ユ
ダ
ヤ
的
 

造
 
語
 
で
あ
り
、
第
四
 

マ
カ
 

ペ
ア
五
章
二
節
、
巾
の
・
 

l
 
㌧
 
プ
 
0
P
 

㌣
及
び
 

キ
リ
ス
ト
教
文
献
に
み
 

ら
れ
る
。
㌧
・
 

い
む
 

c
 
ア
の
 

e
 
（
・
 

ナ
ペ
ヴ
 

二
 
%
 
時
 
p
 
）
 
ヰ
ヘ
ぎ
 

r
b
t
,
,
 

づ
 
・
 
ミ
 
・
 
之
 
・
 
円
 
・
（
（
（
 

ト
の
 

㏄
 
印
 
）
一
セ
 

へ
 
・
 
け
曲
由
 

e
 
「
・
 

輯
オ
ド
ヰ
寅
 

Ⅰ
Ⅰ
・
ハ
 

%
 
ま
ミ
 
.
 
ド
 
・
・
の
・
下
臣
 

オ
 
・
 
ロ
の
 

Ⅱ
二
ロ
・
 

ト
っ
 

の
の
 

（
 
p
,
4
.
 

）
参
照
。
 

（
 
9
 
）
ユ
ダ
ヤ
教
の
食
物
規
定
に
関
す
る
研
究
に
、
川
島
貞
雄
 

「
 
イ
ヱ
ス
と
 

ユ
ダ
ヤ
教
１
食
物
規
定
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
 

｜
 
」
 
角
 
聖
書
 

学
 
論
集
 

L
 
セ
、
 

一
九
 

セ
 
0
 
年
 
）
九
三
 

｜
 
一
一
六
頁
が
あ
る
。
 

（
 
穏
 
）
 苗
 
・
Ⅰ
 

ざ
鯨
日
り
コ
ダ
ぎ
ぎ
 

：
 
碑
い
 

っ
井
田
 

@
 
旨
 
・
 
舵
里
 

0
%
 

ド
 
す
め
 

ト
 
㌧
 
っ
め
 

～
 
つ
 
～
～
 

へ
 
も
め
寒
ミ
・
 

ワ
 
か
き
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
例
え
ば
、
 

ニ
 
・
㌧
 

巨
 
0
 
串
の
 

コ
特
 

0
.
 

。
 
r
n
 

Ⅰ
 
臥
 
0
 
お
 
（
 
ひ
 
㌧
 
っ
降
 

o
-
 

五
局
 

0
%
-
 

の
の
戸
口
 

窩
 
（
 
宙
 
@
 
（
の
 

p
-
@
 

ヨ
 
。
 
コ
 
（
 
p
@
 

「
 
0
 
の
 
年
 
目
の
 

0
 
奉
コ
、
 

・
・
 

力
 
・
 
由
 
・
 
ワ
わ
 
・
 
廿
ド
 

（
 
ト
の
ウ
 

Ⅱ
）
・
 

づ
 
・
ト
ウ
 

り
 

１
 
）
べ
い
は
 

ぉ
忍
 

て
の
 

へ
 
黛
に
代
え
て
 

*
Q
 

へ
濤
さ
 

（
豚
の
肉
）
を
読
も
 

ぅ
 
と
し
て
い
る
が
受
け
入
れ
が
た
い
。
 

（
 
は
 
）
 口
 
・
 
r
.
 

口
 
～
の
（
ユ
ヰ
・
 

む
ぎ
，
お
へ
 

～
～
 

ぬ
め
 

0
 
ぉ
毛
 

。
 
模
 
，
・
 

連
鳶
由
ぬ
 

*
 
下
 
悪
さ
さ
 

ま
ミ
 

も
～
 

下
 
「
 
ぬ
 
句
心
も
馬
 

ま
叶
零
 

Ⅹ
 
際
 
・
 
N
 
力
 
・
の
・
の
：
 

ト
 
（
ト
め
鼻
の
）
 

・
 
臼
ひ
 

o
Q
@
 

旨
 
・
望
日
 

0
 
ダ
 

（
 
0
0
 

）
 
呂
 
・
 
し
 
子
の
由
 

屈
め
 

・
 
め
 
亀
卜
 
特
め
 

～
 
ぃ
 
～
 
か
曇
笘
 

㌃
）
の
 

下
ご
ぎ
 

@
 
日
 
，
ト
零
 

Ⅱ
 
窯
 
～
 
ぬ
ぬ
ぬ
 

Ⅹ
Ⅱ
 

卜
 
㌧
も
め
 

鮭
 
～
 
太
 
め
へ
 

討
ざ
下
悪
 

・
の
の
 

陣
ヨ
 

斡
の
 

コ
 
・
 
ト
の
市
 

P
.
 

臼
 
㏄
Ⅱ
 

一
ポ
 

・
 
円
 
・
の
 

0
 
す
 
轄
繍
 

Ⅰ
 

巨
 
二
 
%
 
㌧
 
っ
の
 

～
 
雨
 
～
 
軋
俺
討
 

Ⅱ
 
ミ
 
・
 
力
 
・
 
ナ
 
・
の
 

円
 
・
（
（
Ⅰ
つ
ま
）
・
 

n
o
 

と
り
 

白
串
 
参
照
。
 



  

（
 
初
 ）
 田
 ・
 
ヌ
母
ま
 ・
 0
 逗
 え
り
カ
氏
「
 た
 
き
 ト
 ㌧
 0
 め
 
～
 
っ
 
～
 
i
c
o
 

「
Ⅹ
 
き
 ，
口
碑
（
 
舅
蕾
キ
 ・
 p
 ゆ
お
 ・
（
 
P
 ゴ
 ）
参
照
。
 

（
 
ぬ
 ）
 ナ
 0
%
 分
 串
 ，
ヤ
ミ
Ⅰ
 
亀
ち
む
，
く
 
0
 ゲ
 打
目
用
の
紬
 干
や
 三
ミ
 宵
 鰻
 お
き
・
 乎
 ㏄
 
ミ
 ・
 @
 
戸
 ヒ
肝
 

才
 p
p
 
の
（
・
 

と
留
呂
汀
 （
・
Ⅰ
Ⅰ
ま
く
 

0
 目
 
つ
な
 P
 ㌧
Ⅰ
 
缶
 Ⅰ
亡
お
 グ
巾
 （
・
 
，
 p や
め
 
m
,
 

碑
簿
 
参
照
。
 

（
 
羽
 ）
「
二
つ
の
道
」
の
研
究
 史
は
 つ
い
て
、
 十
 ㌧
・
 
レ
 由
ら
の
ヰ
 

%
 憶
豆
 ，
も
 

い
へ
下
 

タ
日
 斗
 %
 め
～
 
ド
ペ
轟
よ
っ
 

さ
 い
 目
時
何
 
%
 ㌧
も
Ⅰ
Ⅱ
 

0
 タ
㌧
 由
 由
の
・
 
ト
 
つ
り
㏄
・
 

づ
 ・
 
N
 １
 2
P
@
 
づ
 ・
㌧
 
ゑ
ぬ
 
e
 コ
 （
 
｜
 

刃
，
ン
 
・
 
パ
 「
 
曲
臣
ノ
卜
 
㌧
 連
 Ⅰ
 
へ
 も
め
㏄
Ⅰ
Ⅱ
 
お
貸
 
Ⅰ
か
 い
 。
の
Ⅰ
・
 
ト
 
日
い
（
 
ト
つ
つ
円
 

）
 -
 
b
.
 
ト
 
N
l
 
。
吋
つ
 

@
 ゼ
く
 
・
 
力
 0
 Ⅰ
Ⅰ
 
0
r
 
（
・
文
目
 

コ
の
ゴ
り
 

Ⅰ
 
岸
 「
の
 
&
.
 
ふ
ド
 
オ
 
若
年
 

e
-
 

年
年
ふ
 

0
 一
 
0
 ゴ
 （
駄
文
 

0
 コ
ロ
 
の
 @
 Ⅰ
の
の
 

d
e
u
x
 
セ
ま
菟
 ・
・
 
わ
 ・
の
・
 

戸
 ，
 塞
 
（
 
お
 S
 ）
 
，
や
ト
き
 １
口
中
参
照
。
 

（
 
m
 ）
 レ
 ・
ま
い
円
目
 

お
ガ
，
も
 ざ
ら
卜
さ
 簗
叉
鮭
討
 「
 
毎
抽
 Ⅹ
も
 巳
 Ⅱ
 
心
 Ⅰ
 
ま
隠
音
 
。
 
下
 。
 
*
 ヰ
隠
 
Q
Q
*
g
 
（
 
ぃ
め
 
n
.
 ，
め
 

（
 @
b
N
@
 

め
 ・
 P
 の
め
の
・
の
 
ト
 
の
・
 
N
 の
・
の
め
 

@
p
.
 
の
 宮ぎ
 0
 （
 ，
タ
も
洩
尽
 Ⅹ
 
笘
 

目
 Ⅰ
 
0
%
 憶
め
 
め
目
 士
 
心
火
「
お
・
・
（
も
～
 

目
 Ⅰ
へ
 
%
 雨
め
、
め
 
@
 め
 ）
・
 
づ
 ・
 
C
.
.
 

Ⅱ
の
（
 

ト
り
ウ
 

こ
 ・
田
の
ま
 １
 の
き
は
そ
 う
 考
え
る
。
 

（
 
れ
 ）
 め
 ・
 
ヱ
，
の
庄
 
0
 痒
の
「
・
ぺ
い
 

時
 ㌔
悪
ま
 帝
ぎ
ぃ
 0
 オ
悪
 
「
 
0
%
,
 
Ⅰ
 0
 コ
 年
 
0
 （
 
@
@
.
w
 

一
の
Ⅰ
 

@
 一
の
・
や
 

1
4
p
 

い
戸
 ト
 @
 Ⅰ
Ⅰ
（
、
 

@
e
 
（
 
め
面
 
）
 
0
 
日
 
屈
ダ
八
 
Ⅱ
 
e
 め
 
0
%
@
 

～
（
㌻
 

ざ
 
ハ
 
%
 「
 Ⅰ
～
～
 

n
@
-
e
 

木
 ～
「
 
0
 や
 
n
.
 
Ⅰ
 
一
 一
 
@
 
@
.
 

Ⅰ
・
 

し
 の
 
ユ
ぎ
，
ト
 
の
の
め
・
の
・
 

い
 ト
中
 
@
 Ⅰ
・
の
 

0
%
 卜
し
 
Ⅹ
・
曲
玉
印
，
 
づ
ド
ト
ウ
コ
 
・
 ド
 @
 Ⅰ
 一
 ～
・
 
サ
仁
宙
ダ
 @
 
ヴ
 @
 
隼
 ：
 セ
 ・
 
び
 ㌍
１
 %
 づ
 @
 a
.
 

）
 臼
ヨ
っ
ダ
 Ⅰ
下
心
 ト
 ㌧
 拾
 

Ⅱ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅰ
 

ぬ
め
，
づ
 

荘
 り
め
 

（
・
 

h
v
 
）
一
五
章
五
節
 
中
 、
黄
金
律
以
外
の
部
分
は
シ
リ
ア
語
訳
 の
み
に
み
ら
れ
る
。
 

（
㏄
）
）
・
の
・
の
 

ぎ
ぎ
舵
 p
,
q
 下
 
Q
0
 ～
 
笘
づ
現
 甘
さ
 

p
e
 

さ
 ～
 ド
 e
 Ⅱ
叶
も
Ⅱ
 Ⅰ
攻
め
お
 

注
 
ノ
ミ
Ⅰ
 

ト
叶
 
Ⅱ
「
。
 
ケ
づ
オ
 ぃ
下
屯
さ
 
ヰ
 
Ⅰ
 叶
へ
ヰ
い
サ
 

・
 ト
 の
ぎ
 0
 コ
 ・
 ト
つ
 
い
 ひ
 ・
 づ
 ・
）
 
や
つ
 
@
 ～
・
㌧
 

笘
 ㏄
 
0
 コ
 （
・
 

Ⅰ
ま
 
り
 
潮
沫
 寅
叶
 
～
 
，
卜
 
%
 安
心
Ⅹ
 
ヰ
 づ
も
り
 

ト
 
Ⅰ
 
ミ
 ㏄
 
さ
且
 ㌧
Ⅰ
㍉
 

ざ
 ・
 ト
 
の
の
 
ト
 ・
 づ
 ・
 
い
 白
の
 
尹
 Ⅰ
参
照
。
 

（
 
舘
 ）
 n
.
 
）
・
の
 

0
0
 
卸
の
 
p
e
e
d
-
 

ト
 
n
d
 め
 
ハ
ト
㌧
 っ
 
～
 
っ
 
心
い
～
～
 

c
u
 
め
 
・
Ⅰ
 由
 Ⅰ
 
ふ
表
 ・
 ト
 っ
馬
・
 
田
ト
ぃ
 は
 護
 教
家
中
に
現
わ
れ
る
 6
 ～
朗
色
 

ノ
 
へ
 
ま
 巷
の
唯
 一
の
箇
所
と
し
て
 
挙
 げ
 

て
い
る
 0
 

（
㏄
）
）
・
 
ミ
 ・
 
出
且
コ
乙
コ
 
・
：
 円
 Ⅰ
 
0
 ㌧
Ⅱ
 
0
 オ
 
～
三
文
 
0
 コ
 
の
う
（
（
 
プ
 
の
の
目
口
 り
 
二
 %
 
む
 （
桂
の
呂
の
 

ヨ
 
（
 
下
 0
 口
Ⅹ
 づ
揺
，
め
 e
,
.
 ナ
円
 ・
 ダ
ド
 Ⅱ
（
 お
 ㏄
の
）
 

-
 や
 い
 
㏄
 ト
片
 
・
 ヰ
痒
ぴ
本
 

論
文
也
（
 2
 ）
参
照
。
 

（
⑳
）
例
え
ば
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 
（
Ⅰ
 サ
 柏
洋
 臼
 ・
 ど
、
 ミ
 ス
キ
 ウ
ス
・
 
フ
ヱ
り
ク
ス
 

（
の
れ
 

叶
舶
セ
 

・
 め
 ～
・
 
N
 ）
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
 

（
 
下
 b
o
-
.
 

の
 め
・
 
3
 
ロ
 ダ
 ）
 
ゃ
一
 

や
ら
の
 8
 や
や
 Q
 ）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
 ソ
ス
 
（
㌧
（
。
 

（
（
の
 

セ
れ
 
・
 
コ
，
 
Ⅰ
二
円
・
 

び
 （
・
）
 

、
オ
り
グ
ネ
 Ⅰ
 ハ
 （
 
0
 ハ
し
 

e
 ）
の
・
Ⅱ
 

ロ
 
Ⅱ
 
"
 
め
の
 
（
・
の
 

ミ
 
@
N
 
Ⅱ
 
せ
，
 
の
 り
 @
 セ
 %
.
 の
（
・
 

@
 

せ
ロ
 
Ⅰ
（
・
 

笘
つ
 
・
の
 
申
 
1
 キ
ト
 
@
 し
 ド
 ア
っ
 
「
 
ダ
ナ
り
 ）
 、
 ㍉
 
偽
 ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 ヒ
 （
 
オ
お
 ・
 
ポ
ご
 し
・
の
）
・
 

ヱ
ウ
 セ
ビ
オ
ス
（
㌧
（
 e
p
.
 

つ
き
（
 

セ
 ・
 
け
 
ど
ド
ガ
 謡
 ・
の
）
参
照
。
 

（
㏄
）
 ュ
 ス
テ
ィ
ノ
ス
ク
ト
 
や
つ
 
㌃
 い
壌
 
・
 
ョ
 @
 い
日
 
・
 
由
 @
=
 や
遷
斤
ド
 ド
だ
 Ⅰ
ロ
占
ト
 つ
 ・
 
P
 ）
、
ア
テ
ナ
 コ
 ラ
ス
（
の
 臣
弓
ゲ
 0
 オ
 の
 
・
 び
 
・
い
の
の
 
e
 、
ア
ソ
 
テ
ィ
オ
 キ
ア
 

の
テ
 オ
ビ
ロ
ス
（
サ
ロ
ン
 
ミ
 0
 （
・
 

1
 （
（
 
，
や
 
・
の
・
 

し
 ）
、
タ
テ
ィ
ア
 ノ
ス
 
（
 
0
 「
 
曲
 
（
・
芭
 Q
 （
 
a
e
c
.
2
 

の
・
 
ひ
 ）
 、
 Ⅰ
 ル
グ
ド
ゥ
 
ヌ
ム
教
会
の
手
紙
 L
 （
 
め
 臣
の
の
 

ヴ
 ：
 ま
 ・
Ⅱ
 

せ
，
ゲ
ヒ
 ・
 
ま
 ・
 
め
卜
レ
、
ミ
ヌ
キ
 ウ
ス
・
 
フ
ち
 リ
ク
ス
（
 つ
 
6
 ヰ
 セ
 0
 ヴ
 
w
.
 
田
 い
つ
・
の
 

つ
 
・
㌣
）
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
（
や
㌧
 0
 ナ
ド
り
 U
 ナ
ツ
ト
目
 
Ⅱ
・
 
ド
 ・
 
り
 @
 の
 ・
 
め
憶
 
・
 
り
 ・
 

( 笘 ) 20 



初期 キ リスト 蜘 c おける食物規定 

寸
 @
 レ
 Ⅰ
昆
生
 

5
 
2
.
P
 
 

ト
取
 
・
 
@
 け
 の
の
 
づ
 
の
 
痒
 ・
ト
辞
 

ト
 @
 ナ
由
 
目
ガ
 
ま
 ・
 
肚
 
ゃ
 @
 ま
 0
 
三
日
オ
 
ョ
 ・
戸
上
 
さ
、
オ
り
 
グ
ネ
ス
（
 
0
 
 
の
 
o
p
 

ル
 
・
 
せ
ノ
 
，
め
寸
ト
 

0
 
）
 
、
ヱ
ヴ
セ
 

（
 
舘
 ）
 巾
 ・
 
再
 0
 
Ⅰ
ロ
ロ
 

0
 
品
・
 
い
 e
 
Ⅱ
～
 

自
悪
 
e
c
o
 

ま
 寸
ぬ
「
 

ぬ
ぬ
 
Ⅰ
悪
ぎ
 
R
 
ざ
ぬ
 
へ
 
ぬ
 

ビ
 オ
ス
（
 
宙
 ・
 
ロ
 ・
 
w
 
せ
，
ゴ
 

二
）
等
で
あ
る
。
 

戸
 Ⅰ
 
お
宙
 
q
n
 

タ
レ
 

笘
 

0
%
 目
 
羽
仁
 
め
 
寸
め
～
Ⅰ
さ
 

り
 ～
Ⅰ
～
～
さ
い
 

俺
ド
 
き
 か
さ
 

～
 
雨
 
お
お
母
乳
 

り
 
㎏
「
～
 

輯
 
全
ま
 
&
 

八
夕
 

n
n
 

さ
や
り
馬
芸
 

@
 
の
 n
o
 

ミ
 
@
@
 

一
マ
 

お
 %
 め
 ハ
オ
 

@
 
マ
 
・
転
記
 

轟
タ
 叫
べ
・
い
 

も
肋
 
ゑ
づ
 
雨
め
田
ミ
 

Ⅰ
㏄
 

を
 ～
 
-
 
ミ
 
%
&
e
n
 

「
 
め
 
Ⅰ
 
め
出
ご
 
・
 

き
 ㏄
 
め
馬
叶
 

Ⅱ
 
苗
ミ
 
Ⅰ
Ⅱ
 

憶
 
Ⅹ
 

蔑
執
憶
 

P
 リ
 ・
や
・
 

0
.
 

Ⅰ
・
・
 

ト
 （
 
ト
の
 

Ⅰ
 
コ
 ・
 n
0
 

ナ
 ぃ
ぺ
 

の
ト
一
い
㌧
・
 

ミ
 田
守
 
ぎ
 吋
 
"
 ょ
 
Ⅰ
の
 

c
r
-
 

ヨ
 e
 （
 
ざ
俺
缶
ぺ
 

0
 
つ
 
㍉
 
0
0
 

ゴ
 
ホ
 が
 
仁
 
Ⅹ
 0
 
才
Ⅱ
 

卸
ゴ
 
0
%
 

り
 Ⅰ
口
目
 

0
%
 
ウ
ロ
 
の
Ⅹ
・
 

い
氏
 
～
 
s
 
ミ
リ
 
芯
 
㏄
 

㏄
 ぃ
 
～
め
ぃ
め
り
（
 

ト
 
つ
り
 

印
 
）
・
ワ
ド
 

つ
 
の
 
1
.
 

い
 
㏄
の
一
 

%
.
 
）
・
 

し
臼
鍍
 

e
 
ぺ
 
・
 、
、
め
 

Ⅰ
 
り
 
「
 
さ
ヨ
 
雨
さ
 
～
悪
 

ギ
へ
 
Ⅰ
 
笘
 
Ⅱ
も
さ
～
 

め
 
～
九
曲
，
・
 

サ
 ・
 
0
.
.
 

ロ
 
Ⅱ
（
日
の
㏄
㏄
）
・
の
目
印
 

笘
｜
 
い
 
り
宙
 
@
 
韻
し
 
p
e
y
e
 

（
・
、
 

田
由
 

Ⅰ
 
0
 
コ
 ベ
 0
 
「
土
中
Ⅱ
（
の
 

コ
よ
ぺ
 
目
色
 
よ
臣
斡
 
0
 
㎏
の
コ
年
 

ぴ
 0
 
オ
円
ぴ
巨
 

Ⅰ
・
 
ロ
 下
 n
.
.
 

の
（
お
 

の
ど
 
・
の
 
目
め
 

0
 
１
し
の
参
照
。
 

（
 
紐
 ）
 テ
オ
ピ
 
ロ
ス
（
 
下
 Ⅰ
レ
目
。
㌃
（
Ⅱ
 

ロ
 
・
 
屋
 ）
も
血
な
流
す
故
に
 

剣
 闘
士
の
見
世
物
を
非
難
し
て
い
る
。
 

（
㏄
）
こ
の
迫
害
の
詳
細
に
つ
い
て
、
半
田
元
夫
Ⅰ
原
始
キ
リ
 

ス
ト
敦
史
論
考
二
（
清
水
弘
文
室
）
、
一
九
 

セ
 二
年
、
三
五
一
 

｜
 三
七
八
頁
参
照
。
 

（
㏄
）
 
サ
 ・
 
ロ
の
 
@
 ゑ
 （
・
 
い
憶
ヘ
お
ヰ
ト
 

ド
 
螢
芯
 
n
,
 

Ⅱ
Ⅹ
 

ヰ
 
Ⅰ
 
っ
も
桂
へ
 

～
～
 

0
 
さ
め
 ～
 
，
 
ふ
斗
 

零
 
接
心
 
軋
 
㏄
 め
 
Ⅰ
～
キ
ぬ
 

0
 
ぎ
憶
や
 
（
 
口
 ・
 
ロ
 ・
 
づ
 ・
 
再
 ：
の
㏄
）
・
 

巾
 
p
q
@
 

の
，
お
由
丘
づ
 

ま
 参
照
。
 

（
 
笘
 ）
本
論
文
法
（
 
2
 ）
参
照
。
 

（
 
鍋
 ）
の
・
 
オ
 e
@
 

コ
め
 
0
 
オ
 
・
 0
 悪
 
～
～
 

い
り
 

・
 ミ
 Ⅰ
 
ヰ
 
寸
心
り
め
～
Ⅰ
も
～
～
抱
き
～
 

め
 
・
（
・
 

び
 
・
 
～
 
ヰ
 
（
 
@
 
の
 
・
 p
9
0
8
.
Q
.
 

や
の
ト
 

1
 年
の
参
照
。
 

（
㏄
）
菜
食
主
義
に
関
し
て
、
 

ヱ
イ
 
レ
ナ
イ
オ
ス
（
 

レ
 卸
 
せ
 
・
Ⅰ
㌔
 

コ
ゲ
 
い
の
・
 

P
 
）
、
ヒ
ソ
ポ
リ
 

ュ
ト
タ
 
ス
（
ロ
当
 
0
 
プ
 
0
 
の
 ヰ
戸
 
㎏
 
竺
ご
 ヰ
 H
H
w
.
 

き
，
 
P
 
）
・
オ
リ
 
ゲ
 

オ
 ス
（
 
0
 の
古
田
 

ぺ
 ）
 
H
*
.
 

き
 ）
 
、
 ㍉
 
偽
 ク
レ
メ
ン
ス
文
書
 

L
 （
 
ヰ
 0
 
ヨ
 ヨ
耳
。
 

1
5
.
 

甘
 Ⅹ
 目
 ・
の
 

，
且
 
わ
お
・
 

づ
コ
 
・
の
・
 

か
 
）
 
、
コ
テ
 
ィ
ダ
ス
カ
リ
 

ア
目
 
（
 
つ
と
 
Ⅰ
 
0
 
。
の
）
 

、
 

エ
ウ
セ
ビ
 
オ
ス
（
 
目
 ・
Ⅱ
・
 

目
 ・
 
揺
 ・
 
9
 参
照
。
 

へ
 
Ⅰ
め
 

り
 
㏄
 
侮
寺
も
俺
 

り
も
 

へ
さ
寸
日
ト
薄
駄
 

Q
.
0
.
 

の
・
の
・
 

0
"
 
ト
ナ
ど
 

の
 
目
サ
 
組
曲
 
ず
 の
 （
 
ト
の
切
肚
 

）
・
 
づ
 
・
 
ド
 
ヰ
ペ
 

（
㏄
）
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
コ
教
会
主
 

b
 六
巻
 
セ
章
セ
節
 
参
照
。
 

（
㏄
）
こ
こ
で
は
黙
示
録
二
章
一
四
節
に
言
及
し
て
お
り
、
 

ま
 た
ヒ
ソ
 
ポ
リ
～
ト
ゥ
ス
（
 

己
 -
e
 

口
い
ず
 

0
 
の
づ
ま
，
の
っ
・
 

ま
 ・
）
の
同
様
な
 

ヰ
 コ
ラ
イ
派
批
判
は
全
 

く
ヱ
イ
 
レ
ナ
イ
オ
ス
の
こ
の
箇
所
に
 

革
挺
 し
て
い
る
・
 

（
 
即
 ）
 め
 ・
 
p
 ）
（
 

H
p
 

の
 
丁
 p
.
 

の
（
臣
ぎ
 

ゅ
 
（
・
 
ま
ぎ
，
 

・
の
・
）
 

ト
 
）
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
使
徒
行
伝
一
五
章
二
九
節
の
蔑
 

e
 
～
 
へ
 
q
c
q
R
 

を
、
テ
ル
 

ト
ク
リ
ア
 
ヌ
ス
 （
け
の
せ
 

乱
 ・
に
・
 

ト
 
）
は
 世
 O
 
「
 
@
 
め
臼
 
ひ
に
、
キ
ュ
 

プ
 リ
ア
 メ
 ス
（
 
、
 
Ⅱ
の
め
 

す
ヨ
 

 
 

 
 

 
 

21 (・ 

  



 
 

（Ⅰ 丹 （ ニし 0 Ⅰ （Ⅰ り よ 0 （Ⅰ ス Ⅰ ニ り （ 戻 G （ 5 5 （ 5 4 5 （ 3 （ 5 2 5 （ⅠⅠ （タリ スリ （ 4 9 （ 丹 Ⅰ 00 の Ⅲ 竹 ⅡⅠ （ 公リ ノⅩ （ 二 リ 4   
      ト つ 本 多 ゃ 

さ 内 " 一 い 

  

ギ地・     
参照 コ， 曲 @ 

        
    浄痔プ目お ミ 。 。 旬 ぎ円 @. ㌣ 

  

  
と妻 はヘゴ 

  

仁 ㍉ 田 水 ダ 
  谷 

o Ⅱの o 
O 参   

Ⅹ 

        

    ヴ山 

デ 概 の   

  説 捷 トゆ ・ つ 0 ヨ 曲 Ⅰ（ ・   
日 " ウ ・       

<  22  )  22 



初期 キ リスト 数 に おける食物規定 

23  (  23  ) 

  

3
@
@
m
e
x
 

毛
宙
ひ
 
0
l
 
リ
ア
 
（
 
ホ
ヰ
 
。
孝
仁
 
ゅ
の
づ
お
宙
宙
 

0
 。
 
0
 日
ヨ
 0
 
口
（
 
@
 
コ
 0
 
の
・
 

，
の
 （
・
 
づ
ォ
 
：
 0
 （
）
の
の
の
）
・
 

づ
 ・
 
め
の
 
（
・
 
び
 ）
（
・
参
照
。
 

（
㏄
）
 宙
 ・
）
・
の
 

c
 
オ
 o
0
 

つ
の
・
ら
 

く
め
 ト
マ
 
ミ
牙
い
 

や
「
：
の
・
～
 

め
一
 
～
・
 
ロ
 ・
 
ミ
 e
 
コ
 
0
%
 。
ぴ
宙
：
 せ
 ・
 
浮
コ
 ・
お
参
照
。
 

（
㏄
）
 田
 ・
 
旨
 0
-
 
下
目
色
 @
 
三
色
：
 ワ
 ㏄
㏄
 
@
p
 メ
 ・
し
 
い
 （
 
本
ま
 ・
 デ
ミ
 ：
㌧
 に
 い
 参
照
。
 

（
㏄
）
）
・
 

0
 目
 り
の
（
 

ゅ
コ
 
・
ぎ
目
：
 セ
 0
-
.
 

Ⅱ
 
H
.
 
づ
 ・
 
ト
ト
ペ
 

一
め
・
 
ナ
 -
 
（
 
盤
コ
 
0
 ペ
 
。
 
巨
 の
 （
佳
子
の
二
子
 

@
&
 
：
の
・
㌍
参
照
。
 

（
㏄
）
こ
の
書
簡
に
関
し
て
は
邦
語
研
究
も
多
い
。
特
に
半
日
 万
夫
、
前
掲
 書
 、
三
 0
 九
｜
三
 二
三
頁
、
井
上
智
勇
同
初
期
キ
 リ
ス
ト
 我
 と
 ロ
 １
 %
 帝
 

国
 L
 （
 
創
文
許
こ
 、
一
九
七
三
年
、
四
四
 ｜
 四
六
頁
、
一
三
七
 ｜
 一
四
四
頁
参
照
。
 

（
㏄
）
Ⅱ
・
 

0
.
 

ロ
ヰ
 

ヴ
温
ヰ
，
ス
 

0
 
目
 ぃ
へ
 
4
%
e
 

の
の
 

珪
 「
す
の
隼
の
色
が
 

-
 
の
ま
Ⅱ
 

e
 の
 由
っ
 巾
 -
 
ぎ
 e
 っ
 （
由
の
円
 

r
a
 

ト
コ
 （
の
下
文
せ
の
の
 

0
 目
 ぉ
 0
%
 
ゐ
 （
 
げ
コ
 
の
隼
の
㏄
 
-
 
ヰ
宙
 
セ
コ
 
げ
こ
 
・
 匁
 ・
 
叫
 ・
Ⅰ
・
・
 

コ
 

の
に
 
ト
 （
ト
串
 
e
.
 っ
 ・
 
め
き
 @
 弓
デ
・
㏄
 

0
 
ゴ
ヨ
田
 
。
 、
田
ぎ
せ
 
e
 
吏
 ヰ
目
 巨
 （
中
年
 
の
宙
へ
臣
ウ
 

ガ
年
 0
 ㍉
 0
 づ
 Ⅰ
 
0
 
Ⅰ
の
Ⅰ
Ⅱ
 

ド
 0
 
プ
㏄
（
 
コ
 ㌧
文
二
 
@
 
仁
の
・
の
す
Ⅰ
 

ぢ
田
 

0
 目
ヴ
臣
 
e
 
（
 
号
 "
 く
 ・
 
0
.
.
 

Ⅱ
（
Ⅰ
 

の
 の
 ぴ
 
）
・
 

田
お
１
ま
一
リ
 い
ま
旨
 ・
 下
 ～
～
 

ぉ
 ～
 
u
 め
，
田
 
㌧
～
 
め
 
～
 
o
 
～
 
m
Q
.
 

ら
の
 

寸
 
～
～
～
心
ぬ
 

～
目
安
き
 
0
 ヌ
匹
 0
 ョ
ぎ
哩
 0
 ど
ち
鼠
 ・
 ゃ
 お
 こ
 
半
田
元
夫
、
前
掲
 書
 、
三
一
四
頁
。
 

（
㏄
）
や
・
 
メ
の
 
～
（
 

m
.
 

仮
 N
 偉
 り
白
コ
 
ぎ
 の
・
 
援
ふ
の
 
（
 む
 す
の
「
 
口
 
@
0
0
 
ゴ
ふ
 
の
（
の
 

口
ン
 
，
 由
 e
 ぺ
 
・
・
の
㏄
（
 

ト
 つ
 い
 
の
）
・
の
・
鼻
の
 

ト
 
1
 。
 鼻
の
 
ト
 @
 ㌧
・
宙
の
Ⅰ
 

い
す
由
 
0
-
 
寸
 ・
 い
 Ⅰ
Ⅰ
本
色
心
 

ト
 
Ⅰ
 
っ
ミ
 も
さ
 
@
 
帝
お
 
㌢
 い
 

馬
ヰ
 
悪
札
 
ぃ
切
 ミ
ド
Ⅱ
 
ぬ
 ㌧
 っ
 
～
㏄
 
き
 @
 
め
 ミ
心
Ⅰ
 
ぉ
潮
 
ぃ
下
Ⅰ
 

転
 
～
 
@
 
氏
Ⅹ
Ⅹ
 

馬
軋
 ま
さ
Ⅰ
Ⅰ
 悪
 ㌔
Ⅱ
。
 
め
 
Ⅰ
 
斗
 ～
 
e
.
 
づ
笘
 
「
 
ず
 ・
 ト
つ
 
の
 ナ
 p
 い
 井
戸
ト
一
声
 の
 0
 
ゴ
 屈
の
（
 

e
 
ぺ
 
・
 Q
 土
安
 
き
 田
の
も
め
 

P
 め
め
 
（
 

Ⅰ
Ⅲ
 

口
 @
 
の
 
w
 
（
 
E
-
p
 

（
 
目
 @
@
@
 

（
 ：
 ピ
の
 
p
 
（
 
@
N
@
@
 

㏄
 
一
 
一
 
・
 p
 
の
の
 
ぃ
 ・
㏄
・
 
び
の
 
～
 @
 ダ
ミ
 
・
 
目
り
 

@
 
目
 Ⅰ
Ⅱ
・
～
Ⅰ
目
 

@
 
）
 
@
 
め
 ざ
ヰ
 邸
 
悪
さ
や
～
・
Ⅰ
 

ぺ
 ・
 卜
叉
 ～
 さ
ぺ
 ・
 浮
 ひ
し
・
 

，
 ㌧
 ぎ
デ
 ・
お
き
・
Ⅰ
 ぺ
 鼻
の
 

（
㏄
）
 

p
.
 

ロ
ブ
 
（
 
ゴ
 a
r
 
住
 （
・
 
デ
ぎ
 ・
・
 
っ
 ・
 
2
 
の
 ト
 参
照
。
 

（
 
研
 ）
 づ
 ・
 
n
.
 
窪
仁
 （
・
デ
ミ
・
 

，
や
 き
 ヨ
 同
様
に
、
半
田
元
夫
、
 前
掲
 書
 、
三
一
四
頁
参
照
。
 

（
㏄
）
中
ロ
 り
 Ⅰ
 ヨ
の
 
a
r
 
（
 
コ
の
 
「
 
、
，
 
Q
 ぎ
日
 

n
p
 

憶
お
 

宮
 0
 ま
お
 岸
ロ
ヨ
 
（
 
の
 
Ⅰ
）
の
 

臣
痒
ぎ
ヨ
 0
 ）
㌔
目
コ
㌔
 

，
い
 
・
 
パ
 ・
Ⅰ
 
，
 
・
・
い
の
（
 

ト
 
つ
つ
の
）
 

，
の
 
・
 
鷲
 @
 Ⅱ
・
 
0
 し
叫
 
ヴ
臣
 
ダ
 @
 
ヴ
 @
&
.
,
 

つ
 ・
い
の
 

切
 

尹
タ
フ
 の
 っ
ぃ
戸
ト
 
@
 ゲ
 Ⅱ
・
 
毛
田
鯨
宮
幅
 
・
Ⅰ
 
氏
 （
 
叢
ま
タ
 や
 い
ト
ト
 

@
 弓
 い
 Ⅰ
り
の
 

括
俺
グ
ヱ
ふ
年
 

・
・
の
・
 

ト
つ
印
ぺ
 

Ⅰ
ヰ
目
 

ト
 
・
 い
つ
 
@
 ㌧
・
 
シ
 0
 Ⅰ
 曲
ヴ
由
 
0
-
 
巨
 ・
 @
 
ヴ
 @
 
Ⅰ
・
 
，
 Ⅰ
・
㏄
㏄
 
コ
 ・
 ト
 

ゑ
び
 本
論
文
 注
 
（
㏄
）
参
照
。
 

（
㏄
）
 木
 ・
 
ロ
ケ
 
0
F
m
 

コ
ゴ
ゥ
自
 

・
 ざ
ぎ
 ：
の
・
 
A
P
@
 
～
・
 
&
n
 Ⅰ
 曲
ヴ
ユ
 
0
 年
 
P
@
 ま
 Ⅰ
 -
 づ
 ・
 
ト
っ
肚
 

@
 ナ
 ・
 
こ
年
 
Ⅱ
 
オ
 ぎ
色
 ダ
ぎ
ぎ
 ・
 
，
 づ
り
の
 
肚
 @
n
.
 ～
八
ロ
 
レ
 
（
Ⅱ
 
害
 （
・
 
子
ぎ
 ：
 ワ
ト
お
参
 

照
 。
し
か
し
 
ヌ
 ・
 
臼
 Ⅹ
（
中
ま
 

&
.
 
。
 け
 ㏄
の
（
 

，
 
）
 や
由
 ・
 
ロ
 ・
 
ロ
の
 
（
 
燵
 （
 
い
 Ⅰ
 
乱
ぬ
 
さ
 e
0
 

Ⅹ
㏄
Ⅰ
き
も
き
 

叶
 
Ⅰ
ま
さ
 
斗
軋
 さ
め
 ミ
，
づ
 
・
 
，
づ
 ・
 
ヒ
 ：
Ⅱ
 っ
 （
）
 
っ
 
の
ト
 
）
・
の
ト
ト
）
は
 

こ
 

の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
。
 

（
 
冊
 ）
不
支
出
の
窩
 ，
，
 
め
ぎ
 臼
盤
 注
目
玉
 豊
 ，
・
 
穿
 ・
 
P
 ぎ
 ：
）
 き
 P
 
の
・
㏄
い
い
 

@
 く
円
 
・
 
旨
 ・
目
上
口
（
 

目
 ）
 
0
 タ
ト
 Ⅰ
（
 

ぃ
 
～
 
m
 ダ
く
 0
-
.
 

メ
ト
 
，
 （
：
の
・
（
：
，
の
っ
 

い
 （
Ⅰ
つ
 

い
つ
 
）
・
 
つ
 ・
 ト
 
㏄
 コ
，
い
 
@
 

Ⅰ
の
 0
 
オ
 も
く
 

り
 Ⅰ
 
円
 
N
.
 
ト
 は
 い
 
Ⅰ
 
ぃ
 
茎
も
め
 り
隠
 
き
っ
の
Ⅰ
 

叶
め
 
・
 ヒ
 
リ
オ
 
曲
 っ
㌧
・
 
ぃ
ヰ
 
も
 ロ
ノ
き
 
「
～
 
ぬ
さ
ミ
や
 ～
 
n
 ～
・
 
宙
ユ
 タ
 お
串
、
や
窩
 参
照
。
 



イ
 
Ⅱ
 @
 

の
ど
と
く
評
し
て
い
る
。
 

て沙師備 とお 

の
 福
建
の
禅
は
、
内
容
か
ら
み
て
、
 雪
峯
 よ
り
も
、
 根
 っ
 か
ら
の
福
建
 大
 で
ほ
と
ん
ど
福
建
を
出
な
か
っ
た
玄
妙
 を
も
っ
て
代
表
者
と
せ
い
 

 
 

し
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
の
「
 宋
 高
僧
伝
し
の
撰
者
の
 賛
寧
 
（
九
一
九
 
｜
一
 0
0
 二
）
は
、
 雪
峯
と
玄
 沙
の
禅
法
 を
 比
較
し
な
が
ら
、
 次
 

 
 

時窪め 

せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
師
資
の
卒
 

午
が
 同
じ
で
あ
る
 
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
函
蓋
合
し
た
思
い
 

る
 感
ず
る
の
で
 
あ
る
。
し
か
し
事
実
上
 

一
 
は
じ
め
に
 

唐
 末
か
ら
五
代
に
か
け
て
、
広
大
な
中
国
の
中
で
も
 

辺
 都
な
福
建
の
地
方
を
禅
宗
の
最
も
盛
ん
な
地
に
し
た
の
は
 

、
書
室
 義
存
 （
八
二
 

二
 １
元
 0
 八
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
足
で
あ
っ
た
玄
妙
 

師
 備
 （
八
三
五
１
元
 
0
 八
）
は
、
兵
戎
の
た
め
に
 
隣
省
江
 西
 の
 鍾
陸
 に
出
た
以
外
 

は
 、
一
切
福
建
を
出
ず
に
、
 
雪
 峯
の
禅
を
布
 
漬
 し
、
 後
 輩
の
指
導
に
 坐
 っ
た
。
書
室
 
は
玄
 沙
の
粗
衣
粗
食
に
甘
ん
 
じ
た
生
活
を
見
て
 
、
敬
 

意
 を
こ
め
て
 備
 頭
陀
と
愛
称
し
た
。
あ
る
時
、
（
頭
陀
 

と
 い
わ
れ
る
以
上
行
雲
流
水
の
生
活
で
あ
る
べ
き
な
の
に
）
 

、
ど
う
し
て
諸
地
方
に
 

偏
 参
し
な
い
の
か
、
と
か
ら
か
っ
て
問
う
た
。
玄
妙
 

は
 「
達
磨
は
東
土
に
来
ら
ず
、
 

二
 祖
は
西
天
に
往
か
ず
」
と
 
い
う
有
名
な
語
を
も
っ
 

て
 答
え
た
。
こ
れ
は
 
玄
 沙
の
禅
の
確
立
を
示
す
言
葉
で
 

あ
っ
た
。
以
後
、
雪
 
峯
は
玄
 沙
を
深
く
許
し
、
師
資
 
相
い
 携
え
て
、
厳
し
い
が
、
 

輯
 
し
か
し
熱
情
の
こ
も
っ
た
老
婆
心
切
な
る
参
学
者
 

へ
の
指
導
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
た
く
ま
に
中
国
で
 

も
 最
も
禅
の
盛
ん
な
地
方
と
 

玄
妙
肺
臓
と
福
建
の
禅
宗
 

鈴
木
哲
雄
 

    



玄
 沙
の
法
門
は
法
 孫
 に
清
涼
 文
益
 が
出
る
に
及
ん
で
、
 
法
 眼
 宗
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
 玄
 沙
の
法
が
生
 き
 づ
い
て
い
る
と
い
 

っ
て
よ
い
。
し
か
し
法
眼
宗
は
早
く
消
滅
し
た
し
、
法
の
 祖
父
で
あ
る
玄
妙
に
ま
で
は
、
従
来
あ
ま
り
深
い
関
心
 が
 払
わ
れ
て
い
た
よ
 う
 

に
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
中
国
禅
の
目
で
も
っ
て
し
て
も
 、
道
元
禅
師
は
 、
 深
く
 玄
 沙
の
精
神
を
汲
み
取
っ
て
 い
 た
の
で
は
な
い
か
と
い
 

う
 点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
 

こ
こ
で
は
玄
妙
の
 禅
 思
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
と
 い
う
よ
り
も
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
 

玄
 沙
を
知
る
上
 で
 重
要
な
資
料
で
あ
 

6
%
 福
州
玄
妙
宗
一
大
師
 広
録
 L
 の
分
析
を
中
心
に
お
 い
て
、
 玄
 沙
の
禅
の
位
置
づ
け
と
影
響
を
論
ず
る
こ
と
を
 主
眼
と
し
た
い
。
 

二
 

「
玄
妙
 広
録
 」
に
つ
い
て
 

玄
妙
に
関
す
る
語
録
は
、
一
六
九
 0
 年
に
日
本
で
重
刑
 し
た
「
玄
妙
宗
一
大
師
応
鐘
 ヒ
 二
妻
（
以
下
、
玄
妙
 広
録
 又
は
広
縁
 と
 
略
称
）
 

と
 、
明
大
清
 初
 の
 林
 弘
行
 が
 一
六
二
六
年
に
湛
然
 
円
澄
 の
 序
を
得
て
編
次
し
て
い
る
 司
 福
州
立
 沙
 宗
一
禅
師
語
録
 ヒ
 
（
以
下
、
玄
妙
語
録
 

ス
 は
語
録
と
略
称
）
が
あ
る
。
画
本
 共
 、
 続
 蔵
の
第
二
 編
 三
十
一
 套
 
（
通
巻
一
二
六
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
 で
、
容
易
に
見
ら
れ
る
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
も
し
そ
の
両
者
の
長
所
を
取
っ
て
 す
れ
ば
、
完
成
さ
れ
た
 禅
 と
い
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
 

  

書
室
の
 禅
風
 は
ひ
ろ
 ひ
 ろ
と
し
た
も
の
で
、
各
地
か
ら
 参
じ
た
。
門
下
生
の
多
彩
な
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
 
（
例
え
ば
）
 玄
沙
 
6
 

 
 

は
 
コ
音
 拐
 蔵
経
 b
 を
究
め
て
、
識
見
も
こ
と
の
ほ
か
で
 あ
る
。
諺
に
い
う
よ
 う
 に
「
出
藍
の
ほ
ま
れ
」
と
い
う
べ
 き
で
あ
る
。
 
雪
峯
 

 
 

は
 経
典
に
明
る
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
，
 
っ
 点
で
越
師
の
格
が
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
の
で
あ
る
。
 

  

自
ら
の
 塔
銘
 を
し
た
た
め
て
禅
の
極
致
を
示
し
た
。
他
 方
で
は
玄
妙
 は
三
 句
を
立
て
て
、
い
ろ
い
ろ
な
見
解
を
裁
 断
 し
て
深
い
透
徹
 

を
 示
し
た
。
 今
 揚
子
江
流
域
で
は
 玄
 沙
の
学
が
盛
ん
で
 あ
る
。
こ
の
学
は
太
虚
に
通
達
し
て
何
ら
の
繋
縛
な
く
、
 道
道
と
し
て
自
在
 

で
あ
る
。
 禅
意
 に
切
な
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
書
室
 は
大
 衆
の
教
化
に
、
 
杜
黙
禅
 坐
を
切
実
な
も
の
と
し
た
。
 

戒
 を
 重
要
視
し
て
い
 



  

年
に
、
一
文
あ
る
。
 

獅
 た
も
の
を
、
 

独
 鹿
は
 

独
庵
玄
光
 

宋
 刻
印
本
と
い
う
が
、
中
巻
の
 

が
一
六
九
 

0
 

 
 

 
 

 
 

窃肯と榊 

さ
て
㍉
玄
妙
 広
録
 b
 は
 つ
い
て
は
 忽
滑
谷
快
 天
底
が
既
 

 
 

0
 室
中
に
蔵
し
て
い
の
 

 
 

ョ 建の 

い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
思
想
を
研
究
 す
る
上
で
、
 玄
 沙
の
語
に
対
す
る
諸
方
の
著
語
が
一
目
 で
 見
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
 

禅宗 

っ
て
い
て
（
 
続
蔵
 通
巻
一
一
九
、
四
 セ
一
 d
 ）
、
そ
の
号
を
 「
玄
妙
語
録
 ヒ
に
 用
い
て
い
る
か
ら
、
 雪
峯
 ・
玄
妙
 
な
同
 時
に
尊
崇
し
て
い
た
も
 

の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
 面
 語
録
は
密
接
に
関
係
 し
て
い
る
。
も
し
こ
こ
で
 コ
 交
渉
語
録
し
の
長
所
を
言
う
 な
，
 
ら
ば
、
 円
 広
縁
 L
 に
な
 

（
以
下
、
こ
の
二
本
の
引
用
は
巻
数
を
示
さ
ず
、
貢
と
 欄
 を
 示
す
の
み
と
す
る
）
。
玄
妙
に
関
す
る
語
録
は
 、
現
 在
 、
異
木
も
含
め
て
こ
 

の
 二
本
以
外
 は
 見
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
（
 

2
 ）
従
来
去
 沙
 に
あ
ま
り
関
心
の
は
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
 知
 ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 こ
 

の
う
ち
で
、
玄
妙
研
究
の
第
一
資
料
は
前
者
の
司
広
縁
 b
 の
方
で
、
後
者
の
「
語
録
 ヒ
 の
方
は
補
助
材
料
と
し
て
 用
い
る
べ
き
性
質
の
も
 

の
で
あ
る
。
最
初
に
簡
単
に
語
録
に
ふ
れ
、
次
に
広
縁
 に
 つ
い
て
詳
述
し
た
い
。
 

「
 
玄
沙
 語
録
 b
 は
同
じ
 休
 弘
行
 が
 編
集
し
た
 ロ
ョ
峯
 語
録
 

 
 

一
九
年
に
刊
行
し
て
い
 

る
か
ら
、
「
 雪
峯
 語
録
 L
 よ
り
も
十
四
年
ほ
ど
先
に
編
集
 し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
玄
妙
語
録
を
刻
す
る
縁
起
」
 て
 林
 弘
行
 は
 「
昔
、
大
小
 

録
 が
あ
っ
て
世
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
何
も
残
 っ
て
い
な
い
」
（
 
二
 O
 四
 b
 ）
と
歎
い
て
、
 諸
 集
か
ら
玄
妙
 の
 語
を
拾
い
集
め
て
 三
 

巻
 と
な
し
た
の
で
あ
る
。
越
州
雲
門
山
の
湛
然
 円
澄
が
 「
 
玄
妙
大
師
 録
序
 」
の
中
で
、
 林
 弘
行
 が
 「
適
地
を
重
修
し
 、
法
言
を
収
集
し
た
」
 

（
 二
 O
 四
 a
 ）
と
言
っ
て
お
り
、
そ
し
て
中
、
下
巻
に
 諸
 方
の
著
語
を
付
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
 諸
 録
か
ら
 の
 収
集
を
物
語
っ
て
 い
 

る
 。
た
だ
 林
 弘
行
 が
 「
今
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
」
と
 い
う
の
は
、
門
立
 
沙
 広
縁
ヒ
 が
 現
存
す
る
か
ら
に
は
誤
り
 と
い
 わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

明
末
清
 初
の
編
集
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語
録
 は
 第
二
 資
 料
 に
落
ち
ぎ
る
を
得
な
い
。
編
集
の
年
次
か
ら
、
 林
 弘
行
 と
し
て
は
玄
妙
 に
 深
い
 

関
心
を
持
ち
、
つ
い
で
そ
の
師
の
雪
 峯
 に
も
及
ん
だ
よ
 う
 に
 思
わ
れ
る
が
、
 
得
 山
の
号
を
夢
の
中
で
の
 雪
峯
 の
出
会
 い
の
中
か
 ，
り
 
得
た
と
い
 



  
が に は 従 統 智 の の 四 を と ヒ 
除 居 恐 つ め 厳 が 法 科 述 の の 

上   
た て は 宋 詞 集 。 そ と 答 を 中 
亡 い 孫 は 録 を 一 こ 同 と 載 巻 
と た 党 則 で 骨 方 に じ 頚 せ と 

@c 十 の 系 は 格 上 鞘 類 を て 下 
な セ 綿 紡 な と ・ 在 に 願 い 巻 
る 入 集 の い し 中 中 入 っ る と の大 カ ュ、 。 の録 の時 もの かと 、そ 港に 言 の るも てい 申 。 
そ め で で 考 れ は 葉 の る て ま 
0 巻 は あ え に あ を で こ も か 
十 末 な っ ら 他 ま 記 あ と 光 な 
七 に い た れ の り 錬 る が 陸 連 
人 あ か が る も そ し 。 注 が い 

め る と   。 の れ た 春 意 文 に 

録 と ，思 あ し を が も 中 を 沙 っ 

は い わ る か 加 な の の 引 の い 

巻 う れ 時 し え い で 前   ず 半 中の 。こと貧） る 点で 下巻 てい 即 。 ある は 仏   
の 別 由 基 は 続 開 い   @c 配 匿 ゑ し公とにで 二もは。 Ⅰ を半に機閣上 底、 い に 、 中 

て 唐 打 巻 は 上 かし現されて一九 とした ） 「玄妙 d みるべ 、諸の 招慶 も 上 する 光が 

き 記 院 も 語 党 内 五 重 

て は あ っに 本 悔で録のの あ よ法とヒと 録語 客間 でをを 語 
し そ 老 る り 要 別 や 折 る 置 申 
か れ 宿 。 集 の 系 『 々 つ い ， Ⅸ 、     
の 何 堂 の 成 の で・録 せ の を 語 を と名をらかのである 挟み 合本が したも 、果 は ある。 ヒ等と 、後半 五位や 請い、 

。 専 政 な の 川 上 其 は 臨 徳   

覆
刻
し
て
捕
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
 契
 祖
の
識
語
が
あ
る
 か
ら
、
元
版
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
 木
は
非
 常
に
古
い
も
の
で
あ
る
 

 
  

 

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
巻
頭
に
光
化
三
年
（
 九
 0
 0
 ）
 智
厳
集
 と
い
っ
て
は
い
る
が
、
開
平
元
年
（
 九
 0
 セ
 ）
の
標
記
の
一
節
が
 

 
 

あ
る
（
 一
 O
 九
 c
 ）
か
ら
、
 

智
 厳
の
収
録
そ
の
ま
ま
で
 は
な
い
。
そ
の
上
、
上
・
中
巻
と
下
巻
と
で
は
明
ら
か
に
 

 
 

で
、
後
人
の
挿
入
は
多
々
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
 。
 智
厳
 と
は
恐
ら
く
鞍
山
 智
厳
 を
い
う
の
で
あ
ろ
う
 。
 神
曇
が
鼓
出
 に
入
る
 

の
は
 雪
 峯
の
入
寂
ご
ろ
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
そ
れ
ま
 で
は
 雪
峯
 に
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
 

智
 厳
は
最
初
亥
 沙
 下
 に
お
い
て
学
び
、
 
玄
 

沙
の
入
滅
前
後
に
神
 曇
に
 参
じ
、
つ
い
で
嗣
法
し
た
の
 で
あ
る
。
 



玄 

は
位
を
嗣
 い
 で
 恵
宗
 （
九
二
六
 
｜
 九
三
五
）
と
称
さ
れ
 
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
 
延
稟
 と
は
最
初
か
ら
間
柄
が
悪
か
っ
 
た
 。
 長
 巽
二
年
（
九
三
 

沙師備 と福 

審
 知
の
長
子
の
延
 翰
 
（
九
二
五
 
｜
 九
二
六
）
が
位
を
継
 い
だ
も
の
の
、
 騎
淫
著
多
 に
ふ
け
っ
て
政
治
を
乱
し
た
。
 そ
こ
で
 延
 翰
の
弟
で
 

泉
州
刺
史
で
あ
っ
た
 延
鈎
と
 、
太
祖
で
あ
る
 審
知
 の
 養
 子
 と
な
っ
た
 建
州
 刺
史
の
延
 稟
 と
が
、
 延
 翰
を
攻
め
て
 殺
 し
て
し
ま
っ
た
。
 延
鉤
 

i
 
艶
は
、
 玄
 沙
の
上
足
で
あ
る
 

悟
霊
と
僧
統
 

の
 通
 慧
大
 師
の
依
頼
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
も
 上
 ・
中
巻
と
下
巻
と
は
 別
 系
統
で
あ
 る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
一
体
、
上
巻
と
中
巻
は
紙
数
に
 よ
る
便
宜
上
の
区
分
で
 

あ
っ
た
。
上
巻
末
の
行
先
の
五
間
と
中
巻
初
の
徳
彦
の
 三
問
は
同
質
で
あ
る
か
ら
、
本
来
同
一
巻
内
に
置
く
べ
き
 も
の
で
あ
る
。
挿
入
に
 

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
不
自
然
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
 

下
巻
に
は
別
に
「
方
丈
 録
 」
「
論
仏
心
印
 録
 」
「
 褐
頒
 」
 が
 載
っ
て
い
る
。
「
論
仏
心
印
 録
 」
は
 林
弘
街
が
 
「
 
雪
峯
 語
録
 b
 に
も
載
せ
て
 

い
る
も
の
で
、
書
室
 と
 共
に
入
内
し
て
、
三
審
 知
 の
た
め
 に
 法
要
を
説
い
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
「
方
丈
 録
 」
は
 玄
妙
 が
 弟
子
の
た
め
に
 

自
ら
筆
を
と
っ
て
 禅
 旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
 短
か
 い
 も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
玄
妙
研
究
に
は
欠
か
せ
ぬ
 重
 要
 な
資
料
と
い
う
べ
き
 

で
あ
る
。
 

下
巻
の
あ
と
に
 休
 徴
の
撰
し
た
「
 唐
 福
州
安
国
禅
院
 先
 開
山
宗
一
大
師
碑
文
 井
序
 」
が
付
録
的
に
載
せ
ら
れ
て
い
 る
 。
 玄
 沙
の
行
履
を
 

知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
 

国
は
唐
朝
の
制
を
模
し
て
政
治
を
行
な
っ
て
い
た
か
ら
、
 

「
景
徳
伝
灯
録
」
の
 玄
 沙
の
略
歴
は
こ
の
碑
文
に
も
と
 

校
書
 郎
 と
い
っ
て
も
 閨
 国
内
に
お
け
る
肩
書
で
あ
っ
た
 

つ
い
て
い
る
。
休
徴
に
つ
い
て
は
そ
の
 

。
碑
文
の
文
末
に
王
建
 

肩
書
に
よ
っ
て
、
特
性
 郎
試
 秘
書
 省
 校
書
 郎
 で
あ
る
こ
 と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
事
績
を
ま
だ
他
の
資
料
に
 見
出
し
て
い
な
い
。
 閏
 

鈎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
景
徳
伝
灯
録
 L
 で
、
「
閾
の
帥
が
塔
を
樹
て
た
し
と
言
っ
て
い
る
こ
と
 か
ら
、
正
延
 鈎
 の
 建
塔
 

を
 意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
れ
は
碑
文
中
 の
 言
葉
よ
り
、
 長
興
 元
年
（
九
二
一
 
0
 ）
、
建
安
の
相
国
侍
 申
 
（
正
延
 
稟
 の
こ
と
）
 

荷
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
た
め
で
あ
 

る
 。
従
っ
て
こ
の
碑
文
の
建
立
は
九
三
 0
 年
 と
み
る
べ
 き
で
あ
る
。
し
か
し
直
接
に
 

29@ (@ 29@) 



お れ た す 方 カト 

け て，ち る 法 そ ら 

る く が 人 と の ん 
肖 る 畳 物 し 語 で 

時 。 場 と て 錬 一 い 
の こ し 尚 可 に 耳 た 
禅 れ て 処 能 登 と 

宗 ら く を で 場 登 い 

息 物 

い 蒐 集 ら 

りれ   
ら て 録 た 合 に の が 

政治の れてく向広 しに出 付表 八 におい よって 性格 

道 
6 0 銭て一 L こ V て はそ 、 
し の な の " の 

具 
@ 乙 

か 性 い ご 発 語 さ 

し 格 忘 と 場 録 れ 
八 や れ く 人 の る 
什 伍 ら に 物 持   
表 置 れ な も 徴 と 

ま @ 

で か 々 こ 
一 V づたる多を け人 。 く 、 見 出 

古 
は 可 も の 要 し 来 
ま 能 、 表 当 て 
だ に こ の な い 

多 
  

焦 な こ よ 方 く あ 
  

点るにう が。 はにとい 法 と た 
% ま 生 ㍉ 思 う の 

り た き 広 う こ で 

き 成 虫 録 。 と あ 
れ る き ヒ そ は る 

な 程 し だ こ 、 一つ 、いの 度 姿 た は孝 でま 

で 福 で く す の 
、 建 現 の 登 研 

登 に わ 入 場 究 

て
い
っ
た
の
は
、
一
面
的
見
方
に
堕
す
る
か
も
し
れ
な
 い
が
、
 建
州
 の
 延
稟
が
 禅
に
深
か
っ
た
と
い
う
反
動
と
し
 て
の
、
政
治
的
動
き
が
 

（
 
8
 ）
 

り
 、
 雪
峯
玄
 沙
の
禅
に
深
い
関
心
を
は
る
っ
て
い
た
こ
 と
が
わ
か
る
。
 
延
鈎
が
 九
三
一
年
に
延
稟
を
殺
し
て
以
後
 、
 急
に
道
教
に
傾
斜
し
 

は
 仏
教
に
傾
倒
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
道
士
 陳
守
元
 の
 言
に
迷
っ
て
 
、
 大
き
な
 道
 宮
を
作
っ
た
り
し
て
、
道
教
 に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
 

た
 。
こ
の
碑
文
は
九
三
 0
 年
 成
立
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

延
稟
と
 不
穏
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
成
立
し
た
 も
の
で
あ
る
。
こ
の
 碑
 

文
を
建
て
る
に
つ
い
て
、
 

延
稟
 よ
り
暗
に
働
き
か
け
の
 あ
っ
た
理
由
は
審
ら
か
で
は
な
い
が
、
 

玄
 沙
の
上
足
の
悟
 霊
 な
る
者
が
 、
 或
は
建
 

用
 に
住
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
 一
 休
に
建
 州
の
禅
は
審
ら
か
で
は
な
い
が
、
玄
妙
 は
建
州
 と
 何
ら
か
の
関
係
を
持
 

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
 志
超
 な
る
考
に
、
 
建
州
 に
 茶
の
行
乞
を
な
さ
し
め
て
い
る
（
一
八
八
 a
 ）
こ
と
 

で
も
わ
か
ろ
う
。
ま
た
 

（
 
6
 ）
 

（
 
7
 ）
 

独
眼
竜
と
称
さ
れ
て
気
性
も
激
し
か
っ
た
 延
稟
は
、
若
 く
か
ら
禅
に
親
し
ん
で
い
た
。
特
に
雪
峯
の
葬
儀
に
お
い
 て
は
祭
文
を
述
べ
て
お
 

く 30 ) 

一
）
つ
い
に
 延
 稟
は
長
子
の
継
 雄
と
 共
に
福
州
を
攻
め
た
 が
 、
憲
宗
の
徒
手
仕
 達
 の
 
奇
略
 に
あ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
 ま
っ
た
。
 

延
釣
 は
も
と
 

 
 

 
 

 
 



ら
小
 

禅
、
 

の
 

建
 

福
 

と
 

備
 

師
 

沙
 

玄
 

恵
稜
 

弘
培
 

恵
参
 

追
想
 

推
勘
 

北
陣
 

行
想
 

太
原
今
年
 

従
属
 

霊
照
 

従
穿
 

 
 

彦
訪
 

宗
静
 

文
僚
 

芳
恩
 

彦
暉
 

全
坦
 

招
慶
 

%
 真
 

参
兄
 

追
想
長
老
 

推
勘
 

北
陣
長
老
 

行
 悠
長
老
 

太
原
 字
 上
座
大
原
牛
上
座
 

展
 禅
客
 

従
展
 長
老
 

毒
腺
長
老
 

従
 弁
長
老
 

従
襲
 

道
麟
 長
老
 

 
 

 
 

法
演
 長
老
 

温
 院
主
 

道
 股
長
老
 

彦
 穂
長
老
 

招
集
長
老
 

全
祖
 長
老
 

行
隆
 

土い ， 産種 令探 恵探 超 

招
 慶
大
師
 

明
 真
大
師
 

惟
 勤
 

行
 想
 

保
福
ド
展
 長
老
 

雲
照
 

弁
長
老
 

従
襲
 

麟
 上
座
 

志
超
 

中
塔
 

中
塔
 

地
蔵
 

地
蔵
 

 
 

匡
 
上
座
 

姦
通
上
座
 

元
島
 

神
 様
 

31 ( ち Ⅰ ) 

①
 雪
 峯
の
禅
客
 特
 
②
（
玄
妙
）
再
び
⑨
（
 書
峯
 山
中
に
 

b
 に
下
り
て
 礼
朝
 
a
 雪
 奉
に
上
り
て
 b
 て
 や
 ・
）
 

 
 

 
 

 
 

穏
 一
日
問
う
  

 

仏
相
看
す
 

Ⅱ
 す
 

揚
 人
物
の
多
い
数
節
を
選
ん
で
、
相
互
の
関
係
を
み
る
 こ
と
と
し
た
い
。
 

登
場
人
物
の
相
互
関
係
を
示
す
 表
 

  



え
ぱ
 玄
妙
に
と
っ
て
兄
弟
に
当
る
が
、
問
答
は
あ
た
か
 も
師
資
の
間
の
ど
と
く
で
、
何
ら
容
赦
な
く
、
気
概
に
 溢
 れ
て
い
る
。
即
ち
 

①
の
記
録
は
八
九
八
年
以
降
間
も
な
い
頃
の
こ
と
と
 ろ
 る
べ
き
で
あ
る
。
 

ぽ
 

②
は
 雪
峯
出
 に
上
っ
た
時
の
問
答
で
あ
る
が
、
①
 と
 共
通
す
る
人
が
多
い
こ
と
、
特
に
「
景
徳
伝
灯
録
 b
 に
 載
せ
ら
れ
て
い
る
人
 

々
に
共
通
者
の
多
い
こ
と
は
、
他
の
多
く
の
有
名
な
雪
 峯
 の
 弟
子
た
ち
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
 、
 ①
と
同
じ
こ
ろ
 

で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
 招
慶
が
帰
 っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
か
ら
、
 

九
 0
 六
年
 以
降
の
こ
と
で
あ
 

る
 。
し
か
ら
ば
①
は
 九
 0
 六
年
よ
り
前
の
、
そ
れ
に
は
 な
は
だ
近
い
頃
と
み
て
よ
い
。
①
②
に
登
場
す
る
人
物
の
 中
で
、
伝
灯
録
に
 

出
て
い
る
人
々
は
全
て
雪
峯
の
弟
子
と
さ
れ
て
い
る
し
、
 ま
た
状
況
か
ら
考
え
て
み
て
、
伝
灯
録
に
出
て
い
な
く
 て
も
、
知
ら
れ
て
 

い
な
い
こ
れ
ら
の
人
物
も
 、
 全
て
雪
峯
の
弟
子
と
考
え
て
 さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
 

（
 
0
 
l
 
よ
 ）
 

㈹
③
の
 参
兄
 と
は
 恵
参
 の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
 
曇
院
 主
 と
は
神
 曇
 の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
太
原
 令
 手
と
従
属
 を
 含
め
て
こ
の
四
人
は
 

書
室
下
の
者
で
あ
る
か
ら
、
場
所
は
雪
 峯
 山
中
で
あ
る
 d
 し
か
も
 曇
 院
主
を
除
い
た
三
人
は
①
②
と
共
通
し
て
い
 る
し
、
 神
曇
が
鼓
 

右
の
表
か
ら
判
る
こ
と
を
次
に
箇
条
書
に
列
挙
す
る
。
 

Ⅲ
ま
ず
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
示
す
と
、
⑥
 
の
招
慶
 院
の
法
要
は
九
 0
 セ
 年
の
こ
と
で
あ
り
、
新
し
く
 正
延
 彬
に
 招
か
れ
て
 

住
持
と
な
っ
 た
招
慶
 

（
 
9
 ）
（
後
に
長
 慶
 ）
 慧
 稜
を
中
心
に
 、
明
 真
大
師
 弘
玲
 ほ
か
、
 雪
 峯
及
び
 玄
 沙
の
弟
子
が
登
場
し
 て
い
る
。
 

㈲
の
は
玄
妙
 が
 安
国
院
に
住
し
て
い
る
頃
、
雪
 峯
下
 0
 人
々
が
山
を
下
っ
て
：
 拝
登
 し
た
時
の
記
録
と
思
わ
れ
 る
 。
最
初
に
住
し
た
 

梅
 漢
陽
の
 普
応
山
 の
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
 玄
妙
 出
 で
の
こ
と
と
も
思
わ
れ
な
い
。
碑
文
に
「
初
め
 並
 
目
庇
出
に
葺
き
、
 
次
 

で
 玄
妙
 宝
峯
院
 に
住
す
。
 松
 筆
を
指
し
て
操
を
表
わ
し
、
 土
木
を
運
ん
で
形
を
労
す
。
 道
 、
そ
の
間
に
あ
り
、
 声
 、
 外
に
聞
こ
 ゆ
 。
」
 

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
小
規
模
な
伽
藍
も
決
し
て
整
っ
 て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 光
 化
の
初
め
（
八
九
八
）
 、
 三
審
 知
 に
請
せ
ら
 

れ
て
安
国
院
に
住
し
た
以
後
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
、
 雪
 筆
下
の
者
た
ち
が
大
挙
し
て
 礼
勤
 す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
 雪
 峯
の
弟
子
と
い
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こ
の
表
か
ら
、
 
九
 0
 セ
年
 ま
で
玄
妙
と
ほ
ほ
行
動
を
共
に
 し
て
い
た
か
ら
、
 
南
岳
に
 入
る
の
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
 と
 知
ら
れ
る
。
 
彼
 

は
雪
 峯
の
年
譜
の
製
作
者
で
も
あ
っ
 +
.
 

-
@
 

ハ
カ
 

ヮ
主
ヰ
 

（
 
2
 
l
 

Ⅰ
 
）
 そ
 。
の
上
合
 で
は
内
容
の
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
 司
続
 空
株
 伝
 L
 を
 開
平
中
（
 九
 0
 セ
 

｜
 九
一
一
）
に
撰
し
た
（
 貴
 徳
 巻
 
一
九
）
と
さ
れ
る
か
，
 り
 、
こ
れ
は
福
州
で
書
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 同
室
 林
伝
 b
 の
 作
 

白
丁
 

禅
 

者
の
智
 炬
は
朱
 陵
の
人
で
、
朱
陸
と
は
 南
岳
 中
の
地
名
 と
 考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
日
続
 宝
林
伝
 L
 も
 南
岳
で
編
 纂
 さ
れ
た
の
で
は
 

の
 

建
 

な
い
か
と
い
う
理
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
草
稿
の
骨
 格
は
雪
峯
 、
 玄
 沙
の
下
で
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
 

L
 
し
か
と
 
り
 Ⅳ
は
、
 司
統
 

福
 

と
 

金
杯
仕
口
の
内
容
は
雪
 峯
 玄
妙
 に
 至
る
福
州
の
禅
の
隆
 盛
を
伝
え
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
 る
 。
恐
ら
く
同
視
 
靱
 

備
 

 
 

師
 

堂
集
 J
 
「
景
徳
伝
灯
録
 b
 に
相
当
の
影
響
を
直
接
間
接
 に
 与
え
て
い
よ
う
。
 

沙
 

3
3
 

玄
 

㈲
 

表
 中
の
玄
沙
の
弟
子
は
志
 超
 、
 彦
穆
 、
 恵
探
 、
 冷
 探
 、
 %
 増
、
地
蔵
、
義
通
、
元
島
で
あ
ろ
う
。
神
 様
 
（
 八
 セ
ニ
 １
元
 セ
 六
）
は
 

あ
る
。
（
Ⅰ
）
Ⅰ
申
で
も
 

惟
勤
 は
光
化
 中
 （
八
九
セ
 
ー
九
 0
 一
）
に
 

南
岳
 の
 報
 悪
舌
の
 東
 威
に
住
し
た
（
具
徳
桂
一
九
）
 
と
 い
っ
て
い
る
が
、
 

出
 に
入
る
の
は
 雪
 峯
の
入
寂
し
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
 を
 思
う
と
、
②
 と
 
一
連
の
文
で
あ
ろ
う
。
 
神
 曇
は
院
主
と
 呼
ば
れ
て
い
る
か
 

ら
 、
 雪
峯
 山
中
に
お
い
て
、
既
に
実
力
を
充
分
備
え
て
 い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

㈲
④
は
三
審
 知
が
含
 消
梨
（
水
梨
）
を
送
っ
た
時
の
 こ
と
で
あ
る
。
場
所
は
安
国
院
で
あ
ろ
う
。
⑤
の
中
 落
と
 地
蔵
の
二
人
は
玄
妙
 

の
 弟
子
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
④
と
⑤
は
共
通
人
物
に
 士
 ゅ
 
超
が
い
る
し
、
安
国
院
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
合
せ
て
 、
 知
ら
れ
て
い
な
 

い
志
超
 、
 今
探
等
も
玄
 沙
の
弟
子
で
あ
る
と
わ
か
る
。
 

㈹
⑤
の
大
潟
 塔
 と
は
 漁
 山
霊
祐
の
塔
で
あ
ろ
う
。
 

臆
 山
は
福
州
兵
渓
の
生
れ
で
、
そ
 こ
 の
 建
善
奇
 に
出
家
し
た
 。
福
州
大
安
や
霊
雲
 

忠
勤
等
の
人
々
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
漏
出
に
対
す
る
 福
州
の
人
の
尊
敬
は
は
な
は
だ
大
き
く
、
演
出
が
山
中
に
 住
ん
で
い
る
時
、
 

虎
に
 乗
っ
て
山
を
下
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
ほ
 ど
で
あ
る
。
 

㈲
⑥
は
①
②
と
共
通
人
物
が
多
く
、
こ
の
こ
と
は
、
 
雪
 筆
下
の
多
く
の
者
が
招
 慶
に
伴
 な
っ
て
泉
州
に
来
て
い
 た
と
知
ら
れ
る
の
で
 

    



 
 

後
に
端
厳
 
師
彦
に
 
嗣
法
し
て
い
る
か
ら
参
学
の
弟
子
で
 

あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
全
て
雪
峯
の
弟
子
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

少
な
い
こ
と
と
な
る
。
安
国
院
に
住
し
て
以
後
の
も
の
 

が
 「
広
縁
 
b
 の
中
心
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
 

ら
 「
広
縁
 
ヒ
は
 玄
妙
の
い
 

上
堂
語
を
中
心
と
し
た
言
動
を
記
す
こ
と
に
眼
目
は
あ
 

る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
要
素
も
入
っ
て
き
て
い
る
。
 

八
 付
表
 一
 V
 で
明
ら
か
な
 

蔵
が
 多
い
。
 
智
厳
は
玄
 
沙
の
言
葉
（
あ
る
い
は
 

雪
峯
と
 
玄
 沙
の
関
係
の
深
い
こ
と
な
ど
）
を
記
す
こ
と
に
意
を
用
 

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
 

み
ら
れ
る
「
 
広
録
 L
 特
に
上
、
中
巻
に
は
、
そ
れ
に
 

加
 ・
 
え
て
、
 
招
慶
と
玄
 
沙
の
関
係
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
 

あ
る
。
開
平
元
年
の
 
一
 

条
 は
ま
さ
し
く
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
従
属
、
王
 

太
 尉
 等
は
内
容
か
ら
み
て
、
玄
妙
 

と
招
 慶
の
関
係
を
強
く
結
 

ぶ
 脇
役
と
な
っ
て
い
る
 

こ
と
が
多
い
か
ら
、
今
そ
れ
は
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
。
 

広
 録
の
内
容
を
図
化
す
れ
ば
大
体
上
図
の
 

 
 

ど
と
く
に
な
ろ
う
。
 

A
 は
 玄
 沙
の
言
葉
を
主
と
し
た
も
 

の
で
、
上
堂
 
語
 、
方
丈
 
録
 、
玄
妙
 に
 主
体
性
 

 
 

ノ
 

憶
 の
 他
 

容
 

 
 

の
あ
る
問
答
、
五
間
等
で
、
 

広
 録
の
大
部
分
を
占
め
る
。
 

B
 は
 雪
峯
に
 
主
体
性
の
あ
る
も
の
或
は
雪
 

内
 

玄
妙
 

簗
 

%
 
ョ
峯
 

峯
 と
の
問
答
で
、
例
え
ば
「
 

雪
峯
 手
師
遊
山
吹
」
の
 

条
 二
セ
セ
 d
 ）
や
請
仏
心
印
 
録
 （
一
九
八
 

 
 

広
 

 
 

く
 

c
 ）
。
 
C
 は
 招
慶
 に
主
体
性
の
あ
る
も
の
或
は
招
 

慶
 と
の
 問
答
で
、
例
え
ば
「
 
招
慶
辮
茶
錠
 
迷
路
」
 

招
度
 

0
 条
（
一
九
二
 
d
 ）
。
 
D
 は
玄
妙
 
と
招
慶
と
雪
 
峯
の
三
考
 
の
 関
係
に
あ
る
も
の
、
例
え
ば
「
泉
州
 

王
 

大
尉
 請
稜
 道
者
 住
招
慶
 
」
の
 条
 （
 一
セ
八
 
a
 ）
。
 
E
 は
そ
 の
他
の
人
々
と
か
か
わ
る
も
の
で
、
例
え
ば
前
掲
の
八
 

登
場
人
物
の
相
互
関
係
 

を
 示
す
 表
 V
 の
箇
所
で
あ
る
。
 

  



師
，
 

沙
 

玄
 一

月
二
十
 

セ
 日
を
も
っ
て
示
寂
し
た
。
 

招
慶
慧
稜
 

に
は
林
立
盛
の
碑
が
あ
っ
 

み
 
ん
と
い
う
力
今
は
（
 

3
 
1
,
 

遼
 
）
 
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
「
景
徳
伝
灯
録
 

b
 巻
 一
八
と
「
 

宋
高
 
 
 

っ
て
概
略
を
述
べ
る
。
 

慧
 稜
は
八
五
四
年
に
杭
州
海
塩
 

（
Ⅱ
 
塩
官
 
）
に
生
れ
た
。
俗
姓
は
孫
 

氏
 で
あ
る
。
生
れ
な
 

が
ら
に
胎
衣
を
ま
と
っ
 

綜
て
い
た
と
い
う
。
十
三
蔵
の
時
蘇
州
の
通
女
寺
で
出
 

家
し
 
、
乾
符
五
年
（
 

八
セ
 
八
）
閨
中
に
入
り
、
画
院
 

大
 安
 、
霊
雲
 
忠
 勤
に
参
じ
た
が
 

駝
録
 

福
 

峯
に
の
 

滞
り
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
 

で
は
一
時
期
 

宣
州
 
の
 保
福
院
 

雪
峯
に
 

に
い
た
が
後
害
 

参
じ
 

疑
 情
は
氷
解
 

 
 

 
 

建
 た

 。
後
に
閾
の
帥
が
長
楽
府
の
西
陣
（
Ⅱ
大
安
が
住
し
 

て
い
た
 
治
 山
）
に
住
せ
し
め
、
額
を
長
 

慶
と
 
奏
し
た
。
㍉
 

福
建
通
志
 

ヒ
 に
は
、
 
後
 

唐
 の
 長
 異
聞
（
九
二
一
 

0
 ｜
 九
三
三
）
に
正
延
 

鈎
が
長
慶
 

と
奏
し
社
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
（
 

5
 
）
 

長
優
 
に
入
る
の
は
 

最
晩
 年
 で
あ
る
。
 

長
 興
三
年
 
35 ( 3i5) 

日
文
 沙
師
備
と
招
珪
患
 稜
の
関
係
 

玄
妙
 と
雪
 峯
の
関
係
は
さ
て
お
き
、
次
に
玄
妙
 と
招
慶
 の
 関
係
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
先
ず
玄
妙
 と
招
 慶
 は
ど
ん
な
 人
 

る
か
、
略
歴
を
述
べ
る
。
 

玄
 沙
の
略
歴
は
林
激
の
碑
文
に
よ
る
。
玄
妙
 師
備
 宗
一
 大
師
は
福
州
間
県
の
人
で
、
諸
氏
の
三
郎
で
あ
る
。
 謝
氏
 は
 漁
師
で
あ
っ
 

陵
 
（
今
の
江
西
遊
資
具
）
の
開
元
寺
の
道
文
律
師
の
も
 

威
 通
の
初
め
（
八
六
 0
 ）
芙
蓉
 山
 の
義
 道
 上
人
を
通
し
 と

で
兵
威
し
た
。
そ
の
年
の
秋
に
は
ま
た
芙
蓉
の
も
と
に
 

て
 、
 弘
照
 大
師
 霊
訓
 の
も
と
で
出
家
し
た
。
成
道
五
年
（
 戻

っ
て
い
る
。
 同
 

八
六
四
）
の
正
月
 

（
八
六
六
）
 義
存
 が
雪
里
山
に
入
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
 従
 う
こ
と
と
な
っ
た
。
 ハ
セ
 六
年
ま
で
の
十
一
年
間
書
室
 に
 師
事
し
 、
 し
 ば
 

芙
蓉
山
の
東
洋
 洞
に
 戻
っ
て
山
居
し
 、
ハ
セ
 八
年
に
は
 ま
た
書
室
 に
 帰
っ
た
。
初
め
 梅
 漢
陽
の
 普
応
山
 
（
 
ス
は
並
 目
庇
 
院
 ）
に
住
し
、
 

の
 初
め
（
八
九
八
）
に
三
審
 知
 に
請
せ
ら
れ
て
安
国
院
 に
 住
し
た
。
安
国
院
に
住
す
る
こ
と
十
年
で
あ
っ
た
。
 開
 平
 二
年
（
 九
 0
 八
 ） 光 ら セ   ナ ・ @ で 

十 化 く 早 鐘   あ 



南 れ に ず ば る を 雪 奏 文 扱 （ 
出 て 参 最 『 玄 。 実 峯 詩 抄     
鼻 で 大 府 、 の 雪 え し が 有 一 」 
のこ とのが上とにら 法峯 の 慶 うとにちいとす 即 追修（かだあ だ （ 沙た五 の。 月 

蛇あ 意に中閨室るたとは 九 と % 亀園 1 
あ っ を 下 巻 保 と 危 心 ら 粗 セ 問 う ）   日 

り た 問 っ に は 玄 険 の え 衣 b う な い 師 不 
し   ぅ て お コ 沙 性 あ ら 粗 Ⅹ   

らっ 、 たの 資 寂 
雪 し   峯 （ 関 た 

号 
し 
て 

ぬ覚 

大   
師と 

し Ⅰ 

兄 
だ 一 つ ・ 。 

係 
葬儀 

及 
び   

。 玄 そ い 
建 

玄 妙 の も 

塔 

は官 

費 のがあ 沙は「は（ す ）古 時 で 
ら 沙 と 古 来 あ 爺か鏡 ささの る 。   

ん ず ひ 例 " ） た   ろ え と   れ の し 勿 二 ま 久 さ ば い 

て 方 て 論 祖 だ 鉢 も 

い に い 清 西 足 を 一 
つ 。   る 一 る 淳 夫 が 指 尺   

こ ソ い か れ の 層   @@ td 弛 し だ 
  

の 
て っ が て よ 玄 を 往 @C  て   

に 次 、 て 見 
点 

あ く 沙 措 か つ 「 世 
慧 は 疑 蒜 山 6 表 は し ず 

。 わ 雪 て 」 
い ど 界 

稜 「 情 稜 せ て れ の 
田ヨ 中輩 

の 雪 の が る し れ 峯 い と 
と 

い ほ ひ 
確 挙 試 霊   か て の ろ は 

ら く 」 じ ) 0 、 
ま ど ろ 

立 の わ 雲 ま せ の さ 
同格 

の 

( ㏄ ) 36 

  



玄妙 師備と   福建仁 

家
 と
し
て
確
立
し
て
い
く
 貌
と
 、
そ
れ
に
 雪
峯
と
 玄
妙
 に
 認
め
ら
れ
て
完
全
に
泉
州
に
一
家
を
形
成
し
た
の
で
あ
 る
と
い
う
こ
と
を
示
す
 

意
図
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
 で
あ
る
。
上
記
の
部
分
が
全
て
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
 大
 部
分
が
、
 智
厳
 編
集
の
 

も
の
と
 別
 系
統
の
記
録
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
 Ⅱ
・
。
 

@
 
Ⅴ
 

で
は
自
立
 沙
広
録
 日
の
内
に
、
意
図
的
に
 玄
 沙
の
弟
弟
子
 の
慧
稼
 が
半
ば
主
題
と
な
る
よ
う
な
形
で
、
伏
流
と
し
 て
 盛
り
込
ま
れ
て
き
 

た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
 店
 録
の
内
容
は
前
二
 巻
 で
は
表
向
き
玄
妙
を
車
心
と
す
る
以
上
、
下
限
は
玄
妙
 の
卒
年
 
（
 
九
 0
 八
）
 と
 

窩
 
な
る
が
、
 従
展
 に
対
し
て
 保
福
と
 称
し
て
い
る
 箇
 所
の
あ
る
こ
と
は
（
Ⅱ
）
一
応
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

従
 展
 が
障
 州
 刺
史
に
招
か
れ
て
 

ら
丁
 

 
 

保
福
院
こ
 
@
 
 
入
る
の
ま
九
一
七
年
で
あ
っ
た
。
文
字
通
り
 

｜
 

（
 
8
 
1
 ）
 

に
 受
取
れ
ば
、
こ
の
記
事
の
と
こ
ろ
は
、
従
属
が
保
 福
院
 に
 入
っ
て
以
後
即
ち
 九
 

一
セ
年
 以
後
に
公
に
な
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 逆
に
言
え
ば
 
向
 
玄
妙
 広
録
 J
]
 
の
 前
 二
巻
は
九
一
七
年
ま
 で
は
今
の
よ
う
な
形
に
㈲
 

な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
一
体
 何
を
意
味
す
る
り
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
今
一
つ
思
い
出
 さ
れ
る
の
は
、
他
で
 既
 
（
 

 
 

な
 権
勢
を
握
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
 雪
峯
と
 玄
妙
の
 存
 命
中
は
鼓
 山
は
雪
峯
山
 
3
 

が
み
ら
れ
る
。
一
方
霊
雲
に
対
し
て
玄
妙
 が
 深
い
敬
意
 を
 払
い
、
桃
花
の
侮
に
和
す
る
 案
 
（
 一
セ
九
 a
 ）
は
 、
駝
 事
馬
 事
の
公
案
に
対
し
 

て
み
る
時
、
い
わ
ば
起
承
転
結
の
転
に
位
す
る
と
み
る
 こ
と
の
で
き
る
一
節
で
あ
る
。
そ
こ
へ
泉
州
刺
史
の
王
建
 彬
か
ら
、
 慧
稜
を
招
庄
 

院
 に
招
き
た
い
 旨
 、
雪
 峯
に
 申
し
出
て
来
る
。
書
室
 が
 書
状
を
も
っ
て
玄
妙
 に
 意
見
を
求
め
て
き
た
の
で
、
 雪
峯
 に
 上
っ
て
 慧
稜
と
 相
見
 

し
て
、
子
細
に
意
見
を
か
わ
し
、
招
き
に
応
じ
て
よ
い
 と
 認
め
る
の
で
あ
る
（
 一
セ
八
 a
 ）
。
次
で
翌
年
の
開
平
 元
年
、
玄
妙
 な
招
慶
院
 

に
 請
じ
て
法
要
を
営
む
（
一
九
 O
c
 ）
。
そ
の
泉
州
に
お
 
け
る
時
の
玄
妙
と
把
 慶
 と
の
言
葉
は
 ニ
 、
 三
 続
く
（
 巻
 中
 末
ま
で
）
。
こ
こ
で
は
 

招
慶
慧
稼
 が
既
に
一
家
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
 肯
 ん
じ
 て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
玄
妙
 が
 書
室
 仙
に
 再
び
上
っ
た
 時
の
問
答
が
あ
り
（
 一
 

八
二
 a
 ）
、
そ
の
上
そ
の
折
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
 雪
峯
玄
 沙
招
 慶
の
三
人
の
遊
山
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
 招
 慶
も
堂
々
と
見
解
を
述
 

べ
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
八
六
 b
 ）
。
こ
う
し
て
み
る
と
 
「
 広
 録
し
は
 玄
 沙
の
言
動
の
記
録
で
は
あ
る
も
の
の
 

一
面
に
、
 招
慶
が
一
 



  漢 そ く で，青 泉 立 け た 
の の 受 あ い 州 て た   

に 。 系 は 法 輝 け っ て の ら 招 一 
消 禅 を 日 を か て た い 禅 れ 慶 方 

嗣 し い が る は て も 招 

、 そ で 慶 る き は 

る と が う し に っ 重   
つ い は し @c で 封 建 さ " そ い っ 

た な あ て 
。 い ま 生   

禅 。 り き が 0 反 に っ な 明 う の 

著 す れ た 

がぐぃ 経れ。 書 葉 
師 た 休 て     つ 特   

師 は る れ 
や 多 な る 

とこ 論師 くは せぱ 

な す ど ろ 

批 ぐ う @ こ 

判 れ し 特 
す た て 徴 
る 仏 も が   
必 着 的   

す で に 禅   
自 ら な 思 
己 あ っ 想 
に っ て は 

消 た こ 濃 
化 。 ざ 厚 
さ し る @ 
れ か を 打 
て し 待 ち 

て ぃ 必 な 出 
な ず い さ 
ぃ 休 。 れ 
親 験 禅 て 
念 を は も 

り @   
0 通 そ   
遊 し れ そ 
戯 て を れ 護を受 れる。 て、羅 って 、 を大き うもの に身を では、 命中に 

に
い
た
。
ま
た
 玄
 沙
か
ら
み
れ
ば
故
山
 は
 ま
だ
ま
だ
の
 域
 と
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
書
室
、
玄
妙
 が
 相
継
い
 
で
 卒
す
る
と
、
三
審
 知
 

8
 

 
 

は
 招
い
て
 鼓
出
 に
入
ら
し
め
た
。
そ
れ
以
後
は
雪
 峯
 の
 碑
 銘
 に
も
あ
る
よ
う
に
、
若
年
に
し
て
 雪
峯
 下
の
五
指
に
 列
せ
ら
れ
る
程
で
あ
っ
 

 
 

た
 。
こ
れ
は
三
審
知
の
庇
護
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
 。
羅
漢
 桂
 探
の
嗣
法
に
対
す
る
干
渉
は
 、
 大
き
な
権
力
 を
 背
景
に
し
て
出
て
来
 

ぴ
 



り
 」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
注
意
し
て
み
な
け
れ
ば
な
 

，
 
り
な
い
。
向
背
 
概
 蔵
経
口
は
般
 刺
密
帝
 （
 
１
セ
 0
 五
１
 ）
 に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
 
雑
 

部
密
教
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
 

る
が
、
（
 

2
 ）
宋
代
に
入
 

な
 

る
と
禅
宗
夫
ム
ロ
宗
で
さ
か
ん
に
研
究
さ
れ
た
。
禅
定
を
強
 

諾
 す
る
点
が
禅
宗
に
 
歓
 

（
 
3
 
2
 ）
 

迎
 さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
㍉
 
拐
 蔵
経
口
が
禅
宗
で
 
引
 崩
 さ
れ
る
の
は
、
黄
葉
（
 
１
 八
四
 セ
 !
 八
五
九
）
の
口
伝
 
心
法
要
 b
 が
最
初
で
は
 

鞍
 
な
か
ろ
う
か
。
玄
妙
 
は
 「
仁
心
法
要
目
 
向
 信
心
銘
 ヒ
 「
証
道
歌
 
L
 を
よ
く
引
用
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
に
通
じ
て
 

い
た
。
し
か
し
 円
拐
 
蔵
経
口
 

の
 

建
の
尊
重
は
黄
巣
以
上
で
あ
る
。
 

 
 

」
（
 一
セ
セ
 a
 ）
と
い
う
が
、
こ
れ
は
 コ
拐
厳
経
 
b
 巻
 二
の
中
の
言
葉
の
引
用
で
あ
 

獅
 
る
し
、
例
え
ば
「
山
河
大
地
色
空
明
暗
を
見
る
」
（
 

一
九
 
セ
 c
 ）
、
「
 
妙
 精
明
応
」
（
一
九
八
 
a
 ）
、
「
 
本
妙
心
 に
契
ぅ
 」
（
同
）
等
も
拐
蔵
経
 

玄
を
踏
ま
え
て
い
る
 語
 な
の
で
あ
る
。
中
で
も
「
面
前
 
に
 青
山
を
見
る
や
、
も
し
見
る
と
言
わ
ば
、
し
ば
ら
く
 

作
 族
生
か
見
る
。
も
し
見
ず
 39  (  39  ) 

磐 え か 言 が 験 し る に 陥っ 重を知とこ化しよ を 、 葉 と ・ 厳し 一 c 、 そう 弾着 

ろ 視 ま る な く 一 い は て 
で し で こ っ 要 層 う 般 い 
玄 た も と て 来 信 孝 若 る 

沙 南 、 は あ さ が 様 思 と 

の 方 た 重 ら れ 知 性 想 こ 
思 、 系 だ 要 わ て わ の を ろ 
想 0 セ な れ お っ 中 溝 を 
的 仏 ク 点 て り て に 厚 批 
真 教 ト で く   、 あ に 判 するの 盤は那 に基盤 的な面 ある。 るので これが 宗教性 って、 打ち 由 

辺 を た か る 禅 を 禅 す で あ 置いけでにあ とし って る 、 。 教団 増す し   
っ た 論 神 と を と て あ た 
た と じ 会 こ 形 周 夫 ろ   
か い て は ろ 成 時 通 樽 禅 
  う も 強 で し に す 著 者 

こ 面 一 列 あ て 屠 る は も 

の を 面 な る い の も 唯 特 
月 見 的 光 一 た 広 の 識 に 
に 逃 で 京 人 の が は 忠 君 
っ す し 批 の で り 体 想 い 
い わ か 判 禅 あ る 験 を 時 
て け な を 借 る み に 基 期 

。 せ あ 盤 に 
賛寧 @C ほ いなを 。 し 理体 てっ にお 
の い 華 た 解 験 く た し い 
「 か 厳 が し が る の て て 
玄 な 思 、 よ 日 と で い は 
抄 い 想 そ う 常 用、 あ る 仏 
は 。 に れ と 生 わ る と 教 
拐 基 は す 括 れ 。 い の 
厳 盤 な る に る 後 3 字 
@ こ を ぜ 侍 郎 が に よ 間 
乗 直 で " し " 特 う な 
じ い あ そ て 唐 に に 熱 
て た っ の 話 五 日 " L 、 

道 神 た 思 ら 代 本 多 に 
K 秀 か 想 れ ま に 種 し 

入 に 、 基 る で 人 参 て 

り、 対 そ 盤 時 は っ 様 い 

識 であ れはして る がど 。 、自 確 、 てか 

見   
天 般概に こ 由からる 無には。 従 っ 

殊 右 に あ 擬 休 、 し て 
な 漫 言 る な 敬 体 か あ 



  

  

と
 言
わ
ば
、
青
山
を
作
庭
 生
 か
見
ざ
る
と
説
く
や
 ピ
 
（
 一
セ
六
 c
 ）
と
い
う
形
の
表
現
は
同
床
録
し
の
随
所
に
見
 ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
 梼
 
0
 

 
 

蔵
経
を
背
景
に
し
て
出
て
来
る
問
い
か
け
で
、
常
住
の
 真
心
の
休
得
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
 肯
 わ
れ
る
こ
と
の
で
き
 る
 問
な
の
で
あ
る
。
 
こ
 

 
 

れ
は
如
実
の
知
見
で
あ
る
。
性
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
 多
 く
の
者
は
仏
の
世
界
の
平
等
を
説
く
。
 

玄
 沙
は
安
易
な
 こ
う
い
う
舌
口
業
に
は
 厳
 
（
 

し
い
批
判
を
投
げ
か
け
る
。
故
に
「
 拶
素
 に
分
ち
 、
黒
 白
を
弁
ぜ
よ
」
（
一
八
一
 
d
 ）
と
い
う
。
現
実
は
差
別
の
 世
界
で
あ
る
。
個
別
で
 

し
か
あ
り
よ
う
の
な
い
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
に
目
を
つ
 ぶ
っ
て
平
等
を
説
い
て
も
、
空
理
空
論
で
し
か
な
い
。
 瀧
 何
 の
 漢
と
 言
わ
ざ
る
を
 

得
な
い
。
「
修
羅
は
こ
れ
修
羅
、
修
羅
中
に
解
脱
を
得
」
 

二
八
二
一
 a
 ）
と
は
現
実
で
し
か
あ
り
得
な
い
絶
対
の
自
 己
の
解
脱
で
あ
る
。
 
見
 

聞
 覚
知
は
禅
門
に
お
い
て
早
く
か
ら
ず
っ
と
問
題
と
し
 て
 取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
た
。
玄
妙
 が
 重
要
課
題
と
し
 て
 取
り
上
げ
て
、
こ
れ
 

を
 総
括
す
る
の
は
、
認
識
の
主
体
、
即
ち
自
己
の
究
明
 を
め
ざ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
玄
妙
は
こ
の
思
想
的
基
 盤
を
 
「
 梼
 蕨
縄
 b
 に
 置
 

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

（
 
倖
 @
 
）
 

（
 
1
 ）
 
っ
宋
 高
僧
伝
 L
 善
一
二
、
大
正
蔵
王
 0
 、
七
八
二
 c
 。
 

（
 
2
 ）
大
谷
大
蔵
の
印
床
 
録
 L
 は
紋
蔵
の
底
本
で
、
駒
大
蔵
の
 も
の
と
同
一
系
統
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
 東
 卑
小
越
の
序
は
な
  
 

（
 
3
 ）
拙
稿
「
 雪
峯
 に
関
す
る
資
料
の
検
討
」
（
愛
知
学
院
㍉
 
禅
 研
究
所
紀
要
 L
 第
四
・
五
ム
ロ
俳
号
、
昭
和
五
 
0
 ）
 

（
 
4
 ）
㍉
禅
学
思
想
史
 
J
 上
巻
六
八
四
頁
（
玄
黄
 社
 、
大
正
一
 二
）
Ⅰ
 

（
 
5
 ）
 
徳
洪
 
（
 一
 0
 七
一
 ｜
 一
一
二
八
）
の
円
石
門
文
字
 禅
 L
 巻
 二
五
に
「
短
文
 沙
 語
録
」
を
載
せ
て
い
る
Ⅰ
こ
れ
は
 孫
覚
編
 集
 の
も
の
で
あ
る
。
㍉
 
拍
但
 

庭
事
苑
 L
 （
一
一
の
八
）
も
「
 
光
化
 三
年
 智
厳
前
 集
 玄
沙
広
録
 」
（
 統
茂
 一
一
三
、
四
一
 c
 ）
と
い
つ
て
い
る
っ
正
中
の
編
集
は
 孫
党
 で
、
下
巻
は
 

後
の
合
本
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
  
 

（
 
6
 ）
 
コ
 十
国
春
秋
口
巻
九
八
。
 

（
 
7
 ）
 
統
蔵
 、
通
巻
一
二
 -
 
ハ
 、
 二
 O
 
一
 b!
c
 
。
 

（
 
8
 ）
「
福
州
 雪
峯
 小
故
買
 党
 大
師
碑
銘
」
 角
 金
膏
 文
 口
巻
尺
 一
一
 
-
 
ハ
っ
 
）
 



（
 
9
 ）
 括
稜
は
 韓
ョ
峯
の
年
 
描
 及
 び
 景
徳
伝
灯
録
 巻
 一
八
で
は
、
 九
 0
 六
年
に
招
 慶
院
に
妬
 か
れ
た
と
す
る
。
 甘
 
福
建
通
志
 L
 晋
一
 
二
八
四
、
五
 -
 丁で
は
、
 

天
祐
間
（
 九
 0
 四
 2
 元
 0
 七
）
に
正
延
 彬
が
重
 建
し
た
と
い
っ
 て
い
る
 0
 元
 0
 六
年
に
住
持
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
 年
に
招
 慶
院
が
延
 

彬
 に
よ
り
再
興
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
里
年
譜
で
は
 九
 0
 六
年
の
矢
に
、
「
泉
州
三
太
 
侍
が
 使
い
を
つ
か
わ
せ
て
、
 患
 稜
に
 詰
り
て
 招
慶
 

院
 に
住
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
 雪
 峯
は
書
を
も
っ
て
玄
妙
 に
報
 じ
 、
玄
妙
 は
 豊
幸
 出
 に
上
っ
て
枝
道
者
を
送
っ
た
」
と
言
っ
て
 い
る
。
 玄
沙
が
雪
 

峯
出
 に
上
っ
て
、
 憲
稜
 と
じ
っ
く
り
話
し
た
上
で
、
 招
慶
院
に
 入
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者
と
経
め
る
に
至
る
間
の
経
緯
を
物
語
る
 一
文
は
、
再
 
応
禄
ヒ
 

番
上
（
一
七
八
 a
 ）
に
あ
る
。
開
平
元
年
の
玄
 沙
が
 招
牌
 院
に
 遊
ん
だ
折
の
 -
 文と
つ
ぎ
合
せ
て
考
え
る
と
、
億
夜
及
 び
 正
延
 彬
が
重
 建
を
記
念
 

し
て
、
 玄
 沙
を
招
い
て
法
要
を
営
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
  
 

（
 
皿
 ）
普
通
は
太
原
 
宇
 と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
で
講
が
 合
字
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
 

（
Ⅱ
）
 コ
 
祖
堂
集
 L
 保
福
章
 
（
 
3
 １
㏄
）
に
安
国
と
保
 福
が
招
 慶
に
 体
な
つ
て
い
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
 

（
は
）
前
掲
の
拙
論
参
照
。
 

（
 
C
 ）
五
来
高
僧
伝
 
L
 晋
一
三
、
大
正
蔵
王
 0
 、
 セ
 八
七
 a
 。
 

（
 
j
t
 
）
胎
衣
を
ま
と
っ
て
生
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 
面
部
 和
修
 が
そ
う
で
あ
っ
た
。
商
都
 和
修
 と
は
訳
す
と
自
然
 服
 と
い
う
意
味
で
、
胎
衣
 

を
い
う
。
 雲
巌
曇
 晟
も
胎
衣
で
あ
っ
た
。
高
僧
の
出
生
時
の
奇
 特
 な
さ
ま
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
。
 

（
Ⅱ
）
Ⅰ
福
建
通
志
 b
 巻
 二
六
四
、
 -
 九丁
。
 

（
 
騰
 ）
前
掲
の
雪
 垂
 碑
銘
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
Ⅰ
 広
録
 b
 一
九
 

O
d
.
 

及
 び
 一
九
一
 c
 。
 

（
㎎
）
 円
 
景
徳
伝
灯
録
 b
 巻
 一
九
（
大
正
蔵
五
一
、
三
五
四
 c
 ）
 

（
㎎
）
拙
稿
「
 唐
 五
代
時
代
の
福
建
に
お
け
る
禅
宗
」
 角
 愛
知
 学
院
大
学
文
学
部
紀
要
 L
 第
三
号
、
昭
和
四
八
）
 

梼
 

（
 
却
 ）
 
円
 
間
中
全
店
市
ヒ
 巻
五
 
（
牧
田
 
諦
亮
円
 五
代
 宗
 敦
史
研
究
ヒ
早
楽
手
首
 店
 、
田
四
六
よ
り
）
。
 

 
 

師
は
Ⅰ
 

（
大
法
輪
 

宝
 慶
記
 

閣
 、
昭
 
ヒ
 で
、
Ⅰ
円
覚
経
 

四
セ
 ）
に
わ
か
り
易
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

b
 と
共
に
こ
の
Ⅰ
 拐
厳
経
 L
 の

 印
文
撰
述
に
疑
念
を
表
わ
し
て
 

 
 

 
 

と
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

録
 L
8
 

、
筑
摩
書
房
）
で
コ
伝
心
法
要
 

b
 の
第
三
節
五
節
 セ
節
 、
 Ⅰ
 
宛
陵
録
 b
 の
第
三
節
等
の
注
 

4
%
 

玄
 

で
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 何
 
仁
心
法
要
 b
 の
 第
八
節
の
「
 法
 法
句
 伏
 し
も
Ⅰ
 胡
 蔵
経
 ヒ
 晋
三
の
中
の
言
葉
 で
あ
る
。
 



雪
峯
ハ
義
存
 ）
入
山
中
和
尚
 V
 
 宙
枯
 伝
灯
俵
巻
 兵
 u
 

（
 蝸
 d
 ）
、
（
Ⅲ
 a
 ）
、
（
Ⅲ
 a
 ）
、
（
 

W
 
a
 

）
、
Ⅵ
 

b
 、
（
Ⅵ
 c
 ）
、
 昭
 d
t
 

㎝
 d
 、
℡
 
a
 、
 柵
 C
 、
（
 瑚
 a
 ）
、
 椛
 a
 、
 椛
 b
 、
 榔
 C
 、
 偲
 C
 @
@
 1
8
6
 

b
 、
 藤
 d
 、
（
 磯
 d
 ）
、
（
 
礫
 d
 ）
、
（
 
卸
 d
 ）
、
 邸
 a
 、
 携
 a
 、
 礒
  
 

瑛
 b
 、
 鷹
 c
 、
 鷹
 c
 、
 W
a
 
、
 柳
 a
 、
 瑠
 b
 、
 蟻
 c
 

彦
相
 
n
 
景
徳
 、
不
 載
ロ
 
Ⅲ
 a
 

六
把
 慶
 、
長
 慶
 V
 
慧
稜
宗
偲
 %
 

台
 

（
 Wb
 ）
、
 瑠
 c
 、
℡
 
a
 、
 鵬
 b
 、
 櫛
 a
 、
 我
 a
 、
 棚
 b
 、
 構
 c
 ㏄
 
1
 

b
 、
 食
 C
 、
 卸
 a
 、
 皿
 b
 、
⑨
 b
 、
℡
 d
 、
℡
 d
 、
 賎
 b
 、
 翻
 d
l
 

蟻
 b
 、
 撰
 a
 、
 礒
 C
 、
 M
a
 

 
 

 
 

霊
雲
Ⅰ
 士
ゆ
勤
 
]
n
:
 貴
徳
 巻
 一
一
 
U
 （
 瑠
 b
 ）
 、
 ℡
 a
 、
 （
 榊
 d
 ）
 

（
 
行
 忠
己
 景
徳
 、
不
 載
 u
 
Ⅲ
 d
 

太
原
合
字
 
n
 
貴
徳
 巻
 一
九
 
り
珂
 d
 、
 皿
 c
 、
 椛
 b
 、
 黎
 b
 

冗
員
八
景
 徳
 、
不
 載
ロ
蝸
 b
 、
 瑚
 b
 

長
生
 咬
然
 
八
景
 
徳
巻
 一
八
 
u
 
確
 c
 、
 憾
 b
 、
 榔
 c
 、
 眩
 。
 

堅
 維
那
八
景
 偲
 、
 不
毬
 
（
㎎
 a
 ）
 

ハ
 安
国
 ロ
弘
噌
八
明
 真
大
師
 V
 
 日
 徳
重
九
口
 

鴇
 C
 ャ
 ㏄
 a
l
 ㏄
 a
l
 ㏄
 d
 、
 ㎝
 a
 、
 ㎝
 C
 ）
㏄
 
a
 、
 藍
 a
 、
 ㎝
 a
 

老
功
八
景
残
本
 毬
儂
 c
 

恵
参
 
八
景
 
徳
 、
不
戦
 u
 雙
 c
 、
 瑚
 a
 、
 穏
 b
 

  

      i ㏄ 

    Ⅰ 救 

Ⅰ 乃 I ㏄ 

    図 a 80 Ⅰ 

l ㏄ 

  a 俺 d ） 

  1 ㏄ 

  
付 
表   
  

玄 「 
ヌぢタ 

ぬ 広 

孟録 続 。 。 

所載 音通巻 一 

  
  
  
  
  
棟、 

  

  
  
  
各 で 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
的な 

  
    
  
る -   
  
を一   
  
  
  

筆者 は 
  

注で 
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玄妙 師備 と福建の禅宗 

Ⅰ 田工 ㏄ 187  187  1 舘 徳 a  " 』 " 』   
Ⅰ 舘 Ⅰ 二     l 荻 d c " l ロ ㏄ 

  一 u 一 口   
1 "I ㏄ ㏄ c b] 

囲 I 舘 

b@ b 
  I92 

  195   
  

1% 1 ㏄ 

a b 、 、           

  福徳 

  歴め 
  

    
  

I ㏄   

彦
暉
宴
 篠
木
 毬
蟻
 a
 

神
機
Ⅱ
具
徳
、
不
 
載
 u
 
 
蟻
 a
!
b
 

懐
帰
 
良
徳
、
不
 毬
礒
 。
 

行
普
 
Ⅰ
具
徳
、
 

不
 載
り
 榔
 。
 

元
安
ハ
ゑ
徳
 、
不
載
り
 
毬
 d
 

法
源
ハ
ゑ
 徳
 、
不
 
哉
り
描
 d
 

法
灯
 
俺
涼
 素
鉄
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
 

油
掠
 な
ら
ば
 
丑
偲
 
養
二
五
 
u
 ⑧
  
 

匡
 
n
n
 
招
 廃
道
 匡
サ
 ・
 
U
 
n
a
E
 

は
貴
徳
 

竺
こ
 ⑧
 a
 

三
斗
八
景
 徳
 ・
小
我
 
口
麒
 c
 

雷
師
位
 
c
@
 
神
山
僧
 密
口
官
 席
巻
一
毛
（
 
盟
 c
 ）
 

桐
 山
Ⅰ
 良
扮
 U
n
 

見
徳
 

巻
 一
五
口
Ⅳ
 
c
 

徳
山
口
耳
 鑑
 ）
Ⅰ
長
徳
番
一
五
口
 

瑚
 d
 

ハ
面
 
沢
 ）
 神
ム
 ま
八
景
絡
巻
 
五
 u
 （
 礒
 a
 ）
 

雲
巌
 
（
 
仮
晟
 U
 官
笘
 一
把
（
 携
 a
 ）
 

端
厳
Ⅰ
 師
彦
ロ
室
徳
巻
一
セ
 
u
 
 
（
 蛾
 a
 ）
 

ぬ
魎
山
円
 

Ⅰ
や
・
 

u
 
 
（
 蝸
 a
 ）
 

Ⅰ
 
僧
ロ
 筆
法
師
（
 携
 b
 ）
 

仰
山
（
 慧
寂
 ロ
ロ
Ⅱ
結
巻
二
ロ
（
 
鷹
 b
 ）
 

ハ
金
華
り
供
 
胆
 
八
景
細
巻
二
ロ
（
 
携
 b
 ）
 

石
頭
（
希
運
 ロ
崇
徳
 啓
一
 %
 
 （
 礒
 b
 ）
 

魯
祖
 
ハ
室
 
雲
 u
n
 景
律
巻
セ
 
u
 （
 鷹
 b
 ）
 

漁
 山
口
蓋
 祐
ロ
富
徳
巻
匹
 
（
 携
 b
 ）
 

香
厳
 
ハ
管
 
閑
 U
n
 

具
徳
善
二
 

u
 （
 鷹
 b
 ）
 

博
大
士
ハ
 %
 、
 善
 慧
大
モ
 り
寅
偲
茸
毛
口
 
（
 襲
 c
 ）
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大
耳
三
蔵
Ⅰ
 

景
撒
 
、
無
尽
 

茸
 に
見
ゆ
 

u
 
 

（
 
朋
 a
 
）
 

ハ
 
南
陽
、
元
宝
慧
思
）
国
師
 

宜
徳
 
巻
 舌
 （
 
斯
 a
 Ⅰ
 

三
大
尉
八
丈
 

侍
 V
 
n
 

正
延
 

彬
 口
碑
 a
 、
（
Ⅳ
 

b
 ）
、
 
珊
 d
 、
（
℡
 
a
 
）
 
、
 （
⑨
 

b
 ）
、
℡
 
c
 、
℡
 
d
 、
（
Ⅲ
 
d
 ）
、
 
或
 a
 、
（
 
蟻
 d
 ）
、
 
蟻
 a
 、
 蟻
  
 

 
 

Ⅱ
 全
晦
 
）
 

 
 

三
大
王
八
王
命
 

公
 V
 
 
（
三
審
 

知
し
 
（
 
磁
 d
 ）
 
、
 （
 
瑚
 a
 ）
 
、
 （
 
瑚
 c
 ）
 
、
 （
⑧
 
c
 ）
 

八
 付
表
 
ニ
 V
 唐

木
一
五
代
の
福
建
関
係
禅
宗
年
表
 

記
事
 

年
 

ぬ
 亀
山
智
真
、
正
康
薄
陽
の
 

東
禅
 
に
人
 
る
 （
 
景
 9
 ）
 雪
 室
生
 
ま
る
。
 

ぬ
 集
福
慧
日
（
 

文
矩
 
）
生
ま
る
（
十
国
春
秋
㏄
）
 

三
平
義
 
忠
 、
 漬
州
 
三
平
山
に
入
る
（
碑
文
Ⅱ
金
瘡
 

文
卸
 
）
 

ぬ
玄
沙
師
備
 
、
福
州
 
閏
県
 
に
生
る
（
碑
文
Ⅱ
玄
妙
床
縁
 

下
 ）
 

%
 
 
増
山
智
真
、
福
州
 

長
渓
 
の
れ
山
に
住
す
（
 

景
 9
 ）
 

ぬ
 武
宗
の
破
 

仏
 （
旧
唐
書
本
紀
 

穏
 上
）
 

抑
武
 陵
の
太
守
 

辞
廷
望
 
、
徳
山
を
古
徳
禅
院
に
住
せ
し
む
（
 

景
騰
 
）
 

め
雪
峯
 、
 幽
州
宝
刹
手
 

に
受
戒
（
書
室
年
譜
 

@
 書
室
語
録
 

下
  
 

ぬ
 5
 月
 9
 日
芙
蓉
 
霊
 訓
戒
（
年
譜
）
（
こ
の
説
は
検
討
を
要
す
 

 
 

ぬ
 正
月
 
9
 日
 硲
 山
霊
 
祐
率
 
、
㏄
 
歳
 （
碑
文
Ⅱ
金
鋤
）
 

ぬ
 長
旗
 
慧
稜
 
、
杭
州
塩
害
に
生
ま
る
（
 

景
 ㎎
）
 

ぬ
 桐
山
、
新
 

豊
出
 
に
て
学
徒
を
接
 

誘
す
 （
 
景
巧
 
）
 

ぬ
 玄
妙
、
芙
蓉
霊
刹
の
も
と
で
出
家
（
碑
文
）
 

ぬ
雪
峯
 、
徳
山
に
参
 ず
 
（
年
譜
）
 

ぬ
 

正
月
立
 沙
 、
 鍾
 陵
の
開
元
寺
道
文
律
師
に
つ
い
て
兵
戎
。
 秋
 、
芙
蓉
 

に
 戻
る
（
碑
文
）
 

龍
冊
道
は
 、
来
詣
 に
 生
ま
る
（
 景
 ㎎
）
 

雲
門
女
腹
、
 
姑
蘇
 嘉
典
に
生
ま
る
（
行
録
）
 

ぬ
雪
峯
 、
巌
頭
と
共
に
徳
山
を
辞
し
、
名
山
に
成
道
す
（
 年
 き
 ）
 

雪
峯
 、
芙
蓉
 出
 に
帰
る
（
碑
文
）
 

亀
山
智
真
、
亀
山
に
卒
す
、
 

解
歳
 
（
 
景
 9
 、
㎡
仏
祖
網
目
は
亀
 浄
慧
 

忠
 と
す
る
）
 

径
 小
浜
 謹
 、
佳
山
に
上
る
（
 景
 Ⅱ
）
 

は
月
 M
 日
 徳
山
苧
（
 宋
は
 
，
 祖
 5
 は
 双
歳
 、
景
は
㏄
 
歳
 ）
 

ぬ
 
玄
妙
、
 雪
峯
 に
師
事
（
碑
文
）
 

長
慶
 、
蘇
州
立
 通
 寺
で
出
家
（
 景
 0
0
 
）
 

清
川
羅
漢
、
は
じ
め
て
道
に
参
じ
諸
方
を
訪
う
（
 景
 Ⅱ
）
 

㎝
羅
漢
 桂
探
 、
常
山
に
生
ま
る
（
 景
れ
 ）
 

  

 
 

章
 監
軍
 
避
 。
 

そ
の
他
 

明
 
Ⅰ
 
兄
 Ⅰ
 蝸
 d
 

陳
安
ハ
の
僧
り
椛
 a
 

百
 法
座
主
 
椛
 b
 

東
 報
国
ハ
守
ロ
 僧
磁
 。
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玄沙師備 

劫 ⑧ ま
淀
 

㏄
 
8
 

 
 

 
 

8
7
1
 

 
 

 
 

8
7
3
 

荻
 
5
 

6
 
酊
 

田
 
8
 

禅
宗
 

の
 

建
 

福
 

と
 

亀
洋
 無
下
 卒
 
（
忠
洋
慧
思
碑
文
Ⅱ
圭
祐
）
 
閾
王
 、
府
 庭
 に
供
養
 し
、
 

故
山
に
 塔
す
 
（
 
祖
 Ⅱ
）
 

轟
照
 、
高
麗
に
生
ま
る
（
 景
 ㎎
）
 

名
山
正
麻
苧
、
何
歳
（
 景
穏
 ）
 

3
 月
 8
 日
桐
山
見
 俳
率
 、
㏄
 歳
 
（
宋
は
、
 景
騰
 ）
 

玉
書
室
山
の
設
営
（
碑
文
）
 

龍
 興
京
 靖
 、
白
川
に
生
ま
る
（
 景
 ㎎
）
 

瑞
峯
神
禄
 、
福
州
 福
 清
に
生
ま
る
（
 景
お
 ）
 

Ⅱ
 月
 6
 日
三
平
 臆
忠
卒
 
（
碑
文
㎝
 歳
 、
祖
・
 唐
文
粋
銘
歳
 ）
 

福
州
大
安
、
 
延
聖
 大
師
の
号
を
賜
 う
 
（
宋
は
）
 

観
察
使
章
介
、
 
銭
 三
百
婚
を
捨
て
て
建
造
費
と
し
、
唐
朝
よ
り
 広
大
 

雪
峯
 寺
の
額
を
腸
 ぅ
 
（
年
譜
）
 

玄
妙
、
芙
蓉
山
東
洋
 洞
 に
山
居
（
碑
文
）
 

3
 月
黄
巣
、
兵
を
引
い
て
江
を
渡
り
、
 

虔
 古
鏡
 信
 等
の
州
を
攻
 め
陥
 

す
 
（
資
治
通
鑑
 箱
 ）
 

玄
妙
、
再
び
 雪
峯
出
 に
上
る
（
碑
文
）
 

長
壁
、
西
 院
 
（
福
州
大
安
）
・
霊
雲
に
諸
す
（
 

景
 0
0
 
）
 

衰
廃
、
雪
 峯
に
 参
 す
 
（
年
譜
）
 

巣
完
 、
 漸
 よ
り
閨
に
入
る
（
年
譜
）
 

8
 月
黄
巣
、
 
宣
 州
を
攻
め
て
克
た
ず
、
山
路
を
開
く
こ
と
 セ
百
 里
、
 

福
州
の
諸
州
を
攻
め
る
（
資
治
通
鑑
 凝
 ）
 

は
月
 黄
巣
、
福
州
を
陥
 し
 、
観
察
使
 章
 岨
は
城
を
棄
て
て
走
る
 （
同
）
 

巣
寒
 、
 広
 よ
り
湘
に
 入
 る
（
年
譜
）
 

玄
妙
、
 梅
渓
楊
普
 応
手
に
出
世
 す
 
（
年
譜
）
 

ぬ
 
飯
山
神
 温
 受
戒
（
 祖
却
 ）
 

廉
節
季
 景
 十
方
 細
 、
 司
 

雲
峯
 、
 真
党
 大
師
を
賜
 ぅ
 
（
年
譜
）
 

空
 頴
川
の
陳
 公
 三
百
 細
 、
 観
臆
使
 章
介
処
決
二
十
万
紙
を
捨
て
 て
、
 

雪
峯
 の
た
め
に
太
平
 坂
庄
を
置
 く
（
年
譜
）
 

ぬ
功
月
 ㌶
 日
 
（
祖
は
が
 
日
 ）
福
州
大
安
平
（
宋
は
、
 景
 9
 ）
 鍍
歳
 
（
 
宋
 

2
 
ヰ
 
Ⅰ
 ）
 

仰
山
静
寂
 率
 、
竹
 歳
 
（
 
塔
銘
 ）
 

ぬ
 

滑
車
 
文
益
 、
余
 杭
 に
生
ま
る
（
 宋
照
 、
 景
笏
 ）
 

ぬ
 
大
牢
隠
微
、
 ラ
章
 新
注
に
生
ま
る
（
 景
鎧
 ）
 

主
潮
、
泉
州
を
抜
き
輝
彦
若
を
殺
す
（
 十
 ㏄
）
 

陳
巌
 、
王
潮
を
泉
州
刺
史
と
表
す
（
旧
五
代
史
 瑚
 ）
 

w
 
4
 月
 8
 日
巌
頭
金
額
、
賊
の
た
め
に
殺
さ
る
。
㏄
 歳
 
（
 
景
 6
 
Ⅰ
Ⅰ
 
）
 

ぬ
 
2
 月
初
日
石
 霜
肚
 諸
卒
、
㏄
 歳
 
（
 
宋
 Ⅱ
 、
景
 Ⅱ
）
 

ぬ
 
7
 月
 7
 日
害
里
山
の
設
営
に
 肖
 っ
た
行
実
 率
 、
舘
 歳
 
（
 
年
 糞
咀
 
）
 

m
!
 妓
陳
巌
卒
 （
旧
五
代
史
 樹
 ）
 

天
 ム
ロ
・
湧
泉
に
い
た
 

ぬ
雪
峯
 、
 丹
丘
 ，
四
明
に
遊
ぶ
（
碑
文
）
 

る
 
（
年
譜
）
 

め
 
S
 月
三
 潮
 、
福
州
に
入
り
留
役
と
称
す
。
 9
 月
福
建
 緯
弗
 便
 と
な
る
 

（
 
十
 ㏄
）
 

ぬ
 2
W
 
 雪
峯
 、
瑞
穂
 幼
庫
に
 払
子
を
遺
す
（
 景
 ⑳
）
 

崇
禎
慧
日
 卒
 
（
 
景
 Ⅱ
）
。
慧
日
大
師
の
誼
は
文
 短
 、
字
は
子
 薫
 ス
は
 

）
 

淫
薬
。
 黄
 淫
薬
と
称
せ
ら
る
。
㎡
十
国
春
秋
は
光
 啓
 2
 
 （
 離
 ）
 年
卒
 

ぴ
 

と
す
る
。
 

 
 

 
 

ぬ
 
雪
嶺
、
 呉
 よ
り
閥
に
帰
る
（
碑
文
）
 



雪
峯
 の
嗣
法
の
 
音
 五
十
六
人
、
玄
妙
・
 
驚
湖
 ・
 満
巌
 ・
 招
慶
 ・
 雲
門
 

，
 鼓
 山
寺
な
り
（
年
譜
）
 

め
資
福
智
遠
 、
福
州
遠
江
 に
 生
ま
る
（
 景
れ
 ）
 

三
審
 知
 、
雪
 峯
 の
 千
 衆
を
東
西
の
第
に
領
し
、
王
の
た
め
に
 説
 浅
 せ
 

し
め
、
 銭
 三
十
万
細
を
捨
て
て
法
堂
、
廻
廊
、
方
丈
等
を
建
つ
 
（
 
年
 

鼓
唄
）
 

斯
王
潮
卒
 。
三
審
 知
 、
留
役
と
称
す
（
 十
 ㏄
）
 

w
!
 劫
南
岳
 推
勘
、
 
南
岳
 の
 報
慈
 の
京
蔵
 に
 住
す
（
 景
 m
 ）
 辛
，
 

ぬ
 

玄
妙
、
三
審
 知
 に
請
さ
れ
て
安
国
院
に
住
す
（
碑
文
）
 

三
審
 知
 、
雪
 峯
 
・
玄
妙
 に
 仏
心
印
を
論
ぜ
し
む
。
重
ね
て
論
 ぜ
し
 

む
 。
四
十
万
銭
を
捨
て
て
大
殿
宇
千
百
余
聞
 を
鼎
 建
す
（
年
譜
  
 

三
審
 知
 、
福
建
節
度
使
と
な
る
（
 十
 ㏄
）
 

卿
雲
 峯
山
 を
応
大
広
 福
 寺
と
せ
し
む
（
年
譜
）
 

M
 
6
 月
仏
日
宵
山
本
銀
革
、
㏄
 歳
 
（
 
景
 Ⅱ
）
 

9
 月
奏
 日
 経
由
供
講
 卒
 
（
 
景
 Ⅱ
）
 

ば
月
 0
0
 
日
雲
居
 道
古
卒
 
（
 
景
 Ⅱ
）
 

雪
峯
 、
住
持
及
 び
 偕
行
の
規
制
を
徒
に
示
す
（
年
譜
）
（
規
制
）
 

弼
 
瑞
穂
 慧
 恭
平
（
 景
 M
 ）
 

鰍
 

三
審
 知
 、
報
恩
定
光
多
宝
塔
を
福
州
に
建
っ
。
ま
た
古
巣
 港
を
開
く
 

（
 
十
 ㏄
）
 

ぬ
 
大
革
隠
微
、
 
洪
州
 開
元
寺
 智
称
 律
師
に
受
 具
 
（
景
盤
）
 

4
 月
三
審
 知
 、
大
蔵
経
を
寿
 出
 に
蔵
 す
 。
ま
た
宵
月
光
万
両
 城
 を
築
 

く
 
（
 
十
 ㏄
）
 

西
天
国
声
明
三
蔵
来
る
（
 十
 ㏄
）
 

8
 月
三
審
 知
 重
ね
て
亀
山
正
原
の
塔
を
建
つ
（
 祖
 Ⅳ
）
 

4
6
 

三
審
 知
 、
雪
 峯
 の
た
め
に
枯
木
庵
を
建
つ
（
年
譜
）
 

鞘
長
南
、
泉
州
刺
史
正
延
彬
の
請
を
受
け
て
 
招
廣
に
 住
す
（
 景
 ㎎
、
 
雪
卯
 

 
 

峯
 年
譜
）
 

w
?
 ㎝
 
南
岳
惟
助
 、
㍉
 続
 実
株
 伝
 b
 四
巻
を
撰
 す
 
（
 
景
 ㎎
）
 

天
 ム
ロ
 
徳
罷
 、
投
手
大
同
に
参
 す
 
（
 
景
篆
 ）
 

期
 
正
月
三
審
 知
 、
開
元
寺
 殿
 に
て
 却
 万
人
に
 斎
す
 。
Ⅱ
 月
九
 杣
山
万
歳
 

手
 を
 梁
主
 の
た
め
に
祝
っ
て
寺
山
と
額
 す
 
（
 
十
 ㏄
）
 

M
 
5
 月
 2
 日
夜
雪
 峯
卒
 
（
碑
文
）
 

八
記
年
 不
明
１
１
 保
福
従
展
 、
年
 騰
で
雪
 峯
を
受
業
師
と
す
（
 景
 

㎎
）
 V
 

八
国
 ｜
 金輪
 可
 観
、
雪
 峯
 に
師
事
す
る
こ
と
は
 載
 
（
 
景
騰
 ）
  
 

八
回
１
１
大
 普
 文
通
、
雪
 峯
 に
師
事
す
る
こ
と
数
年
（
 景
 ㎎
）
  
 

Ⅱ
方
竹
口
女
 沙
 、
安
国
院
に
卒
す
（
 景
毬
 ）
 

八
話
 年
 不
明
 ｜
 障の
帥
閾
の
酉
の
石
山
に
地
蔵
を
建
て
て
、
 羅
 

漢
桂
 探
を
住
せ
し
む
。
一
紀
（
は
 年
 ）
を
こ
え
て
後
、
清
川
 の
 羅
 

漢
院
 ほ
と
ど
ま
る
（
 景
れ
 ）
 
V
 

㍾
 %
 安
国
 抽
球
 、
 臥
籠
 山
安
国
院
第
二
世
と
な
る
（
 景
打
 ）
 

（
 
雪
 峯
の
帰
寂
す
る
に
お
よ
び
、
こ
の
頃
）
鉄
山
神
 婁
 、
闘
の
帥
 @
 
こ
 

讃
 せ
ら
れ
て
故
由
に
住
す
（
 景
毬
 ）
 

鍵
省
 邦
、
亀
山
二
頁
身
の
碑
文
を
製
 す
 
（
 
祖
 W
 ）
 

M
 
8
 月
 W
 目
安
国
憲
 球
卒
 
（
 
責
れ
 ）
 

M
 
4
 月
 6
 日
没
 子
 大
同
 率
 
（
 
宋
盤
 、
 景
騰
 ）
 

Ⅱ
貝
摺
慶
幸
長
老
僧
 慧
稜
碑
 建
っ
（
閨
中
金
石
 志
 5
 ）
 



玄妙 師備 と福建の禅宗 
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明 

道 と志 

年 

大功 て福 ） 

共に 宮主 

代 
  

で安 

国 

と 福 
て建 

弘   増 を なす 州 州 る て   iC 
刺 納 唐土 す 

謁 

（ 同 襲 う   
史と 

禎一 冊ハ （ 十 す 
が 91  を 

な ） 襲   （呈示 

w
 
s
 月
 W
 日
長
屋
、
閨
の
長
屋
 
院
 に
卒
す
、
神
蔵
（
 景
 ㎎
 ）
 
か
 
@
 す
（
 

盛
 、
碑
を
製
 す
 
（
 
宋
鳴
 ）
 

人
証
 年
 不
明
 ｜
福
 清
女
柄
、
福
州
に
住
す
る
こ
と
㏄
 年
 、
本
 山
 

に
 卒
す
（
 景
 ㎎
）
 V
 

延
鉤
 、
酷
く
神
仙
の
術
を
信
じ
、
朝
貢
を
絶
っ
（
十
曲
）
 

ぬ
能
 障
如
 新
卒
（
 祖
穏
 ）
 

延
鉤
 、
工
人
一
万
人
を
用
い
て
京
華
宮
を
作
る
。
 宝
 皇
宮
に
て
 皇
帝
 

位
 に
っ
き
、
国
号
を
大
 閾
と
 称
す
（
 十
 ㎝
）
 

ぬ
 

如
月
延
鈎
の
子
 継
鵬
 、
 延
 鈎
を
試
す
。
 
恵
 宗
と
 詮
す
 。
 継
 鵬
 自
ら
 福
 

建
 節
度
と
称
す
（
 十
釘
 ）
 

刑
 
（
Ⅱ
 継
鵬
 ）
ま
た
巫
を
好
む
（
五
代
史
記
㏄
）
 

ぬ
 2
%
 
 鉄
山
芋
（
 古
 尊
宿
語
録
 釘
 ）
 鼓
出
 に
住
す
る
こ
と
㏄
 
余
年
（
 景
 

毬
 ）
㍉
釈
氏
通
鑑
 L
 は
開
運
 2
 年
（
 蝸
 ）
と
す
る
。
 

八
記
年
 不
明
１
１
白
雲
 智
作
 、
 鉄
 山
国
師
の
も
と
で
出
家
し
 、
 2
4
 

歳
て
 兵
戎
 す
 
（
 
景
打
 ）
 
V
 

w
 
4
 月
 継
鵬
 、
水
晶
で
飾
っ
た
紫
微
宮
を
作
る
（
 十
打
 ）
 

6
 月
白
 龍
 寺
を
建
っ
（
同
）
 

8
 月
 龍
冊
 遺
恩
 率
 、
 れ
歳
 
（
 
景
毬
 
）
㏄
 歳
 
（
 
末
 H
 ）
 

ぬ
 

晋
に
朝
貢
し
 閏
 三
を
 賜
う
 
（
 
十
 ㎝
）
 

八
話
 年
 不
明
 ｜
 泉州
 睡
 籠
山
和
尚
、
㏄
 年
仕
 出
す
（
 景
れ
 ）
   

③
 
継
鵬
 、
 陳
手
 元
の
言
を
入
れ
て
、
 

宝
皇
 大
帝
無
始
天
尊
大
 上
 老
君
 像
 

）
 

 
 

を
鋳
す
 。
し
ば
し
ば
積
怨
を
も
っ
て
宗
室
を
諜
す
る
が
た
め
に
 、
叔
い
 

父
 の
廷
議
は
狂
愚
を
よ
そ
お
い
、
道
士
服
を
着
七
服
を
着
て
武
 東
山
 
7
 

に
入
る
。
 
7
 月
、
連
重
 遇
 、
太
祖
の
禁
軍
で
あ
る
 扶
寅
 ・
掩
韻
 の
 一
一
 4
 



都
の
軍
を
率
い
て
長
春
宮
を
焚
き
、
廷
議
を
迎
え
る
。
 継
鵬
死
 す
 。
 

康
 宗
と
 詮
す
 。
 陳
手
 元
も
殺
さ
る
。
同
月
太
祖
の
第
十
七
子
 
の
延
 

頼
 、
自
ら
 閨
王
 と
称
す
（
 十
 ㏄
）
 

蜘
 
廷
蔵
、
弟
の
建
 州
 刺
史
 延
政
と
隙
 あ
り
。
 

7
 月
度
僧
万
千
倉
（
 同
 ㏄
）
 

的
 

正
月
延
 政
 を
富
 沙
 王
に
封
ず
（
 十
 ㏄
）
 

4
 月
 弟
 の
河
州
刺
史
延
喜
を
執
 う
 
（
同
）
 

6
 月
役
 子
 泉
州
刺
史
 継
業
 に
死
を
賜
 う
 
（
同
）
 

7
 月
役
 子
 泉
州
刺
史
 継
 厳
を
殺
す
（
同
）
 

9
 月
 沖
に
 朝
貢
（
同
）
 

批
正
月
延
 政
 、
帝
と
称
し
国
号
を
段
と
す
（
同
）
 

仙
方
 3
 日
清
涼
味
 復
卒
 
（
 
景
ぬ
 ）
 

査
文
微
 、
津
川
城
に
入
り
報
恩
 清
護
 と
相
見
（
 景
れ
 ）
 

3
 月
廷
議
、
宋
文
 進
 ・
 連
重
遇
に
試
 せ
ら
る
。
 
景
 宗
と
 詮
す
 （
 
十
 ㏄
）
 

8
 月
 晋
は
 宋
文
進
を
威
武
事
節
度
 使
 と
す
（
同
）
 

は
月
査
文
徽
 、
建
場
 に
 入
る
。
宋
文
道
、
連
重
遇
を
殺
し
、
 

文
 進
も
 

福
州
 人
 に
殺
さ
る
。
兵
威
 蕪
 福
州
 城
 に
入
る
（
同
）
 

蝸
 
永
安
 善
静
卒
 
（
 
景
 ㏄
）
 

王
氏
の
族
を
尽
く
金
陵
に
移
し
、
 

福
王
 卒
し
て
開
国
滅
ぶ
（
 十
 9
 
り
 
4
 ）
 

雙
 

国
王
位
を
嗣
 ぎ
 、
天
台
 徳
 韻
を
迎
え
て
弟
子
の
礼
を
と
る
 
（
 
景
 %
 ）
 

八
話
 年
 不
明
 

１
大
豊
英
知
、
福
州
小
男
山
，
大
草
虫
 

l
 

に
孤
坐
 
す
 

る
こ
と
 駿
 年
に
し
て
卒
す
（
 景
れ
 ）
 
V
 

郷
 

四
月
十
日
雲
門
立
値
 卒
 、
㏄
 歳
 
（
行
録
）
 

江
南
国
主
事
 氏
 、
白
雲
 智
作
 を
奉
先
に
居
せ
し
む
（
 景
 ㌍
）
 

 
 

 
 

ぬ
 
籠
輿
 宗
靖
 、
籠
輿
手
捉
お
い
て
鏡
玉
に
無
上
乗
を
演
 ぶ
 
（
 景
め
 ）
 

金
陵
の
李
 氏
 、
大
牢
隠
微
を
龍
光
弾
 苑
 
（
Ⅱ
 幸
 先
）
に
請
す
（
  
 

 
 

ぬ
 2
%
 
 江
南
国
主
、
浄
 徳
沖
 照
に
請
う
て
北
陸
に
住
せ
し
む
 
（
 
景
れ
 
）
（
 

ぬ
 
報
恩
 清
護
 、
金
陵
の
長
 俺
 院
を
退
い
て
 建
州
 に
帰
る
（
 景
 Ⅰ
Ⅰ
）
 

り
く
 

ぬ
 
復
円
刺
史
、
資
 福
智
遠
を
 請
し
て
 東
 禅
院
（
 @
 資
福
院
 ）
 に
 住
せ
し
 

む
 
（
 
景
ぬ
 ）
 

ぬ
 
7
 月
打
日
清
涼
 文
益
卒
 、
れ
歳
（
 宋
 ㎎
、
 景
笘
 ）
 

鯛
 
未
明
延
寿
、
 
霊
隠
 山
折
 寺
 に
入
る
（
 景
 u
U
 
）
 

4
 月
 6
 日
長
寿
朔
参
 卒
 
（
 
景
笏
 ）
 

簸
川
戸
㌍
日
大
牢
隠
微
 卒
 、
何
歳
（
金
石
補
正
 紐
 、
 景
 ㏄
）
 

m
 
2
 月
仏
日
 瑞
峯
志
瑞
卒
 
（
 景
 o
a
 
）
 、
 ね
裁
（
禅
林
 僧
宝
伝
皿
 
 
 

沖
 
Ⅱ
 月
 初
日
報
恩
清
議
 卒
 
（
点
れ
）
 

m
 
6
 月
 0
0
 
日
天
台
 徳
覇
卒
 
（
 
宋
照
 、
 景
あ
 ）
 

m
 
6
 月
Ⅱ
日
報
悪
徒
 壊
卒
 
（
 
景
袖
 ）
 

%
 
 浄
徳
沖
照
卒
 
（
 景
れ
 ）
 

ぱ
月
 t
0
 

日
永
 

明
 延
寿
 卒
 
（
未
然
、
 景
 ㏄
）
 

師
 

正
月
 6
 日
延
寿
、
大
慈
 出
 に
 塔
す
 
（
 
景
笏
 ）
 

保
福
清
総
卒
 
（
 宋
詩
 細
事
 皿
 ）
 

瑞
峯
 神
 様
 牢
脱
 歳
 
（
 責
れ
 ）
 

m
 
5
 月
 為
 日
興
視
覚
 欽
 、
 罷
州
雙
峯
 出
典
 福
院
 に
卒
す
（
 景
 り
イ
 

り
レ
 
）
 

資
 福
音
速
 率
 、
㏄
 歳
 
（
 景
抽
 ）
 



「生死」と塩蔵 観念の問題 

仏
教
に
お
い
て
、
人
間
存
在
そ
れ
自
体
を
「
生
死
」
と
 

し
て
規
定
し
「
生
死
」
と
し
て
あ
る
在
り
か
た
を
不
浄
 

相
 
、
無
常
 

相
 
、
苦
 

相
と
 

し
て
現
実
の
生
を
特
徴
ず
け
て
い
る
。
そ
し
て
三
毒
 

煩
 
悩
を
輪
廻
の
根
源
と
し
て
と
ら
え
、
か
か
る
一
切
の
因
縁
 

、
繋
縛
を
断
ち
切
る
こ
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

博
 

早
坂
 

「
生
死
」
と
 
垢
 絨
観
 含
め
 問
題
 



 
 

  

と
み
え
、
生
死
と
は
単
に
我
々
の
心
性
の
働
き
「
一
心
 妙
用
し
で
あ
り
、
 
覚
 性
は
全
く
二
相
木
立
で
あ
る
こ
と
を
 明
し
て
い
る
。
 

円
漢
 

党
類
聚
 b
 
 （
第
一
）
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
 

る
 。
 

時
 短
レ
去
 。
 無
来
 無
芸
小
腕
ニ
有
主
用
 
-
 
。
 心
即
 覇
王
ハ
 根
 文
体
 -
 
。
 以
レ
 2
 名
 レ
生
 。
間
遮
法
界
 神
 雄
二
空
乏
 徳
 -
 
。
 神
 即
 七
二
五
陰
 之
身
 -
 
。
 

（
 
づ
 
3
 ）
 

指
 。
乞
目
 レ
死
 。
 別
無
来
之
妙
来
 。
撫
生
 之
 真
生
。
無
芸
 2
 円
 去
 。
無
死
 之
 死
地
。
生
死
体
 一
 。
有
生
不
一
二
 

と
さ
れ
る
如
く
、
本
覚
 理
 観
に
お
い
て
は
本
来
煩
悩
 妄
 想
 、
真
如
の
覚
性
は
全
く
二
相
 木
 立
で
あ
る
と
み
る
の
で
 あ
る
。
生
死
に
つ
 

て
何
 牛
頭
法
門
 要
纂
 b
 に
は
 

「
生
死
工
法
音
一
心
 之
 妙
用
有
無
文
二
道
本
覚
左
頁
 徳
 。
 所
以
心
者
無
 来
 無
芸
文
法
、
神
 着
周
 通
法
界
文
理
 也
 。
 放
生
時
無
 レ
来
 
。
 死 し Ⅰ 

「
性
相
常
住
し
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
「
本
覚
法
身
 

」
を
覚
れ
ば
「
 
為
仏
作
仏
 」
と
い
い
、
し
か
も
、
 

「
 
此
 覚
者
。
 今
始
非
 ニ
覚
知
 
-
 
、
 我
 心
印
本
覚
法
身
妙
理
 
也
 
（
 
2
 
」
 
）
 

（
 

相
対
立
す
る
工
法
が
法
の
実
証
、
法
体
の
理
に
お
い
て
 把
握
さ
れ
る
と
邪
正
一
如
、
善
悪
不
二
、
迷
悟
一
理
と
し
 て
 相
即
融
通
す
る
と
 

み
る
こ
の
親
閲
に
お
い
て
は
、
凡
聖
に
法
性
の
う
え
で
の
 差
異
を
一
切
認
め
ぬ
か
ら
、
「
生
死
 

即
 淫
薬
」
「
煩
悩
 即
 菩
提
」
と
し
て
理
解
さ
 

れ
る
。
こ
こ
に
は
法
の
「
実
相
常
住
」
の
理
の
外
に
何
 ，
 
ら
 別
法
は
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
煩
悩
と
い
い
菩
提
 と
い
う
も
と
も
に
衆
生
 

の
 心
法
で
あ
り
、
ぞ
の
休
は
一
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
道
 実
相
は
自
己
の
心
性
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
 万
法
 は
 一
心
に
帰
入
し
 

    一 ) 

中
心
を
な
し
て
い
た
と
同
時
に
弥
陀
信
仰
に
お
い
て
も
 垢
俺
 罪
障
の
滅
 除
が
 来
迎
の
条
件
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
 。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
 
0
 

 
 

ふ
ま
え
な
が
ら
、
本
稿
で
は
外
在
的
な
不
浄
 ｜
垢
帯
 の
 観
 念
が
 
「
煩
悩
即
菩
提
」
「
生
死
 
即
 淫
薬
」
と
す
る
不
二
 即
理
 観
の
伝
統
の
な
か
 

 
 

 
 

で
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
と
り
込
ま
れ
、
法
然
、
親
 屈
に
 よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
視
点
を
お
い
た
  
 



こ
の
よ
う
に
生
死
も
三
千
具
足
し
、
 浬
 磐
も
三
千
具
足
 し
て
、
と
も
に
三
千
円
 備
 の
も
と
に
一
休
と
な
る
。
淫
薬
 と
は
三
千
の
諸
法
の
 

異
名
で
あ
る
か
ら
「
生
死
 即
 淫
薬
し
と
規
定
さ
れ
る
。
 そ
 れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
死
流
転
と
は
生
死
の
一
心
に
よ
 っ
て
、
す
な
わ
ち
三
諦
 

を
 知
ら
ぬ
妄
心
に
よ
っ
て
起
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 ゆ
 ・
 
乙
に
 生
は
即
ち
仮
諦
、
死
は
即
ち
空
諦
、
一
心
は
即
ち
 中
 な
り
と
知
見
せ
ば
「
 生
 

死
期
 淫
 薬
」
と
な
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
始
覚
有
相
の
 行
者
は
止
観
に
よ
っ
て
「
不
二
期
」
の
法
性
本
覚
の
理
を
観
 
ぜ
よ
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
「
不
二
即
し
の
鶴
間
が
天
台
本
覚
門
の
立
場
で
あ
る
 。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
観
の
実
践
は
機
根
に
よ
っ
て
 
「
煩
悩
即
菩
提
」
（
 

、
心
 

法
 ）
と
「
生
死
 即
 淫
薬
」
（
色
法
）
の
 二
 法
を
同
時
に
成
 戯
 す
る
も
の
（
直
達
用
人
）
と
「
煩
悩
即
菩
提
」
は
 
成
 就
 し
て
も
「
生
死
期
 浬
 

葉
 」
の
 観
 門
は
成
就
し
が
た
い
も
の
（
迂
回
通
円
 人
 ）
 と
 が
 機
根
の
上
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
 究
極
的
に
は
「
煩
悩
 即
 

菩
提
」
（
即
心
成
仏
）
と
「
生
死
 即
 淫
楽
」
（
即
身
成
仏
）
 
を
成
親
す
る
こ
と
が
所
期
と
さ
れ
て
い
る
。
（
 

5
 ）
 

こ
の
よ
う
に
本
覚
思
想
に
お
い
て
「
煩
悩
即
菩
提
」
「
 生
死
 即
 淫
薬
」
と
心
法
、
色
法
が
そ
の
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
 
「
不
二
郎
」
し
て
 成
 

欄
就
 す
る
と
こ
ろ
に
「
諸
法
実
相
」
と
し
て
「
真
如
法
 性
 」
が
体
現
さ
れ
る
と
す
る
理
解
に
た
り
の
で
あ
る
。
 
「
真
如
法
性
」
と
は
そ
の
よ
 

 
 

 
 

の
 心
性
を
離
れ
て
存
在
す
る
 

垢
 

と
「
三
諦
三
千
月
走
行
者
一
心
 也
 。
行
者
一
心
 自
レ
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

り
 「
一
心
妙
用
」
な
の
で
あ
る
。
 

r
 

「
 是
 
（
 死
 ）
 即
無
来
之
妙
来
 。
無
主
 之
 真
生
。
無
芸
乏
月
 生
 。
無
死
文
大
克
也
。
生
死
体
 
一
 。
空
有
不
二
。
 如
レ
 
是
 知
見
。
 如
レ
是
解
 
5
 

  

（
 
4
 ）
 

葉
也
 。
」
 

「
生
死
流
転
五
陰
色
心
 
是
 三
諦
木
理
 世
 。
放
生
死
 即
 淫
薬
 云
也
 。
分
段
変
易
二
種
生
死
当
体
。
 或
 不
変
 真
 如
 。
 或
 随
縁
真
如
。
 

或
 三
諦
具
足
。
政
一
心
不
生
淫
薬
 故
 。
生
死
 浬
 築
地
。
 加
 レ
之
 淫
薬
者
。
三
千
諸
法
異
名
 地
 。
生
貝
二
三
千
 
-
 
死
臭
 二
三
千
 -
 
放
生
死
期
 浬
 

  



常
住
と
は
「
 捨
相
 常
住
」
で
も
「
 
摂
 相
肩
法
性
常
住
」
で
 
も
な
い
。
す
な
わ
ち
「
 
当
位
 常
住
」
こ
そ
本
覚
思
想
の
 
立
場
で
あ
る
。
「
 
当
 

位
 常
住
」
と
は
生
滅
は
本
来
「
自
性
所
 

成
 」
で
あ
る
か
，
 

の
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
不
浄
 

相
 、
無
 

ら
 「
変
針
前
歌
」
の
安
見
で
は
な
い
㌧
ゆ
え
に
「
世
間
 

相
 

常
相
 、
苦
相
の
在
り
か
た
が
そ
の
ま
ま
世
間
 

相
 常
住
 と
 常

住
」
と
は
ま
さ
に
そ
 

し
て
肯
定
さ
れ
る
。
 
し
 

か
し
現
実
に
は
、
世
間
と
は
有
情
、
非
情
で
あ
り
、
 

不
 浄
や
苦
の
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
、
ま
た
生
滅
、
差
別
 

の
 無
常
和
を
な
し
て
い
 

る
 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
常
住
と
は
 

「
無
常
 
乍
 ニ
無
常
 
-
 
常
住
 不
レ
失
 
。
差
別
 乍
 Ⅰ
差
別
 
-
 
常
住
 不
レ
 
失
血
」
 

盆
 ）
 

「
 俗
即
 有
界
 千
如
故
 。
俗
諦
恒
沙
諸
法
体
性
不
生
不
滅
 也
 」
 
」
 

（
 
蛉
 ）
 

「
 自
レ
本
 俗
諦
諸
法
本
来
常
住
不
生
不
滅
 他
 し
 

と
い
い
、
「
事
々
法
体
」
そ
の
ま
ま
が
「
随
縁
真
如
し
で
 あ
り
、
「
不
変
真
如
」
で
あ
る
か
ら
「
俗
諦
常
住
」
と
 し
て
一
切
が
肯
定
さ
 

ね
 、
生
も
な
く
滅
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
不
生
不
滅
」
 と
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

然 」） G 
こ
こ
に
こ
そ
本
覚
思
想
に
お
け
る
生
死
の
究
極
的
な
論
理
 が
 明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
分
段
生
死
に
あ
る
現
実
の
 人
間
の
生
死
の
あ
り
 

か
た
の
な
か
に
「
真
如
法
性
」
の
理
を
見
い
だ
そ
う
と
 す
る
の
で
あ
る
。
 

だ
か
ら
一
心
の
休
を
悟
れ
ば
生
は
生
な
が
ら
、
死
は
死
 な
が
ら
二
見
の
密
を
離
れ
「
不
変
真
如
」
で
あ
り
、
生
死
 は
そ
の
ま
ま
の
あ
り
 

（
 
8
 ）
 

か
た
で
「
随
縁
真
如
」
と
な
る
。
「
随
縁
真
如
」
と
は
 十
界
三
千
の
当
体
が
そ
の
ま
ま
「
真
如
法
性
」
で
あ
る
と
 理
解
す
る
の
で
あ
る
。
 

か
く
て
、
 

「
我
等
一
念
心
性
無
始
 已
来
 。
脩
三
ニ
 
身
 万
徳
 -
 
也
。
兄
心
 是
 一
切
法
者
随
縁
真
如
。
一
切
法
号
 心
 者
。
不
変
真
如
 。
不
変
随
縁
一
念
死
 

く 5% )  
 

脱
 。
心
仏
体
 顕
 。
生
死
自
在
」
（
 
7
 ）
 

 
 



と
い
い
、
無
常
や
差
別
 
柏
 そ
の
も
の
の
な
か
に
常
住
 
実
 柏
 を
み
る
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
不
浄
 

・
 垢
識
 そ
れ
自
体
 そ
 

の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
に
真
如
実
相
 

を
 把
握
し
ょ
う
と
す
る
根
源
的
把
握
に
た
て
 

は
 一
切
が
 
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

る
 。
 

つ
ま
り
人
間
存
在
に
宿
命
的
、
構
造
的
な
不
浄
 

だ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
は
事
に
即
せ
 

は
 

柚
 ・
無
常
 
相
 ・
吉
相
の
現
実
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
か
 

相
対
で
あ
る
が
理
に
即
せ
 
は
 絶
対
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
 

か
る
在
り
か
た
を
そ
の
ま
ま
 
認
 

う
に
み
え
て
い
る
。
 

め
る
か
た
ち
で
、
そ
れ
を
越
え
る
以
外
な
い
。
こ
の
よ
，
 

っ
な
 世
間
相
の
な
か
に
こ
そ
淫
薬
絶
対
を
見
い
だ
す
も
の
 

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
 

い
わ
ば
現
実
否
定
の
と
こ
ろ
に
 
浬
葉
 絶
対
を
把
握
す
る
 
立
 場
 で
は
な
く
、
か
か
る
二
一
 

相
 ・
 罪
礒
 に
あ
る
生
死
は
浬
 
葉
 に
対
立
す
る
も
の
と
 

し
て
、
そ
の
相
対
的
関
係
を
認
め
な
が
ら
、
す
で
に
 

絶
 対
 の
な
か
に
 
抱
摸
 さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
 

こ
そ
淫
薬
真
如
を
見
い
 

相
対
 妙
 当
分
。
絶
対
 
妙
 仏
意
見
 故
 。
開
会
見
 限
 三
絶
待
 
妙
 -
 
也
 。
一
義
 云 。
相
待
 妙
 三
浩
開
会
。
絶
対
 
妙
一
 法
 開
会
 也
 。
久
一
意
 

 
 

開
程
 相
待
 妙
 。
 開
畢
 絶
対
紗
也
。
二
秒
見
一
法
始
終
 
世
 。
 相
対
 妙
開
レ
事
 
絶
待
 妙
開
 。
 
理
 」
 

ゆ
え
に
こ
の
立
場
は
ま
た
「
諸
法
相
用
当
体
実
相
し
と
 

 
 

て
い
る
。
「
真
如
法
 

（
 
3
 ）
 

性
 」
の
理
は
性
相
が
「
一
如
是
」
と
し
て
一
元
的
に
 

把
 損
 さ
れ
れ
 ば
、
 起
と
は
法
性
の
起
と
な
り
、
 
滅
 と
は
法
性
 の
滅
 と
な
る
。
だ
か
ら
 

鞭
 
煩
悩
や
生
死
の
現
実
相
を
離
れ
て
法
性
は
低
い
と
 

い
う
こ
と
に
な
る
。
「
不
二
 
郎
 」
と
は
か
か
る
理
解
を
示
 
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 

届
妙
 

ぬ
か
ら
「
万
法
真
如
」
「
真
如
小
差
別
」
「
随
縁
当
体
 

知
観
 

」
と
異
口
同
 巧
 を
な
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
 

 
 

  

 
 

と
べ
き
菩
提
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

低
く
 、
 願
う
べ
き
淫
薬
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
 

さ
に
一
理
平
等
に
し
て
「
 
法
 

 
 

r
 

界
 宛
然
」
の
 境
 位
で
あ
る
と
い
う
。
所
詮
、
因
果
の
差
 

別
な
ど
は
「
不
二
即
し
の
う
え
の
差
別
に
す
ぎ
な
い
か
ら
 

「
断
惑
証
理
」
と
い
っ
 



て
 肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

そ
し
て
一
体
不
二
門
で
は
「
真
如
小
差
別
」
で
あ
る
か
，
 
り
 、
差
別
 相
 に
三
千
諸
法
を
具
し
な
が
ら
、
「
 当
位
 常
住
 し
と
し
て
、
本
源
的
 

に
 一
切
が
理
に
抱
 捜
 さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
 理
 以
外
に
存
在
を
認
め
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
  
 

「
真
如
兵
法
門
。
煩
悩
即
菩
提
。
 
亦
 煩
悩
 即
 煩
悩
菩
提
 即
 生
口
 
提
 。
一
休
不
二
門
。
 唯
 菩
提
無
二
煩
悩
 二
無
 
）
 

と
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
た
て
 は
 輪
廻
の
根
源
と
さ
れ
る
業
で
さ
え
「
 業
 常
住
」
で
あ
る
 が
ゆ
え
に
「
 業
即
解
 

脱
 」
と
し
て
相
即
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
常
住
と
は
 諸
 法
が
 円
融
し
て
 
欠
減
 の
な
い
状
態
を
さ
す
か
ら
、
造
業
の
 当
体
そ
の
も
の
で
さ
え
 

一
切
諸
法
を
具
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
業
が
そ
の
ま
ま
 肯
 建
 さ
れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
の
が
次
の
 文
 で
あ
る
。
 

「
円
教
令
 不
 レ
 
ニ
 エ
道
美
ゆ
葉
 即
 無
尽
。
法
界
円
融
実
相
 休
 故
 。
 不
 。
 
知
 二
円
教
 -
 
目
見
 テ
 レ
業
業
 即
 解
脱
不
 レ
 
五
位
。
 ね
 二
円
融
実
相
法
門
 
-
 

日
進
 業
 当
体
 臭
 三
切
諸
法
 -
 
故
 井
坂
道
 業
限
 -
 
法
界
円
融
 休
 世
父
 
」
）
 

こ
の
よ
う
に
理
解
せ
ば
存
在
 悪
 と
し
て
の
 垢
称
 罪
障
の
全
 て
は
何
ら
妨
げ
と
な
ら
ず
「
葉
期
解
脱
」
と
し
て
相
即
 さ
れ
る
こ
と
に
な
 

る
 。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
肯
定
の
思
想
は
反
 面
 
「
造
悪
 無
擬
 」
「
 悪
取
空
 」
の
単
な
る
現
実
肯
定
の
弊
 害
 を
も
た
ら
す
結
果
と
 

な
っ
た
。
そ
れ
は
「
不
二
郎
」
の
原
理
を
本
質
的
に
 把
 握
 で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
と
い
え
る
。
 

 
 

一
 '
 

/
(
 
Ⅰ
 

あ
る
。
 

 
 

真
如
兵
法
門
で
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
絶
対
矛
盾
・
す
る
 

も
の
が
「
真
如
法
性
」
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
と
す
る
か
 ら
 
「
 事
即
理
 」
な
が
 
い
 

ら
 、
し
か
も
根
源
の
論
理
は
「
理
即
 理
 」
「
 事
 即
事
」
と
 し
て
生
死
と
は
生
は
生
な
が
ら
「
 即
 」
で
あ
り
、
死
は
 死
な
が
ら
「
 即
 」
と
し
 

て
も
、
そ
れ
は
「
不
二
郎
」
の
 

う
 え
の
断
で
あ
る
。
法
の
 

実
性
に
お
い
て
判
ぜ
 

は
 煩
悩
や
妄
想
も
真
如
も
覚
性
も
 

す
べ
て
「
不
二
即
し
で
 
4
 



  

こ
の
よ
う
に
生
死
流
転
の
根
源
で
あ
る
業
が
、
さ
ら
に
は
 

煩
悩
を
起
し
、
煩
悩
が
ま
た
業
を
つ
く
る
と
い
う
連
鎖
 

的
 関
係
が
終
焉
の
な
 

ぃ
 円
環
的
世
界
の
う
ち
に
繰
り
か
え
す
の
で
あ
る
。
 

「
観
心
 

略
要
集
 
L
 に
よ
る
と
 

 
 

 
 

 
 

の
 

と
よ
る
と
い
う
そ
の
た
め
心
性
の
理
を
開
顕
し
て
根
本
 

垢
 

妄
 我
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
を
は
か
ろ
う
と
す
 

る
 。
し
か
も
そ
の
方
法
こ
そ
 

 
 

は
 念
仏
実
践
に
よ
せ
て
次
の
よ
う
な
論
理
を
展
開
し
た
 

 
 

 
 

「
第
二
高
二
念
仏
 

-
 
明
二
観
心
 

-
 
」
に
は
、
 

55 ( 55・ 

（
 
毬
 ）
 

生
死
 ニ
 

「
造
悪
 無
碗
 」
「
 
悪
取
 

く
に
わ
が
 く
 に
に
お
け
 

し
て
出
発
し
た
。
そ
れ
 

わ
る
存
在
 悪
 を
も
根
源
 

蔵
土
門
」
で
あ
り
、
こ
 

円
 摩
詞
 止
観
 ヒ
に
 よ
 

葉
 と
 煩
悩
に
つ
い
て
 次
 

「
 自
二
従
 無
始
 -
 
閣
議
 空

 」
の
安
見
を
克
服
す
る
た
め
に
は
 業
 思
想
の
も
っ
 
倫
 理
的
 性
格
を
表
面
に
打
ち
だ
す
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
 と
 

る
 浄
土
思
想
は
か
か
る
現
実
に
対
す
る
鋭
い
批
判
と
と
 も
に
、
末
法
の
意
識
と
痛
烈
な
自
己
の
主
体
的
内
省
を
 通
 

ゆ
え
、
自
業
自
得
の
応
報
 観
 の
も
と
に
此
土
に
お
け
る
 遺
業
、
悪
業
は
も
と
よ
り
、
人
間
存
在
に
構
造
的
に
そ
 @
.
.
.
 

ヰ
 
ん
 
本
 

的
に
つ
き
つ
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
自
行
実
践
 の
面
で
と
ら
え
ら
れ
、
究
極
的
に
開
か
れ
た
の
が
「
 厭
 離
 

れ
を
前
提
と
し
て
「
欣
求
浄
土
門
」
へ
と
志
向
さ
れ
た
 の
で
あ
る
。
 

る
と
多
劫
よ
り
流
転
し
て
生
死
の
苦
る
し
み
か
ら
解
脱
 で
き
な
い
理
由
を
「
無
明
闇
調
香
 眠
 」
に
あ
る
と
い
い
。
 

の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。
 

昏
迷
。
煩
悩
 所
 。
 
酔
 。
妄
計
二
人
我
 -
 散
超
 去
於
身
 見
 -
 
散
 妄
想
顛
倒
散
超
 二
貧
瞑
序
 -
 凝
 政
広
 造
二
 諸
業
 -
 
葉
期
洗
二
 転
 



「
 
謂
於
三
 阿
弥
陀
三
字
 -
 
可
 。
 
観
 二
空
仮
中
三
諦
ぺ
破
何
者
 
即
 空
 。
 弥
者
即
仮
 。
 陀
者
 邸
中
 也
 。
 某
 自
性
清
浄
心
。
 
凡
 聖
徳
 レ
隔
 。
因
果
 不
レ
 

（
 
抑
 ）
 

改
 。
二
百
常
住
。
一
一
辺
 不
 。
 
動
 。
足
中
道
世
 ピ
 

と
 、
こ
の
よ
う
に
念
仏
に
空
仮
中
を
配
し
た
 理
 観
念
仏
 に
よ
っ
て
一
心
三
諦
の
観
を
成
就
 し
 
「
法
性
 之
 
一
心
」
「
 法
性
一
党
 心
 」
の
 哩
 

を
 開
顕
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
心
 法
を
離
れ
て
別
法
は
な
い
、
「
一
心
一
切
 心
 」
で
あ
り
「
 一
切
公
一
心
」
で
あ
る
 

（
 
乃
 ）
 

か
ら
と
さ
れ
て
、
無
明
の
一
心
は
法
性
の
一
心
に
「
 相
 即
 」
 し
 
「
不
二
即
し
に
な
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
そ
し
 て
、
 

「
 
第
セ
 敬
二
出
離
生
死
 観
 二
で
は
 

  

（
 
花
 ）
 

「
 
我
心
 自
生
。
罪
福
 無
 。
 
主
 。
深
津
 二
 罪
福
相
ぺ
遍
照
 二
於
 十
方
 -
 
台
下
化
生
意
字
。
 心
 相
応
上
 讐
如
 1
 
。
日
出
時
朝
露
一
時
 生
ハ
 
M
 」
 

と
い
い
、
無
明
の
眠
心
は
中
道
第
一
義
里
と
な
り
、
 分
 段
 変
易
の
生
死
の
一
切
も
「
諸
法
曹
 空
 」
と
な
る
と
い
う
 。
か
く
て
阿
弥
陀
 ニ
一
 

諦
 の
一
心
三
観
に
よ
っ
て
無
始
以
来
の
昏
眠
の
夢
を
覚
 し
 、
自
性
清
浄
の
本
覚
法
身
に
た
ち
か
え
る
こ
と
が
で
き
 る
と
い
う
。
し
か
し
こ
 

の
よ
う
に
し
て
、
無
明
、
業
が
空
、
無
我
の
説
に
よ
っ
て
 否
定
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
妄
信
に
よ
っ
て
実
有
と
 執
 着
し
、
四
倒
、
三
毒
を
 

起
す
。
そ
の
た
め
、
 

「
第
八
修
二
空
観
 -
 
竹
二
 %
 悔
 二
で
は
 

（
 
り
 
2
 
Ⅰ
）
 

「
 
故
 重
明
万
法
 音
空
 。
 蛾
ニ
悔
 無
始
 已
来
 罪
根
 づ
 尺
蛾
二
幅
 衆
罪
 -
 
之
要
 。
 莫
 。
 
如
レ
輯
瞳
 桂
芝
 空
二
 

と
し
て
理
法
性
の
空
観
に
よ
る
理
の
俄
悔
を
明
し
て
い
 る
 。
つ
ま
り
空
観
に
よ
っ
て
「
心
体
本
来
空
寂
」
を
知
れ
 ば
 
「
 
罪
 柿
本
来
空
」
 

と
な
る
か
ら
と
い
う
。
か
く
て
、
 

「
迷
悟
 鉢
 
一
 條
性
 不
二
。
 於
レ
修
照
 。
 
性
 煩
悩
即
菩
提
。
 
以
 レ
 
仕
丁
。
 修
 。
生
死
 即
 淫
薬
 而
已
し
 

（
。
）
 

3
 

と
 説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
 
司
 
観
心
 略
要
集
 L
 は
「
不
二
郎
」
の
立
場
に
た
た
れ
本
覚
 門
 の
 伝
統
に
あ
る
の
で
 

あ
る
。
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浄
土
思
想
は
、
「
 事
 」
か
ら
「
 理
 」
へ
の
通
路
を
 っ
か
 み
え
ぬ
現
実
が
、
必
然
に
他
 

 
 

律
 的
に
あ
る
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
対
し
、
痛
烈
な
機
 根
の
反
省
へ
と
 伺
 わ
せ
た
。
そ
の
た
め
 わ
 が
く
に
の
浄
土
 数
 は
「
 業
即
 解
脱
し
の
 

垢
と
 西
方
土
万
億
の
 
宝
刹
に
 
生
じ
て
菩
提
を
証
す
る
の
で
 

あ
る
。
ゆ
え
に
弥
陀
も
述
門
の
弥
陀
で
あ
る
と
さ
れ
て
 

ゑ
父
 ）
 

 
 

 
 

り
 、
娑
婆
世
界
の
衆
生
は
口
称
念
仏
の
功
徳
に
よ
り
、
 

臨
 終
に
は
来
迎
に
あ
す
か
り
、
 

念の 

で
あ
る
か
ら
一
心
三
観
に
よ
っ
て
唯
心
の
弥
陀
、
己
心
の
 浄
土
を
即
 生
 に
顕
す
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
弥
陀
も
本
 門
の
弥
陀
と
な
る
。
 

) 問題 

無
相
観
と
有
相
観
の
違
い
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
 

（
 
祈
 ）
 

「
 
湛
 和
尚
 日
 。
無
相
 修
観
機
 。
性
相
 倶
時
 晃
三
実
相
ぺ
 有
 相
劣
機
 。
性
具
 二
 
実
相
 り
 柏
木
 レ
 
見
目
実
相
ぺ
有
相
無
相
 
難
 レ
異
 。
 同
 克
二
実
相
 ピ
 

と
さ
れ
る
如
く
、
た
だ
機
根
の
勝
劣
に
の
み
あ
り
、
法
の
 ぅ
え
 に
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
往
生
に
お
い
て
は
 前
者
が
「
 直
至
 往
生
」
 

こ
の
う
ち
前
の
三
に
上
根
上
智
の
修
 

観
 と
さ
れ
る
も
の
で
 
あ
る
。
こ
の
観
を
成
就
す
れ
ば
色
心
の
相
が
同
時
に
転
 

じ
て
、
 遍
応
 法
界
の
 

身
 と
な
り
、
生
死
を
出
離
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
 

て
 後
の
二
は
有
相
観
の
範
時
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
 

%
 ）
 

っ
 た
の
で
あ
る
。
 

「
 漢
 党
類
聚
 ヒ
 （
第
四
）
に
よ
る
と
止
観
の
法
に
Ⅱ
無
相
、
 

㈲
一
念
三
千
、
日
一
心
三
観
、
㈹
聞
法
解
義
、
㈱
 
但
 持
 妙
法
の
五
 法
 を
か
 

（
ミ
 

2
 
リ
 
）
 

か
げ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

し
か
し
㍉
往
生
要
集
 
J
]
 

に
よ
る
と
こ
の
よ
う
な
弥
陀
一
心
 

三
諦
の
観
心
や
空
観
の
実
践
も
利
 

智
 精
進
 

相
修
 観
に
よ
る
解
脱
法
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

と
く
に
、
す
で
に
ふ
れ
た
如
き
「
 

業
即
 解
脱
」
の
本
覚
 
不
二
門
が
、
現
実
に
は
実
践
的
に
成
就
す
る
 

そ
の
た
め
、
一
部
に
は
業
の
も
っ
倫
理
的
な
側
面
を
現
実
 

肯
定
の
な
か
に
安
易
に
埋
没
さ
せ
て
し
ま
っ
 

こ
の
よ
う
に
し
て
 
行
修
 実
践
で
は
天
台
止
観
の
伝
統
に
お
 

い
て
さ
え
、
無
相
観
門
か
ら
有
相
観
閲
 

へ
 の

も
の
に
と
っ
て
の
み
可
能
な
無
 

こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
 

た
の
で
あ
る
。
 

の
方
向
を
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
か
 

  



か
く
て
 楠
 土
を
否
定
し
、
人
間
を
煩
悩
の
主
体
と
し
て
 自
己
の
限
界
の
う
え
に
弥
陀
念
仏
に
よ
っ
て
そ
の
救
済
を
 彼
岸
性
に
求
め
よ
う
 

と
は
す
で
に
 挙
 出
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
 浄
土
教
の
も
っ
宿
業
思
想
を
あ
ら
れ
す
 経
託
 と
し
て
、
 示
 さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
文
は
 、
 ゆ
え
に
法
然
、
親
鸞
に
至
る
ま
で
引
証
さ
 れ
て
い
る
。
か
く
て
こ
の
思
想
が
人
間
存
在
そ
の
も
の
Ⅱ
 0
 宿
命
的
罪
責
 観
 と
し
 

て
 、
末
法
の
意
識
と
と
も
に
主
体
的
に
自
己
の
存
在
に
向
 け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
自
か
ら
の
 宗
 教
 体
験
を
通
し
て
内
面
 

化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
浄
土
門
的
「
絶
対
 悪
 二
の
人
 間
観
 
「
地
獄
必
定
」
の
宿
業
観
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
 る
 。
 

つ
ま
り
 業
 思
想
が
「
厭
離
 枝
土
 」
「
欣
求
浄
土
」
の
重
要
 な
 契
機
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
娑
婆
世
界
の
 悪
縁
と
人
間
の
も
つ
 

煩
悩
、
宿
業
が
断
ち
切
り
難
い
も
の
と
し
て
自
覚
さ
れ
 た
と
こ
ろ
に
来
世
が
大
き
な
脅
威
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
 で
あ
る
。
 

そ
れ
ゆ
え
 業
 思
想
は
必
然
に
滅
罪
に
よ
る
清
浄
を
求
め
る
 信
仰
へ
と
実
践
的
に
志
向
さ
せ
た
。
 

理
 観
の
教
学
的
伝
 統
 に
お
い
て
は
「
 業
 

即
 解
脱
」
と
し
て
一
元
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
感
覚
的
 罪
 梼
 観
念
も
内
在
化
さ
れ
な
が
ら
、
現
実
に
は
身
口
意
三
業
 が
む
し
ろ
存
在
論
的
 罪
 

滅
 と
し
て
大
き
く
表
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
。
 

し
か
し
そ
れ
ら
の
観
念
も
信
仰
の
場
面
で
は
持
戒
清
浄
 乃
至
は
行
 修
 実
践
に
お
い
て
主
体
的
に
越
え
る
以
外
に
な
 か
っ
た
。
と
く
に
 濁
 

世
 末
代
、
濁
悪
衆
生
そ
し
て
機
上
へ
と
痛
烈
な
る
反
省
 は
 歴
史
的
現
実
を
ふ
ま
え
な
が
ら
厭
離
機
上
、
欣
求
浄
土
 に
そ
の
解
脱
を
求
め
し
 

め
た
。
平
安
時
代
の
浄
土
思
想
は
着
実
に
こ
の
方
向
へ
と
 展
開
し
て
い
っ
た
。
 

 
 

歴
史
的
現
実
に
対
す
る
反
省
が
強
く
働
い
て
い
た
と
い
 わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

源
信
の
思
想
は
こ
の
よ
う
な
あ
り
か
た
に
あ
る
人
間
を
 如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
 

「
見
聞
 触
知
 境
界
。
 莫
 。
下
下
沈
滞
生
死
 -
 
之
源
 上
軽
目
一
人
 
一
日
中
。
八
億
四
千
金
。
念
々
甲
所
 レ
作
 皆
是
三
途
 業
云
 （
 
一
 
云
お
 

」
）
 

思
想
を
否
定
す
る
か
た
ち
で
、
そ
れ
を
宿
業
と
み
る
 業
 思
想
を
表
面
に
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
業
が
ま
さ
に
固
定
 的
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
 
8
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
末
法
、
 

涜
末
 に
お
け
 8
 
宿
業
、
悪
業
の
存
在
で
あ
る
人
間
そ
の
も
の
が
強
調
さ
 れ
て
き
た
。
こ
こ
に
は
 

 
 



 
 

 
 

に
お
い
て
は
法
華
 蛾
法
 、
五
悔
 峨
法
 と
し
て
知
ら
れ
る
 よ
う
 に
 峨
悔
 滅
罪
が
伝
統
を
 

r
 

辮
 

な
し
て
い
た
。
ま
た
常
行
三
昧
か
ら
展
開
し
た
不
断
念
 仏
も
 
「
阿
弥
陀
経
し
に
依
拠
し
て
セ
 
ロ
セ
 夜
の
執
持
名
号
 の
 法
会
に
発
展
し
た
。
 

摘
 
法
華
滅
罪
の
典
型
的
な
類
例
は
霊
験
霊
異
の
説
話
 

を
 収
録
し
た
司
法
華
験
記
 

b
 向
日
本
霊
異
記
 

L
 「
三
宝
絵
 

詞
 L
 な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
て
 

 
 

 
 

 
 

垢
 

と
華
タ
 
念
仏
」
の
時
代
信
仰
が
必
然
に
形
成
さ
れ
た
の
 

で
あ
る
。
 

」
 

㏄ ) 

と
し
た
。
か
か
る
具
体
的
事
実
を
平
安
時
代
に
成
立
し
 た
 往
生
伝
は
よ
く
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
い
ま
だ
 滅
罪
と
い
う
主
体
的
な
 

努
力
に
よ
っ
て
自
己
を
肯
定
し
な
が
ら
臨
終
に
聖
衆
 苦
 薩
の
来
迎
を
期
待
し
ょ
う
と
す
る
往
生
思
想
が
盛
行
し
て
 い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
 

よ
う
な
滅
罪
思
想
の
風
摩
す
る
な
か
で
極
め
て
象
徴
的
 な
の
が
女
人
 願
 生
者
の
行
業
で
あ
る
。
 垢
荷
 罪
障
こ
と
の
 ほ
か
深
く
五
障
あ
り
と
 

知
ら
れ
る
。
（
 

0
 
3
 

）
 

罪
 欄
の
観
念
を
濁
 職
 の
 罪
 、
 臭
 俺
の
罪
、
五
障
の
身
、
多
 

さ
れ
た
女
人
 願
 生
者
は
宿
業
的
存
在
 悪
 を
一
身
に
筒
な
 

ま
た
他
方
で
は
女
性
に
触
れ
た
指
を
裁
断
し
て
 燈
し
、
一
 

 
 

い
な
が
ら
真
摯
解
脱
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
「
往
生
伝
」
 

子
 多
罪
な
ど
と
み
え
自
か
ら
の
宿
業
的
 罪
 稔
を
強
く
意
 

二
 宝
を
供
養
し
、
六
根
を
繊
悔
し
た
僧
都
や
女
性
の
手
に
 

諭
 さ
れ
て
い
た
こ
と
が
 

に
よ
る
と
女
人
の
も
つ
 

よ
っ
て
縫
い
上
げ
ら
 

れ
た
衣
を
稔
ら
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
身
に
着
け
 な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
如
く
女
性
に
対
す
る
痛
烈
な
 罪
 欄
の
観
念
さ
え
み
え
て
 

い
る
。
し
か
し
滅
罪
が
来
迎
の
条
件
と
さ
れ
な
が
ら
、
 女
 大
願
生
者
の
殆
ん
ど
が
来
迎
に
あ
づ
か
っ
て
い
る
。
 こ
 の
こ
と
は
行
業
に
お
い
 

て
 滅
罪
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
 往
 生
伝
 」
に
徴
す
る
限
り
そ
れ
ら
の
行
業
は
念
仏
を
中
心
 と
し
た
諸
行
乃
至
は
法
 

華
の
兼
修
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
 自
 己
の
罪
業
を
強
く
意
識
す
る
人
々
に
よ
っ
て
選
び
 行
 な
わ
 れ
た
行
業
実
践
で
も
あ
 

っ
た
 。
 



  

あ る で 
る 認 も と 

。 め 低 さ 

こ の ろ か くれ " " 
立 た 自 一 

場 ち 力 切 
は で に の 
聖 克 て 煩 
道 服 捨 悩 
門 さ て 乃 
的 れ 切 至 
一 た る は 

切 。 方 存 
の つ 向 在 
白 ま で 悪 
力 り も を 
を 宿 な 主   
し 現 そ @c 
た 実 れ 徹 
他 を は 底 

的に 力易 弥陀 「茉 

竹 本 代 深 
道 願 凡 め 
と に 夫 ろ 

は 2 音 れ 
い っ 是 克 

え て 罪 服 
時 解 悪 さ 
代 脱 衆 れ 
と し 生 た 
機 よ 也   
根 ぅ 」 そ 
に と と れ 
対 す さ は 
す る れ こ 

る い る れ 
鋭 わ 加 ま 

い め く で 
洞 る あ の 
察 " る 如 
と 欣 が き 
向 来 ま 滅 
省 浄 ま 罪 
を 土 の の 
通 の 犬 行 
し 借 間 駒   

ん
ぞ
 
生
死
繋
縛
の
身
を
解
脱
す
る
事
を
え
ん
や
」
（
 

%
 
）
 

智
 を
え
ず
、
も
し
無
漏
の
智
 靱
 な
く
ば
、
い
か
 
で
か
悪
業
煩
悩
の
き
 
づ
な
 を
た
た
 な
や
 。
悪
業
煩
悩
の
き
 
づ
な
 を
た
た
ず
ば
 
、
な
 

に た 

）
 

一
 一
 

（
 

し
か
し
、
や
が
て
自
力
に
て
解
脱
し
よ
う
と
す
る
立
場
 を
 完
全
に
否
定
し
て
、
他
力
本
願
中
心
の
救
済
を
主
張
す
 る
 立
場
が
あ
ら
わ
れ
 

。
す
な
わ
ち
法
然
に
よ
る
専
修
念
仏
の
思
想
が
そ
れ
で
 あ
る
。
法
然
は
聖
道
門
的
戒
定
慧
を
自
行
に
お
い
て
否
定
 し
 、
さ
ら
に
は
自
力
 

よ
る
菩
提
心
を
も
否
定
し
て
、
末
代
悪
世
の
時
代
性
を
 そ
の
ま
ま
前
提
と
し
な
が
ら
、
 

「
し
か
る
に
わ
が
こ
の
身
は
、
戒
行
に
お
い
て
一
成
を
も
 も
た
ず
、
禅
定
に
お
い
て
も
こ
れ
を
え
ず
、
智
慧
に
お
 い
て
断
惑
証
果
の
正
 

拝
 が
女
人
の
も
っ
身
体
的
 濁
 拭
や
罪
障
を
滅
除
す
る
 方
 法
 で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
行
 業
 こ
そ
女
人
 願
 生
者
の
 

（
 
3
 
3
 ）
 

信
仰
実
践
の
モ
デ
ル
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

滅
 除
し
た
。
こ
の
思
想
か
ら
分
る
よ
 
う
 に
、
た
だ
念
仏
 
だ
け
に
よ
っ
て
身
の
罪
障
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
 

っ
 た
こ
と
が
分
る
。
こ
 い
 

の
こ
と
は
「
 
廿
 五
三
昧
 会
 」
の
行
業
や
源
信
が
慈
母
に
 
送
っ
た
 弓
 勧
進
往
生
 褐
 b
 に
よ
っ
て
も
「
法
華
経
」
「
 
阿
 弥
陀
 経
 」
の
受
持
・
 
礼
 

 
 

 
 

ぞ
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
 

。
 
ロ
 
の
と
 
力
音
き
え
ぬ
 

ま
 

6
 
0
 

 
 



甥
 
積
極
的
な
意
味
を
も
ち
、
主
体
性
と
価
値
が
確
保
さ
 

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
 

 
 

「
も
し
念
仏
の
助
業
と
お
も
 

ほ
 ず
し
て
身
を
貢
ま
す
る
は
 
三
悪
道
の
業
と
な
る
。
極
楽
往
生
の
念
仏
申
さ
ん
が
た
 

め
に
自
身
を
賈
 
求
す
 
61 

」と 垢機観 

と
こ
ろ
が
法
然
に
お
い
て
は
逆
に
「
念
仏
申
さ
ん
 

」
（
 

身
 葮
 ）
 と
し
て
虚
妄
の
生
が
否
定
的
媒
介
を
通
し
て
肯
定
さ
れ
る
 

と
こ
ろ
に
助
業
と
し
て
 

く 6 Ⅰ ) 

や
 意
味
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
生
死
断
絶
の
 

と
こ
ろ
に
淫
薬
の
 
果
 徳
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
向
に
志
向
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

  念の問題 

え
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
は
自
力
厭
離
の
契
機
は
完
全
 

に
 否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
今
生
の
生
を
念
仏
を
行
う
 

た
め
に
肯
定
し
 
、
 生
き
 

る
こ
と
を
そ
の
た
め
の
助
業
と
み
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
 

り
 生
を
単
に
否
定
的
に
見
た
場
合
、
厭
離
さ
る
べ
き
も
の
 

と
し
て
、
現
実
的
価
値
 

と 

つ
ま
り
今
生
の
生
は
所
詮
「
先
の
世
の
し
わ
ざ
し
（
宿
業
 

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
肯
定
せ
ざ
る
を
 

面
 に
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
 

そ
こ
に
は
機
根
の
向
上
性
を
完
全
に
否
定
し
、
 

え
で
救
が
成
就
す
る
こ
と
は
「
辻
堂
 

ぬ
 道
理
」
（
㏄
）
で
あ
る
と
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

「
入
玉
、
念
仏
申
す
機
は
む
 

ま
 （
 
土
 ）
 ね
 っ
き
の
ま
ま
に
 
て
 申
す
 也
 。
さ
き
の
（
 
先
 ）
世
の
し
わ
 
さ
 

（
 
受
 ）
 け
 た
る
事
な
れ
は
、
こ
の
（
 

此
 ）
世
に
て
は
え
 
な
 を
 し
あ
ら
た
（
 
改
 ）
 め
ぬ
 車
地
 
（
 
抑
 
し
 
）
 

現
実
を
そ
の
は
ま
肯
定
し
た
う
 

に
よ
り
て
、
今
生
の
身
を
は
う
 

本
覚
思
想
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
な
お
も
機
感
相
応
の
 

教
説
 と
し
て
「
 転
即
 」
的
乃
至
「
 
休
即
 」
的
な
極
め
て
 
抱
 容
性
 の
あ
る
 教
説
 が
表
 

こ
こ
に
は
一
切
の
差
別
を
越
え
た
法
性
の
う
え
で
の
高
度
 

な
 本
質
的
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
法
然
の
教
 

説
は
 「
不
二
 
郎
 」
的
 

究
極
的
に
導
き
だ
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
。
 

か
く
て
法
然
の
但
念
仏
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
如
き
聖
道
 

門
 的
自
己
得
脱
と
い
う
方
向
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
 

そ
 れ
は
、
い
わ
ば
人
間
 

存
在
の
あ
り
よ
う
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
か
た
ち
で
実
践
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

「
そ
れ
に
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
仏
し
、
悪
人
は
悪
人
な
 

が
ら
念
仏
し
て
、
た
だ
 
む
 ま
れ
っ
き
の
ま
ま
に
て
念
仏
 
す
る
人
を
念
仏
に
た
 

す
け
さ
さ
ぬ
と
申
す
 
し
（
 

他
 5
 
3
 

）
 

 
 



  

（
 
9
 
3
 ）
 

る
は
往
生
の
助
業
と
な
る
べ
き
な
り
、
万
事
か
く
の
ご
と
 し
 。
何
集
」
 

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
「
生
死
輪
廻
」
に
よ
っ
て
 他
 律
 的
に
あ
る
自
己
が
「
念
仏
申
さ
ん
 身
 」
と
し
て
自
律
的
 に
主
体
的
に
た
ち
か
 

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
い
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 こ
 の
よ
う
に
自
己
否
定
の
契
機
は
自
か
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
 肯
定
さ
れ
て
く
る
の
で
 

あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
意
味
か
ら
は
「
虚
妄
の
生
」
が
 停
止
さ
れ
、
自
力
か
ら
他
力
へ
と
志
向
し
た
立
場
で
あ
る
 と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
し
か
し
す
で
に
明
ら
か
な
如
く
、
こ
こ
に
は
 
現
 実
に
お
け
る
人
間
の
あ
り
か
た
が
極
め
て
重
要
な
問
題
 と
し
て
提
出
さ
れ
て
 
ぃ
 

る
 。
 「

生
死
 即
浬
磐
 」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
唯
心
的
、
観
念
的
 理
解
か
ら
離
れ
て
、
む
し
ろ
現
実
的
場
面
に
問
題
を
還
 -
 
え
し
て
、
そ
こ
か
ら
 

尊
 び
き
だ
さ
れ
た
思
想
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

法
然
に
お
い
て
は
末
法
五
濁
悪
世
と
そ
こ
に
生
を
え
て
 い
る
罪
悪
生
死
の
凡
夫
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
て
、
た
だ
 弥
 陀
 本
願
の
念
仏
に
よ
 

っ
て
の
み
来
迎
に
あ
す
か
り
う
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 そ
 し
て
 証
 大
菩
提
の
幸
報
は
浄
土
往
生
の
の
ち
に
期
す
る
 も
の
で
あ
る
か
ら
、
 こ
 

の
 立
場
は
生
死
断
絶
の
と
こ
ろ
に
菩
提
の
幸
 報
 が
相
即
 す
る
よ
う
な
「
不
断
 即
 」
の
立
場
で
は
な
く
、
生
死
の
本
 身
を
捨
て
ず
に
、
い
わ
 

ば
 浄
土
往
生
を
「
 転
即
 」
的
契
機
と
し
た
立
場
で
あ
る
 と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
反
面
「
 休
 即
 」
的
思
想
も
伝
え
る
 

れ
て
い
る
。
 

「
念
仏
者
実
相
 也
 。
諸
仏
実
相
中
 東
 無
二
文
字
 -
 
全
無
二
言
 
諒
 -
 
也
。
ス
目
念
仏
苗
字
 可
レ
知
 
。
収
二
無
念
 -
 
謂
 二
念
仏
者
 づ
以
 -
 
心
仏
 -
 
謂
レ
仏
 

故
地
心
 非
 二
九
 心
づ
 法
人
 機
 左
心
 也
 。
凡
聖
一
味
平
等
 而
 機
法
一
体
 也
 。
称
名
放
念
仏
葬
無
二
別
 機
 -
 
無
二
別
法
り
 何
 物
日
。
 機
 。
何
物
 可
レ
 

日
レ
 
法
子
。
経
説
三
諸
法
実
相
 づ
 実
相
者
 指
舌
此
 一
心
専
念
 -
 
（
 
也
 何
 
」
 
）
 

「
市
有
二
別
意
 
途
 -
 
念
仏
 指
二
 
、
心
 
-
 
名
 二
念
仏
体
 ゅ
故
 戒
心
 常
住
放
念
仏
常
住
 也
 。
因
数
 我
 心
念
々
生
死
、
 是
則
 念
仏
 三
昧
 也
 。
生
死
 也
 。
 

生
心
念
仏
地
。
桂
心
念
仏
地
。
葛
洪
 自
亡
 戒
心
 -
 
生
故
 。
 萬
 洪
郎
一
心
血
。
 自
 心
土
二
万
法
 づ
 万
法
放
却
念
仏
地
。
 心
早
 境
具
 念
仏
、
能
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  「生死」と 垢秩 観念の問題 

  

れ 
こ （ こ と モ 

弥陀 

  
の 

願 
は 
罪 
悪 
深 
重 
な 
る 

人 
間 
さ 

え、 

ま 

さ 
iC 
救 
済 
の 。 す 筈 悩 「 は さ 本 え 灼 灼 か だ 
対 こ て で 合 理 な れ 願 て あ ら ら し 

象 の （ あ 
と （ 此 捨る ）。 
さ 

れ 
て ） 願、 ずし か 
  な 行 る 
る た る に 業 さ か 

の い 障 れ る 

た   
ホ， @ ヘ ゴ （ 忍 ー 

存 
  在   

弥 
）   

陀 み 一 
の 、 念 
す こ 十 
す の 念 
め 
iC 
従 

  
） 

へ 
ま @ 以 行を （ ） 

は て 
げ す 
む   

文 時 を 廻 な か き 「 
  こそ 機現 を現かる 否 
@L Ⅹ 柚 実 内 実 る 。 一 
/ Ⅱ 

      の   
千 対 教 育 る の の よ 的 
界 機 済 定 概 忠 英 ぅ 思 
の で   と す 念 想 、 機 な 想、 
男 あ し る で が   を 法 を 
子 る て 態 あ で な 然 背 
  と 罪 度 る て す の 景 
モ み 
  ，り 悪 深 をがきも教と 示 、 ての 謎し 
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法
然
が
「
念
仏
申
さ
ん
 身
 」
と
し
て
今
生
の
生
を
肯
定
 し
た
の
に
対
し
、
 親
穏
 に
お
い
て
は
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
 ら
れ
て
「
信
心
し
が
 

れ
に
代
り
、
積
極
的
な
現
実
肯
定
と
な
っ
て
い
る
。
 
そ
 の
た
め
臨
終
と
来
迎
の
契
機
は
完
全
に
遠
の
い
て
い
る
 。
か
く
て
「
一
念
 信
 

（
 
ぬ
 ）
 

し
、
 
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
往
生
ま
た
さ
だ
ま
る
な
り
」
 
」
 

「
真
実
信
心
の
行
人
は
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
正
定
聚
の
く
 ら
 め
 に
住
す
。
こ
の
 め
 へ
に
臨
終
ま
つ
こ
と
な
く
、
 来
 迎
 た
の
む
こ
と
は
 

こ
こ
に
は
末
法
と
い
う
時
代
と
罪
悪
深
重
な
る
人
間
と
い
 ぅ
 相
対
的
関
係
を
こ
え
て
普
遍
的
な
救
済
が
示
さ
れ
て
 い
る
。
 

）
 

四
 

（
 

法
然
は
た
だ
弥
陀
に
救
い
と
ら
れ
る
こ
と
の
確
信
に
よ
 り
 、
ひ
た
す
ら
弥
陀
本
願
と
念
仏
強
調
し
た
。
そ
し
て
 信
 心
の
確
立
は
ま
 

来
迎
の
約
束
で
あ
る
と
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
明
し
て
い
 る
 。
 

「
本
願
二
乗
ス
ル
 事
ハ
 、
タ
タ
信
心
ノ
フ
カ
 キ
 ニ
コ
ル
 ヘ
 シ
 。
：
・
・
：
 

罪
 八
十
悪
五
逆
 ノ
 モ
ノ
 ム
 マ
ル
ト
 信
 シ
テ
 、
 少
 非
オ
 モ
オ
カ
 

ト
 オ
モ
 フ
ヘ
シ
 。
罪
人
 チ
 ホ
ム
マ
ル
 、
イ
 
ハ
ム
 ヤ
 善
人
 オ
ヤ
 。
 行
 八
一
念
ム
 ナ
 シ
カ
ラ
ス
ト
 
信
 シ
テ
、
無
間
ニ
 
修
 ス
ヘ
シ
 、
一
念
 

ム
 マ
ル
、
イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
 
ヤ
 多
食
 オ
ヤ
 。
阿
弥
陀
仏
ハ
不
 取
 正
覚
 ノ
御
 コ
ト
 ハ
 成
就
シ
テ
 、
現
 ニ
カ
 ツ
ク
ニ
、
マ
 
シ
マ
 セ
ハ
、
サ
 

テ
 命
終
二
八
来
迎
 シ
 タ
 フ
 ハ
ム
ス
ラ
ム
」
（
 

仰
 ）
 

か
か
る
信
心
強
調
の
立
場
ほ
親
鸞
に
お
い
て
一
層
徹
底
 さ
れ
、
終
に
は
「
信
心
 即
 往
生
」
に
ま
で
お
し
す
す
め
ら
 れ
て
い
る
。
 

さ
に
 

サ
シ
 

チ
 ホ
 

タ
メ
 

「
速
に
地
悪
縁
を
離
る
べ
し
…
…
若
し
金
の
計
略
も
な
し
 

、
身
命
を
捨
 る
 志
も
な
く
 は
 た
だ
そ
の
 
身
 な
が
ら
専
念
 仏
 す
べ
き
 也
 。
弥
陀
 
ゆ
 

如
来
次
が
ご
と
き
の
罪
人
の
為
に
 
弘
審
 を
た
て
給
へ
る
 
英
中
に
、
女
人
往
生
の
願
あ
り
、
 

然
則
 女
人
は
こ
れ
本
願
 
の
五
機
 也
 
」
（
 

巧
 ）
 

と
く
に
法
然
が
土
佐
配
流
の
途
中
、
室
の
津
で
罪
深
い
 遊
女
の
請
に
応
え
ら
れ
て
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

「
善
人
も
悪
人
も
男
子
も
女
人
も
十
人
は
十
人
な
か
ら
 百 人
は
百
人
な
が
ら
み
な
（
 皆
 ）
往
生
を
と
 ぐ
ハ
遂
 ）
 る
 也
鴉
 
」
）
 

 
 

 
 



 
 

 
 

」
「
仏
性
 即
 如
来
」
の
思
想
は
信
心
を
如
来
法
身
と
同
質
 の
も
の
と
み
る
か
ら
、
信
心
 

比
 Ⅰ
 

r
 

 
 

は
 如
来
の
心
と
な
っ
て
廻
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

と
「
 休
即
 」
的
立
場
を
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
 

刊
 
浄
土
 和
讃
し
に
も
同
じ
く
「
信
心
部
仏
性
」
に
つ
い
て
、
 

「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
そ
の
ひ
と
を
、
如
来
と
ひ
と
し
と
と
き
 

た
ま
 ふ
、
大
信
心
は
仏
性
な
り
、
仏
性
す
な
わ
ち
如
来
 

な
り
」
 

綴
 ）
 

と
み
え
て
い
る
。
 

コ
 
教
行
信
証
 
ヒ
 に
よ
る
と
「
淫
薬
 

経
 」
 「
華
厳
経
」
を
 

経
託
 と
さ
れ
信
心
が
仏
性
と
相
即
し
、
 

し
 か
も
清
浄
な
る
こ
と
 

問
題
 

鉤
を
現
 さ
れ
て
い
る
。
信
心
が
こ
の
よ
う
に
法
性
の
理
 

体
 と
相
即
す
る
な
ら
も
は
や
凡
夫
の
も
の
で
は
な
く
、
 

他
力
廻
向
以
外
に
な
い
こ
と
 

と
「
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
を
、
わ
が
も
の
 
届
に
な
る
。
他
力
廻
向
の
信
心
を
五
歎
異
抄
 

観
 

5
 

b
 で
は
、
 

が
ほ
 に
、
と
り
か
 
へ
 さ
ん
と
ま
 
う
す
 に
や
 、
返
 々
も
 あ
 る
べ
 か
ら
ざ
る
な
り
」
（
 

%
 ）
 

（
 
3
,
 

）
 

」
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「
本
願
円
頓
一
乗
は
逆
悪
摂
す
と
 

信
知
 
し
て
、
煩
悩
菩
提
・
 

，
，
 
・
 
休
無
一
 

・
 
一
 
と
す
る
や
 

力
 
ン
 
に
と
く
さ
と
ら
し
む
」
 

（
 
5
 
1
 
）
 

と
み
え
て
い
る
。
こ
の
信
心
は
念
仏
の
理
体
と
相
即
 

す
 る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
の
至
心
は
す
な
わ
ち
こ
れ
 

至
 徳
の
尊
号
を
そ
の
 
休
 

と
せ
る
な
り
」
 
と
萌
 さ
れ
て
い
る
。
 

父
 ）
ま
た
ヨ
局
 
僧
 和
讃
 ヒ
 に
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
に
つ
い
て
、
 

せ
 し
む
し
（
 

斡
 
）
 

心
 」
「
一
念
 即
 往
生
」
 

示
さ
れ
て
い
る
。
 こ
 

へ
と
展
開
し
た
。
 そ
 

場
で
あ
る
。
か
か
る
 

「
 休
 即
し
的
立
場
で
 

「
往
還
の
廻
向
は
 の

 主
張
と
な
り
、
来
迎
や
臨
終
正
念
を
ま
っ
ま
で
も
な
 く
 、
信
心
が
「
真
如
法
性
」
の
理
体
と
相
即
す
る
こ
と
 を
 

の
よ
う
に
し
て
他
力
廻
向
の
信
心
が
ま
さ
に
真
如
の
理
 と
 相
即
す
る
と
こ
ろ
か
ら
現
実
が
肯
定
さ
れ
、
機
法
の
深
 信
 

れ
は
法
然
の
「
 転
即
 」
的
乃
至
は
「
 休
即
 」
的
立
場
を
 む
し
ろ
一
方
の
「
 体
即
 」
的
方
向
に
よ
せ
て
徹
底
さ
せ
た
 立
 

契
機
を
な
す
も
の
が
「
真
如
法
性
」
の
理
体
と
相
即
 す
 る
 信
心
の
絶
対
性
で
あ
り
、
そ
の
媒
介
を
え
て
展
開
さ
れ
 尤
，
 

し
 

あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
同
教
行
信
証
し
 に
よ
る
と
「
生
死
期
淫
薬
」
に
つ
い
て
、
 

 
 

他
力
に
よ
る
。
 
正
 定
の
因
は
た
だ
信
心
な
り
。
感
染
 め
 凡
夫
、
信
心
発
す
れ
ば
、
生
死
す
な
わ
ち
淫
薬
な
り
と
 証
 知
 

  



「
信
心
さ
だ
ま
り
な
ば
、
往
生
は
弥
陀
に
は
か
ら
は
れ
、
 ま
い
ら
せ
て
、
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
我
は
か
ら
ひ
な
る
  
 

ゆ
え
に
女
人
 使
提
 で
あ
れ
、
五
障
三
従
で
あ
れ
、
機
根
 や
 男
女
の
差
別
で
あ
れ
全
て
が
何
の
障
り
と
も
な
ら
な
い
 こ
と
に
な
る
。
 

「
念
仏
は
行
者
の
た
め
（
に
）
非
行
 非
善
 な
り
。
我
は
か
 ら
ひ
 に
て
行
ず
る
に
あ
ら
さ
れ
ば
非
行
と
い
ふ
。
我
は
 か
ら
ひ
に
て
つ
く
る
 

善
に
も
あ
ら
さ
れ
ば
、
 非
善
 と
い
ふ
。
ひ
と
へ
に
他
力
 に
し
て
自
力
を
は
な
れ
た
る
の
へ
に
行
者
の
た
め
に
は
 非
 行
先
 釜
 目
な
り
」
 

総
 ）
 

法
然
が
た
だ
生
れ
た
ま
ま
、
あ
る
が
ま
ま
の
念
仏
を
す
 す
め
、
悪
人
は
悪
人
な
が
ら
、
善
人
は
善
人
な
が
ら
の
 念
 仏
で
 救
い
と
ら
れ
る
 

（
 
印
 ）
 

か
ら
、
た
だ
一
向
の
念
仏
で
あ
れ
ば
仏
の
来
迎
を
 ぅ
る
 と
い
い
。
こ
れ
が
「
法
爾
道
理
」
で
あ
る
と
い
っ
た
の
に
 対
し
て
、
 親
 穏
は
自
己
 

の
は
か
ら
が
を
捨
て
、
た
だ
弥
陀
の
働
に
ま
か
せ
る
と
 こ
ろ
に
「
自
然
法
爾
」
 

翰
 ）
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
か
く
て
 「
信
心
王
国
」
は
行
の
 

自
力
性
を
否
定
し
て
他
力
信
心
へ
と
深
め
ら
れ
た
の
で
 あ
る
。
そ
し
て
悪
業
、
宿
業
の
問
題
に
お
い
て
も
、
 

「
よ
き
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
も
宿
善
の
も
よ
 ほ
 す
 め
へ
 な
り
 

 
 

な
り
、
 散
 聖
人
の
お
 

ほ
 せ
に
は
 卯
毛
 ・
羊
毛
の
さ
き
に
い
る
ち
り
ば
か
り
も
、
 つ
く
る
つ
み
の
宿
業
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
と
し
 る
べ
し
と
 さ
ふ
ら
ひ
 

自
 
㊦
 

と
み
え
、
一
切
の
善
悪
の
業
が
宿
業
と
し
て
理
解
さ
れ
 る
か
ら
、
自
力
を
は
か
っ
て
是
非
を
問
題
と
す
べ
き
余
地
 さ
え
な
く
な
る
。
 こ
 

の
よ
う
に
「
一
生
造
悪
し
の
凡
夫
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
 「
地
獄
は
 一
走
 す
み
か
ぞ
か
し
」
（
 

0
 
6
 

）
 であ
る
。
造
悪
を
避
け
 え
な
い
人
間
と
は
「
 あ
 

さ
ま
し
き
不
浄
造
悪
の
身
」
。
（
 

I
 
6
 

）
 で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
 不
 浄
 造
悪
を
宿
業
と
し
て
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
は
人
間
存
在
 を
 悪
の
主
体
と
し
て
 抱
 

括
し
、
根
源
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
「
造
悪
辣
 凝
 」
に
対
し
て
は
、
 

「
く
す
り
あ
れ
は
と
て
毒
を
好
む
べ
か
ら
ず
」
（
 

2
 
6
 

）
 

と
法
然
の
意
を
承
け
、
も
っ
と
も
厳
し
く
 諫
 め
て
い
る
。
 こ
の
よ
う
な
 親
臆
 の
思
想
は
他
力
の
徹
底
に
お
い
て
 究
 畢
 し
た
絶
対
他
力
の
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「生死」と 垢桟 観念の問題 

そ る 
ね 。 こ へ る 「 
は か の て ひ 一 
白 く よ 、 と 旬 
己 て う 木 弥 専 
を 発 に 願 陀 修 
越 願 し る の の 
え も て た 智 ひ 
た 、 廻 の 慧 と 
弛 む 心 み を ， に 
力 し は ま た を 
し ろ 弘 い ま ひ 
と 弥 陀 ら は て 廻 他 は、 て、 陀 りて、 より の智慧 するこ 

力 廻 を そ 日 ， 已 、 

は 向 た 廻 ど と 

目 さ ま か ろ い 
力 れ わ と の ふ 
を た る は こ こ 
つ 発 こ ま こ と 
つ 願 と う ろ   
み と に し に た 
込 し よ さ て だ 
む て っ ふ は ひ 
も " て ら " と   
し の の か，あ 
て 働 矛 な る 
働 を 盾 ふ べ 
く 捨 の べ し 

め て ま カ卜   

で切 あ っ ま " らそ ず の 
る た そ と 廻 

。 と の お @ む 

カュ こ ま も は 
く る ま ひ   

て @c  法 て 日 

発 あ 界 ど 
願 ら に も ろ   
向 る さ こ ； 
さ も れ 
ね め る 
る で こ 

真宗を ころを 

浄 あ と ひ し 
土 6  ?c き ら 

と 。 な か ざ 
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立
場
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
信
心
部
仏
 

性
 」
「
信
心
印
如
来
」
の
「
 

休
即
 
」
的
立
場
に
た
て
 

は
 「
 
煩
悩
即
菩
提
」
「
生
死
期
 

淫
薬
」
と
 

休
 無
二
に
し
て
相
即
さ
れ
る
。
い
わ
ば
「
一
如
 

法
界
」
に
相
即
 

摂
 尽
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

ゆ
え
に
欣
欣
思
想
に
お
い
て
も
「
厭
離
 

帯
上
 
し
が
「
 
欣
 
永
澤
 
ゼ
 」
の
前
提
と
す
る
が
如
き
自
力
性
の
契
機
は
否
定
 

さ
れ
た
た
め
清
浄
 

願
 

心
 に
よ
る
「
欣
求
浄
土
し
を
表
面
に
打
ち
出
し
て
き
て
 

い
る
。
 

「
 
横
 出
は
易
行
道
の
教
な
り
、
欣
求
を
以
っ
て
木
と
な
す
 

、
 何
を
も
っ
て
の
故
に
、
願
力
に
よ
っ
て
生
死
を
厭
 

捨
 せ
し
む
る
の
牧
な
 

り
 
（
 
6
3
 
」
）
 

と
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

ヰ
 
歎
異
抄
 
臼
は
廻
心
 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
 

 
 



 
 

的
な
努
力
が
不
可
能
な
ま
ま
永
久
に
課
せ
ら
れ
る
こ
 

流
布
し
た
滅
罪
信
仰
は
い
ず
れ
浄
土
思
想
が
克
服
す
 

浄
 な
る
仏
土
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
否
定
的
に
克
 

し
た
所
に
不
可
避
的
事
実
と
し
て
、
自
か
ら
否
定
的
 

は
 虚
妄
の
在
り
か
た
が
実
存
的
な
信
に
よ
っ
て
救
済
 と

に
な
る
。
こ
こ
に
は
他
力
以
外
の
救
は
あ
り
え
な
い
 こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
に
 

べ
き
本
質
的
問
題
を
宿
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
方
向
 は
 機
上
・
 罪
欄
 ・
業
が
 清
 

服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
自
己
の
 機
性
 に
内
面
化
し
、
内
在
化
 

に
 受
け
と
め
る
所
に
究
極
的
に
開
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
 。
そ
れ
ゆ
え
他
力
廻
向
 と
 

の
み
ち
ゆ
き
を
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
 

人
間
と
は
い
つ
も
絶
対
否
定
的
に
隔
て
な
が
ら
一
つ
の
 伴
で
 結
ば
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
か
か
る
意
味
か
ら
す
る
 と
 浄
土
と
は
超
越
的
で
 

あ
る
と
同
時
に
内
在
的
な
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
 の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
お
い
て
「
生
死
 即
 淫
薬
」
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
は
 「
体
性
不
二
」
「
相
即
一
如
し
と
し
て
生
死
は
完
全
に
法
 
昇
一
味
に
抱
 摸
 さ
れ
 

る
こ
と
に
な
る
 0
 親
鸞
の
い
う
、
 

「
 
尽
 十
方
の
無
擬
の
光
明
に
一
 抹
 し
て
」
（
 

5
 
6
 

）
 

と
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
差
別
 相
に
 あ
る
現
実
を
「
法
界
一
味
」
に
抱
接
さ
れ
る
こ
と
の
自
覚
 に
 徹
し
て
他
力
に
一
 

切
を
投
げ
た
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
は
じ
め
 て
 「
生
死
期
淫
薬
」
「
煩
悩
即
菩
提
し
と
し
て
、
そ
の
ま
 
ま
が
相
即
す
る
こ
と
に
 

な
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
下
っ
て
 尊
舜
 に
よ
る
と
 

「
 檎
 末
世
一
切
衆
生
首
女
人
言
 也
 。
 故
 女
人
 云
 。
 愚
凝
為
 休
 。
市
末
代
衆
生
音
 愚
凝
 深
重
。
悪
女
人
 被
レ
云
也
 

」
（
 

%
 ）
 

と
さ
れ
、
末
法
の
人
間
存
在
全
て
が
女
人
と
同
じ
で
あ
 る
と
規
定
さ
れ
る
と
ご
ろ
に
は
人
間
存
在
の
普
遍
的
な
 在
 り
か
た
を
明
瞭
に
 示
 

さ
れ
て
い
る
。
 罪
欄
 観
念
が
存
在
 悪
 で
あ
る
限
り
自
力
 に
 克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
滅
罪
が
救
の
条
 件
 で
あ
る
な
ら
、
主
体
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註
 （

 
1
 ）
「
叡
山
大
師
伝
」
 宍
 伝
教
大
師
全
集
 
珪
 （
以
下
Ⅰ
伝
教
 
会
 し
と
い
う
）
第
五
巻
所
収
三
九
頁
）
。
 

（
 
2
 ）
「
口
実
義
 抄
 」
白
日
ヒ
第
五
・
二
六
八
頁
）
。
 

（
 
3
 ）
「
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
 
要
桶
 」
自
同
 L
 第
五
。
五
八
 頁
 ）
。
 

（
 
4
 ）
（
 
5
 ）
「
漠
北
類
聚
」
（
 
第
 -
 
）
 角
 仏
会
 b
 第
十
 セ
 ・
 二
 八
頁
・
 七
 ・
二
九
頁
・
 
下
 ）
。
 

（
 
6
 ）
「
法
華
文
句
要
義
門
 書
 」
（
 
第
セ
 ）
 宍
 同
し
第
十
六
・
 一
八
三
頁
・
 
甘
こ
 
。
 

（
 
7
 ）
「
生
死
 党
用
抄
 」
 穴
 同
し
第
二
四
・
四
四
六
頁
・
 
下
 ）
。
 

（
 
8
 ）
「
法
華
格
義
見
聞
」
（
上
）
合
同
Ⅰ
第
十
六
・
十
三
頁
，
 

上
 ）
。
 

（
 
9
 ）
「
 枕
 生
紙
」
 角
 同
し
第
三
二
・
 -
 二
六
頁
・
 七
 ）
。
 

（
 
皿
 ）
「
法
華
文
句
要
義
 書
 」
（
 
第
セ
 ）
自
国
乙
第
十
六
・
四
 
+
 
ハ
頁
・
上
ミ
 
下
 ）
。
 

（
Ⅱ
）
「
 
枕
 生
紙
」
合
同
ヒ
第
二
三
・
 
-
 一
 セ頁
 ・
 
下
 ）
。
 

（
は
）
「
法
華
玄
義
 
弘
 類
聚
」
（
 
巻
 二
）
 宙
 同
レ
第
十
七
・
一
 
-
 
八
一
頁
・
レ
ム
）
。
 

（
㎎
）
（
 

M
 ）
「
法
華
文
句
要
義
聞
書
」
（
第
七
）
（
コ
向
 

L
 第
十
 六
・
三
 0
 三
頁
，
 上
 。
四
頁
，
 下
 ）
。
 

（
Ⅱ
）
「
漠
北
類
聚
」
（
第
 

-
 ）
 角
同
 L
 第
十
 セ
 ，
二
五
頁
・
 
上
 。
 下
 ）
。
 

（
㎎
）
 
註
 （
Ⅱ
）
参
照
。
 

（
 
W
 ）
「
漠
北
類
聚
」
（
第
一
）
合
同
 

b
 第
十
七
・
六
頁
・
 
下
 ）
 
 
 

 
 

っ
 ）
第
一
・
ニ
セ
四
頁
）
。
 

 
 

 
 

朋
 

（
 
恭
 ）
日
周
 b
 第
一
，
 三
 0
 八
頁
。
 

性
 

（
 
舛
 ）
自
同
 ヒ
 第
一
・
三
一
四
 
!
 五
頁
。
 

（
 
お
 ）
㍉
仏
会
 L
 第
十
 セ
 ・
一
一
二
頁
・
 
上
 。
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仁 真理の福音 コ における 真 

反   
、 の ば 

  

ま 尤   
  

主 核 の   
呼 に と な 
は な 言 ど 

あ シ 在 れ 

一 そ 核   し @c  有 

73 (・ 

 
 

い
は
周
知
の
例
で
あ
る
。
 
ョ
 

つ
 

耽
 
単
な
る
結
合
だ
け
で
は
、
 

そ ナ 

ス
 は
こ
の
よ
う
な
宗
教
史
的
な
解
明
の
方
法
化
対
し
、
「
 

既
に
以
前
か
ら
備
え
ら
れ
て
来
た
様
々
 

れ
に
固
有
な
成
長
力
と
そ
れ
に
固
有
で
自
律
的
な
中
核
 

を
有
す
る
新
し
い
も
の
は
成
立
し
な
い
」
（
 

2
 ）
 

な
も
の
の
 

と
 言
う
。
 

柴
田
善
 家
 

て
 、
 H
.
 
ヨ
 ナ
 ス
 が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
を
真
に
 グ
ノ
｜
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
は
何
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
 

シ
ス
主
義
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
と
、
そ
れ
が
客
観
化
さ
 

こ
れ
と
分
離
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 

れ
て
行
く
過
程
で
取
り
 

起
源
の
問
題
に
つ
い
 

（
・
Ⅰ
）
 

上
げ
ら
れ
る
素
材
と
の
二
者
を
明
確
に
区
別
し
得
た
こ
 と
は
画
期
的
な
洞
察
で
あ
っ
た
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
。
す
な
 ね
 ち
、
 そ
 

れ
ま
で
の
研
究
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
中
心
的
な
 ぞ
チ
 ｜
フ
 を
そ
れ
以
前
の
思
想
財
か
ら
導
出
す
る
こ
と
に
努
め
 て
い
た
の
で
あ
っ
て
 、
 

た
と
え
ば
ラ
イ
ツ
 ヱ
 ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
救
済
さ
れ
た
 救
済
者
像
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
イ
ラ
ン
の
宗
教
か
ら
 引
 き
 出
そ
う
と
し
た
こ
と
 

『
真
理
の
福
音
』
に
お
け
る
真
理
 ほ
 つ
い
て
 



で
あ
る
。
 

「
真
理
の
福
音
 ヒ
の
 序
論
的
性
格
に
つ
い
て
こ
こ
で
論
ず
 る

こ
と
は
出
来
な
い
が
、
上
に
述
べ
た
こ
と
と
の
関
連
 で
 舌
コ
う
と
、
コ
真
理
 

の
 福
音
し
に
お
け
る
解
釈
の
素
材
は
キ
リ
ス
ト
論
で
あ
り
 、

キ
リ
ス
ト
の
 先
在
 、
受
肉
、
地
上
の
歩
み
、
十
字
架
 、

永
遠
の
命
な
ど
の
 モ
 

チ
ー
フ
を
取
り
出
す
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。
 そ
 こ

で
、
我
々
の
提
出
し
た
問
題
を
円
真
理
の
福
音
 L
 に
 お

い
て
言
い
直
し
て
み
 

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
真
理
の
福
昔
に
お
け
る
 グ
ノ
 ｜
 シ
ス
主
義
は
キ
リ
ス
ト
論
を
そ
の
解
釈
の
素
材
と
し
て
 い

る
の
で
あ
る
が
、
 
そ
 

の
場
合
キ
リ
ス
ト
論
は
全
く
「
現
存
在
の
姿
勢
」
に
世
誉
 

冗
し
 尽
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
従
っ
て
 真
 理
 と
呼
ば
れ
る
も
の
が
 

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
主
観
の
領
域
に
見
 出

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
 真
 理
 と
い
う
言
葉
を
引
き
 

合
い
に
出
し
た
の
は
、
 

コ
 真
理
の
福
音
 L
 の
著
者
が
こ
 

れ
を
特
徴
的
に
用
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
作
品
の
 思

想
傾
向
を
探
る
た
め
 

に
 有
効
な
指
標
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
  
 

我
々
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
代
表
的
な
解
答
は
 C
.
 I

.
K
.
 

ス
ト
ー
リ
 

ィ
 に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
著
 書
の
結
論
部
に
お
い
 

て
 ス
ト
ー
Ⅱ
 ノ
ィ
ト
 
け
こ
の
 ト
 
よ
う
に
舌
口
っ
て
 
い
フ
つ
 
。
「
㍉
真
理
 の
 福
音
 L
 に
よ
れ
ば
、
救
済
と
は
、
歴
史
の
舞
台
に
お
 

い
て
神
が
い
か
に
行
為
 

 
 

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
我
々
は
こ
の
問
題
を
 

グ
ノ
 
｜
 シ
ス
文
書
の
上
つ
で
あ
る
門
真
理
の
福
生
日
 

（
 
7
 
b
 
）
に
お
い
て
 

検
証
し
ょ
う
と
す
る
の
 

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
解
釈
の
対
象
化
と
し
て
の
 素
 材
が
要
請
さ
れ
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
（
 

5
 ）
 

、
古
代
の
伝
承
や
祭
儀
 
4
 

 
 

な
ど
が
解
釈
の
素
材
と
し
て
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
内
に
 吸

収
さ
れ
、
同
時
に
変
質
さ
せ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

こ
の
場
合
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
を
形
成
す
る
も
の
 を
 問
題
と
す
る
な
ら
、
素
材
は
副
次
的
な
要
素
て
あ
る
 あ
る
こ
と
は
言
う
ま
い
 

で
も
な
い
。
し
か
し
、
解
釈
の
素
材
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 者
 と
い
う
一
人
の
人
間
に
と
っ
て
も
副
次
的
な
も
の
に
 過

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
 

ろ
う
か
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
実
存
論
的
理
解
に
立
つ
 時
 、
こ
の
見
方
に
傾
き
易
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
 
ョ
 ナ

ス
 に
お
い
て
も
 矢
張
 

 
 

「
現
存
在
の
姿
勢
」
が
過
度
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
 否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
実
態
（
 

6
 ）
 

は
 必
ず
し
も
そ
う
で
は
 



ト
 ー
 り
ィ
 説
に
全
面
的
に
賛
成
し
、
し
か
も
「
実
存
的
な
 

」
と
い
う
形
容
詞
を
繰
り
返
し
用
い
て
、
㍉
真
理
の
福
 

昔
 L
 の
内
容
、
特
に
そ
 

の
 キ
リ
ス
ト
論
的
表
象
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
紹
介
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
 

ス
ト
ー
リ
 ィ
 も
カ
ム
 口
 

も
 極
め
て
忠
実
に
 ヨ
 ナ
 ス
 の
方
法
を
採
用
し
な
が
ら
 
同
 時
に
 ヨ
 ナ
 ス
 の
含
ん
で
い
た
傾
き
、
す
な
わ
ち
「
現
存
在
 

の
姿
勢
」
に
対
す
る
 
過
 

ぽ
 
度
の
重
視
を
徹
底
し
て
強
調
す
る
結
果
に
陥
っ
て
 

い
 8
 点
で
あ
る
。
し
か
し
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
こ
と
は
、
 ヨ
 ナ
 ス
 の
方
法
 

荻
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
と
起
源
を
研
究
す
る
た
 

め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
 

グ
 ノ
ー
シ
ス
主
義
に
固
有
な
実
 

額
存
 理
解
が
指
標
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
 

あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
視
点
を
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 

者
に
ま
で
押
し
付
け
る
こ
と
 

即
は
常
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
 コ
 
真
理
の
福
音
 
ヒ
 に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
的
素
材
は
確
か
に
グ
ノ
ー
シ
ス
 

主
義
的
に
解
釈
し
直
さ
れ
て
 

 
 

 
 

の
こ
と
は
素
材
の
全
て
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
実
存
 

理
 癖
 に
還
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
 

確
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
て
い
な
い
筈
で
あ
る
。
 

ぬ
 

我
々
は
こ
こ
で
具
体
的
に
テ
キ
ス
ト
を
検
証
す
る
 

段
階
に
入
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
与
え
ら
れ
 

た
 紙
幅
を
考
慮
し
、
扱
う
 
テ
 

 
 

 
 

）
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
区
分
に
準
拠
し
て
、
受
肉
、
地
 

上
の
歩
み
、
十
字
架
に
 75  (  75  ) 

す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
実
存
 の
 領
域
に
お
い
て
神
が
誰
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
  
 

土
日
 
L
 は
、
信
徒
が
自
己
の
実
存
の
意
味
を
、
ま
た
こ
れ
 に
 対
応
し
て
受
肉
と
十
字
架
と
復
活
の
意
味
を
考
え
抜
 
{
 

）
・
・
」
し
た
が
っ
て
今
、
救
済
の
ド
ラ
マ
に
お
け
る
い
か
 

（
 
8
 

な
る
モ
チ
ー
フ
を
真
理
と
呼
ほ
う
と
も
、
そ
れ
は
人
間
実
 存
 

吸
収
さ
れ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
十
字
架
は
十
字
 架
の
意
味
と
い
う
点
で
し
か
関
心
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
 ム
 
ナ
 
@
 

意
味
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
実
は
自
己
の
実
存
の
意
 味
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
  
 

一
言
で
言
え
ば
主
観
主
義
な
の
で
あ
る
。
 

（
 
9
 ）
 

ス
ト
ー
 り
ィ
 の
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
公
の
評
価
は
筆
者
の
知
 る
 限
り
、
 P
.
 
カ
ム
 ロ
 に
よ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
 

そ
  

 
…
…
…
同
真
理
の
福
 

よ
う
に
激
励
 し
 

の
内
部
に
究
極
的
に
 

ぜ
な
ら
、
十
字
架
の
 

ト
 ー
 り
ィ
 の
理
解
は
 

の
中
で
カ
ム
 
ロ
 は
 ス
 



め 全 て 
ら 三 時 こ 

は 開 彼 と た が は 欠打 ここ れて   に注 一 

い = 目 は   
の 又 又 た の 顕 冠 恵 
子 の の め よ わ せ が 

で胸忠 でうⅠⅠ あ にしらの そ 

      望 め ⅠⅠ 父 冠 る 

光 な るにしの 申そ父ので 字あ 思 惟 
  霊帰て 青 女 る Ⅰ   レ 、父 総体を総体のるのでって 時 、 ） （ t 2 彼を包 の㌧ 喜 

（ 一       ェ と   ス - 一 

そ あ 文 中 ん び の 

    れ る え に た は 教   隻 力：一 繰 0 の 歩み     
いる なかはおい くつ 5 被 いるる 語   

@  一 つ "- " 一 

一 
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顕 4 株 父 1 と の の 

の 九 て が 
歩 @ 欠 失 
み 三 の ず   描か こつ 一 三ま @ 言葉 

ぃ 一 が れ 

て 般 総 て わされ 。父の る 入れ、 ，また 父の信 を高め 

話 に 休 い 
る 讃 の る   
た 歌 中 が て 分 ら の 復 文 Ⅰ 
め 章 に   い の を 意 を の 父 
の 句 歩 ・ こ 

導 と ㌃ れ 
入 し 出 に 価値 方と の る Ⅰを 胸 清め、 志の顔 Ⅰ抱い Ⅰ性質 

都 て る 加 
を 認 」 え 

  

  

関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
こ
の
順
序
で
扱
い
た
い
。
そ
の
際
、
 我
々
は
「
真
理
」
と
そ
れ
に
付
随
し
た
表
象
に
着
目
し
 な
が
ら
独
自
の
見
解
に
 
丁
 
6
 

 
 

到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
で
我
々
の
見
解
を
補
強
 し
 、
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
 

コ
 真
理
の
福
音
し
に
お
け
 る
 キ
リ
ス
ト
論
が
仮
現
 

 
 

 
 

説
 に
立
っ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
こ
れ
も
テ
キ
ス
 ト
に
 則
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 



ぽ 真理の福     

我
々
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
動
詞
彩
 

め
 「
歩
む
」
は
 
準
 ア
ク
ニ
 ー
ム
語
で
 ヨ
 a
a
 

二
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
 

サ
ヒ
 ド
 語
で
は
 ヨ
 0
o
 
の
 
c
 
二
の
 

 
 

て
 調
べ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
も
の
も
（
 

コ
ハ
 
T
 
の
～
で
あ
る
い
 

は
 き
も
の
革
亀
ミ
 
に
 対
す
 

る
訳
 と
し
て
一
一
九
回
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
 

四
 福
音
 書
中
に
お
い
て
は
イ
エ
ス
の
地
上
の
歩
み
に
関
し
て
も
し
 

ば
 し
ば
用
い
ら
れ
て
い
 

る
 。
こ
の
こ
と
も
「
真
理
の
福
音
 
L
 の
著
者
が
「
歩
み
 
」
（
 
ョ
 a
a
 
汀
 ）
を
術
語
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
実
と
 

し
て
我
々
の
判
断
を
裏
 

付
け
る
も
の
で
あ
る
。
 

（
 
毬
 ）
 

そ
こ
で
、
 司
 
真
理
の
福
音
 L
 に
お
い
て
い
か
な
る
質
に
 
お
い
て
も
肉
体
の
復
活
が
認
め
ら
れ
は
い
と
す
れ
ば
、
 

そ
 こ
に
含
ま
れ
る
キ
 
リ
 

ス
ト
論
は
全
体
と
し
て
均
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
 

く
 、
地
上
の
イ
エ
ス
 
と
 十
字
架
が
圧
倒
的
に
著
者
の
関
 
心
を
引
付
け
て
い
る
こ
 

 
 

を
 以
下
の
議
論
の
基
本
的
な
背
景
と
し
て
心
に
留
め
て
 

お
く
。
 

 
 

る
の
は
地
上
の
歩
み
に
お
け
る
イ
エ
ス
で
あ
る
。
「
 

そ
 れ
 （
Ⅱ
 
モ
 
自
棄
）
が
父
の
心
の
 

額
 
果
実
、
ま
た
父
の
意
志
の
顔
と
な
る
」
（
二
三
・
一
 

二
五
 
｜
 二
四
・
二
）
と
い
う
表
現
で
こ
の
こ
と
は
示
さ
 

れ
て
い
る
。
一
八
・
二
五
で
 

朗
 
「
彼
は
父
の
知
識
の
果
実
と
な
っ
た
」
と
い
う
酷
似
 

し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
「
知
識
」
 

ノ
 
（
の
 
p
E
 
コ
 8
 
 
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
 

 
 

 
 

あ
る
こ
と
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
「
父
の
心
の
果
実
」
も
 

一
 
つ
て
 
む
も
（
の
を
指
し
て
お
り
、
 

し
た
が
っ
て
真
理
の
言
い
換
え
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
 

容
 身
 に
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
父
の
意
志
の
顔
 

」
が
も
う
一
つ
の
言
い
 

換
え
と
し
て
同
格
的
に
並
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
も
、
「
果
実
し
と
か
「
 
顔
 」
と
か
の
具
象
的
な
表
 
現
や
同
格
的
な
並
置
に
 

お
い
て
、
我
々
は
著
者
が
歩
み
に
お
け
る
イ
エ
ス
を
 

強
 調
を
込
め
て
真
理
と
名
指
し
て
い
る
こ
と
 

ぞ
 知
る
の
で
あ
 る
 。
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形
成
し
て
い
る
。
（
 

5
 
）
Ⅰ
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
著
者
の
関
心
は
壬
 

市
葉
 
の
 先
 在
や
受
肉
よ
り
も
歩
み
に
回
っ
て
い
る
の
で
あ
 

る
 。
こ
の
よ
う
な
著
者
 

の
 傾
向
は
受
肉
に
関
連
す
る
他
の
二
箇
所
の
テ
キ
ス
ト
に
 

お
い
で
も
、
「
歩
み
し
を
示
す
用
語
の
親
近
性
を
含
め
 

て
 全
く
同
様
に
認
め
ら
 

れ
る
の
で
あ
り
、
（
 

6
 
t
 

）
 し
た
が
っ
て
著
者
の
一
貫
し
た
姿
勢
 

と
 見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 



ス
ト
ー
リ
 ィ
 は
「
父
の
愛
が
彼
に
お
い
て
 休
 と
な
っ
た
」
 （

二
三
・
三
 
0
1
 三
一
）
に
着
目
し
㌔
、
人
間
の
主
観
 、
す
な
わ
ち
受
肉
が
 

意
味
す
る
父
の
愛
が
真
理
の
中
心
に
あ
る
と
主
張
し
て
 

 
 

面
 に
真
理
と
い
，
（
 

誓
 口
業
 

を
 当
て
て
用
い
な
い
。
そ
れ
は
確
か
に
、
言
葉
が
人
々
 の
 内
に
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
真
理
と
は
 明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
真
理
と
は
イ
ェ
ス
そ
の
人
な
の
で
あ
 る
が
、
著
者
は
そ
れ
以
上
真
理
の
内
容
を
説
明
し
な
い
 。
そ
れ
は
説
明
で
き
 

な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
 て
 真
理
は
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
言
葉
が
 
「
彼
ら
を
父
の
中
、
母
 

の
中
に
帰
ら
せ
る
」
（
二
四
・
六
 
｜
セ
 ）
こ
と
に
よ
っ
て
 で
あ
る
。
人
が
神
と
一
つ
に
な
る
時
、
人
は
真
理
を
知
 
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
 

で
は
真
理
は
隠
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
っ
て
、
命
題
的
に
説
 明
 す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
な
の
で
 あ
あ
鱗
 
）
 

そ
れ
で
は
主
観
の
領
域
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
経
験
、
我
 々
の
テ
キ
ス
ト
で
言
え
ば
受
肉
に
お
け
る
父
の
愛
の
経
験
 と
 真
理
な
る
イ
エ
ス
 

自
身
と
は
明
確
に
区
別
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
 区
別
が
著
者
に
お
い
て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
、
結
局
 全
て
は
実
存
の
世
界
に
 

埋
没
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
 し
 、
著
者
は
明
ら
か
に
こ
の
区
別
を
意
識
し
て
い
る
と
 思
 わ
れ
る
。
「
父
は
自
分
 

 
 

の
 胸
を
開
く
。
父
の
胸
と
は
聖
な
る
霊
で
あ
っ
て
、
そ
れ
 は
 父
の
隠
さ
れ
て
い
る
方
を
顕
わ
し
た
。
父
の
隠
さ
れ
 て
い
る
方
と
は
父
の
子
 

で
あ
る
」
（
二
四
・
九
 
｜
 一
四
）
と
し
て
父
と
子
と
の
 間
 に
 聖
霊
と
い
う
媒
介
 項
が
 挟
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
 

こ
の
よ
う
な
聖
霊
に
 

（
Ⅱ
 

れ
 
）
 

よ
る
媒
介
は
他
の
場
所
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
 あ
る
か
ら
、
著
者
に
お
い
て
定
着
し
た
考
え
方
で
あ
る
と
 
判
断
し
て
良
い
だ
 
る
 

う
 。
だ
と
す
れ
ば
、
 
っ
 真
理
の
福
音
 b
 に
お
け
る
実
存
 理
解
は
キ
リ
ス
ト
論
的
素
材
を
全
く
実
存
の
世
界
の
出
来
 事
と
し
て
還
元
 し
 尽
し
 

て
い
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
そ
の
素
材
の
側
に
真
 理
 と
い
う
言
葉
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
真
理
 は
 隠
さ
れ
て
い
る
と
 言
 

わ
れ
る
時
、
実
存
理
解
と
い
わ
ば
緊
張
関
係
に
あ
る
 真
 理
の
還
元
 し
 尽
さ
れ
な
い
、
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
一
面
が
 打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
 

で
あ
ろ
う
。
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 か

に
言
及
を
受
け
る
の
み
で
あ
っ
て
、
著
者
の
視
野
は
 

は
る
か
に
多
く
地
上
の
イ
エ
ス
の
姿
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
 

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 

る 真理 @c, 

し
て
の
地
上
の
イ
エ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
人
間
論
的
 

表
象
（
忘
却
と
そ
の
廃
棄
、
知
識
、
完
成
、
 

闇
 ）
が
多
く
 見
ら
れ
る
が
、
 
少
 く
と
 

も
 一
つ
の
点
で
地
上
の
イ
エ
ス
に
属
す
る
も
の
と
見
る
 

こ
と
が
で
き
る
（
も
っ
と
も
そ
れ
だ
け
で
イ
エ
ス
の
地
上
 

性
を
主
張
し
て
い
る
わ
 

コ いて 

一
 

忘
却
は
Ⅰ
た
と
え
そ
れ
が
存
立
し
た
と
し
て
も
父
の
前
 に
は
 Ⅰ
存
立
し
な
か
っ
た
。
（
そ
れ
は
）
父
の
内
に
存
立
 し
た
者
Ⅹ
の
 

ゆ
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
知
識
で
あ
っ
て
Ⅹ
顕
が
さ
れ
た
 の
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ⅰ
忘
却
が
廃
さ
れ
て
、
Ⅰ
人
々
が
 父
 を
 知
る
た
め
 

 
 

で
あ
る
。
 と
 言
 う
の
 は
Ⅰ
忘
却
が
存
立
し
た
の
は
人
々
が
 Ⅰ
父
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
々
が
Ⅰ
父
を
 知
る
そ
の
時
 

入
道
と
は
彼
が
そ
れ
に
つ
い
て
教
え
た
真
理
Ⅰ
で
あ
る
 

か
ら
、
Ⅰ
忘
却
は
存
立
し
な
い
だ
ろ
う
。
，
 

宛
 ）
こ
れ
は
Ⅰ
 人
  

 
々
が
そ
こ
へ
と
向
き
を
変
え
た
方
の
福
音
Ⅰ
で
あ
る
。
 彼
 は
そ
れ
（
 福
 

 
 

昔
 ）
を
Ⅰ
父
の
憐
み
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
人
々
に
㍉
 顕
 わ
し
た
。
隠
さ
れ
て
い
る
奥
義
、
Ⅰ
こ
れ
は
イ
ェ
ス
 ，
 キ
リ
ス
ト
で
 

あ
る
。
彼
は
自
ら
 、
 Ⅰ
忘
却
の
ゆ
え
に
闇
の
中
に
居
る
 人
々
を
Ⅰ
照
ら
し
た
。
彼
は
Ⅰ
彼
ら
を
照
ら
し
た
。
彼
は
 道
を
示
し
た
。
 

 
 

（
一
八
・
一
 
｜
 一
一
一
）
 

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
登
場
し
て
い
る
の
は
「
父
の
内
に
存
 立
し
た
も
の
」
（
一
八
・
三
）
と
し
て
の
 先
 狂
者
と
 顕
わ
 さ
れ
た
（
五
）
者
 と
 



刊
 真
理
の
福
音
 ヒ
 に
お
け
る
真
理
が
隠
さ
れ
 

す
る
意
味
で
我
々
は
も
う
一
つ
の
代
表
的
な
 テ
 

 
 

父
は
名
を
有
し
、
Ⅰ
 ヂ
を
 有
す
る
。
子
を
 

な
ぜ
な
ら
Ⅰ
 名
 だ
け
は
見
る
こ
と
の
で
き
 

（
三
八
・
一
四
 ｜
二
こ
 

「
 名
 」
は
本
来
 父
 に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

も
子
の
内
に
あ
る
「
 名
 」
は
天
眼
こ
れ
を
見
る
 た

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
が
積
極
的
に
主
張
 さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
 

キ
ス
ト
を
挙
げ
て
お
く
。
 

見
る
Ⅰ
こ
と
は
で
き
る
が
、
名
は
そ
れ
を
Ⅰ
見
る
こ
と
 が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
 
四
 ）
 

 
 

な
い
方
の
㌧
神
秘
で
あ
っ
て
 、
 Ⅰ
耳
に
到
り
、
そ
の
 名
 で
満
 す
の
Ⅰ
で
あ
る
。
 

父
の
 
「
神
秘
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
子
に
お
い
 て
 父
の
外
に
出
さ
れ
る
。
け
れ
ど
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
子
が
そ
れ
を
啓
示
し
て
も
そ
れ
は
 人
 々

の
耳
に
満
ち
る
（
 二
 0
 ）
 ぱ
 

先
の
 テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
 先
在
 と
受
肉
の
イ
ェ
ス
が
 言
 葉
 
（
お
 
す
 の
 ヰ
 
の
の
 
ゴ
 の
Ⅵ
 ヱ
 
寺
男
）
 と
 呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
 
こ
こ
で
は
イ
ェ
ス
は
 

知
識
（
一
八
・
四
、
の
 
a
 ロ
コ
 
の
Ⅱ
「
 
て
 
w
o
 

（
の
）
と
呼
ば
れ
て
い
 

る
 。
こ
の
グ
ノ
ー
シ
ス
は
地
上
に
出
現
し
、
人
々
を
 忘
 却
か
ら
脱
出
さ
せ
、
 闇
 

の
中
に
居
る
考
を
照
ら
し
、
道
を
教
え
た
（
一
八
・
一
山
 
ハ
 ー
三
一
）
と
音
 お
 れ
て
い
る
。
特
に
二
 0
1
 三
 一
に
よ
 れ
ば
、
こ
れ
ら
は
要
す
 

る
に
彼
が
真
理
を
教
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
 著
 者
は
一
貫
し
て
イ
エ
ス
を
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
指
差
 し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
知
識
（
四
）
、
福
音
（
一
二
）
 
、
 照
ら
す
こ
と
 二
八
、
一
九
）
 、
道
 
（
一
九
、
二
 
0
 ）
、
真
理
（
 二
 0
 ）
 な
ど
の
表
象
が
内
容
 

的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
点
も
先
の
テ
キ
ス
ト
と
同
様
 で
あ
る
。
真
理
は
イ
エ
ス
そ
の
人
で
あ
っ
て
説
明
さ
れ
な
 い
の
で
あ
る
。
「
隠
さ
 

れ
て
い
る
奥
義
、
そ
れ
は
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
 」
（
一
五
 
｜
 一
六
）
と
言
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
著
者
 自
 ら
が
積
極
的
に
承
認
し
 

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
福
音
を
…
…
 
顕
わ
 し
た
」
（
一
嵩
 
｜
 一
五
）
、
「
照
ら
し
た
」
（
一
九
）
、
「
 

道
 を
 示
し
た
」
（
一
九
）
 
と
 

イ
ェ
ス
の
啓
示
の
働
き
が
表
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
 反
 面
 、
啓
示
の
内
容
は
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
内
に
隠
さ
 
れ
た
奥
義
（
 ち
日
 
y
 降
 e
l
 

ヱ
 。
 こ
 
な
の
で
あ
る
。
 

(  80 ) 

こ
の
こ
と
は
以
下
に
お
い
て
ま
す
ま
す
我
々
の
確
信
す
る
 所
 と
な
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

 
 



千 真理の福音 コ における真理について 

拠 と 

し す 
れ な 昔 か 
た お 再 0@. り 

  

  

せ 結 し も 、 び に で   
た 、 彼 ゆ し   

て 真           し る の て   えに き、彼は はⅠ こ 理 
Ⅰ そ 父 2s Ⅰ れ は 

（ 被 れ の 速 ぎ     
  が べ 果 に 

を く わ・     
に 発 っ り 

  発 見 た   

見 に 。 Ⅰ 
し よ こ 彼 
た っ う を   
方 て し 迫 0@ V ． 

あ   害し であ 喜ぶ 彼 て る は が ・ よ う び 

る Ⅰ は   奥 ヲり ト 

。 こ も 彼 義   け 
と う の で tC@ }<:. す て る 

を 威 応 あ ⅠⅠ る グ     
詫 び る り 破 調・ の / と 

し な 圧 神 を 識 ・ で @ し 

秘 食 す・ あ シ カコ 

で べ る・ る ス 許 す 過 かったた。 し、 あ さ 可 ・ 
的 

せ 能， そ な 
さ 

な 。 Ⅹ る れ 
わ Ⅰ 絶 
ち 入 滅 人 

間 Ⅰ を与、㌧ 実存理 嗅 宇ム 性 前 して 尤し の した Ⅰ 、 々が % ） （ @ こ が え・ 者 解 で 

彼 ㏄ そ   お せ た ・ は な   あ 

ら れ 人 け 飽 一 る 

は る 々 る 愛 Ⅹ く 方 
波 食 は   ま で   
が べ 彼 ゅ識 の 

自 た る と う するⅠ と 言     
分 か 木 救 子 の 者 な と 

の ら に 済 を は @(:  が ま @ 

内 で 釘 @@ 4 卜 Ⅱ 抱   
@c  あ づ   

かそ Ⅰ の 
  

れ づ 著 
門真 

発               
理 

に依 

け 着 
ろ は の福 

81  (  81  ) 
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真 「 
理 
の 

福 
3'C   
ヒ @ 

の 

寺 田 
ス 

@ 
毛へ 

冊 ミ 口 カ 

仮 
現 
説 

か 
ど 
，つ 

アし Ⅰ 

の 

問題 

ま ｜ 

  
れ 
ま 
で 

の 

議 
論 
と 

次 
の 

よ 
  

に関 

連 
す 
る 

も 

し 

仮 
現 
説 

VL 
基 
い 

で 締 る て で 一 性 の 十 い 芳 味 

美 人 見 々 の   
時間、 識の果 見 」（ 一 

語 お で 一 

空間 力 ⅠⅩ 」（ 実 
視 の る 

的な座 三 O 、 一 j Ⅰ・   
三 一 標 はな 外に る 。 （ ） 3 2 一 五 を 
） ） 抜 
は と き 
他 い に 
の う し 
場 表 て   同 は   前 蜀 語 

一 そ 父 
入 れ の   （ は " " れ り 

セ 既 て 
  に お 

あ 強 は 
る く 十 〒 見 こ り   
こ 々 字 八 よ 更 とに 

は 酷 字 

） 一 
  一 似 架 

も 印 規 （ 個 格 て 般 し と 

観 に 喜 家 宝 一 々 に よ 的 た し 

察 よ び 的 に 八 0 集 り に 義 て 
さ っ を 表 潮   故 親 の 
れ て 中 現 れ 二   済 ． が 固 
た 段 心 を た セ 事 て む 者 地 有 

の い し に 上 の 
も のがすいの 落と用も l 三 個 る る つ の 意， 



肝 真理の福音也 に   おけ る 真理 @C ついて 

あ
っ
て
、
 弓
 真
理
の
福
音
 L
 に
お
い
て
は
 
セ
 国
使
用
さ
 れ
て
い
る
。
 し
 

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
（
迷
い
が
）
 

プ
ブ
午
 
中
間
に
属
す
る
人
 々
を
誘
惑
し
、
 

か
し
、
仮
現
 説
 と
の
係
り
で
真
に
問
題
と
な
る
の
は
そ
 の
内
 

囚
 に
す
る
」
（
 一
セ
 
・
三
三
ー
三
六
）
と
言
わ
れ
て
お
り
   

 
 

「
 由
 ・
 8
 

 
 

一
回
 

第
一
は
 日
弾
 の
の
問
題
で
あ
る
 
0
 ヨ
 型
の
と
は
ギ
リ
シ
 

ア
 語
の
憶
 q
Q
 
へ
 つ
ま
り
「
中
間
」
と
か
「
中
央
し
を
 

意
 抹
 す
る
コ
プ
ト
語
で
 

㏄ ) 

べ
る
に
留
め
た
い
。
仮
現
説
か
否
か
で
最
も
議
論
の
集
中
 

し
て
い
る
の
は
三
一
・
五
 
｜
 六
に
あ
る
 ぎ
 0
 
岸
 ㏄
㏄
（
Ⅹ
 

ぃ
 
已
ョ
 緊
と
い
う
語
句
で
 

あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
見
せ
か
け
の
肉
に
お
い
て
」
と
 

訳
 す
か
、
「
肉
の
形
に
お
い
て
」
と
訳
す
か
に
よ
っ
て
全
く
 

結
論
が
分
れ
る
の
で
あ
 

る
が
、
コ
プ
ト
語
の
慣
用
か
ら
見
て
後
の
訳
に
よ
り
 

蓋
 無
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
訳
出
を
 

一
応
認
め
な
が
ら
も
 
前
 

後
の
文
脈
か
ら
大
帳
こ
こ
に
仮
現
的
イ
ェ
ス
を
前
提
 

す
 る
 学
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
我
々
は
独
自
 

0
 分
析
に
立
っ
て
 
、
文
 

脈
 に
お
い
て
も
仮
現
的
要
素
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
 

立
証
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
著
者
が
積
極
的
に
イ
ェ
ス
 

の
 地
上
性
を
評
価
し
て
 

い
る
こ
と
（
 
三
 0
.
 

二
三
ー
二
六
、
既
 

出
 ）
、
復
活
体
の
 
キ
リ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
主
観
的
、
内
的
山
 

来
 事
と
イ
エ
ス
の
出
来
 

事
と
が
思
考
構
造
の
上
で
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
 

キ
 リ
ス
ト
論
が
少
く
と
も
部
分
的
に
福
音
書
伝
承
と
連
結
し
 

て
い
る
こ
と
な
ど
を
 
文
 

就
学
的
に
摘
出
し
、
全
体
と
し
て
上
に
述
べ
た
結
論
を
 

得
た
の
で
あ
る
。
 

た
だ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
分
量
的
制
約
か
ら
扱
え
な
か
 

っ
た
 問
題
点
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
我
々
の
見
解
 

を
 以
下
に
補
足
し
て
 

お
こ
う
。
 

 
 

こ
の
問
題
に
対
す
る
 
成
 々
の
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
 
司
 
真
理
の
福
音
 b
 は
仮
現
 説
 的
で
は
な
く
、
ま
た
潜
在
的
 
に
も
そ
の
可
能
性
を
 

牢
 ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
 

肛
 至
る
論
証
を
 
筆
者
 ま
既
こ
 

@
 
@
 
 

他
の
機
会
に
済
ま
せ
て
し
ま
 

（
 
6
 
3
 
 

）
 

っ
て
い
る
の
で
 
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
 

｜
 シ
ス
主
義
者
の
自
己
理
解
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
し
て
 来
た
我
々
の
主
張
も
実
質
的
な
区
別
と
は
言
え
な
い
こ
と
 に
な
る
だ
ろ
う
。
 

て
い
る
な
ら
、
我
々
の
キ
リ
ス
ト
論
的
素
材
は
歴
史
 

内
 に
 拠
点
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
結
局
グ
ノ
ー
シ
ス
 

主
義
的
実
存
理
解
に
吸
 

収
 さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
潜
在
的
に
そ
の
可
能
性
を
含
 

ん
で
、
る
か
で
あ
る
。
し
（
 

5
 
8
 ）
 だと
す
れ
ば
、
真
理
と
は
イ
エ
ス
 
そ
の
人
で
あ
っ
て
 
グ
ノ
 



間
 （
日
付
（
 

e
 
）
に
属
す
る
人
々
」
（
 

宙
 ）
と
い
う
表
現
が
ヴ
ァ
レ
 ン
テ
ィ
ノ
ス
派
と
の
パ
ラ
レ
ル
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
 る
 。
ス
ト
ー
リ
 イ
 は
 、
 
4
 

 
 

「
中
間
」
と
は
人
間
の
経
験
が
起
る
平
面
で
あ
り
、
そ
こ
 に
お
い
て
真
理
と
迷
い
と
が
出
会
う
の
で
あ
る
と
見
、
 

プ
 9
 
ネ
 1
 

こ
こ
に
仮
現
説
へ
の
 糸
 

 
 

口
 が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
 見
 

 
 

、
 正
し
く
読
解
す
る
時
（
 

（
 
縛
 ）
 

 
 

ヨ
付
め
の
は
 
々
ヱ
ス
 の
活
動
の
場
と
し
て
一
度
も
用
い
ら
 れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
の
前
に
説
得
力
を
失
っ
て
し
ま
 う
の
で
あ
る
。
ス
ト
ー
 

（
 
0
 
4
 ）
 

リ
ィ
 と
や
や
 異
る
 立
場
に
立
っ
て
同
真
理
の
福
音
し
に
 仮
現
説
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
の
は
 J
.
 メ
 ナ
ー
ル
で
 あ
る
。
彼
は
エ
イ
レ
ナ
 

イ
オ
ス
、
㍉
異
端
反
駁
 J
I
 の
五
・
四
、
六
・
一
、
八
 ・
 三
 、
「
フ
ロ
ー
ラ
へ
の
手
紙
 b
 セ
 ・
 ハ
を
 挙
げ
て
 ヴ
ァ
 ㌧
ア
リ
ア
テ
 

Ⅱ
ノ
ウ
ハ
派
の
舌
口
 

フ
 

う
 人
間
の
三
種
族
の
内
、
心
魂
的
な
人
々
と
巳
真
理
の
 福
音
 L
 の
「
中
間
に
属
す
る
人
々
」
が
同
定
さ
れ
得
る
の
 で
は
な
い
か
と
甘
ロ
 
う
っ
 

（
も
っ
と
も
こ
れ
は
次
の
議
論
の
た
め
の
伏
線
を
な
す
も
 の
で
あ
る
。
）
そ
こ
で
先
ず
こ
の
可
能
性
を
問
題
に
す
る
 な
ら
、
我
々
は
否
定
的
 

に
 返
答
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
 
メ
 ナ
ー
ル
の
 指
摘
す
る
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ろ
 派
の
 グ
ル
 １
 プ
 
（
 
4
 
，
 
に
お
 

）
 
い
 て
は
、
霊
魂
的
、
心
魂
 

的
 、
質
料
的
の
三
種
族
が
相
互
に
入
れ
変
ら
な
い
と
い
，
 
っ
 決
定
論
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
真
理
の
福
音
」
に
お
い
て
 は
 認
め
ら
れ
な
い
か
ら
 

で
あ
る
。
㍉
真
理
の
福
音
 ヒ
 に
お
い
て
は
質
料
的
な
人
 々
（
（
目
せ
 

宙
 n
q
 ム
 
（
 
む
救
 
）
も
神
へ
と
向
き
を
変
え
る
こ
と
に
 よ
っ
て
真
の
認
識
に
達
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
 三
 0
 
.
 
一
二
 
エ
ハ
 
ー
 二
一
 .
 一
二
）
 

（
 
2
 
4
 
 

0
 
）
 し
た
が
っ
て
我
々
の
 
日
簿
 e
 は
 宿
命
的
区
分
と
し
て
 

の
 三
種
族
に
お
け
る
中
間
、
つ
ま
り
心
魂
的
な
種
族
の
こ
 と
 で
は
な
く
、
未
だ
進
路
の
決
定
し
て
い
な
い
状
態
に
 あ
る
人
々
へ
の
比
倫
 的
 

表
現
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
し
、
 メ
 ナ
ー
ル
の
主
旨
は
次
の
事
に
あ
る
。
彼
は
 「
真
理
の
福
音
 L
 の
十
字
架
は
「
境
界
」
（
 
音
拐
 ）
で
あ
 る
と
判
断
し
、
こ
の
 

点
が
仮
現
説
こ
付
随
す
る
特
徴
で
あ
る
と
言
う
。
，
 

@
 
,
 
 

（
 
3
 
4
 ）
 そ
の
 理
由
は
 、
エ
 イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
書
工
の
 ニ
 ・
四
に
認
 め
ら
れ
る
ヴ
ァ
レ
ン
テ
 

ノ
ス
派
の
十
字
架
理
解
や
コ
ヨ
ハ
ネ
行
伍
 し
 九
八
の
そ
れ
 は
 十
字
架
を
「
 境
 
ホ
 Ⅰ
 
時
分
」
 

ス
 と
し
て
把
握
し
て
お
り
、
し
か
 も
 両
者
共
に
公
然
と
仮
 

現
説
と
 唱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 



に 真理の福音 コ における真理について 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
箇
所
は
何
れ
も
我
々
の
十
字
架
 記
 事
の
直
接
の
背
景
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
前
者
人
工
の
二
 ・
 三
 １
匹
 イ
 に
お
 い
 

 
 

ソ
フ
ィ
ア
の
堕
落
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
㍉
 真
理
の
福
音
 ヒ
に
 は
 ソ
 

（
 
4
 
t
 ）
 

フ
ィ
ア
の
堕
落
も
三
 0
 の
ア
イ
オ
ー
 ン
 も
「
 牡
曲
 

竹
中
天
井
」
ネ
臣
 

ス
 と
い
 う
 言
葉
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
（
 九
 八
｜
 九
九
）
に
お
け
る
 

文
脈
は
歴
史
の
十
字
架
と
光
の
十
字
架
、
十
字
架
に
 付
 け
ら
れ
た
者
と
本
当
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
イ
エ
ス
 と
 を
 あ
か
ら
さ
ま
に
区
別
 

し
 、
そ
の
上
で
光
の
十
字
架
の
意
味
は
「
境
界
」
（
 簿
 へ
っ
も
 

尽
 な
も
の
）
で
あ
る
と
十
字
架
に
 
付
 げ
ら
れ
低
か
っ
た
 々
エ
 ス
に
 説
明
さ
せ
て
い
る
 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
円
真
理
の
福
 昔
 L
 に
は
全
く
見
出
さ
れ
な
い
思
考
構
造
で
あ
る
。
 こ
 の
よ
う
に
 メ
 ナ
ー
ル
の
 

 
 

主
張
は
立
証
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
 よ
 り
 原
理
的
に
見
た
場
合
に
も
、
十
字
架
が
「
境
界
」
で
あ
 る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
 

セ
ロ
ス
 

ま
ま
仮
現
 説
 に
帰
結
さ
れ
る
条
件
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
 ，
 
り
 、
「
境
界
」
は
プ
レ
ロ
ー
マ
 界
 と
物
質
 界
 と
の
間
を
区
 切
る
も
の
で
あ
り
、
 し
 

た
が
っ
て
「
地
塊
 

」
ネ
口
 

界
 古
 を
ソ
フ
ィ
ア
を
遮
る
境
界
と
し
て
 認
 め
る
場
合
（
 エ
 イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
書
工
の
 ハ
 ・
 二
 ）
に
は
イ
ェ
ス
の
肉
体
 

の
 性
質
は
何
ら
問
わ
れ
て
い
な
い
し
、
 
l
1
 

地
堤
 

ホ
 Ⅰ
 
%
 分
 
ス
 
@
 
Ⅰ
 を
 ィ
 エ
 ス
の
 霊
 
（
 
神
 的
部
分
）
と
府
（
質
料
的
部
分
）
に
 つ
 い
 て
 適
用
す
る
な
ら
、
 そ
 

れ
は
 イ
エ
ス
が
普
通
の
（
質
料
的
）
肉
体
を
纏
っ
て
 い
 た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
同
真
理
の
福
音
 ヒ
 の
場
 合
 、
ソ
フ
ィ
ア
神
話
が
 

 
 

適
用
す
る
と
、
イ
エ
ス
は
質
料
的
な
も
の
と
一
切
係
ら
な
 か
っ
た
と
い
う
ヴ
ァ
レ
 

ン
テ
ィ
ノ
ス
派
の
主
張
（
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
書
工
 の
 六
・
一
）
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
 
円
 真
理
 0
%
 佃
 
土
日
 
b
 に
ヴ
ァ
レ
 ン
 

テ
ィ
ノ
ス
派
と
そ
の
仮
現
説
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
 試
 み
は
成
功
し
な
い
の
で
あ
る
。
 

な
お
、
 エ
イ
 レ
ナ
 々
 オ
ス
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
レ
 ン
テ
ィ
ノ
ス
派
の
中
に
は
、
イ
エ
ス
の
受
洗
に
お
い
て
 鳩
 の
姿
を
し
た
真
の
 キ
 

リ
ス
ト
が
下
り
、
こ
の
夏
の
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
に
お
 い
て
受
難
す
る
前
に
イ
エ
ス
か
ら
脱
出
し
て
い
た
と
理
解
 す
る
人
々
も
居
た
の
で
 
勒
 

 
 

あ
る
が
（
 1
 の
 セ
 ・
二
）
、
こ
の
人
万
の
場
合
に
は
我
々
 
が
 ㍉
ヨ
ハ
ネ
行
伍
 仁
に
 関
し
て
述
べ
た
こ
と
が
殆
ど
 そ
 の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
だ
 

8
5
 

ろ
う
。
 



 
 

以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
冒
頭
の
問
題
に
一
つ
の
解
答
を
 与
え
得
た
と
考
え
る
。
す
な
 ね
 ち
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 本
質
が
「
現
存
在
の
 

姿
勢
と
、
そ
れ
に
担
わ
れ
た
、
存
在
の
根
源
的
解
釈
」
と
 規
定
さ
れ
る
時
、
「
姿
勢
」
の
側
を
重
視
し
て
解
釈
の
 素
材
が
持
っ
意
味
を
無
 

規
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
「
真
理
の
福
音
 口
 に
お
い
て
は
グ
ノ
ー
シ
ス
的
「
姿
勢
」
 

が
 認
め
ら
れ
る
反
面
、
 

歴
史
の
イ
エ
ス
こ
そ
が
真
理
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
 か
ら
で
あ
る
。
門
真
理
の
福
音
 ヒ
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 理
解
に
と
っ
て
持
つ
 意
 

味
は
 、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
派
と
の
比
較
に
お
い
て
 鮮
 明
 で
あ
る
。
 

し
か
し
、
 
彼
 ，
ら
の
持
っ
て
い
る
恩
寵
は
上
か
 
，
ら
 
、
い
い
 表
 わ
し
難
く
、
ま
た
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
か
ら
 降
り
て
き
た
 

（
 
5
 
4
 ）
 

自
分
た
ち
の
持
ち
物
で
あ
り
 

（
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
書
工
の
六
・
四
）
 

ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
派
の
人
々
に
と
っ
て
真
理
と
は
 人
 間
 に
本
性
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

注
 （

Ⅰ
）
 ロ
 
。
 コ
い
 
の
，
 
目
 ・
 
，
 Q
 さ
 っ
 
%
 
む
ミ
さ
目
り
 
㌧
薄
ヰ
Ⅰ
さ
馬
下
馬
ド
 

%
 憶
 
～
 
め
ト
 
～
 ，
の
 む
 （
 
由
さ
幅
 
0
 
口
・
 
ト
つ
ゆ
下
 

。
（
ト
の
㏄
 

ト
 ・
）
 

（
 
2
 ）
 ヒ
 
0
 コ
 い
の
・
 

0
 ㌧
・
 
缶
 （
・
 
，
 ㏄
・
㏄
 

つ
 

（
 
3
 ）
 ロ
 
0
 コ
い
の
。
 

0
 口
・
 
宙
 （
・
・
㏄
・
ぺ
円
 

（
 
4
 ）
勿
論
、
こ
の
こ
と
は
 
ヨ
 ナ
 ス
 の
グ
ノ
 l
 シ
ス
理
解
が
全
 面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
 
な
い
。
た
と
え
ば
、
 

キ
 キ
 @
 舟
 @
,
 

由
 ，
 
@
 
ぎ
拝
 （
 
ぎ
 g
D
 
（
 
づ
 「
 
0
 
医
 @
0
 

ヨ
 0
&
@
0
 

ぺ
 の
 口
 0
 ム
の
 
・
 ピ
 @
w
 
ぎ
 &
0
6
F
 末
 ・
（
 
ぽ
 ～
の
め
・
）
 

，
ら
 Ⅹ
 0
 
り
 
～
 
め
 悪
さ
憶
の
 
ミ
 も
め
 
潮
ぃ
帝
ぎ
悪
 

少
し
 P
 （
 
日
き
 い
 
Ⅰ
 ダ
ト
 の
Ⅱ
 
自
 ・
の
・
 

執
 ㏄
 
つ
 

を
 参
照
。
こ
こ
で
 シ
ヱ
ソ
ケ
 は
 、
 ヨ
ナ
 ス
 が
グ
ノ
 l
 シ
ス
主
義
 を
 古
代
末
期
の
精
神
と
等
賢
し
て
い
る
点
は
批
判
し
て
い
る
。
 し
か
し
、
「
 
グ
ノ
 l
 

シ
ス
に
固
有
な
、
し
か
も
（
他
か
ら
）
導
入
さ
れ
な
い
現
存
在
 の
姿
勢
」
を
主
張
す
る
限
り
で
 ヨ
 ナ
 ス
 に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
  
 

（
 
5
 ）
荒
井
 献
 、
㍉
原
始
キ
リ
ス
ト
教
 と
グ
ノ
一
 シ
ス
主
義
巳
 東
京
、
一
九
七
一
年
、
三
四
五
頁
参
照
。
 

（
 
<
0
 
）
荒
井
 献
 、
「
祭
儀
と
認
識
」
、
「
宗
教
研
究
 

旺
 第
二
一
九
号
 、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
 セ
 四
年
、
七
七
頁
も
同
じ
見
方
に
立
 っ
て
い
る
。
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  蛙 真理の福音』における 真理について 

ト
つ
 
Ⅱ
 つ
 ・
Ⅰ
Ⅰ
・
㏄
 

い
 ㏄
 
ヰ
 

（
 
9
 ）
ス
ト
 l
 リ
ィ
前
掲
書
の
書
評
と
し
て
、
の
曲
日
色
 
0
 Ⅰ
 
弔
 l
 月
下
・
・
 

わ
 め
も
悪
馬
 

憶
 ・
キ
 
ト
 
Ⅱ
 
め
 
t
o
 
～
Ⅰ
 
俺
芭
 0
%
 
～
へ
 
り
 
～
 
さ
毎
 
～
 
甘
 悪
馬
 ウ
ド
 （
Ⅰ
 
つ
 Ⅱ
 い
 
）
 ト
つ
 
つ
１
 

%
p
.
 

正
確
に
は
、
 

づ
 の
め
 
目
 
，
 
呂
 ・
「
・
。
Ⅰ
 

し
 Ⅰ
 篤
 
（
お
 お
 ）
・
壌
の
 
り
１
の
の
ト
 

Ⅰ
も
士
の
る
が
、
 

我
 々
の
問
題
と
直
接
に
係
ら
な
い
。
 

（
 
托
 ）
筆
者
は
以
下
で
扱
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
外
に
、
受
肉
に
 
つ
い
て
二
五
・
三
五
 ｜
 二
六
・
一
二
、
三
一
・
ニ
 ー
 一
四
、
地
 上
の
歩
み
に
つ
い
て
 一
 

九
・
一
七
 
｜
 三
六
、
十
字
架
に
つ
い
て
一
九
・
三
四
 ｜
 三
一
・
 
て
 
永
遠
の
命
に
つ
い
て
一
八
・
二
六
 ｜
 二
七
な
ど
を
研
究
し
 
、
そ
の
上
で
も
 我
 

々
の
結
論
は
変
う
な
い
こ
と
を
確
認
し
得
た
。
 

（
Ⅱ
）
以
下
の
訳
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
 呂
巴
ぎ
ぎ
 0
.
 
審
 ：
 づ
 仁
の
 
n
r
.
 

目
 ・
 
1
0
 
ゴ
 
：
の
三
名
ニ
 
，
の
 
・
，
 
芭
 e
Q
 
さ
憶
斗
ぎ
き
へ
 ぬ
 
e
w
 
宙
 ～
 
帝
 ・
 い
由
笘
 
。
 
甘
 ，
 ト
の
 
何
 
の
 ・
 目
ヰ
一
 

巨
ぎ
 P
 旨
 ・
・
㌧
年
の
 

c
 オ
 ・
 
目
 ・
 
l
 の
 オ
 ・
 
，
 の
日
の
Ⅰ
 
笘
 ・
の
：
 
円
ま
 ・
丈
二
，
 

馬
 v
 Ⅰ
 
n
 め
ぬ
 
～
～
悪
ま
 

六
ぬ
 「
～
～
Ⅰ
～
～
 

め
 ・
 闘
ト
 色
め
き
 ミ
ぎ
 さ
い
 ぷ
 （
 
@
 
臼
 あ
ぎ
（
（
 
め
ぃ
 
さ
 ・
 し
串
 ・
を
使
用
 

し
 、
翻
訳
と
し
て
は
、
 
巨
 （
 
a
@
.
 

田
 。
む
む
の
 討
 「
～
 
め
 
～
 
0
 ～
 
0
 憶
 む
も
羽
目
 更
 Ⅰ
 
さ
咀
叉
 
ぎ
ま
寸
心
 ミ
 ～
 
Q
 ～
 
音
、
 Ⅰ 由
 Ⅰ
の
 
ロ
 ・
 P
 っ
ゥ
 
p
.
 
目
 い
い
 
乱
 ヰ
 %
.
,
Q
 
Ⅹ
 
0
 絃
 ま
の
下
も
Ⅱ
Ⅰ
 
ぅ
叶
雨
っ
 

Ⅰ
Ⅹ
も
 
つ
め
め
よ
き
 
0
 さ
 ㎏
・
Ⅰ
色
色
の
 

コ
，
 
ト
の
 
べ
 ゲ
木
 r
a
 
仁
お
 ・
 
絹
 ：
し
 い
 
の
 再
 奉
コ
幅
 
0
 目
仁
田
 せ
 0
 才
村
立
 の
 
・
 ぎ
 @
 
弓
 0
 の
「
の
（
 

e
 二
毛
・
（
の
 

日
 ）
 ，
 む
む
 う
き
 っ
り
 
Ⅱ
 
笘
 Ⅱ
Ⅱ
・
 
い
由
ぺ
ざ
け
 

Ⅱ
 

ぽ
痒
 （
 
@
 宙
の
～
（
・
 

1
 の
べ
 
1
.
 

宮
木
ロ
 

ヰ
 （
 
d
.
 
）
・
 
ロ
 ：
 い
 ・
 
芭
 v
a
 

さ
め
 

由
 か
も
め
 ぺ
簿
 ～
 
t
e
 

ぷ
 
・
 L
e
-
@
d
p
e
 

口
 
，
）
 

0
7
 

い
，
 
ひ
一
 

0
 
オ
色
 牛
 （
の
・
 

甲
 
A
l
 
ノ
 Ⅱ
：
も
～
 
e
Q
 
未
ト
ぃ
 

を
 U
n
@
 

「
～
も
 蟻
り
 
り
つ
心
心
さ
Ⅰ
お
さ
 

ヰ
 
心
さ
 

卜
轄
な
 
さ
 憶
ぬ
 
～
～
悪
き
ぺ
め
ふ
 

き
 よ
め
・
の
ひ
ま
 

ぎ
 ㎏
の
 
コ
，
ト
 
の
句
の
・
づ
ま
・
 

ミ
 @
 ：
 し
の
の
 
ロ
セ
リ
コ
 

Ⅰ
 
と
 i
u
 
日
よ
 Ⅱ
 韻
鉄
 （
 
ダ
魑
ダ
 Ⅱ
 い
 
ミ
長
由
っ
（
）
の
切
っ
）
 

，
 Ⅰ
 
3
 １
簿
な
ど
を
 
参
 

者
 に
し
た
。
ま
た
、
以
下
の
行
数
の
表
示
は
訳
文
に
お
け
る
そ
 れ
で
あ
り
従
っ
て
原
文
の
行
 故
 と
は
行
し
 異
る
 。
 

 
 

（
㎎
）
原
語
は
本
来
「
万
物
」
と
か
「
全
て
の
も
の
」
を
意
味
 す
る
が
、
 
コ
 真
理
の
福
音
 ヒ
 で
は
グ
ノ
 
l
 シ
ス
に
与
っ
て
救
わ
れ
 る
 者
の
総
体
を
意
味
す
 

る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
に
 仮
 訳
し
た
。
 

（
 
9
0
 
）
 0
 日
日
 い
い
オ
 

の
が
 ヴ
巴
ま
コ
耳
轄
 「
 
@
 
（
 
、
 殆
ど
の
訳
が
こ
こ
で
 
ハ
 
ヴ
 
a
@
 
h
@
 

コ
 と
っ
た
げ
て
い
る
。
の
。
 プ
 
0
 ロ
 オ
 の
・
も
守
生
 6
 ト
ヰ
悪
㌢
Ⅰ
 

キ
 
・
 碑
き
 ・
 レ
 （
 
P
@
.
 
む
ぎ
 

の
む
 
笘
鰍
 。
 
ざ
吋
ぎ
 。
 田
 Ⅱ
 か
 。
 パ
 ～
 
ぃ
 
年
の
 
e
,
0
 
や
ゑ
（
・
・
 

押
 Ⅱ
 
ダ
 
参
照
。
 
た
 だ
し
、
 木
 q
p
u
s
e
 

は
本
当
は
八
 ま
ロ
ぃ
 
u
s
 ぎ
年
 p
s
 
Ⅴ
で
あ
ろ
う
と
 考
え
て
い
る
（
の
 

ト
ゅ
 
2
,
 
戸
い
ト
 ）
。
た
し
か
に
き
 注
ま
コ
 
は
 
向
 真
理
の
福
音
二
で
 頻
 用
 さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
二
四
・
三
 ｜
 六
の
主
張
と
調
和
し
な
 
 
 

こ
こ
の
き
巴
は
罠
 p
 オ
 
o
p
 ヴ
 目
で
あ
り
、
 
ま
は
 「
の
 間
へ
 」
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
 0
 ～
 
岸
ヨ
 ・
 
ミ
 ・
 
口
 ：
 卜
 
0
 っ
寸
蒲
 
も
む
～
（
～
～
 

0
 一
）
 

 
 

 
 

さ
 Ⅰ
 ミ
ヒ
 
，
 0
 百
 0
 桂
 ・
 お
捲
 -
 づ
つ
・
 

め
宇
ヂ
寵
斧
 参
照
。
 

（
Ⅱ
）
Ⅰ
 

a
e
u
c
 

ま
 ・
の
：
 
づ
臣
 ぬ
い
心
さ
 
憶
 Ⅹ
 ぬ
憶
 
ぬ
っ
Ⅰ
 生
 Ⅰ
 監
オ
，
 
之
の
毛
 ぺ
 0
 「
 
岸
 ，
 ト
の
ウ
 

0
,
 づ
ロ
 
・
 
0
0
 
片
 @
 く
戸
 

q
p
@
,
 

ト
ソ
 

～
心
の
下
 
ミ
も
 
め
～
 
っ
 
～
 
っ
 
㎏
～
 
m
.
 の
・
 
づ
 の
 Ⅰ
 コ
 ・
 
り
，
の
円
 

0
 ㍉
Ⅱ
 
-
0
 づ
 

8
7
 

o
w
 
（
・
 

"
 や
ト
つ
 の
 -
 の
 件
目
Ⅰ
宵
の
 

-
 
）
・
 
づ
 ・
 
-
 ミ
へ
さ
づ
へ
姦
さ
 
さ
へ
 お
ヰ
 
0
 甜
 
三
盆
 0
 ～
 
も
や
 

n
Q
 

～
 由
 Ⅱ
 ぎ
 ざ
め
，
の
り
 

ヨ
串
ぎ
博
 ・
 お
ド
 ・
 ゃ
 Ⅱ
 
燵
 ・
参
照
。
 

（
 
7
 ）
一
九
四
五
、
六
年
に
 
ヱ
 ジ
プ
ト
で
発
見
さ
れ
た
 々
グ
 ・
 ハ
マ
デ
ィ
文
書
の
コ
 l
 デ
ッ
ク
ス
ー
に
属
す
る
コ
プ
ト
語
の
文
 書
を
指
す
。
 

（
 
8
 ）
の
（
 
0
 「
）
・
の
・
Ⅰ
 

木
 ：
Ⅰ
下
馬
 
ミ
さ
 ヰ
枝
「
 

ぬ
 0
 
八
づ
Ⅰ
 悪
ヰ
討
違
 
～
 
む
へ
 
"
G
o
 
め
寸
叉
ら
 
Ⅱ
 円
 ド
ミ
 
叶
下
 
，
い
さ
も
～
 

さ
ヰ
 
さ
め
 穏
 Ⅰ
 
ヘ
 
安
さ
 
吋
 め
つ
 
卜
 Ⅱ
攻
め
 

潮
注
 キ
 
ト
 
㏄
Ⅱ
 
叩
ヒ
 
*
.
 
い
缶
由
 
0
 
づ
・
 

  



（
 
巧
 ）
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
の
場
合
 
に
 無
視
さ
れ
て
い
る
・
 

 
 

 
 

（
㏄
）
二
五
・
三
五
 ｜
 二
六
・
一
二
と
三
一
・
ニ
 ー
 一
四
。
 前
 者
に
お
い
て
は
 中
 ミ
ロ
 田
困
 
（
二
六
・
四
 ｜
 五
）
、
後
者
に
お
い
 
て
は
片
ル
 
コ
ヨ
雙
由
ダ
 

0
 （
三
一
 

 
 

・
 六
｜
セ
 ）
に
注
意
。
 

 
 

（
Ⅱ
）
 宙
 0
 ぺ
下
 
e
r
.
 

の
Ⅰ
 

づ
キ
ぬ
 C
o
 

㌧
～
～
 

ぃ
 寸
心
さ
 ぎ
お
 も
㌔
～
 
む
 0
 目
 @
 
へ
さ
 

い
 Ⅰ
 
&
 め
ヰ
際
き
 

。
 笘
ヰ
 Ⅰ
 
ミ
ト
討
雨
 
め
も
 
悪
ヰ
苛
養
 

「
Ⅹ
も
Ⅰ
 
俺
 ざ
め
～
・
 
0
 の
ロ
ヰ
 

ヴ
弓
 
ル
丁
 

巾
ガ
 
・
 む
目
 ｜
 ㌍
・
た
だ
し
、
（
 

使
用
頻
度
を
調
べ
る
た
め
に
 毛
 安
ヨ
 痒
 ，
 旨
 Ⅰ
 亜
 。
ざ
 
ら
ミ
 も
も
 
注
寒
も
 悪
 Ⅰ
ぺ
ら
描
も
馬
Ⅰ
 

穏
り
 集
り
 
ヰ
心
き
襄
叩
 
め
さ
 
下
 円
も
 
へ
心
 
ま
や
Ⅰ
 0
 年
Ⅱ
が
 
@
 
コ
，
ト
り
臼
 

Ⅱ
 １
 %
 ト
を
 利
用
し
た
。
 

（
㎎
）
詳
し
い
論
証
は
 、
の
 日
ヴ
 ぃ
 （
 
p
.
 
ぺ
 Ⅰ
 之
 0
 コ
よ
 o
n
n
 

（
ざ
の
 

汗
尽
 c
t
e
r
o
 

め
 己
セ
 
の
コ
め
 
0
%
 

佳
日
せ
の
 

立
 （
碑
文
タ
 
ら
 さ
Ⅹ
 
ヰ
 Ⅰ
～
 っ
 Ⅱ
 ト
や
雨
 
口
ロ
寸
心
 

Ⅰ
 め
 め
の
 目
り
 
～
 
す
 ～
～
へ
 

%
 Ⅱ
Ⅱ
 
さ
 ㏄
 
ヰ
と
一
 

ト
 
悪
を
 ト
 （
 ト
の
 
Ⅱ
の
）
 

b
.
 

ト
の
 
P
.
h
.
 

コ
 ・
の
参
照
。
 

（
㎎
）
の
（
 

0
n
 

ギ
，
 
0
 つ
 ・
 巳
 （
・
・
 

づ
セ
，
ト
 

つ
め
・
）
 

0
 ㏄
 

（
 
勿
 ）
真
理
は
隠
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
。
た
だ
予
に
よ
っ
て
 
啓
 示
さ
れ
る
と
い
う
思
想
そ
れ
自
体
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
だ
け
で
 な
く
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
 

リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
Ⅰ
 か
ヰ
 
p
,
P
 再
 の
 ：
の
 鮭
き
襄
ト
ち
へ
 も
 や
 お
 な
 Ⅰ
 軋
 「
～
 

a
.
 

ら
紐
ミ
札
Ⅰ
へ
ま
 

Q
 臣
 二
 %
 邑
 Ⅰ
 ぉ
 憶
 ～
Ⅰ
～
 

隻
 ）
Ⅰ
～
 

め
 き
さ
さ
 接
 

Q
S
Q
 め
 
～
～
 
執
 め
き
，
 
0
 洩
 0
 窟
 ・
 p
 ヨ
 p
.
 七
 ・
 P
 お
 l
 犠
の
参
照
。
 

（
 
れ
 ）
二
六
・
三
六
 
｜
 二
七
・
三
、
三
四
・
三
ー
三
五
・
 

ニ
、
 ニ
セ
 ・
 四
 。
 

（
㌶
）
 ロ
 0
 臣
 り
の
・
 

ロ
，
 Ⅱ
 セ
 Ⅰ
 コ
 幅
の
目
 ヨ
く
 の
 ふ
 （
が
目
の
由
 

コ
 Ⅰ
 日
 0
 せ
田
 。
 
コ
 % 乱
 が
さ
の
㌧
 

e
c
 

三
ぃ
 

ま
 0
 口
，
 め
ヰ
ミ
 
も
田
さ
Ⅰ
 
a
 叶
 
Ⅱ
Ⅰ
 
り
 ～
～
 
c
 俺
べ
ト
，
 0
 Ⅹ
（
 
0
 Ⅱ
 
宙
 ・
 ト
 つ
り
の
・
㌧
Ⅰ
・
 

つ
の
 
1
,
 
ト
ト
 
Ⅰ
 

は
セ
ー
 
一
一
に
二
四
・
二
八
 
・
圭
 
二
を
参
照
し
、
無
知
に
よ
る
 忘
却
と
知
識
に
よ
る
忘
却
の
廃
棄
と
が
 
日
 真
理
の
福
音
 L
 に
お
 け
る
基
本
的
な
 救
 

済
の
論
理
で
あ
り
、
同
時
に
ヴ
ァ
レ
 ソ
 テ
ィ
ノ
ス
派
（
エ
イ
 ン
 ナ
 イ
オ
ス
、
同
異
端
反
駁
 
畦
 1
 
の
三
一
・
四
）
に
も
固
有
か
つ
 本
 質
的
な
公
式
で
あ
 

る
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
㍉
真
理
の
福
音
 L
 が
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ス
 派
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
 
こ
れ
は
今
日
批
判
 

さ
れ
て
い
る
。
 
オ
偉
宙
 
。
 与
タ
ホ
 ：
の
 コ
 0
 紅
の
仁
 乱
の
 p
o
 
海
 ㍗
 ず
ヨ
 亡
父
 由
コ
 Ⅱ
 0
 （
の
 
C
 す
ヒ
 
コ
ぬ
一
 

S
@
 

ま
 @
@
 

の
（
・
 

@
C
h
@
@
.
 

ロ
ぷ
 Ⅰ
 
叫
叫
ひ
 

p
,
 

、
 （
 
1
9
 

一
 ゆ
 り
 ）
 ト
の
白
 

1
.
 
の
の
参
 照
 。
 

（
㌍
）
 
マ
タ
 二
六
・
二
Ⅰ
ル
力
六
・
四
七
、
一
二
・
五
、
 
ョ
 八
四
・
二
五
、
一
五
，
一
五
。
 

ハ
払
 ）
類
似
の
表
象
と
し
て
同
ト
マ
ス
福
音
書
 
L
 
一
 三
、
㍉
ト
マ
 ス
 行
伍
ロ
四
 セ
 な
ど
参
照
。
 

（
 
わ
 ）
「
 欠
 げ
の
た
 
い
 言
葉
」
、
「
 光
 」
（
三
一
・
一
一
 ｜
 一
四
）
 
、
「
発
見
」
（
一
八
・
一
一
八
 ｜
 三
一
）
、
「
命
令
」
、
「
教
え
」
、
「
 
ム
印
 
し
 C
 
ろ
 .
 一
四
 ，
 Ⅰ
一
一
 

二
）
、
「
言
葉
」
二
九
・
一
九
 
｜
二
 0
 ）
、
「
父
の
顔
の
形
」
（
 一
 九
・
三
一
 
｜
三
 
二
）
、
そ
の
他
 三
 0
.
 
三
三
 ｜
 三
四
、
三
一
・
一
 
五
｜
 
一
六
、
四
 0
 

・
 二
一
 １
手
二
、
ニ
セ
ー
二
八
、
三
一
 ｜
 三
四
、
四
一
，
 
四
｜
 五
 参
照
。
 

（
 
朽
 ）
同
ト
マ
ス
福
音
書
 b
 
 一
七
で
は
イ
エ
ス
は
手
で
触
れ
得
 な
い
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
 々
ヱ
ス
 ま
た
は
 イ
ヱ
ス
 
の
啓
示
の
井
 
地
上
的
性
質
を
示
し
て
 

い
る
 0
 の
曲
 
ユ
 コ
ミ
・
 
田
 @
 づ
討
 e
 づ
 寸
心
 
っ
 Ⅱ
 
っ
目
 
Ⅰ
。
 ト
ト
い
俺
ら
 
も
 め
 ㌧
 馬
 れ
っ
 
へ
 づ
 下
っ
 
ヨ
い
句
 
・
Ⅰ
 0
 コ
年
 
0
 戸
田
 つ
宙
円
 
，
 づ
 d
.
 
）
 仁
 Ⅱ
 1
.
 
卜
 つ
み
ク
照
。
こ
れ
と
 比
較
す
れ
ば
、
自
貢
 

  
  



  

 
 

笘
 （
：
や
き
め
・
（
・
 

p
.
 
ぴ
 参
照
。
 

  真理の 

（
 
う
 
几
り
 

う
 ）
 

（
 
父
リ
 

丼
 
1
 ）
 

 
 

｜
ン
 
た
ち
）
し
と
釈
す
。
の
。
 

す
 
0
 
コ
 
宙
タ
 
も
む
生
ぃ
 

ト
 
キ
な
Ⅹ
Ⅱ
 

ダ
 
の
 ・
の
 

p
.
 

由
 Ⅰ
 宵
年
 （
・
 
0
 ㌧
 

g
 

@
 

 
 

 
 

る
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

0
 
や
・
 

n
p
 

（
：
Ⅰ
 

せ
 
・
）
 

0
Q
,
 

）
 
P
p
 

、
）
 

ぴ
か
 
・
は
共
に
潜
在
的
仮
現
説
を
主
張
 

す
る
。
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における真理について 

（ （ （ 
（ⅡⅠ 0 ク 
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らや   理 

と も 

意 キ の 
味 
  
  
否 
定 
  
去 落 い 

  
ペ ソ 

  か 

  
  れい なら 

  
  
  
  

  
  

  
  
な 
  
  ナ唱   と田 「 原 

著 
者 

々 ギ     
実 
存 
的   
意 
味     
面 
    
多 
  

生口 耳 ヰ 

  
  れ % 説 目 が し 
  もは教 や "   



（
 
何
 ）
わ
岸
Ⅰ
 
o
 迂
 E
o
p
 住
ヴ
 ，
碑
 お
う
で
は
こ
の
こ
と
が
研
究
 史
 的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

（
 
巧
 ）
訳
文
は
未
公
刊
修
士
論
文
、
小
林
 
桔
 、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
 に
お
け
る
 毛
串
宵
憶
 
も
の
の
ま
れ
 

@
0
 間
 題
 」
、
一
九
七
四
年
の
 附
録
に
よ
る
。
 

付
記
本
稿
は
、
日
本
基
督
教
学
会
関
東
支
部
会
（
 
於
 国
際
基
 督
 教
大
学
、
一
九
 セ
 五
年
四
月
五
日
）
に
お
け
る
 同
 題
の
研
究
 発
表
に
、
か
な
り
の
加
筆
 

な
 行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 コ
 真
理
の
福
音
 b
 を
取
り
上
げ
る
に
 際
 し
て
は
、
筆
者
が
修
士
論
文
に
着
手
す
る
段
階
で
既
に
荒
井
 献
 先
生
か
ら
お
勧
め
を
 

戴
い
た
。
感
謝
と
共
に
記
す
。
 

（
 
ぬ
 ）
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
、
前
掲
 
書
 1
 の
 一
 ，
 一
 １
ハ
・
四
は
 ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
派
と
し
て
単
一
の
グ
ル
 l
 プ
を
記
し
て
い
 る
の
で
は
な
い
と
思
わ
 

れ
る
が
、
 メ
 ナ
 l
 ル
は
そ
の
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
 0
 た
と
え
 ぱ
、
 1
 の
六
・
一
は
人
間
の
三
種
族
で
は
 く
 、
人
間
の
内
に
あ
 
る
三
 要
求
の
こ
と
 

を
 述
べ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
こ
の
グ
ル
 
l
 プ
と
コ
 真
理
の
福
音
 蛙
 と
の
関
連
が
問
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
 ら
な
い
Ⅰ
 卜
 
し
れ
Ⅰ
 
卜
 

つ
い
て
は
、
一
応
次
の
よ
う
に
答
え
て
お
こ
う
。
「
中
間
に
属
す
 
6
 人
々
」
は
複
数
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
 三
 要
素
は
単
数
形
で
 記
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
前
者
の
文
脈
（
一
八
・
一
 
｜
 一
五
）
に
お
い
て
人
間
 を
め
ぐ
る
忘
却
と
知
識
と
の
争
い
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
 、
前
者
の
原
文
を
 

「
中
間
に
属
す
る
要
素
（
Ⅱ
心
魂
的
要
素
）
」
と
は
訳
し
難
い
。
 

（
 
め
 ）
詳
し
く
は
、
の
 田
ヴ
ヰ
 
（
 
a
.
Q
 

づ
 ・
㌔
 
鯛
ヨ
 ・
 p
 
漣
か
 参
照
。
 ま
 た
 、
同
真
理
の
福
音
 b
 に
三
種
族
の
分
類
が
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
 な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
 

力
 目
口
 
0
 
這
ダ
 。
 神
 n
@
 
（
・
・
の
し
 

寒
 
参
照
。
 

（
 
趙
 ）
 目
ひ
 
口
笛
～
 

ロ
 ・
 
0
 ち
 ・
 
由
 （
・
・
 

ロ
 ・
 
め
 ～
 

（ ハ アサ Ⅱ   （ 3 ハ Ⅰ   

っ杓 い 
㏄ こ - 

の般 

二 に に   
  

， 句   

    
七 的 と 

な 結   
と か ド に くの 再   

( ㏄ ) 90 

（
 
8
 ）
 
の
由
 
0
 ミ
 ,
0
 
づ
 ・
 
の
 
め
（
・
 

"
 ㌧
Ⅰ
・
Ⅱ
 

ウ
日
 
・
 
ト
い
 
い
 



は
じ
め
に
 

ピ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
は
 、
 単
に
、
宗
教
研
究
の
分
野
に
留
ま
ら
 ず
、
広
 

く
 、
思
想
史
全
般
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
精
神
を
知
る
重
要
な
 手
が
か
り
 

の
 一
 つ
 で
あ
る
。
そ
れ
は
、
建
国
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
現
代
 
に
お
い
て
 

も
 、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
の
一
つ
と
し
て
、
様
々
に
形
を
変
え
う
 つ
、
 生
き
 

続
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
制
度
的
に
政
教
 分
離
が
確
 

立
し
て
い
る
一
方
、
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
か
、
「
ア
メ
リ
カ
 
内
生
活
様
 

式
 」
と
い
う
形
で
、
宗
教
が
広
く
国
民
に
根
づ
い
て
い
る
。
 政
 治
 、
外
交
 

面
 に
見
ら
れ
る
「
明
白
な
宿
命
」
と
い
う
考
え
方
、
あ
る
い
は
 、
リ
ン
カ
 

l
 ン
や
 ケ
ネ
デ
ィ
な
ど
の
大
統
領
の
演
説
が
示
す
宗
教
色
な
ど
 は
 、
そ
の
 

一
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
こ
の
 ア
メ
 リ
カ
か
 
り
古
ホ
 

教
の
重
要
な
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
い
て
、
 ア
 プ
 リ
 力
精
 

望
 
神
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
言
い
 

 
 

4
 ロ
 ケ
ト
、
ヱ
 
Ⅱ
 
フ
ヰ
ソ
 

す
ぎ
で
は
な
か
 

展
望
 

ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
 

に
関
す
る
動
向
と
展
望
 

研
究
 

野
 

村
 
文
 
子 

丁
目
ホ
 で の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
 

日
本
で
の
ビ
ュ
 l
 り
タ
 ニ
ズ
ム
研
究
は
 、
 様
々
の
分
野
か
ら
、
 様
々
の
 

視
点
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
を
 訪
 れ
た
内
村
 

鑑
三
 た
ち
の
業
績
は
も
ち
ろ
ん
、
大
塚
久
雄
を
始
め
、
多
く
の
 学
者
に
よ
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ベ
ス
報
時
代
に
起
っ
た
宗
教
運
動
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
が
 多
 い
が
、
 こ
 

こ
で
は
、
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
 へ
 渡
り
、
 

ア
メ
リ
カ
と
い
う
特
定
の
地
域
で
発
展
し
、
ニ
ュ
 l
 イ
ン
グ
ラ
 
ソ
ド
 社
会
 

（
 
上
 
l
 ）
 

の
 建
設
に
指
導
的
役
割
を
果
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ー
 1
l
 リ
タ
ヰ
 ズ
ム
に
 
注
 

目
し
て
み
た
い
。
 

こ
こ
で
中
心
的
に
取
り
あ
げ
る
べ
 リ
一
 
・
ミ
ラ
ー
（
～
 ぃ
 「
 屯
審
 @
-
-
0
 

ペ
）
 

は
 、
ア
メ
リ
カ
が
、
国
内
、
国
外
と
も
に
、
多
く
の
障
害
に
 ぷ
 っ
 か
り
、
 

今
ま
で
誇
っ
て
き
た
理
想
が
問
い
直
さ
れ
、
再
考
を
迫
ら
れ
つ
 つ
あ
る
 時
 

代
 に
登
場
し
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
学
で
は
、
経
済
的
、
社
会
的
 視
点
を
重
 

（
 
2
 ）
 

規
 す
る
革
新
主
義
史
学
に
対
抗
し
、
ア
メ
リ
カ
思
想
の
同
質
性
 、
協
調
性
 

（
 
う
 
3
 ）
 

を
 主
張
す
る
新
保
守
主
義
史
学
が
 拾
頑
 し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
 。
こ
の
よ
 

う
な
背
景
の
下
に
登
場
し
た
 ぺ
 リ
 l
 ・
ミ
ラ
 l
 の
見
解
を
紹
介
 し
つ
つ
、
 

私
は
 、
 彼
が
、
ビ
ュ
 
一
 リ
タ
ニ
ズ
ム
を
、
特
定
の
宗
派
の
立
場
 か
ら
で
な
 

く
 、
客
観
的
に
、
独
立
し
た
一
つ
の
思
想
と
し
て
と
ら
え
、
 そ
 れ
を
、
 統
 

合
 的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
点
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
更
に
 、
べ
り
 
I
 

・
ミ
ラ
 一
 以
後
の
 ピ
 年
 l
 リ
タ
ヰ
 
ズ
ム
研
究
の
特
徴
を
示
す
 中
 で
、
 彼
 

が
 、
現
代
で
も
、
な
お
、
我
々
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
 る
こ
と
を
 

指
摘
し
、
最
後
に
、
今
後
の
 ピ
ュ
一
 
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
行
方
を
予
 想
 し
て
み
 

十
八
 

@
@
 
Ⅱ
 
@
 
Ⅴ
 り
 



  

る
 
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
研
究
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
 

ツ
 
テ
ィ
ズ
 

ム
 （
こ
れ
 

に
 
含
ま
れ
 

る
 
ビ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
）
を
広
く
紹
介
す
る
役
割
を
果
し
た
 

。
こ
こ
で
 

  

 
 

松
浦
高
嶺
の
一
連
の
論
文
、
例
え
ば
、
「
 

ヱ
り
ザ
ペ
ス
 

朝
の
長
 

老
 
派
 
生
 

  

 
 

号
 
）
、
「
清
教
徒
革
命
に
お
け
る
八
宗
教
上
の
独
立
派
 

V
l
 
ぎ
監
 
Ⅰ
 
0
 
コ
 
由
の
曲
 

0
 
Ⅱ
 

に
つ
い
て
の
一
考
察
 

｜
 
」
角
皮
 

苑
 
L
 
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
 

六
二
年
九
 

何
号
Ⅹ
「
 

ピ
 ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
最
近
の
諸
解
釈
」
 

白
田
本
 

苗
刈
 

Ⅰ
 

第
二
七
巻
第
一
号
、
一
九
六
六
年
六
月
号
）
な
ど
は
、
 

ィ
ギ
肌
 

ス
史
 
研
究
 

っ
て
い
る
。
松
浦
 

活
は
 
、
「
歴
史
発
展
の
要
因
を
宗
教
に
 

、
し
 
か
も
自
己
 

法
則
性
を
以
て
貫
徹
さ
れ
る
宗
教
に
求
め
る
こ
と
は
、
方
法
論
 

的
に
適
切
 

  

済
 
決
定
論
 

的
な
割
切
り
方
を
す
る
の
も
、
同
じ
く
不
通
 

切
 
で
あ
る
」
と
い
 

う
 
問
題
意
 

察
し
、
革
命
の
宗
教
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
 

 
 

同
じ
く
、
イ
ギ
リ
ス
 

史
 
研
究
の
立
場
か
ら
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
 

革
 
ム
肌
と
の
 

関
わ
り
で
、
ピ
ュ
 

一
リ
タ
ヰ
ズ
ム
 

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
人
に
 

、
海
林
 

正
 

夫
 
が
 
い
 
る
が
、
彼
の
場
合
は
 

、
 
更
に
、
問
題
意
識
が
鮮
明
で
あ
 

る
 
。
「
 
ピ
 

ユ
ウ
り
タ
 

ニ
ズ
ム
に
お
け
る
救
済
予
定
説
の
意
味
」
 

角
 
商
学
 
討
 
究
ヒ
 
千
コ
 
一
 

ノ
ニ
 
、
一
九
二
八
二
年
）
、
「
 

革
ム
叩
的
ピ
ユ
ウ
り
 

タ
ヰ
 
ズ
ム
 
の
思
想
 

構
 
旺
魑
 

」
（
 

日
麻
肚
 

史
学
研
究
 

L
 二
セ
セ
 

、
一
九
六
三
年
六
月
号
）
・
な
ど
、
既
発
表
 

論
文
を
基
 

礎
に
 
再
構
成
さ
れ
た
の
が
、
コ
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
思
想
構
造
 

ヒ
 
（
 
未
来
社
、
 

一
九
六
六
年
）
で
あ
る
。
 

浜
林
氏
は
 

、
経
済
思
想
史
が
専
門
で
 

あ
る
が
、
 

革
命
期
に
お
け
る
諸
思
想
の
社
会
史
的
な
意
味
に
興
味
を
抱
い
 て
 、
研
究
 
2
 

を
 進
め
て
い
る
 う
 ち
に
、
宗
教
思
想
が
、
い
か
に
重
要
か
を
 痛
 恵
し
、
 「
 ま
 

 
 

と
め
あ
げ
て
み
て
気
か
つ
く
こ
と
は
、
わ
た
く
し
か
当
初
に
考
 え
て
い
た
 

 
 

 
 

よ
り
以
上
に
、
意
外
に
ふ
か
く
、
宗
教
思
想
に
ふ
み
こ
ん
て
し
 ま
っ
た
こ
 

と
て
あ
る
」
（
回
書
、
は
し
か
き
）
と
生
口
白
し
て
い
る
。
海
林
 

氏
の
場
 ム
口
 

は
 、
松
浦
氏
と
同
じ
く
、
革
命
に
果
す
宗
教
の
役
割
に
注
目
す
 る
が
、
 単
 

に
 、
宗
派
の
分
裂
や
坑
争
の
事
情
、
教
義
上
の
相
違
の
考
察
や
 紹
介
に
 留
 

ま
ら
ず
、
「
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
革
命
的
な
思
 

想
は
何
で
 

あ
っ
た
の
か
」
を
知
り
た
い
と
い
う
意
図
 か
 明
確
て
あ
る
。
 
浜
 林
氏
は
、
 

マ
ノ
 ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
か
つ
て
、
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
 

ズ
ム
 の
 倫
 

理
 」
と
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」
と
の
「
適
合
性
」
を
問
題
に
し
 

た
 時
、
 ビ
 

ユ
 ー
 り
タ
 
ニ
ズ
ム
の
典
型
と
し
て
、
「
平
和
的
」
な
り
チ
ャ
 

一
ド
 ・
バ
ク
ス
 

タ
 ー
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
む
し
ろ
、
「
戦
闘
的
な
 」
ジ
ョ
 
ソ
 

・
 オ
ウ
ヱ
ソ
 
こ
そ
、
そ
の
典
型
て
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
ピ
ュ
 l
 ド
 
ワ
 カ
ノ
 
目
 

ズ
ム
 の
「
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か
 に
し
た
。
 

今
 ま
て
の
二
人
が
、
歴
史
学
の
分
野
か
ら
、
ビ
ュ
 一
リ
 タ
ヰ
 ズ
 ム
を
研
 

克
 し
た
の
に
対
し
、
神
学
の
立
場
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
に
 
接
 近
し
た
の
 

が
 、
大
木
英
夫
て
あ
る
。
彼
は
、
ピ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
と
近
代
 化
 、
あ
る
 

い
は
、
近
代
世
界
の
形
成
と
の
関
わ
り
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
 つ
つ
、
 そ
 

の
 倫
理
思
想
、
神
学
思
想
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
ピ
ュ
 一
り
 タ
ン
は
 、
 

近
代
化
の
担
い
手
て
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
れ
が
、
 
田
ピ
ユ
｜
 

リ
 タ
ヰ
 ズ
ム
 の
倫
理
思
想
 ヒ
 （
新
教
出
版
社
、
一
九
六
六
年
）
 
、
 
門
ビ
ユ
｜
 

リ
タ
ン
 ｜
 近
代
化
の
精
神
 構
荘
 u
L
 

（
中
分
新
書
、
一
九
六
八
年
）
 

て
あ
る
。
 

こ
 の
よ
う
に
、
日
本
て
の
ピ
ュ
 I
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
の
多
く
は
 、
イ
ギ
 



展 望 

リ
ス
を
対
象
と
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に
、
ビ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
運
命
 

と
し
て
の
 

ア
メ
リ
カ
移
住
と
い
う
か
た
ち
て
、
ア
メ
リ
カ
が
取
り
扱
わ
れ
 て
い
る
。
 

そ
の
申
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
 l
 り
タ
ヰ
ズ
ム
 
に
注
目
し
た
人
 と
し
て
、
 

大
下
尚
一
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
大
下
氏
が
編
集
し
た
論
文
 集
 、
コ
ピ
 

ユ
 ー
 り
タ
 
ニ
ズ
ム
 と
 ア
メ
リ
カ
ー
伝
統
と
伝
統
へ
の
反
逆
 ヒ
 （
 
南
雲
堂
、
 

一
九
六
九
年
）
は
、
多
彩
な
執
筆
陣
に
よ
っ
て
、
文
学
、
政
治
 学
 ，
歴
史
 

学
 、
神
学
な
ど
の
様
々
な
視
点
か
ら
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
 、
ア
メ
リ
 

力
 史
の
根
底
を
流
れ
る
伝
統
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
共
通
の
 テ
 l
 
マ
 と
 

し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
大
下
氏
の
論
文
 

「
 ピ
ユ
 

｜
 リ
タ
ニ
ズ
ム
の
形
成
と
伝
統
」
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
 ピ
ュ
 ｜
 リ
タ
ン
 

観
の
変
遷
を
述
へ
っ
 っ
 、
ベ
リ
 
一
 ・
ミ
ラ
一
の
紹
介
に
到
り
、
 
更
に
 、
 Ⅰ
 

ス
 ー
イ
ン
グ
ラ
 
ソ
ド
 の
建
設
を
、
プ
リ
マ
ス
 と
 マ
サ
チ
ュ
 l
 セ
 ノ
ツ
 湾
の
 

二
つ
の
植
民
地
の
相
違
点
に
注
目
し
つ
つ
解
説
し
て
い
る
。
 大
 下
 氏
の
社
 珊
 

文
 、
「
ポ
ス
ト
・
 へ
 り
ー
・
ミ
ラ
ー
の
初
期
 臣
 ユ
 l
 イ
ン
グ
ラ
ン
 
ド
 研
究
」
 

（
㍉
ア
メ
リ
カ
研
究
し
一
九
七
一
年
）
は
、
こ
の
続
篇
と
も
 言
 -
 
え
る
も
の
 

て
、
へ
 り
 l
 
・
ミ
ラ
 I
 以
後
の
、
こ
の
分
野
の
研
究
 史
 が
手
際
 よ
く
整
理
 

さ
れ
て
い
る
。
 

以
上
、
日
本
て
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
の
一
部
を
紹
介
し
 た
が
、
 

こ
こ
て
は
、
対
象
を
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
分
け
ず
に
、
 む
し
ろ
、
 

イ
ギ
リ
ス
 
て
 生
ま
れ
、
発
展
し
た
ピ
ュ
 @
 リ
タ
ニ
ズ
ム
 
か
、
ア
 
メ
リ
力
 に
 

渡
り
、
ア
メ
リ
カ
を
舞
台
に
、
い
か
に
発
展
し
、
変
形
し
た
の
 か
を
、
 必
 

黙
約
連
関
を
持
っ
も
の
と
し
て
、
一
つ
の
連
続
伸
と
し
て
把
握
 し
た
い
と
 

思
う
。
 

  

Ⅱ
ペ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
の
登
場
 

ピ
ュ
亡
リ
 
タ
ヰ
 ズ
ム
 の
 統
 ム
ロ
 
的
 理
解
 

ビ
 ユ
ー
リ
タ
ン
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
 こ
 ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
 
が
、
研
 

究
 対
象
と
し
て
本
格
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
十
九
世
紀
 の
中
頃
で
 

あ
っ
た
。
こ
の
時
代
は
 、
エ
 
マ
ソ
ン
（
 戸
ミ
 ・
め
目
。
 
宙
 0
 コ
 ）
に
 よ
っ
て
 、
 

「
私
た
ち
の
依
存
の
時
代
、
他
国
の
学
問
に
対
す
る
長
 い
 徒
弟
 時
代
 憶
 

今
、
終
ろ
う
と
し
て
い
る
」
 

宍
 エ
マ
 ソ
ソ
 論
文
集
日
の
「
ア
メ
 リ
力
 の
 学
 

者
 」
一
八
三
 セ
年
 ）
と
宣
自
白
さ
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
 

、
 文
化
や
学
 

間
の
面
で
も
、
よ
う
や
く
、
 

ョ
 @
 ロ
ッ
パ
と
の
絆
を
断
ち
切
り
 つ
つ
あ
っ
 

た
 0
 文
学
史
上
で
は
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ホ
 l
 ソ
ソ
、
ヱ
 
マ
ソ
ン
 

ソ
 ロ
 l
 

た
ち
が
、
優
れ
た
作
品
を
生
み
、
「
ア
メ
リ
カ
の
ル
ネ
ッ
サ
 ソ
 ス
 し
を
 開
 

在
 さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
人
が
 、
 
一
つ
の
国
 

家
 と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
求
め
た
結
果
が
、
ニ
ュ
一
 々
 ソ
グ
ラ
ソ
 

ド
の
 歴
史
に
対
す
る
関
心
と
、
そ
の
建
設
者
と
し
て
の
 ビ
ュ
一
 り
 タ
ン
 
ヘ
 

の
 賞
讃
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
 ジ
，
ン
 
・
ス
ミ
ス
 や
 ウ
ィ
 り
 

ア
ム
・
プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
な
ど
、
植
民
地
建
設
者
自
身
の
手
 に
成
る
も
 

の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
最
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
 

，
 I
 ジ
 

・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
（
の
 
e
o
 

お
う
 

田
再
 「
 
0
 曲
）
の
ゴ
ム
 口
 兼
国
史
 L
 全
 十
巻
 

（
 
由
ド
ゎ
 
叶
っ
Ⅰ
㎏
 
0
 玉
ヰ
オ
ぬ
 
己
ト
 
Ⅹ
 ヘ
ト
騰
 

活
句
 卜
 
さ
叶
 
い
 w
,
 
ト
つ
せ
 
0
 抜
 ，
 目
 ㏄
の
 
ト
 /
H
 の
Ⅱ
 
卜
 ）
 が
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
神
話
と
し
て
描
か
れ
た
建
国
の
歴
史
は
、
時
代
 0
 流
れ
 

に
 従
っ
て
 、
 大
き
な
修
正
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 そ
 の
 要
素
と
 

し
て
は
、
外
国
か
ら
学
び
と
ら
れ
た
科
学
と
し
て
の
歴
史
研
究
 の
方
法
で
 

あ
り
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
急
激
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
 
劾
 で
あ
っ
 

93@ (@93@) 



  
  

  

  

  

た
 。
ア
メ
リ
カ
の
産
業
は
、
南
北
戦
争
の
終
了
と
共
に
目
覚
し
 い
 発
展
を
 

遂
げ
、
農
業
国
ア
メ
リ
カ
は
、
一
躍
、
工
業
国
へ
と
変
貌
し
た
 り
 都
市
の
 

人
口
が
増
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
大
き
な
 変
化
が
起
 

っ
た
 。
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
 は
ま
す
ま
 

す
 加
速
度
を
増
し
、
独
占
の
成
立
と
、
そ
の
反
対
の
極
に
は
、
 貧
し
い
 ス
 

ラ
 ム
街
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
内
部
に
矛
盾
を
は
ら
 
み
つ
 
つ
 

も
 、
全
体
的
に
は
好
景
気
の
時
代
、
物
質
主
義
の
時
代
を
背
景
 に
し
て
、
 

革
新
主
義
史
学
が
出
現
し
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
に
属
す
る
パ
 
リ
 ン
ト
ン
 

（
 
ヰ
 ・
Ⅰ
㌧
の
ロ
日
㏄
（
 

0
 俺
 ）
の
 同
 ア
メ
。
 
リ
力
 思
想
の
潮
流
 L
 （
 寒
 Ⅰ
 ぎ
の
 な
 Ⅰ
Ⅰ
 
馬
ミ
ヰ
め
 

～
 
お
 A
p
 
ま
雨
ヤ
 
帝
も
さ
Ⅰ
 
お
 0
 Ⅹ
心
下
～
・
 

笛
ヰ
 
（
 
ヰ
 e
 
の
（
 
い
 0
0
 

ダ
之
の
毛
 

ぺ
 0
 ～
 
ガ
 ・
 ト
の
 
N
q
 

）
を
 

見
る
と
、
ピ
ュ
 一
り
 タ
ン
の
神
学
は
、
政
治
上
の
争
い
や
、
 経
 清
士
の
 利
 

害
 対
立
の
反
映
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
、
ピ
ュ
 @
 リ
タ
ン
 の
 内
面
の
 

探
求
が
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
概
し
て
、
革
新
主
義
 史
学
は
 、
 

経
済
面
を
注
目
す
る
あ
ま
り
、
思
想
と
し
て
の
 ピ
 ユ
ー
 り
 タ
 %
 ズ
ム
と
い
 

う
 視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
 

へ
 り
 l
 。
ミ
ラ
 l
 が
注
目
し
、
批
判
の
眼
を
向
け
た
の
は
、
 ま
 さ
に
、
 

こ
の
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
処
女
作
、
「
一
六
三
 0
 年
か
ら
一
 %
 
八
五
ハ
 
し
年
 

に
 到
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
正
統
派
 ヒ
 （
 
0
 さ
ざ
 目
 。
 
ぃ
ヒ
簿
 寒
さ
 ㏄
め
も
り
オ
ミ
 

め
 
㏄
 
%
 め
 ト
ヰ
 
い
つ
 
1
 Ⅰ
 
ウ
 キ
戸
 目
 p
n
4
p
 

（
 
印
弓
コ
 
@
4
n
1
 

囲
 か
や
 つ
 「
の
の
の
，
 

p
 
つ
 の
の
 
レ
 の
 ほ
し
が
 

き
に
、
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
、
自
分
の
立
場
を
明
ら
 か
に
し
て
 

い
る
。
彼
は
、
「
経
済
的
、
社
会
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
 
十
六
世
 

紀
と
十
セ
 世
紀
に
お
い
て
、
宗
教
が
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
 果
し
た
」
 

と
 確
信
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
移
民
と
い
う
、
民
族
の
木
 移
 動
の
歴
史
 

を
 描
い
た
。
こ
の
確
信
は
、
以
後
の
著
作
に
も
一
貫
し
て
い
る
 。
一
方
で
 

は
 、
自
国
の
経
済
的
発
展
に
支
え
ら
れ
た
経
済
的
側
面
重
視
の
 史
学
が
主
 
4
 

 
 

流
 を
し
め
、
一
方
で
は
、
教
派
中
心
の
神
学
研
究
が
、
宗
教
研
 究
 の
中
心
 

で
あ
っ
た
時
、
思
想
史
の
立
場
か
ら
、
ピ
ュ
 一
 リ
タ
ニ
ズ
ム
に
 迫
り
、
そ
り
 

の
 全
体
 的
 構
造
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
点
に
 、
ぺ
リ
ー
 ・
ミ
ラ
 l
 の
独
自
（
 

 
 

%
 安
札
 
寒
 %
 安
め
・
 
ナ
 P
 ～
 
セ
曲
在
 C
 乱
せ
の
品
目
せ
㌧
お
 

お
 ・
 ト
 の
白
の
）
の
 
序
 

無
駄
な
仕
事
と
し
て
、
一
部
の
教
師
か
ら
ほ
反
対
さ
れ
た
の
で
 

あ
る
ア
フ
リ
カ
の
荒
野
、
こ
の
よ
う
な
自
然
か
ら
、
文
明
を
生
 

究
 開
始
の
動
機
を
 、
 次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
 、
ア
 

ピ
ュ
 l
 リ
タ
 ソ
 を
知
る
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
彼
ら
を
植
民
 

の
 だ
ろ
う
か
。
彼
は
、
論
文
集
、
コ
荒
野
へ
の
使
者
 
ヒ
 （
 
芭
 「
「
 
卜
 3
Q
 

コ
ソ
 ゴ
 で
、
突
然
、
神
の
啓
示
と
も
言
 う
 べ
き
も
の
を
感
じ
た
 

で
は
、
一
体
、
何
が
 、
 彼
を
こ
の
困
難
な
仕
事
に
敢
え
て
挑
戦
 

 
 

文
に
 、
研
 

あ
っ
た
。
 

ぬ
 建
設
に
 

。
眼
前
に
 

み
 出
し
た
 

フ
リ
カ
の
 

Ⅰ
 
さ
ト
 
Ⅰ
 ヰ
由
市
 

さ
せ
た
 

駆
り
た
て
た
内
的
論
理
（
 ぎ
口
 
0
 
ぺ
 -
0
 
犠
 8
 、
つ
ま
り
・
精
神
（
 あ
 る
い
は
、
 

思
想
 ョ
 @
 
コ
年
 
）
を
追
求
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
 
の
 精
神
の
 

研
究
こ
そ
、
歴
史
の
基
本
で
あ
る
と
確
信
し
た
彼
は
、
た
だ
ち
 に
、
 驚
く
 

ほ
ど
精
力
的
に
、
ピ
ュ
 i
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
を
進
め
て
い
ろ
 た
  
 

彼
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
ス
ト
一
 プ
 、
浴
槽
、
税
金
に
関
す
る
 法
 律
 、
 銀
 

（
 
6
 ）
 

行
 、
大
統
領
選
挙
の
成
り
ゆ
き
、
加
工
品
の
明
細
目
録
」
な
ど
 の
 テ
ー
マ
 

を
、
 取
り
あ
げ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 た
 だ
 、
こ
れ
 

ら
に
関
す
る
研
究
が
 、
 単
な
る
統
計
や
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
レ
ベ
ル
 に
 留
ま
っ
 

て
い
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
彼
が
、
理
論
の
中
心
に
す
え
た
 
も
の
は
、
 

「
一
貫
性
」
、
つ
ま
り
、
 ビ
 ユ
 i
 リ
タ
ニ
ズ
ム
の
「
 統
 ム
ロ
 
的
 理
解
 」
で
あ
 



っ
た
 。
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
ビ
ュ
 

@
 リ
タ
ニ
ズ
ム
 
の
 思
想
 構
 

造
を
分
析
し
よ
う
と
し
、
「
 
ヰ
 ユ
 l
 イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
知
的
行
 
ぬ
 こ
に
 注
 

目
し
た
。
彼
は
、
こ
の
地
域
こ
そ
、
「
歴
史
家
に
、
理
想
的
な
 

実
験
室
を
 

提
供
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
理
由
を
 

、
 「
そ
れ
は
、
 
栢
 射
 的
に
 孤
 

立
し
て
お
り
、
人
々
は
、
比
較
的
、
同
質
性
を
持
ち
、
歴
史
の
 

諸
力
 が
、
 

そ
れ
に
作
用
し
た
場
合
、
も
っ
と
複
雑
な
社
会
よ
り
は
、
十
分
 

に
 、
そ
の
 

 
 

こ
の
よ
う
 

に
、
 彼
は
 、
ヰ
ュ
一
 イ
ン
グ
ラ
 ソ
ド
 を
、
同
質
性
を
持
つ
社
会
 
で
あ
る
と
 

仮
定
し
て
、
そ
の
変
化
を
追
跡
し
た
が
、
そ
の
分
析
に
あ
た
っ
 

て
 用
い
 ，
り
 

れ
た
資
料
は
、
ピ
ュ
 
一
り
 タ
ン
が
書
き
残
し
た
公
文
書
、
手
紙
 

、
説
教
、
 

日
記
な
の
で
あ
る
。
 

彼
は
、
主
著
、
 二
ュ
一
 イ
ソ
 グ
ラ
ソ
ド
 の
精
神
 L
 全
二
巻
 （
Ⅰ
 
む
寅
 

毛
ぃ
ミ
ト
 
*
 め
 ～
 
Q
x
 

も
レ
へ
 

ぎ
憶
 -
 つ
 き
め
ぬ
も
め
 

*
 ～
 
m
Q
 

Ⅰ
～
 

*
O
n
S
 
ぎ
 「
 
セ
，
呂
 
ル
 
。
 
日
 -
 
二
の
目
 

0
0
 
ヨ
つ
い
 

（
）
 

q
 
、
 
・
孝
幸
 せ
 0
 
年
Ⅰ
 
ト
の
ひ
 

Q
.
Q
,
 

オ
 
@
m
@
 

牡
ぬ
 
Ⅰ
（
 

@
%
 
ズ
 
@
-
 

ぬ
 
@
 
～
 
b
@
 

ズ
 
@
&
 

一
ミ
 
バ
ン
 

@
 
も
 @
 円
さ
ま
 

の
寺
ざ
求
 

Ⅰ
 ぎ
憶
 Ⅹ
。
 
隠
 さ
 c
Q
,
 

宙
 a
r
4
 

目
 年
 C
 コ
ぎ
 
目
の
ぎ
 
せ
巾
 
～
の
の
の
，
 

ト
の
靭
 

ど
を
 始
 

め
、
 多
く
の
著
書
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
張
の
中
 

か
，
 
ら
、
 
彼
が
 、
 

非
分
離
会
衆
主
義
（
コ
 

0
p
l
 

お
尽
母
捷
 （
 c
o
 

品
品
 

g
p
 

岳
 
0
%
 閉
室
）
 の
 必
要
性
 

を
 、
い
か
に
解
明
し
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
 

ペ
リ
一
 ・
 、
、
へ
 

ラ
一
 以
前
 

の
 解
釈
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
誤
り
に
対
し
、
あ
く
ま
で
 

も
 、
国
教
 

舎
内
部
に
留
ま
っ
て
、
そ
れ
を
改
革
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
 

考
 え
方
を
長
 

名
主
義
（
Ⅰ
～
の
の
 

す
 
）
（
 
0
 
ぺ
 
@
p
 

コ
 中
の
日
）
、
聖
徒
だ
け
の
純
粋
な
教
会
を
 

求
め
て
、
 

望
 
そ
こ
か
ら
分
離
し
て
い
っ
た
人
々
の
考
え
方
を
会
衆
生
 

義
 
（
 
n
O
 

口
の
 

q
n
 

ぬ
 
p
.
 

 
 

 
 

ず
 、
国
教
会
内
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
立
場
を
み
つ
け
出
し
、
 こ
 れ
を
、
 非
 

分
離
会
衆
主
義
と
名
づ
け
た
。
更
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
 セ
，
ツ
湾
 植
民
地
を
 

建
設
し
た
人
々
は
、
こ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
解
明
し
た
。
 大
 下
 氏
も
 、
 

「
ペ
リ
 l
 ・
ミ
ラ
 l
 は
、
マ
サ
チ
ュ
 
l
 セ
ッ
ツ
の
建
設
が
特
有
な
 八
 非
分
 

離
の
会
衆
主
義
 V
 の
原
理
に
基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

こ
れ
 

は
 、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
全
体
へ
の
大
き
な
貢
献
で
あ
り
 、
分
離
派
 

Ⅱ
会
衆
主
義
、
非
分
離
Ⅱ
長
老
主
義
、
 

ピ
ユ
一
り
タ
ヰ
ズ
ム
 Ⅱ
 力
 ル
ヴ
ィ
 

Ⅰ
ズ
ム
と
い
う
従
来
の
概
念
だ
け
て
は
、
ど
う
し
て
も
理
解
で
 き
な
か
っ
 

（
 
8
 ）
 

た
ピ
ュ
一
り
タ
ヰ
ズ
ム
 の
特
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
」
と
述
べ
 て
い
る
。
 

私
が
、
大
下
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
っ
 っ
 も
 、
 少
し
視
点
を
変
え
 て
 問
題
に
 

し
た
い
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
 

な
せ
 、
非
分
離
会
衆
主
義
の
究
明
が
 、
ビ
ユ
一
 リ
タ
ニ
ズ
ム
 
全
 体
へ
の
 

貢
献
で
あ
り
つ
る
の
か
。
単
に
、
プ
リ
マ
ス
 と
 マ
サ
チ
ュ
ー
 
セ
 ソ
ツ
 湾
の
 

二
つ
の
植
民
地
の
相
違
が
、
解
明
さ
れ
た
だ
け
な
の
か
。
彼
に
 、
こ
れ
を
 

究
明
さ
せ
た
も
の
は
、
何
て
あ
っ
た
か
。
彼
は
、
ピ
ュ
 l
 リ
タ
 ン
が
 植
民
 

地
を
建
設
し
、
文
明
を
創
り
出
し
た
、
そ
の
内
的
論
理
に
注
目
 し
た
が
、
 

て
は
、
 被
 か
、
非
分
離
会
衆
主
義
を
設
定
し
た
内
的
論
理
は
何
 だ
っ
た
の
 

か
 。
以
上
の
問
題
点
を
、
日
一
六
三
 0
 年
か
ら
一
六
五
 0
 年
に
 到
る
 マ
サ
 

チ
ュ
一
セ
 
，
ツ
の
 正
統
派
 L
 を
通
し
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。
 

周
書
 は
 、
イ
ギ
リ
ス
の
 ピ
 ユ
 l
 り
タ
ヰ
ズ
ム
と
 、
ア
メ
リ
カ
の
 ピ
ニ
 l
 

 
 

り
 タ
ヰ
 ズ
ふ
 と
か
、
一
つ
の
連
続
伸
と
し
て
、
必
然
的
連
関
を
 持
つ
も
の
 

で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
ニ
ュ
 l
 イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
 ピ
   

Ⅰ
 ズ
ム
 の
形
成
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
 改
革
は
 、
 

 
 

ヘ
ン
リ
一
皿
に
よ
っ
て
、
政
治
的
色
彩
を
持
つ
も
の
と
し
て
 遂
 行
 さ
れ
、
 

9
 



  

宗
教
的
に
は
、
あ
い
ま
い
な
点
を
多
く
残
し
た
。
こ
れ
に
対
し
 、
宗
教
上
 

の
 改
革
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
ピ
ュ
 l
 リ
タ
ン
の
運
動
は
 、
様
 々
の
形
体
 

を
 執
っ
た
が
、
そ
の
拠
り
所
と
す
る
も
の
は
、
決
し
て
、
宗
教
 の
 自
由
で
 

は
な
く
、
宗
教
の
統
一
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
国
家
 の
 統
一
で
 

あ
っ
た
。
 ビ
ュ
一
リ
タ
ソ
 は
、
国
教
会
の
下
で
宗
教
を
統
一
す
 る
こ
と
に
 

は
、
 何
ら
疑
問
を
抱
か
ず
、
「
教
会
へ
の
参
加
を
強
制
し
、
 異
 瑞
を
死
刑
 

（
 
9
 ）
 

に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
」
彼
ら
に
と
っ
て
、
宗
教
の
純
 化
は
、
国
 

王
へ
の
忠
誠
を
伴
な
い
、
宗
教
上
の
誤
り
は
、
国
教
会
内
部
の
 改
革
に
よ
 

 
 

 
 

験
を
持
つ
人
々
、
す
な
 ね
 ち
、
見
え
る
聖
徒
の
み
に
よ
っ
て
 、
 自
発
的
に
 

組
織
さ
れ
た
教
会
、
つ
ま
り
、
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
，
 ン
 （
会
衆
 

）
か
ら
 

成
 

る
 教
会
の
み
が
、
真
の
教
会
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
が
会
衆
 生
 義
 で
あ
 

る
 。
プ
リ
マ
ス
植
民
地
は
、
こ
の
系
統
に
属
し
、
国
教
会
か
ら
 0
 分
離
を
 

伴
 な
っ
た
た
め
、
分
離
派
と
呼
ば
れ
た
。
 

ペ
リ
 i
 ・
ミ
ラ
ー
は
、
こ
の
二
つ
の
中
間
に
、
非
分
離
会
衆
生
 義
 を
設
 

走
 す
る
。
国
王
へ
の
忠
誠
と
、
宗
教
の
純
化
と
の
両
者
が
 、
ィ
 ギ
リ
 ス
 国
 

内
に
お
い
て
遂
行
不
可
能
に
な
っ
た
時
、
し
か
も
、
い
か
な
 

る
場
ム
ロ
ネ
巳
 

も
 、
イ
ギ
リ
ス
国
家
か
ら
方
柱
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
 ピ
 ユ
 l
 リ
タ
 

ソ
が
、
 追
い
つ
め
ら
れ
て
考
え
出
し
た
の
が
、
非
分
離
会
衆
 生
 糞
 で
あ
っ
 

た
 。
国
王
か
ら
、
公
式
の
許
可
を
得
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
 、
 イ
ギ
リ
ス
 

の
 一
部
分
と
し
て
、
（
決
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
か
ら
分
離
す
 る
で
は
な
 

く
 ）
国
家
と
教
会
を
建
設
し
、
し
か
し
、
現
実
に
は
、
会
衆
生
 義
 に
基
づ
 

へ
 り
ー
・
ミ
ラ
 l
 は
、
コ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
思
想
の
営
み
 L
 （
 
つ
 む
心
 

ト
 i
 
玉
 e
o
 ㌔
 連
 e
g
 

き
さ
も
 

ぎ
ト
 
き
め
二
 %
 Ⅰ
Ⅱ
 サ
つ
 
き
 叶
 
ぎ
わ
も
㌔
 
つ
 ぎ
～
～
 
っ
 き
 ～
 
0
 
 
～
 ぎ
 

Q
 ぎ
曲
 輯
 ミ
コ
 
宙
 a
r
 
セ
め
 
全
知
）
 

0
5
 

名
 の
ま
せ
 

0
r
 

ガ
 ・
 ト
 の
の
の
）
の
ら
 
刀
 成
を
見
ず
 

と
な
っ
た
同
書
は
、
第
三
部
 

し
て
、
一
九
六
三
年
に
亡
く
な
っ
た
。
 

Ⅲ
ペ
リ
 l
 ：
ミ
ラ
ー
以
後
の
 ピ
 ユ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
 研
 究
 

の
 特
徴
１
１
実
証
研
究
の
重
視
 

い
て
、
教
会
を
運
営
し
て
ゆ
く
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
 、

強
制
と
 
6
9
 

統
一
を
目
指
す
。
こ
れ
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
海
の
場
合
で
 あ
り
、
 
ぺ
 

 
 

リ
 ー
 ：
 、
へ
 
ラ
ー
は
、
調
停
で
き
な
い
問
題
を
調
停
し
た
（
 r
e
c
0
 

コ
 c
 
ご
め
 @
 
へ
へ
ひ
 

l
 

 
 

n
o
 
コ
 0
 目
の
三
盆
）
の
は
、
ど
う
し
て
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
か
っ
た
（
 

の
で
あ
り
、
こ
の
解
決
策
は
 
、
 我
々
に
と
っ
て
 、
 全
く
 、
狂
 想
 の
よ
う
 

（
 
ル
 
@
 ）
 

に
 思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
非
分
離
会
衆
主
義
を
設
定
す
る
こ
と
に
 
よ
 
っ
 

て
 、
プ
リ
マ
ス
と
異
な
っ
て
、
マ
サ
チ
ュ
 l
 セ
ッ
ツ
湾
が
 
、
政
 我
一
致
の
 

神
政
政
治
を
積
極
的
に
遂
行
し
、
井
寛
容
を
特
徴
と
し
た
理
由
 を
 究
明
し
 

た
 。
し
か
し
、
彼
の
貢
献
は
、
こ
こ
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
 。
彼
に
 、
 

非
分
離
会
衆
主
義
を
究
明
さ
せ
た
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
 ピ
ヱ
 ｜
り
 タ
ヰ
 

ズ
ム
 が
、
ア
メ
リ
カ
 ヘ
 移
植
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
は
 異
 な
る
も
の
 

に
 変
形
し
て
い
っ
た
、
そ
の
過
程
を
、
必
然
的
な
連
関
を
も
っ
 て
跡
 づ
け
 

た
い
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。
世
界
史
的
な
観
点
か
ら
、
 ア
メ
リ
カ
 

の
ピ
 
ユ
ー
リ
タ
 
ヰ
ズ
ム
 を
見
る
時
、
マ
サ
チ
ュ
 @
 セ
ッ
ツ
湾
の
 神
政
政
治
 

と
 井
寛
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
か
ら
の
「
非
分
離
」
に
よ
っ
て
 、
 最
も
妥
 

当
 な
説
明
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
 



の
 一
章
で
切
れ
て
い
る
が
、
出
版
社
へ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
 第
 九
部
ま
で
 

書
か
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
目
次
が
、
同
書
の
巻
末
に
載
せ
 
れ
て
い
 

る
 。
 

彼
の
後
の
ピ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
 マ
 ソ
ク
ギ
 

フ
ァ
 一
ト
 
（
 邑
住
 ハ
苦
 旨
 。
 や
き
 二
）
の
論
文
、
「
一
九
二
ハ
 

0
 年
 代
 に
お
け
 

る
 ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
」
（
ミ
サ
 

ヨ
 の
 
笘
 9
 コ
 セ
偉
 
Ⅰ
 
ざ
 出
目
の
ヰ
目
 

l
 

日
 Q
p
 
ぃ
，
 
（
 
ぎ
ト
ま
モ
 "
.
 

：
 薫
白
ざ
き
 。
 お
軋
寒
ミ
 Ⅰ
 め
 u
 ：
～
。
 
1
 
ぢ
 ・
 ポ
メ
せ
目
 
・
 

ト
の
 
～
 0
 ・
Ⅰ
 
っ
 ・
 ま
 １
 %
 ）
、
お
よ
び
、
前
述
の
大
下
氏
の
論
文
、
「
 ポ
ス
ト
・
 

ペ
リ
一
 ・
ミ
ラ
一
の
初
期
ミ
ュ
ー
イ
ソ
 グ
ラ
ソ
ド
 研
究
」
に
 、
 そ
の
特
徴
 

が
 指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
最
初
に
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
 従
っ
て
 、
 

全
般
的
特
徴
を
概
括
し
て
み
よ
う
。
 

ぺ
リ
ー
 ・
ミ
ラ
 l
 以
後
の
 ビ
 ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
の
特
 微
は
 、
ほ
と
 

ん
ど
の
研
究
者
が
 、
 彼
の
理
論
を
 、
 何
ら
か
の
形
で
前
提
と
し
 て
い
る
点
 

で
あ
る
。
基
本
的
な
部
分
で
、
自
分
の
研
究
の
出
発
点
を
彼
 
に
 求
め
つ
 

つ
 、
分
析
の
方
法
や
資
料
の
扱
い
方
な
ど
の
点
で
、
彼
を
批
判
 し
 、
補
正
 

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

そ
の
第
一
は
、
ピ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
に
、
も
っ
と
多
様
な
 側
面
を
 

盛
り
こ
む
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
こ
の
点
は
 、
い
ち
 早
 

く
、
 モ
一
ガ
ン
（
 ロ
 ・
の
・
 

呂
 0
 ～
 
偲
 し
が
、
「
 耳
 ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
 ソ
 ド
の
ピ
ユ
 

｜
 リ
タ
ニ
ズ
ム
 ｜
 他
の
研
究
方
法
」
（
。
之
の
毛
 
已
コ
性
り
コ
ら
 

㌧
 臣
由
 
円
い
 
ヨ
 の
日
 

サ
 ，
 o
n
 
プ
 ：
下
 っ
笘
 o
p
n
 

オ
 ・
 
，
薫
 ～
～
～
～
。
 

き
 "
s
 
田
寒
俺
 「
 セ
め
 ：
 *
 ～
 
Q
 、
 
～
 
セ
 ・
 ボ
づ
ロ
 
（
 
H
.
 

望
ト
っ
ゅ
 ）
・
 毛
 ・
 ぃ
ミ
｜
ぃ
悪
 
）
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
 ぺ
 リ
ー
・
ミ
ラ
ー
 

展
 
㈱
 ド
い
 し
Ⅱ
㍉
い
 い
 ㌣
㌍
が
㌃
 咄
離
靭
桟
而
 ㌃
 ぬ
煉
   

ン
は
 、
ビ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
中
心
と
し
た
「
比
較
的
、
同
質
捜
 そ
持
 つ
 社
会
」
 

と
い
う
視
点
で
は
、
十
分
に
包
摂
し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
を
補
 正
し
よ
う
 

と
し
た
。
モ
 
l
 ガ
ン
の
著
書
、
㍉
見
え
る
聖
徒
 ｜
 ピ
ュ
 l
 リ
タ
 ソ
の
 理
念
 

の
 歴
史
 L
 
 
（
 
六
 ～
 
め
 
～
 
申
 
～
 
e
 
 
め
 鈍
さ
 勒
 @
 づ
ヰ
俺
 
山
田
め
ぎ
 
ャ
 
Ⅰ
。
 ト
 Ⅰ
ヤ
持
 ミ
幸
 Ⅰ
 
Ⅹ
 目
憶
憶
 

Ⅰ
 -
 

之
 0
%
 ぺ
 0
%
 仁
田
器
（
の
 
@
 
（
）
㌧
 
ぉ
撰
 ・
）
 の
 の
 ひ
 
）
お
よ
び
、
ベ
イ
リ
 
ン
 （
 
け
 ・
ロ
の
 

一
 

旨
さ
の
、
同
十
 セ
 世
紀
の
ニ
ュ
 
一
 イ
ン
グ
 ヲ
ソ
ド
 商
人
口
（
 弓
ゃ
 ㏄
 宅
 b
 さ
 

芭
 さ
め
～
Ⅰ
 

蓬
目
め
 l
n
 
甲
 
a
*
 
～
 
め
 ～
 
さ
 
～
ヰ
 
6
 め
 鳶
口
 お
 ～
へ
 
ぬ
 
㌢
～
 
サ
 n
Q
 
ざ
 ～
 
*
 ト
田
 
・
ま
 い
 
Ⅰ
 
屯
っ
 
～
 

円
 o
R
 ゴ
ヴ
 
o
o
k
 

の
・
之
の
尾
 

ぺ
 0
 （
 
ガ
 。
 ぢ
 の
の
）
は
・
こ
こ
に
含
ま
れ
る
 
 
 

第
二
点
は
、
ペ
リ
 l
 ・
ミ
ラ
ー
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
溝
 神
 、
 特
に
 、
 

知
性
に
注
目
し
た
の
に
対
し
、
も
っ
と
感
憤
的
な
側
面
、
心
の
 内
面
を
掘
 

り
 起
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
 テ
 主
張
で
あ
る
。
ピ
ュ
 l
 り
 タ
 ニ
ズ
ム
 

を
 宗
教
思
想
と
し
て
把
握
す
る
に
は
、
感
情
面
は
 、
 特
に
重
要
 に
は
っ
て
 

く
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、
次
の
二
冊
が
注
目
 
さ
れ
よ
 

う
 。
シ
ン
プ
ソ
 ソ
 
（
 
ち
牢
コ
 望
日
や
の
 
0
 コ
 
）
の
 、
コ
 英
米
に
お
け
る
 。
 
ヒ
 ユ
ー
リ
 

タ
ン
の
伝
統
 ヒ
 （
 
セ
零
 「
～
～
 

ぬ
お
 
む
き
 
音
 0
 ～
 
憶
俺
 Ⅹ
も
 毛
壷
ミ
苗
 稗
史
 隠
茎
 
4
,
 づ
ゴ
 0
 

乞
田
さ
五
モ
 
0
 （
の
 ゴ
 
@
c
a
 

の
 
0
 ㌧
（
め
の
の
，
お
盆
・
）
大
下
尚
一
、
秋
山
 

健
 共
訳
、
未
 

来
社
、
一
九
六
六
年
）
と
、
 

プ
テ
 イ
ッ
ト
（
 2
0
 

（
き
占
 

ロ
の
 
（
（
 

@
 
の
 、
 刊
神
 

の
 召
命
を
待
ち
望
む
心
 ｜
 ピ
ュ
 l
 リ
タ
 ソ
 の
精
神
生
活
に
お
 げ
る
恩
恵
 

と
 回
心
 b
 （
Ⅰ
 
憲
由
 ea
 
「
～
 や
母
百
ミ
憶
弓
 「
 
a
c
 
ぬ
 れ
 
Ⅹ
憶
の
宝
持
 Ⅹ
 
り
 
*
0
 

）
や
Ⅰ
 
お
 

ね
笘
 Ⅱ
～
～
 

さ
 
Ⅹ
め
も
 
や
 ㌔
 珪
え
ト
ミ
タ
せ
 
が
け
目
さ
（
 
セ
 
e
 （
の
 
@
 Ⅱ
 づ
 お
お
・
 ト
の
 
毬
 ）
と
 て
 

 
 

あ
る
。
前
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
を
舞
台
と
し
 て
 、
ピ
ュ
 

｜
リ
タ
ソ
 
を
描
い
て
い
る
 0
 シ
ソ
 プ
ソ
ン
は
、
ペ
リ
 l
 ・
ミ
ラ
 l
 が
、
ピ
 

㎝
 

ュ
一
 リ
タ
ン
の
知
性
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
「
 ビ
ユ
一
リ
タ
   

自
ら
の
中
に
霊
感
と
挫
折
の
根
源
を
有
す
る
一
種
の
熱
狂
的
 信
 仰
 と
し
て
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見
よ
う
し
と
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
ク
ウ
ェ
 l
 カ
 @
 教
徒
 も
 、
ピ
ュ
 

l
 リ
タ
ン
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
後
者
も
、
同
様
に
、
イ
ギ
 リ
ス
 と
ア
 

メ
リ
カ
の
両
方
を
視
野
に
含
み
こ
み
、
ピ
ュ
 l
 リ
タ
ン
の
内
面
 、
 特
に
 、
 

回
心
体
験
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
 /
 テ
 イ
ッ
ト
は
 、
 神
の
召
 命
 に
対
 

し
 、
人
間
の
側
で
は
、
何
を
な
し
 ぅ
 る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
 待
ち
望
む
 

心
 
（
 
h
e
a
 

「
（
Ⅰ
 

ぺ
 
e
p
a
 

へ
ま
 
）
、
つ
ま
り
、
人
間
の
側
の
覚
悟
の
有
 効
 性
と
し
 

て
 、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
分
け
、
そ
の
 連
 関
 を
た
ど
 

り
つ
つ
、
神
学
的
に
、
そ
れ
を
究
明
し
た
。
 

そ
の
他
に
も
、
特
徴
点
は
多
く
あ
る
が
、
最
後
に
指
摘
し
た
い
 の
は
、
 

研
究
に
用
い
ら
れ
る
資
料
の
問
題
で
あ
る
。
 へ
 り
ー
・
ミ
ラ
 l
 が
 、
ピ
ュ
 

｜
 リ
タ
ン
の
書
き
残
し
た
公
文
書
、
手
紙
、
説
教
、
日
記
な
ど
 を
 用
い
て
 

い
る
の
に
対
し
、
モ
 l
 ガ
ン
は
、
「
小
さ
い
町
役
場
に
残
っ
て
 い
る
、
 税
 

金
 、
出
生
、
結
婚
、
死
亡
、
洗
礼
、
教
会
へ
の
加
入
な
ど
の
 記
 録
を
、
た
 

（
・
 

上
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

ん
ね
ん
に
集
め
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
言
う
。
 ピ
ュ
 l
 リ
タ
ン
 

が
 書
い
た
文
書
を
用
い
る
の
で
は
、
彼
ら
の
主
観
が
入
り
こ
ま
 ざ
る
を
え
 

な
い
。
ポ
 l
 プ
（
㌧
 ，
の
 
・
 
づ
 。
 憶
 ）
は
、
モ
 l
 ガ
ン
の
こ
の
指
摘
 に
 触
発
さ
 

れ
て
、
 
ゴ
 半
途
契
約
１
ニ
ュ
 一
 イ
ン
グ
ラ
ン
ド
，
 ピ
ユ
一
リ
タ
 ン
の
 教
ム
 ム
 

員
 資
格
 ヒ
 （
Ⅰ
 
浮
め
由
 Ⅰ
～
 
へ
，
黄
さ
 n
o
q
 
き
襄
 二
空
 u
r
 

（
す
吏
 

め
 
き
 ヰ
心
Ⅰ
 

り
 
下
へ
㌧
 

～
）
 

@
@
 

旧
 u
@
@
*
.
 

Ⅰ
 
t
@
@
D
@
n
*
 

臣
 @
n
@
 

也
 
Ⅰ
 Ⅱ
）
 
@
@
 

吋
 ～
 
n
Q
n
Q
@
@
 

～
・
 
P
@
r
@
n
@
@
@
n
@
@
@
@
@
@
0
 

（
 
@
@
 

Ⅰ
・
Ⅰ
・
（
 

@
@
 

ぎ
、
 
@
@
@
 

～
の
 

@
 
か
せ
、
 

h
 ヰ
の
 
の
の
・
 

ト
つ
む
 

の
）
 

を
 書
い
た
。
こ
れ
を
更
に
徹
底
し
た
の
が
、
統
計
や
調
査
を
中
 心
と
し
た
 

実
証
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
い
資
料
を
捜
し
出
し
、
統
計
 や
 グ
ラ
フ
 

を
 用
い
て
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
 仮
 り
に
、
 八
 実
証
性
 V
 

の
 強
調
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
現
代
の
科
学
の
発
 達
 を
そ
の
 

拠
り
所
と
す
る
点
で
、
時
代
の
産
物
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
パ
 ウ
ヱ
ル
 

Ⅳ
ペ
リ
 l 
・
ミ
ラ
ー
の
現
代
的
意
 
養
 

八
 統
合
性
 V
 と
八
 実
証
性
 V
 の
協
力
 

初
代
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
、
信
仰
 
心
 に
燃
え
て
、
神
と
の
 契
 約
 に
入
 

り
、
 ニ
ユ
 l
 イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
に
神
の
国
を
建
設
し
よ
う
と
 し
た
。
 で
 

は
 、
二
代
、
三
代
と
時
代
が
移
り
変
る
に
つ
れ
て
、
信
仰
 心
は
 、
次
第
に
 

薄
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
教
会
員
の
数
は
、
次
第
に
減
少
 し
て
い
っ
 

た
の
だ
ろ
う
か
。
教
会
員
に
な
る
た
め
に
、
い
か
な
る
資
格
が
 要
求
さ
れ
 

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
信
仰
心
と
は
、
何
に
よ
っ
て
 測
 宜
 し
う
る
 

の
 だ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
 テ
一
マ
に
 接
近
す
る
た
め
に
、
 具
 体
 的
に
 、
 

八
 半
途
契
約
 V
 
 （
下
肢
 

目
 毒
せ
の
。
 お
巨
巨
 ）
を
め
ぐ
る
様
々
の
 見
解
を
 、
 

研
究
方
法
や
資
料
の
用
い
方
の
相
異
、
結
論
の
導
き
方
の
栢
 異
 な
ど
に
 注
 

目
し
つ
つ
、
紹
介
し
、
再
び
、
ペ
リ
ー
・
ミ
ラ
 l
 の
現
代
に
お
 け
る
位
置
 

に
 注
目
し
た
い
。
 

初
代
の
 ピ
ュ
一
リ
タ
ソ
 は
、
教
会
員
の
資
格
を
 、
 神
の
救
い
の
 証
し
で
 

（
 
P
 の
㌧
 0
 ミ
 ま
 ）
の
 、
五
ピ
ユ
一
リ
タ
ソ
 
の
 村
 １
ヰ
 
ュ
一
 イ
ソ
 グ
 @
 ソ
ド
 
・
 

 
 

 
 

タ
ウ
ソ
の
形
成
ヒ
（
 憶
ヰ
 「
～
 
叶
黛
浅
末
 
～
～
～
仁
ぬ
 

雨
づ
 下
心
 且
つ
 
Ⅰ
 き
 Ⅰ
～
～
 

0
 お
 っ
 
ヰ
 れ
目
 
ぺ
き
 

馬
 さ
心
 
連
笘
も
 T
o
 
さ
タ
ゼ
へ
 り
の
 
-
 
の
 Ⅱ
ロ
ロ
 
C
 田
セ
っ
こ
 
ざ
せ
 つ
 お
の
の
，
 
9
 ヲ
コ
 
っ
 0
 ヰ
あ
 
年
内
・
 
の
 

お
葵
 ）
は
、
六
年
間
、
サ
ド
ベ
リ
に
滞
在
し
て
調
査
を
行
な
い
 、
移
住
 当
 

（
 

時
の
様
子
を
 、
 図
や
統
計
に
よ
っ
て
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
 べ
り
 l
.
 

ミ
ラ
ー
は
、
当
時
の
史
学
の
風
潮
が
、
あ
ま
り
に
も
統
計
 や
そ
 ノ
 グ
ラ
フ
 

に
 終
始
し
、
全
体
を
統
 ム
ロ
 
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
い
う
 問
 題
意
識
か
 

ら
 出
発
し
た
。
彼
の
後
の
研
究
者
が
 、
 再
び
、
統
計
や
調
査
の
 重
視
を
訴
 

え
て
い
る
の
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
 



あ
る
回
心
体
験
を
持
っ
人
、
し
か
も
、
個
人
の
内
面
に
お
い
て
 だ
け
で
な
 

く
 、
他
人
も
そ
れ
を
認
め
う
る
人
、
つ
ま
り
、
見
え
る
聖
徒
に
 限
定
し
て
 

い
た
。
こ
の
条
件
を
厳
し
く
す
る
一
方
で
、
彼
ら
は
、
神
と
の
 契
約
は
子
 

孫
 に
も
有
効
で
あ
る
と
す
る
信
仰
に
よ
り
、
親
が
見
え
る
聖
徒
 な
ら
ば
、
 

そ
の
子
供
に
も
洗
礼
を
許
し
て
い
た
。
最
初
は
 、
 何
も
問
題
は
 な
か
っ
た
 

が
 、
こ
の
子
供
た
ち
が
成
長
し
、
回
心
体
験
を
持
た
な
い
う
ち
 に
 子
供
が
 

生
ま
れ
る
に
到
り
、
問
題
が
表
面
化
し
た
。
こ
の
三
代
目
に
も
 、
高
 し
て
 

契
約
は
有
効
で
あ
る
の
か
。
様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
多
く
 0
 ム
 ム
 
議
が
 

召
集
さ
れ
た
。
初
代
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
書
物
が
拠
り
所
と
さ
 ね
 、
同
じ
 

書
物
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
解
釈
が
異
な
っ
た
。
一
方
に
は
、
 教
ム
 ニ
 の 純
 

粋
を
保
つ
に
は
、
偽
善
者
の
入
り
こ
む
す
き
を
作
っ
て
は
な
ら
 な
い
と
い
 

う
 強
硬
派
が
あ
り
、
一
方
に
は
、
教
会
の
将
来
を
考
え
て
、
 聖
 徒
 と
な
る
 

可
能
性
を
持
っ
も
の
ま
で
放
逐
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
い
 ぅ
 穏
健
派
 

が
あ
っ
て
、
 
栢
 争
い
、
そ
れ
は
、
十
五
年
も
続
い
た
。
 

つ
い
に
、
一
六
六
二
年
、
八
半
途
会
議
 V
 
 （
 
笛
 p
-
 
（
 
モ
捷
 
）
の
）
 コ
 
0
&
 
）
で
 結
 

論
を
見
た
。
そ
の
内
容
は
、
回
心
体
験
を
持
た
な
い
親
か
ら
 生
 ま
れ
た
 子
 

供
 に
ち
、
教
会
員
と
し
て
の
訓
練
を
授
け
、
洗
礼
を
受
け
さ
せ
 る
 。
し
か
 

し
 、
教
会
の
諸
問
題
決
定
の
投
票
権
を
与
え
ず
、
 聾
 さ
ん
式
に
 
も
 参
加
を
 

許
さ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
人
々
は
 、
こ
れ
を
 

軽
蔑
し
、
 
八
 半
途
契
約
 V
 と
呼
び
、
以
来
、
こ
の
用
語
が
用
い
 @
 
ら
れ
て
い
 

る
 。
一
六
六
二
年
の
こ
の
決
定
を
、
あ
る
研
究
者
は
、
妥
協
の
 産
物
で
あ
 

要
 
り
、
厳
格
な
 ビ
互
 l
 り
 タ
ン
が
、
 
八
 半
途
契
約
 V
 を
認
め
 ざ
る
を
え
な
か
 

っ
 た
の
は
、
当
時
、
信
仰
 
心
 が
薄
ら
い
で
い
た
証
拠
で
あ
る
 と
 主
張
す
 

屈
る
 。
一
方
に
、
こ
れ
に
強
く
反
対
す
る
研
究
者
も
い
る
。
 次

に
、
こ
れ
を
 

め
ぐ
る
論
争
を
追
っ
て
み
よ
う
。
 

論
争
の
発
端
は
、
モ
 @
 ガ
ン
の
論
文
、
「
ミ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
 ド
の
ピ
 

ユ
 ー
 り
タ
 
ニ
ズ
ム
 ｜
 他
の
研
究
方
法
」
（
 
目
 
つ
の
 
ト
 
）
に
さ
か
の
ぼ
る
 

モ
｜
 

ガ
ン
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
ビ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
 ズ
 

ム
 研
究
に
、
も
っ
と
多
様
性
を
盛
り
こ
む
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
 た
 。
し
か
 

も
 、
指
摘
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
 研
 先
方
法
を
 

具
体
的
に
提
示
し
た
。
そ
の
方
法
と
は
、
綿
密
な
地
方
研
究
で
 あ
り
、
 多
 

く
の
町
を
徹
底
的
に
調
査
し
て
詳
し
い
記
録
を
集
め
る
こ
と
で
 あ
る
。
 彼
 

は
 、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
 、
 例
え
ば
、
「
 十
セ
 世
紀
に
お
い
て
 、
教
会
員
 

の
 数
が
、
実
際
に
減
少
し
た
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
一
六
 六
 一
一
仁
 

十
の
 

八
 半
途
契
約
 V
 の
採
用
は
、
教
会
員
に
、
ど
ん
な
影
響
を
与
え
 た
の
か
」
（
 

）
Ⅰ
 

z
 

と
い
う
問
題
も
、
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
提
案
す
る
 。
彼
自
身
 

は
 、
具
体
何
と
し
て
、
教
会
員
の
男
女
比
を
年
代
順
に
調
べ
る
 げ
 、
一
般
 

的
に
言
え
ば
、
女
性
の
ほ
う
が
、
男
性
を
上
回
っ
て
い
た
と
い
 ぅ
 緒
論
を
 

導
き
出
し
て
い
る
。
 

し
か
し
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
、
八
宗
教
上
の
慎
重
さ
 V
 （
 
ぺ
の
一
 

江
田
。
括
の
 

c
r
u
 

づ
三
 0
 ゑ
 目
 ）
、
と
い
う
概
念
を
採
用
し
た
こ
と
で
 あ
ろ
う
。
 

彼
は
、
「
半
途
契
約
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
 事
実
は
 、
 

宗
教
の
衰
退
の
証
拠
で
は
な
く
、
異
常
な
宗
教
上
の
慎
重
さ
の
 高
ま
り
の
 

（
 
公
 
Ⅰ
Ⅰ
 

u
 
）
 

証
拠
で
あ
ろ
う
し
と
主
張
す
る
。
人
口
に
比
し
て
、
回
心
体
験
 を
 持
っ
者
 

の
 比
が
減
少
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
、
宗
教
は
衰
退
 し
た
と
 断
 

）
 

定
 し
て
は
い
け
な
い
と
彼
は
言
う
。
む
し
ろ
、
初
代
の
人
な
ら
 、
 迷
わ
ず
 
い
 

に
 回
心
で
あ
る
と
断
定
し
た
よ
う
な
体
験
も
、
時
代
が
進
み
、
 二

代
三
代
 

に
な
る
と
、
あ
ま
り
に
回
心
体
験
の
形
態
に
こ
だ
わ
っ
て
 、
は
 た
し
て
、
 

9
 



 
 

 
 

の
で
は
な
い
か
。
何
を
基
準
に
回
心
体
験
す
る
か
と
い
う
点
で
 

、
 人
々
は
 

慎
重
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
の
主
張
 

は
 、
お
よ
そ
 

、
 

こ
の
通
り
で
あ
る
。
 

モ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
、
方
法
と
し
て
は
記
録
の
蒐
集
，
 

八
 半
途
 
契
 約
 V
 に
 

対
し
て
は
八
宗
教
上
の
慎
重
さ
 

V
 が
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
に
 

対
 し
て
、
 

ラ
 

ト
マ
ン
（
 

口
 
・
 
b
.
 

わ
 
三
ヨ
 
主
 ）
は
、
「
神
の
橋
は
崩
れ
落
ち
た
１
ヰ
 

ユ
 
l
 イ
ン
 

グ
ラ
ソ
ド
 

の
 ピ
ュ
一
リ
タ
ヰ
 

ズ
ム
研
究
へ
の
試
論
し
（
 

，
 
0
0
 

Ⅰ
・
 

。
 
め
 
。
 
@
 
駐
の
 

何
 
%
-
@
 

お
し
 
0
 
名
臣
 
@
 
、
ち
コ
 

0
 
（
 
プ
の
 

Ⅱ
 
下
づ
 

㌧
 
q
o
a
c
 

プ
 
・
（
 

0
 牡
の
毛
田
コ
 

ぬ
紅
 

臣
 
由
 り
 
口
ユ
 

@
 

宮
里
 
め
ヨ
サ
 

の
 
綱
円
 
0
 
隻
Ⅰ
 
薫
槻
 

～
～
～
さ
き
塞
も
ま
Ⅰ
 

マ
セ
釜
な
ド
 

～
 
め
 
t
 
～
 
セ
、
 

Ⅹ
（
 

Ⅹ
・
 

ト
つ
ウ
 

N
.
 

毛
 ・
 
か
寅
｜
き
ト
 

）
に
よ
っ
て
反
撃
し
た
。
ラ
ト
マ
 

ソ
 
は
 、
モ
 
l
 
ガ
ソ
 
が
 
地
 

方
 に
残
っ
て
い
る
記
録
の
蒐
集
を
主
張
す
る
こ
と
に
は
賛
成
す
 

る
が
、
 

モ
 

一
 ガ
ン
の
蒐
集
の
し
か
た
や
そ
の
用
い
方
に
は
批
判
的
で
あ
る
 

。
ラ
ト
マ
 

上
の
慎
重
さ
 

V
 と
い
う
概
念
そ
の
も
の
に
反
対
し
、
 

八
 衰
退
 
V
 
と
い
う
 

概
 

念
そ
 
そ
れ
に
対
置
す
る
。
 

ピ
ュ
一
 

リ
タ
ン
の
理
想
は
 

、
 時
の
流
 

れ
と
共
に
 

崩
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
「
ウ
イ
ソ
ス
ロ
ッ
プ
 

や
コ
 
，
ト
ン
 

た
ち
が
、
 

こ
の
現
実
の
社
会
と
神
の
国
と
を
 

結
 ぐ
た
め
に
架
け
よ
う
と
し
 

た
 
橋
は
 
、
 

（
Ⅱ
）
 

崩
れ
落
ち
た
。
」
様
々
の
心
を
持
っ
人
々
か
ら
成
る
社
会
が
 

、
 長
い
間
、
 

同
質
性
を
保
て
る
は
ず
が
な
く
、
移
民
の
流
入
や
経
済
の
発
達
 

は
 、
ま
す
 

ま
す
、
こ
れ
を
促
し
た
。
彼
が
集
め
た
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
 

に
 
、
回
心
 

体
験
の
不
足
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ラ
ト
マ
 

ソ
 
に
 
・
と
っ
て
 

は
 、
 八
 半
途
契
約
 

V
 と
は
、
ビ
ュ
 

一
 リ
タ
ン
の
純
粋
な
理
想
と
 

現
実
と
の
 

妥
協
の
契
約
で
あ
り
、
衰
退
の
徴
候
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
 

Ⅰ 億 

し 、 り いとあ 平賀こま   
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違
 し
た
と
い
う
事
実
を
握
る
と
、
た
だ
ち
に
、
宗
教
の
衰
退
を
 結
論
づ
 け
 

て
し
ま
う
。
 

モ
 l
 ガ
 ッ
 の
ほ
う
は
、
資
料
を
重
視
し
つ
っ
、
資
料
を
過
大
評
 価
し
な
 

い
よ
う
に
抑
制
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
た
と
 -
 
ぇ
回
心
体
 

験
者
が
衰
退
し
て
も
、
そ
の
量
に
注
目
す
る
よ
り
、
質
を
吟
味
 し
よ
う
と
 

す
る
。
彼
の
八
宗
教
上
の
慎
重
さ
 V
 に
従
え
ば
、
 量
 と
し
て
は
 衰
退
し
て
 

い
た
と
し
て
も
、
質
的
に
は
、
決
し
て
衰
退
し
て
は
い
な
い
か
 
ら
 て
 る
 

る
 。
モ
 l
 ガ
ン
が
、
統
計
と
、
周
り
の
社
会
の
変
化
と
を
た
 や
 す
く
結
び
 

つ
け
ず
、
回
心
体
験
者
の
質
に
ま
て
切
り
込
ん
だ
理
由
は
 、
彼
 の
 著
書
、
 

㍉
見
え
る
聖
徒
 ｜
ピ
ユ
一
り
タ
ソ
 の
理
念
の
歴
史
 ヒ
 （
 
ト
 
の
の
 
ひ
 
）
 が
 教
え
て
く
 

れ
る
。
彼
は
、
 八
 半
途
契
約
 V
 の
出
現
を
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
 ソ
 の
 神
学
に
さ
 

か
の
ぼ
り
、
彼
ら
が
、
教
会
員
を
、
第
一
に
 、
 見
え
る
聖
徒
に
 制
限
し
 、
 

第
二
に
、
そ
の
子
供
に
も
契
約
は
有
効
で
あ
る
と
し
て
、
幼
児
 洗
礼
を
許
 

八
 半
途
契
約
 V
 を
生
み
出
す
原
因
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
宗
教
の
 衰
退
の
徴
 

候
 で
は
な
く
、
見
え
る
聖
徒
の
概
念
が
広
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
 し
た
と
 言
 

う
 。
モ
 l
 ガ
ノ
自
身
の
言
葉
に
よ
る
と
、
「
最
初
の
分
離
派
 た
 ち
が
、
 ィ
 

ギ
リ
 ス
国
教
会
を
離
れ
て
か
ら
、
マ
サ
チ
ュ
 
一
セ
，
ツ
 建
設
 に
 到
る
ま
 

で
、
 ピ
 ユ
ー
 り
タ
ソ
 は
、
回
心
体
験
の
審
査
の
基
準
を
漠
策
し
 続
け
た
。
 

そ
し
て
、
ま
す
ま
す
、
見
え
る
教
会
の
概
念
は
広
げ
ら
れ
、
 見
 え
な
い
 教
 

望
 
自
分
た
ち
が
、
教
会
を
、
可
視
性
の
限
界
を
越
え
た
所
へ
 

 
 

会
へ
と
近
づ
い
て
い
っ
た
。
ピ
ュ
 l
 り
ク
ソ
 は
、
半
途
契
約
に
 

押
し
出
し
た
こ
 

え
る
こ
と
に
な
 

よ
っ
て
 、
 

八
 半
途
契
約
 
V
 を
論
ず
る
 
%
 台
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
 

前
述
し
 

た
 ボ
 l
/
 の
 、
 円
 
半
途
契
約
１
ニ
ュ
 

@
 イ
ソ
 グ
ラ
ソ
ド
 
・
ピ
ュ
 
l
 リ
タ
ソ
 

の
 教
会
員
資
格
に
つ
い
て
 

怯
 （
お
 
お
 ）
で
あ
る
。
彼
は
、
同
曲
に
 

お
い
て
、
 

モ
 I
 ガ
 ソ
 の
示
唆
を
実
行
し
、
こ
の
テ
 

l
 マ
に
関
す
る
資
料
を
 

、
宗
教
会
 

議
の
経
過
を
示
す
公
文
書
や
手
紙
か
ら
、
教
会
の
古
ぼ
け
た
 

記
 録
 に
到
る
 

ま
で
集
め
た
。
特
に
、
第
八
章
で
は
、
具
体
的
に
 

、
宝
 サ
チ
ュ
 
｜
セ
ヴ
ソ
 

の
 四
つ
の
教
会
を
選
び
出
し
、
 

八
 半
途
契
約
 
V
 が
採
用
さ
れ
た
 

頃
の
教
本
 
ム
 

の
 様
子
を
 
、
十
セ
 
世
紀
の
資
料
を
用
い
つ
つ
、
分
析
し
て
い
る
 

。
ポ
 l
 プ
 

は
、
 四
つ
の
教
会
の
栢
黒
点
を
考
慮
し
て
、
一
般
化
す
る
こ
と
 

を
 控
え
て
 

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
四
つ
の
教
会
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
 

と
し
て
、
 

A
 半
途
契
約
 
V
 が
 、
 新
し
い
会
員
の
源
泉
に
な
っ
て
い
た
点
を
 

指
摘
し
て
 

い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
操
作
の
後
で
、
 

モ
｜
 
ガ
ン
の
 
、
 

八
宗
教
上
の
慎
重
さ
Ⅴ
に
対
応
し
う
る
、
八
宗
教
性
 

V
 と
い
う
 
視
点
を
提
 

出
す
る
。
彼
は
 
、
 次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
周
期
的
に
 

、
教
 会
員
の
滅
 

女
や
、
宗
教
へ
の
迷
い
が
、
半
途
契
約
が
採
用
さ
れ
た
時
期
に
 

起
っ
た
 

が
 、
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
、
三
世
代
の
人
々
が
、
初
代
の
人
 

々
よ
り
も
 

宗
教
心
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
真
実
の
 

宗
教
に
対
 

て
い
た
。
た
だ
、
形
式
の
み
が
変
っ
た
の
・
で
あ
っ
た
。
」
 
す
る
三
世
代
の
人
々
の
宗
教
心
は
 

、
 驚
く
ほ
ど
、
先
祖
 

鮫
 
1
 Ⅱ
 ポ
 
れ
   

八
 半
途
契
約
 
V
 に
つ
い
て
、
 
モ
 一
 ガ
ソ
と
 
ラ
ト
マ
 
ソ
 を
越
え
る
 
よ
う
な
 
資
 

 
 

 
 

 
 

 
 



  

  

  

 
 

 
 

  

の
 現
代
的
意
義
が
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
 

お
わ
り
に
 

ヒ
ュ
一
 リ
タ
ニ
ズ
ム
の
研
究
が
冷
遇
さ
れ
、
経
済
的
視
点
が
強
 調
 さ
れ
 

た
の
は
、
一
九
二
 0
 年
代
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
繁
栄
と
夢
の
中
 に
あ
っ
た
 

時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
理
想
が
問
い
直
さ
れ
 、
再
考
を
 

迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
代
、
人
々
の
眼
は
，
謙
虚
に
、
建
国
の
父
 祖
 た
ち
の
 

精
神
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
が
 、
現
 在
 で
も
、
 

な
お
、
衰
え
な
い
理
由
の
一
端
も
、
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
 

今
後
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
研
究
が
、
ど
う
進
ん
で
ゆ
く
か
 は
 予
想
 

し
が
た
い
が
、
現
時
点
で
言
え
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
、
八
案
 ま
住
 V
 が
 

追
求
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
社
会
科
学
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
 で
あ
ろ
う
 

と
い
う
こ
と
、
一
方
で
、
そ
れ
が
単
な
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
終
る
 こ
と
の
 危
 

険
を
感
じ
て
、
 
八
 統
合
性
 V
 の
作
用
、
つ
ま
り
、
神
学
や
理
念
 の
 研
究
、
 

連
続
 性
 、
一
貫
性
の
探
究
が
重
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
 
と
で
あ
 

る
 。
こ
の
内
の
ど
ち
ら
に
偏
る
こ
と
は
・
 
く
 、
両
者
が
協
力
し
て
 ピ
ユ
ド
リ
 

タ
 ニ
ズ
ム
に
接
近
す
る
こ
と
が
、
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 こ
れ
ま
で
 

の
 ビ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
，
ス
ム
研
究
の
動
向
が
、
そ
れ
を
教
え
て
い
る
 

 
 

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
れ
 ば
 、
ベ
イ
リ
ン
の
業
績
は
示
唆
に
 富
ん
だ
 

も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ビ
ュ
 l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
研
究
 
者
で
は
 

な
い
が
、
そ
の
方
法
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
 
最
 後
に
 、
彼
 

の
、
 ロ
ア
メ
 り
 力
革
命
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 L
 （
 
憶
 ぬ
き
㌧
い
 
こ
遼
っ
 ㌔
 ヰ
 
む
 
へ
ら
 き
や
 

ぺ
 
～
 
へ
 
Ⅰ
さ
力
 

n
e
 

呂
 %
 よ
 っ
さ
 
・
 ト
 
Ⅱ
 臣
つ
 
1
 。
ド
ペ
 

Ⅱ
 
め
 ・
 せ
 。
㌣
 
ゲ
 
叫
が
～
 

ヰ
 
p
q
 
由
 C
 コ
 "
 
セ
 
0
 Ⅱ
の
 
ぎ
せ
 

㌧
 r
e
 

の
の
，
お
客
）
を
取
り
あ
げ
た
い
。
 

ベ
イ
 リ
 ン
は
、
ア
メ
リ
力
革
命
の
思
想
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
   

料
 る
 パ
ン
フ
レ
ソ
ト
に
求
め
た
 0
 
「
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ギ
リ
ス
 

か
ら
独
立
 
1
 

す
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
、
当
時
の
論
争
の
内
容
が
 、
 最
も
生
 々

し
く
、
㈹
 

  

 
 

直
接
に
、
敏
速
に
 、
 示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
 、
一
 セ
五
 0
 年
 

か
ら
、
 
一
セ
セ
 六
年
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
ア
ン
 グ
早
ア
 

メ
リ
カ
ン
論
争
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
蒐
集
 し
 、
編
集
 し
た
。
 彼
 

が
 、
序
文
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
目
録
を
作
製
す
る
だ
け
 で
も
、
 大
 

変
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
た
ん
ね
 ん
に
読
み
 

進
み
、
こ
れ
を
資
料
と
し
て
ア
メ
リ
力
革
命
の
思
想
の
源
泉
を
 探
り
出
し
 

た
 。
そ
れ
は
、
古
典
古
代
の
遺
産
で
あ
り
、
啓
蒙
思
想
に
基
づ
 く
 社
会
 契
 

約
の
理
念
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
 コ
モ
ソ
 
・
ロ
ー
で
あ
り
、
 
ヰ
 ユ
 l
 イ
ン
 

グ
 ラ
ド
の
契
約
神
学
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
 
は
、
彼
 

が
 、
ア
メ
リ
力
革
命
の
思
想
の
源
泉
と
し
て
四
点
箇
条
書
に
し
 て
お
り
な
 

が
ら
、
そ
こ
に
、
留
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
言
う
 

「
 丁
七
 

六
三
年
か
ら
、
 

一
セ
セ
 六
年
に
到
る
危
機
の
時
代
の
思
想
史
 は
 、
か
っ
て
 

は
 、
ぼ
ん
や
り
と
部
分
的
に
し
か
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
出
来
 ど
 と
を
、
 

世
界
史
的
観
点
と
、
そ
こ
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
の
位
置
と
い
う
 点
か
ら
、
 

解
明
し
、
統
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
一
七
六
三
年
後
の
政
 治
 灼
熱
狂
 

の
時
代
に
、
理
論
は
 、
 一
つ
の
 総
 ム
ロ
的
な
見
解
へ
と
融
合
し
て
 
 
 

そ
し
て
、
彼
は
、
一
見
、
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
よ
 う
 に
見
え
る
 
多
 く
の
バ
ソ
 

フ
レ
ッ
ト
を
統
合
し
よ
う
と
努
め
、
そ
れ
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
 ピ
 ユ
 l
 リ
タ
 

ン
 革
命
時
の
急
進
主
義
思
想
に
求
め
、
更
に
、
こ
の
急
進
主
義
 思
想
を
も
 

包
括
し
、
ア
メ
リ
カ
全
体
を
革
命
の
方
向
へ
導
い
た
も
の
と
し
 て
、
ハ
ア
 

メ
り
カ
 の
使
命
 V
 と
い
う
選
民
思
想
を
提
示
し
て
く
る
 0
 



  

こ
こ
で
は
、
ペ
イ
 
リ
 
ン
を
詳
し
く
紹
介
す
る
つ
も
り
は
な
く
 、
む
し
 

ろ
、
 眠
っ
て
い
た
 パ
ソ
 フ
レ
ッ
ト
を
堀
り
起
す
と
い
う
 八
 実
証
 性
 V
 と
、
 

革
命
の
意
味
づ
け
、
あ
る
い
は
、
事
件
の
栢
 互
 関
連
を
求
め
よ
 ぅ
 と
す
る
 

八
 統
合
性
 V
 と
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
 の
 急
進
主
 

義
 思
想
と
、
ア
メ
リ
力
革
命
の
思
想
と
が
、
連
続
 性
 を
も
っ
て
 扱
わ
れ
て
 

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
こ
の
点
で
、
ペ
イ
 
リ
 ン
 の
方
法
 

は
 、
ピ
ュ
 
l
 リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
に
、
十
分
、
示
唆
を
与
え
う
る
 と
 思
う
。
 

最
後
に
 、
 再
び
、
モ
ー
ガ
ン
に
戻
っ
て
 、
 彼
が
統
計
や
記
録
の
 必
要
性
 

を
 説
い
た
一
九
六
一
年
の
論
文
を
 、
 次
の
よ
う
な
警
句
で
結
ん
 で
い
る
こ
 

と
を
紹
介
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
う
。
「
地
方
 の
 記
録
の
 

蒐
集
と
研
究
は
 、
 決
し
て
、
思
想
史
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
で
 

は
な
い
 

（
 
8
 
ュ
 

）
 

が
 、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
内
容
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
で
あ
 ろ
う
。
」
 

主
 
;
 （

 
エ
 ）
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
建
設
さ
れ
た
植
民
地
の
う
ち
、
特
に
 
北
部
に
 

付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
プ
リ
マ
ス
と
、
マ
サ
チ
ュ
 l
 セ
ッ
  
 

湾
か
ら
成
り
、
ビ
ュ
 @
 り
タ
ソ
 
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
他
の
植
 民
 

地
 に
比
べ
、
宗
教
的
色
彩
が
濃
い
と
言
わ
れ
る
。
 

ハ
 
2
 ）
こ
の
呼
称
は
 
、
 後
の
研
究
者
が
便
宜
的
に
用
い
た
も
の
 で
、
 こ
 

0
 系
統
の
人
々
が
集
ま
っ
て
 、
 
一
つ
の
派
を
形
成
し
て
い
る
わ
 

 
 

で
は
な
い
。
共
通
点
と
し
て
は
、
歴
史
を
経
済
的
に
、
し
か
も
  
 

階
層
や
グ
ル
 
@
 プ
の
対
立
、
抗
争
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
 
 
 

望
 

る
 。
代
表
者
と
し
て
、
の
・
 
ら
 ・
㏄
 

e
a
 

ぺ
笘
 
・
 せ
 ・
Ⅰ
・
㌧
ハ
ぢ
 

ぎ
 Ⅰ
 0
 コ
 が
  
 

げ
ら
れ
る
。
 

展
 

（
 3
 ）
革
新
主
義
史
学
に
対
抗
し
、
思
想
史
の
立
場
か
 
ら
 、
ア
メ
リ
カ
   

侍 O   
トづ ㌧・ イト めヰ @- ・ Ⅱの 日ソ い Ⅰ ～ " Ⅰ ト " Ⅰ 0 「 

已史 

巾 
  

田曲 

  Ⅰ お   ㌧ ll 下   0 片 
  
き音 Ⅹ馬も）ダ Ⅰ づ ン ～ 0 

ⅠⅡ 

い 0 ト ペ 
て む O り     つ ll         
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旺
 
@
 

 
 

  

0
 大
学
会
連
合
大
会
 

第
二
九
回
 九
 学
会
連
合
大
会
は
昭
和
五
 0
 年
 五
月
一
八
日
（
日
）
 、
上
智
 

大
学
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
本
学
会
か
ら
は
安
斉
神
民
 が
 
「
 奄
 美
 と
沖
 

縄
 に
お
け
る
宗
教
受
容
の
様
 棺
 」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
 

0
 理
 再
会
昭
和
五
 0
 年
 五
月
二
三
日
（
金
）
一
八
時
 

二
三
日
（
日
）
八
時
五
 0
 分
 
開
会
 

一
 、
第
三
四
回
学
術
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
 

一
一
万
二
二
日
（
土
）
一
四
時
公
開
講
演
 

一
セ
時
 

理
事
会
 

九
時
 ｜
 一
五
時
研
究
発
表
 

一
二
時
 ｜
一
 
三
時
評
議
員
ム
下
、
編
集
委
員
 

ム
ム
 

一
五
時
記
念
撮
影
 

一
五
時
三
 0
 分
｜
 一
セ
 時
 
総
会
 

一
八
時
よ
り
レ
セ
プ
シ
 
ワ
 ン
 

二
四
日
（
月
）
九
時
 ｜
一
セ
時
 
研
究
発
表
 

一
 、
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
の
二
九
名
を
一
括
承
認
し
た
。
 

新
人
会
見
紹
介
 

ル
一
ベ
ン
・
ア
ビ
 
ト
 
練
馬
区
上
石
神
井
一
 
｜
セ
一
 0
 

イ
エ
ズ
ス
会
神
学
院
内
東
京
大
学
大
学
院
 

池
田
勇
調
桑
名
市
八
幡
町
同
朋
大
学
助
教
授
 

会 

報 

沢 坂 山神栗 本職歌手伊 井 守武 倉田 高橋 杉村 井 佐藤 本 林 声山 村田部 治藤 桁 

弩 正 幸 和 
襄 寿 男 一 

陸頭 俊禽 ・ 泰 義次 全 達 広博 稔麿 一 穂 信英 頭頭 碧 

朋 一職 0 守 二 
一四谷 l 六四八 内 セ   0  l 大 五 二① 

大数 二 三 渡 克員 一挙 
学授 0  人 辺 一 

五 釣 束 

教 
ィ 聴 旋 同 派 大 

五 六 六 
授 

全学   
伝教 院 

講師 神学院 
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ム
秦
 

  
  

戸
田
信
 正
 
愛
知
県
海
部
郡
甚
目
寺
町
新
居
屋
大
淵
郷
人
 セ
 

同
朋
大
学
講
師
 

西
岡
 
祖
秀
 
品
川
区
上
大
崎
 ニ
ー
一
｜
 一
五
戸
塚
 方
 

東
京
大
学
大
学
院
 

浜
田
耕
土
一
宮
市
大
和
町
毛
受
 字
 浜
田
三
一
同
朋
大
学
 教
授
 

比
嘉
，
政
夫
 
那
屈
市
 若
狭
 ニ
ー
 五
八
琉
球
大
学
短
期
大
学
 助
教
授
 

平
敷
今
治
邦
坊
市
首
里
寒
川
町
二
ー
二
八
 

沖
縄
国
際
大
学
助
教
授
 

ぬ
回
書
大
大
和
郡
山
市
伊
豆
 
セ
条
町
 
仏
教
大
学
大
学
院
 

0
 本
春
樹
 
仙
 ム
ロ
市
上
 
樋
一
｜
 四
道
交
会
館
内
 

東
北
大
学
大
学
院
 

横
地
溝
 恵
 
板
橋
区
東
新
町
一
 ｜
 五
二
 ｜
一
 0
 

都
立
北
国
高
校
教
諭
 

渡
辺
欣
雄
東
村
山
市
栄
町
一
 
｜
 三
四
 ｜
 三
野
村
方
 

国
際
基
督
教
大
学
助
手
 

源
部
冶
 
北
区
上
十
条
 一
｜
セ
 １
玉
１
匹
 0
 八
 

東
京
教
育
大
学
大
学
院
 

渡
辺
和
子
世
田
谷
区
羽
根
本
二
ー
三
一
 ｜
 一
玉
 ｜
 一
二
 
C
 

東
京
大
学
大
学
院
 

0
 Ⅰ
 拒
 乗
具
合
昭
和
五
 0
 年
 五
月
二
七
日
（
火
）
 一
セ
 時
半
 

同
宗
教
研
究
 L
 執
筆
要
綱
を
別
記
の
ご
と
く
定
め
、
今
年
度
よ
 り
 適
用
 

隷
 

す
る
こ
と
に
し
た
。
 

早
坂
 
博
 
東
北
福
祉
大
学
助
教
授
 

柴
田
善
 
家
 
東
京
大
学
大
学
院
 

野
村
文
子
東
京
大
学
大
学
院
 

本
寺
康
大
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
講
師
 

鈴
木
哲
雄
愛
知
学
院
大
学
助
教
授
 

執
華
者
 
紹
介
 

  

仮
 
)
 

 
 

1
0
5
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日
本
宗
教
学
会
 

下
 宗
教
研
究
 ヒ
 編
集
委
員
会
 

以
下
の
諸
 項
を
御
 留
意
の
う
え
御
執
筆
ね
が
い
ま
す
。
 

一
 、
文
体
、
用
語
、
用
字
 

口
語
体
、
当
用
漢
字
、
現
代
仮
名
づ
か
い
、
漢
数
字
も
し
く
は
 算
用
 

数
字
を
使
用
し
て
平
明
に
表
現
す
る
。
外
国
語
の
引
用
は
必
要
 最
少
 限
 

度
 に
と
ど
め
る
。
 

二
 、
枚
数
 

論
文
、
展
望
は
四
 0
0
 手
話
縦
書
き
原
稿
用
紙
匹
 0
 枚
 程
度
、
 
書
評
 

は
 同
じ
く
 一
 0
 枚
 程
度
と
す
る
。
 

三
 、
注
 

算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
、
本
文
の
後
に
一
括
す
る
。
 

四
 、
文
献
の
引
用
 

1
 
 邦
語
及
び
漢
文
文
献
 

書
名
、
定
期
刊
行
物
名
は
円
 
ヒ
 、
論
文
題
名
は
「
 
し
 で
か
 こ
む
。
 

Ⅲ
単
行
本
著
者
名
、
題
名
、
発
行
 所
 、
発
行
年
、
引
用
 べ
 l
 ジ
 

を
あ
げ
る
。
 

例
 
岸
本
英
夫
「
宗
教
神
秘
主
義
 b
 大
明
堂
、
昭
和
三
三
年
、
 

 
 

二
九
 ぺ
一
ジ
 。
 

㈲
論
文
筆
者
名
、
題
名
、
定
期
刊
行
物
名
、
巻
号
数
、
発
 
行
年
 

（
 編
 書
の
場
 ム
ロ
 
は
、
編
者
名
、
編
書
名
、
発
行
 所
 、
発
 

行
年
）
、
引
用
ぺ
 
ー
 ジ
を
あ
げ
る
。
 

例
 
石
津
 照
爾
 「
宗
教
研
究
の
立
場
と
宗
教
的
実
存
の
問
題
点
 」
 

  

原
稿
執
筆
 要
紙
 

  
(2) 田で 

例 例 か 書外 オ億宙 の 論文 ム 開花 ぺ e 田井 鮭 めき Ⅰ 目 出き Ol 国 ぎ，山 ・ロ ニ 。   
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由
ひ
 
（
～
 

轄
の
 

@
-
 

の
 
@
M
,
0
@
 

片
芭
ぃ
 

Ⅹ
 
N
N
O
 

（
 
ヰ
，
、
 

・
 
口
 
Ⅰ
～
）
の
 

@
 の
（
）
 

b
u
 

「
 
ぬ
 
@
 
（
 
@
 
コ
 
@
n
@
 

Ⅰ
 
り
の
 

@
@
 

（
）
㏄
 

@
H
 
ヰ
 
本
目
）
 

0
 
・
 

m
 の
コ
 

0
-
0
 

の
 
げ
 日
の
目
 
佳
 
ゑ
屈
 
お
 a
 
コ
宙
出
ぢ
 

（
 
o
r
@
c
a
-
 

し
 の
 
ぺ
臼
 
0
 
㌧
 
ヨ
 e
 
コ
 
（
 
，
，
 

ぎ
つ
 ぎ
辻
田
 
め
 
～
 
っ
 
Ⅱ
 
ヒ
も
ト
お
隠
 

～
 
去
 っ
 
轄
 -
 由
ま
 
Ⅰ
 
鳩
 ぎ
や
 ふ
 
め
～
 

浮
 
Q
 

憶
 
0
 
ぎ
ぬ
ど
の
 

d
,
 
ヴ
田
口
・
 

毘
守
 
串
の
曲
コ
年
 

ト
審
 
・
 
木
ざ
由
 

硬
 
い
毛
 
Ⅰ
（
の
ま
・
 

0
 
の
㏄
 
o
@
 
づ
オ
 
の
む
 
コ
 
@
 
せ
の
 
叫
絃
 
片
田
 
o
 
（
 C ダ
 
げ
が
 
仮
 
0
 ㌧
Ⅱ
の
の
の
・
 

ト
 
つ
り
の
）
・
㌧
㌧
 

お
ふ
 
0
.
 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ペ
ソ
 

タ
 ツ
ォ
ー
 
耳
 「
至
上
者
 

｜
 現
象
 
学
 

的
 構
造
と
歴
史
的
発
展
」
（
岸
本
英
夫
監
 

訳
 「
宗
教
学
入
門
 

ヒ
 

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
）
、
八
五
１
ハ
 

セ
ベ
一
ジ
 
。
 

五
 、
図
版
、
図
表
、
他
 

通
し
番
号
、
表
題
を
つ
げ
、
出
典
の
あ
る
場
合
は
必
ら
ず
 

明
 記
す
 

る
 。
特
殊
製
版
の
費
用
は
寄
稿
者
が
負
担
す
る
。
 

 
 

す
る
。
 

初
校
は
筆
者
に
依
頼
す
る
。
一
週
間
以
内
に
編
集
委
員
会
に
返
 

送
す
 

る
 。
再
校
以
降
は
編
集
委
員
会
の
責
任
に
よ
っ
て
行
な
う
。
 

校
 正
 の
さ
 

い
の
訂
正
は
、
最
少
 

限
 の
さ
し
か
え
程
度
に
と
ど
め
る
。
 

セ
 ・
抜
刷
 

原
稿
料
は
支
払
わ
な
い
。
論
文
、
展
望
一
篇
に
つ
き
抜
刷
 

二
 0 部
を
 

贈
呈
す
る
。
 

二
 0
 部
 以
上
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
 

希
 望
 部
数
 

八
 、
欧
文
概
要
 

論
文
に
は
欧
文
概
要
（
 

二
 0
0
 語
 前
後
）
を
、
で
き
れ
ば
 

ダ
プ
 レ
ス
 

ノ
 

報
 

ペ
イ
 
ス
 で
タ
イ
プ
し
て
添
付
す
る
。
 

九
 、
そ
の
他
 

ム
ス
 
1
 
 「
執
筆
者
紹
介
」
欄
の
た
め
に
、
現
在
の
所
属
機
関
及
び
 

職
名
を
 

論
文
に
添
付
す
る
。
 

2
 
 編
集
の
都
ム
ロ
 
上
 、
執
筆
要
綱
に
照
ら
し
て
、
編
集
委
員
会
 の
 責
任
 

に
お
い
て
原
稿
に
手
を
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。
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Les interdictions alimentaires 

dans la chretiente antique 
-Etude du Dkcret apostolique (Act. 15, 29)---- 

Renta KIDERA 

D'aprBs le rBcit de Luc, le Decret apostolique est la d6cision prise, P la fin du 

Concile de JBrusalem, qui demande aux paiens convertis de s'abstenir des idolothytes, 

c'est-3-dire des viandes immolees aux idoles, du sang des bCtes des viandes Btouf- 

f6es-et de la fornincation. C'est le texte oriental du DBcret qui exprime ces quatre 

prohibitions de nature rituelle e t  IBvitique, qui fut donc redig6 dans le cadre judBo- 

chr6tien. 

Nous constatons que les interdictions alimentaires, telles que le DBcret represen- 

tent, se sont repandues e t  furent longtemps en vigueur, non seulement dans le 

milieu jud6o-chrBtien (les Ps.-ClBmentines), mais aussi dans la Grands Eglise, sur- 

tout en Orient. 

Bien que le texte occidental du Decret suppose son interpretation Bthique, la 

Lettre de 1'Eglise de Lyon, Minucius FBlix e t  Tertullien mentionnent nettement la 

prohibition de consommer du sang des biites comme aliment, ce qui prouve que le 

DBcret avait cours meme en Occident. 

La persistance de ces interdictions alimentaires montre I'importance qu'on a ac- 

cord6 P I'observance dans la chrBtient6 antique. C'est ainsi que nous pouvons trou- 

ver un courant de fond judBo-chr6tien miime dans la Grande Eglise. 



A Study on Xuansha (39) and 
the Zen Sect in Fujian (%@) 

Tetsuo SUZUKI 

From the end of the Tang (&) Dynasty to the Wudai (hR) period, Fujian 

(gg) ,  a remote part of the vast China, became the most prosperous region of the 

Zen Sect as the result of the effort of Xuefeng-Yicun (%%&#) (822-908). Xuansha- 

Shibei (X~@i.biii)  (835-908), the first disciple of Xueferrg, who spent all of his life in 

Fujian, except a short term sojourn a t  Zhongling (BE) for receiving the entire 

rules, teaching his disciples Xuefeng's Zen thoughts. Later, the Zen Sect in the 

province of Fujian was spread through Jiangsu ( c g )  to Xijiang ( E c )  and 

occupied a leading position in the Zen Sect during the Song (je) Dynasty. This 

short article deals with the thoughts of Xuansha and his influences by analyzing 

the Xuansha-Guanglu (Xi>IZ;@) which has hitherto been ignored by most inves- 

tigators. 



Problem of 'Life and Death" and 

Imputity in Pure-Land Thought 

Hiroshi HAYASAKA 

In this paper I would like to discuss the problems of "Life and Death" in 

Japanese Pure-Land thought. In the first section, I take up the problem of the theory 

of Hongaku and then discuss the theories of Genshin, Hbnen and Shinran respectively. 

Buddhism teaches how to emancipate ourselves from the worldly tortures of 

transmigration. The Nirvana-sutra says that emancipation is to cut loose from all 

lusts, all evil passions, all shackles, life and death, cause and effect. This emancipa- 

tion itself is tathiigata, and tathiigata is nirvana. 

Emancipation is to cut the roots of transmigration. In other words, tathiigata 

or nirvana is perfect freedom. Our existance is surrounded by all kinds of passion, 

and we are caught in the cycle of the world of desire-driven beings and by the 

rebirth of karma. "Life and Death" means present existance itself. Therefore 

the way of existance is to be life and death, and to be in the cycle of transmigra- 

tion. This means that life and death are ndt to be separated and that the latter 

is not taken to be the end of life. 

"Life and Death" is basically regarded as one unity within the world of trans- 

migration. But it should be noticed that even if our attitude towards real existance 

is fallacious, still it is to be taken as something important and studied subjectively 

in the process of Pure-Land thought and the theory of Hongaku. 

The problem of karma is most important in the study transmigration. In ori- 

ginal karma, three miiyii (illusion) -lust, anger and ignorance- are basic. 

For liberation each discipline and every practice has been developed to emancipate 

us from this condition. 



Truth in The Gospel of Truth 

Yoshiie SHIBATA 

On the problem of what Gnosticism is, the solution proposed by H. Jonas is of 

basic importance even today, He insists on " the  Gnostic attitude of existence in 

itself (Daseinshaltung) and the generative (urspiinglich) interpretation of exist- 

ence, given by this attitude." We can understand here the necessity of introducing 

the raw material to be interpreted. This is  for the objectification of the interpreta- 

tion corresponding to the attitude of existence. Viewed from the essence of Gnos- 

ticism, the material is of course secondary, but from the standpoint of a Gnostic as 

person the case need not be so. Whether secondary or not is dependent upon the 

individual view of each Gnostic writing. In The Gospel of Truth (GT), we are 

examining what the material meant to a certain Gnostic, our author. 

Story's recent work, "The Nature of Truth in The Gospel of Truth and in 

the Writings of Justin Marsyr" is closely connected with our task. After Jonas who 

relatively made light of the significance of material, Story strongly emphasizes the 

aspect of existential interpretation on the one hand, and on the other estimates the 

significante of Christology a s  non-essential. Therefore, the truth in GT is the event 

in the subjective-intellectual domain and the events of Jesus are potentially docetic. 

In contrast to Story, the results of our analysis can be summarised as follows. 

(1) The author of G T  speaks more of Jesus' ministry and cross than of his pre- 

existence, incarnation and eternal life. Three texts concerning his incarnation clear- 

ly show that his incarnation is no more than the preparatory phase of his walking 

on earth. (2) The word " t ru th"  points to Jesus himself. If only we take notice of 

such expressions as "fruit of the Father's heart," "knowledge," "way" or "truth," 

this identification is easily proven. For Valentinianism, the truth is nature's gift 

to humanity. (3) The author of GT does not regard Jesus as docetic, but positively 

evaluates his earthly existence. He says, "The manifestation of his son gave them 

the possibility to know." For Valentinianism, Christ has nothing to do with the 

hyle. 

According to our investigation, what the author calls the truth is the historical 

Jesus himself. I t  is impossible that he can be fully absorbed into the generative 

interpretation of existence, although GT is no doubt a Gnostic writing and so assu- 

mes an anti-cosmic attitude of existence. 




